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序

大間元長窪線に関連する遺跡群は、昭和40年代に「上長窪遺跡群」として調査が行われた地域にあり

ます。その当時は静かな畑作地帯で、今日のような大規模な開発が行われ、大きく地域が変貌をとげる

ことを誰が想像したでしょうか。

旧石器時代から弥生時代にかけての遺跡が集中する愛鷹山南麓は、近年の開発によって発掘調査が進

められ、旧石器時代、縄文時代を中心に多くの成果があげられています。これまでに、新東名高速道路

長泉インターチェンジへのアクセス道路整備工事に伴う発掘調査としては、静岡県沼津土木事務所の委

託を受けて平成11から13年度に 1次調査が、平成16年度に2次調査が行われています。今回の謂査はこ

れに続く 3次調査となります。

調査対象地周辺は、戦前から多くの遺跡の存在が確認されており、これまでも部分的に調査が行われ

てきました。その成果から、尾根上のほぼ全域にわたって旧石器時代から縄文時代の遺跡が分布するで

あろうことが推定されています。

野台南遺跡は新たに旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡であることが確認されました。旧石器時

代において確認された5枚の文化層は、それぞれの規模は大きくはないものの、累々と続く旧石器時代

人の活動を示すものです。使用する石材の移り変わりや狩猟具が変化していく様子が現れています。縄

文時代については、中期後半に位置づけられる 2軒の住居跡が注目されます。近接して見つかった類似

した構造をもっ住居は、同時期に営まれた可能性が高く、当該期の集団の単位を示しているとも思われ

ます。

最後になりましたが、大岡元長窪線関連遺跡の現地調査ならびに本書の作成にあたって、静岡県沼津

土木事務所をはじめ、多くの関係機関の援助、協力を得たことについて、厚く御礼申し上げます。また、

この場をお借りして、現地調査、資料整理にあたった調査員、そして多くの作業員の皆様方の労をねぎ

らいたいと思います。

平成21年6舟

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長 天野 芳3
dじ4、
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1 本書は静岡県駿東郡長泉町元長窪、上長窪に所在する野台南遺跡、相窪A遺跡の発掘調査報告書で

ある。

2 現地調査は「平成18・19年度(主)大岡元長窪線新東名アクセス道路整備事業に伴う埋蔵文化財発

掘調査業務委託Jとして、静岡県沼津土木事務所の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導の

もと、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。野台南遺跡の調査は平成19年1月より 3月

までと平成19年6月より12月まで実施した。キ自窪A遺跡の調査は平成19年2月に実施した。

3 資料整理は平成20年8月より平成21年6舟まで財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

4 調査の体制は次のとおりである。

平成18年度(現地調査)

所長斎藤忠 常務理事兼総務部長平松公夫

総務部次長兼総務課長鈴木大二郎 調査研究部長石川素久

調査研究部次長稲葉保幸・佐野五十三 調査部次長兼調査課長及川司

事務担当主事望月高史 調査担当東部地区係長中鉢賢治 調査研究員木崎道昭

平成19年度(現地調査)

所長斎藤忠 常務理事兼事務局長清水哲 事務局次長兼総務課長大場正夫

事務局次長稲葉保幸・佐野五十三 事務局次長兼調査課長及川可

事務担当主事望月高史 調査担当東部地区係長中鉢賢治 調査研究員日吉高幸

平成20年度(資料整理)

常務理事兼所長清水哲 次長兼総務課長大場正夫 次長兼調査課長及川司

次長兼事業係長稲葉保幸 事務担当主事青井拓司

調査担当東部総括係長中鉢賢治 東部調査係長笹原千賀子 常勤嘱託員三好元樹

平成21年度(資料整理)

常務理事兼所長天野忍 次長兼総務課長松村亨 次長兼調査課長及川司

次長兼事業係長稲葉保幸 事務担当主事青井拓司

調査担当次長兼東部総括係長中鉢賢治 東部調査係長笹原千賀子

常勤嘱託員三好元樹

5 平成18年度の現地調査は、作業員による人力掘削を僻)山田組に委託し、基準杭設置及び測量・実測

を側シン技術コンサノレに委託した。

6 空中写真撮影は側デジックに委託した。

7 黒曜石の蛍光X線分析は望月明彦氏(独立行政法人沼津工業高等専門学校教授)に委託した。その

分析結果は附表に収録した。

8 炭化物と炭化材の放射性炭素年代測定と樹種同定は側加速器分析研究所に委託した。樹種同定につ

いては協力会社・パリノ・サーヴェイ側にて実施した。分析結果は第V章に収録した。

9 石器石材の同定は、当研究所技術員森島富士夫が行った。

10 本書の編集は三好が行った。執筆分担は以下の通りである。なお、第 I章、第III章第1節1、第IV

章第1節1については佐野、笹原の文章をもとに三好がまとめた。

三好:第田章第1節4・5.第2'"'-'4節、第IV章第1節4・5・第2節、第VI章

佐野:第II章、第W章第1節2・3



日吉:第四章第1節2・3

11 現地調査と資料整理では以下の方々にご指導、ご助言を賜った。厚くお礼申し上げる。

金子直行、小崎晋、芝康次郎、毒島正章

12 発掘調査資料は、静岡県教育委員会が保管している。

凡例

1 野台南遺跡における現地での測量は、平面直角座標VIII系を用いた世界測地系の座標を使用した。調

査区内には、一辺10mのグリッド(方眼)を設定した。調査区の方眼設定は、 (x.y) = (-94180. O. 

33480.0)上を原点 (A. 1)とし、 X軸(南北)方向にA、B、Cとアルファベット、 Y軸(東西)

方向に1、2、3とアラピア数字を付した。また、南西角の交点をもってそのグリッドの名称とし

た。方位は、平面直角座標VIIIによる方位(座標北)を基準として表示している。

2 出土遺物には4桁の遺物番号を付けた。接合番号は、石器はs、喋はrの後に 2桁の番号を付けた。

3 石器実測は第三角投影図法に拠った。石器計測にあたっては、製品は基軸、剥片類は剥離軸方向を

長さとした。幅と厚さはそれぞれ長さに対して直行する最大値とした。

4 本文や観察表に用いる色彩に関する用語・記号は、新版『標準土色帖J(農林水産省農林水産技術会

議事務局監修2003年版)を使用した。

5 土層名は第5図に示した記号を使用する。

6 分布図中の 10-xJは第O図の×であることを示す。 ISムJは石器接合番号ムを示す。
7 土層断面は、基本的に手実測による図を利用したが、一部に標高データから復元したものを利用し

た箇所がある。

8 本文中の記載に関する記号・略号は以下のとおりである。

TP:試掘坑 RF:加工痕ある剥片 UF:使用痕ある剥片

遺構

!側側倒的|土層断面位置 |盤盤盤|礎赤化部位50回以上 IICi;' "，' Ii磯赤化部位50略以下

黒曜石産地一覧

略号 産地 略号 産地 略号 産地

WDTY 和田鷹山群 SWHD 諏訪星ヶ台群 HNKJ 箱根鍛冶屋群

WDTN 和問土屋橋西群 TSTY 事事科冷山群 AGKT 天城柏峠群

WDHY 和田芙蓉ライト群 HNHJ 箱根畑宿群 KZOB 神津島恩馳島群

石材一覧
「産地jとは判別図法によって推定された産地を示す

和 名 英 名 標準資料略号 和 名 英 名 標準資料略号

玄武岩 basalt Ba 細粒凝灰岩 fine-grained tuff FT 

多孔質玄武岩 vesicular basalt VBa 珪化凝灰岩 silicified tuff STh 

ガラス質黒色安山宕 glassy black andesite GAn 硬質細粒凝灰岩 hard自ne-grainedtuff HFT 

細粒安山岩 日ne-grainedandesite FAn 火山線凝灰岩 lapilli tu百 LT 

輝石安山岩 pyroxene andesite An(Py) 緑色凝灰岩 green tu旺 GT 

多孔質安山岩 vesicular阻 desite VA旦 頁岩 shale Sh 

デイサイト dacite Da 珪質頁岩 siliceous shale SSh 

黒曜石 obsidian Ob 珪質粘板岩 siliceous slate SSI 

スコリア scona Scr 細粒砂岩 fine-grained sandstone FSS 

花闘岩 gramte Gr 車且粒砂農 coarse-grained sandstone CSS 

細粒斑レイ岩 fine-grained gabbro FG 硬質砂岩 hard sandstone HSS 

珪質岩 siliceous rock SR 細磯岩 granule conglomerate GC 

メノウ(~層積) agate Ag チャート chert Ch 

赤玉石(碧玉) redjasper RJa チャート(赤色) red chert Ch(Re) 

ホノレンアェノレス hornfels 日or
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第1章大岡元長察線開7l遺跡の誤査

:描 1章: 同ヌ己最揮縄関連遺跡の調査

るこれまでの調査と

ンターデョエンジとその

高速道

し?こものであるD

査研究所 うこととなっ?こ。 けて同年

からIE!石器時代ま

にまとめられている。そ

おり この

結果は

~~ 

16 

跡IIJ されている。

2 e 野台南遺跡。~;訂窪A遺跡の調査
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第H章遺跡の位置と環境

第H章遺跡の位置と環境

第1節地理的環境

野台南遺跡は、静岡県駿東郡長泉町元長窪に、柏窪A遺跡は同町上長窪に所在する。野台南遺跡は、

畑地帯総合改良事業に伴い、昭和61年に長泉町教育委員会により発掘調査が行われた野台遺跡から南東

約300mに佐置する。標高は 137~140mで、ある。ここは、東名高速道路沼津インターチェンジの北東約

700mの地点にあたる。柏窪A遺跡は野台南遺跡と同じ台地上の標高約90mに位置する。東名高速道路沼

津インターチェンジの南東約1，200mの地点にあたる。

愛鷹山は標高1，187mで、小富士や新期富士といった火山より古い噴火によって形成された火山であ

る。その西麓は富士市で富士山南東麓に接する。東は裾野市にあたり、黄瀬川が流れている。南は富士

市と沼津市の平野部で、現在は水田が広がる穀倉地帯であるが、かつては浮島沼が存在した。愛鷹山麓

が最も平野部に張り出すのが沼津市岡一色周辺で、愛鷹ロームが最も厚く堆積している。愛鷹山麓と平

野部が接するのは標高20~30m付近で、ある。

旧石器時代から縄文時代の遺跡が濃密に分布するのは、国指定史跡・休場遺跡の東に位置する高山(標

高391m)を扇頂とし、南に向かつて形成された扇状の緩やかな台地である。この扇端は、西は浮島沼に

注ぐ高橋川、東は黄瀬川の支流である桃沢川に挟まれた範囲で、沼津市から長泉町にかけて約8切の広

がりをもっている。中小河川が形成した谷が発達し、広い平坦面をもっ台地上では、茶・果樹・野菜の

生産や牧畜が行われている。

野台南遺跡は、長泉町長窪地区を流れる桃沢川の西側台地上に立地している。ここから沼津市鳥谷地

区の聞は、愛鷹山の山体崩落の際に形成された扇状の地形に富士山の火山灰が厚く堆積し、緩やかな斜

面となっている。野台南遺跡は、山体崩落地形の東端にあたり、南東方向に張り出す痩せた台地上の先

端に立地している。この台地西側の小さい谷は通常は水のない枯れた沢であり、谷底は浅く、幅も狭い。

第2節歴史的環境

愛鷹山麓の人々の活動痕跡は3万年以上前にさかのぼる。旧石器時代の人々は、愛鷹山や富士山の火

山活動休止期に、活発に展開しており、この地域では大きく 5つの時期に分けられている。また、縄文

時代の遺跡も多く発見されている。

この地域の遺跡は、中小河川によって削られた平坦な台地上に立地している。愛鷹山南東麓の台地は

大きく、西・中・東の3つの地域に区分される。

西の台地は最も緩やかで、幅が広く、富士通・静岡厚生年金休暇センター・東名愛鷹PAが所在してい

る。遺跡としては、扇頂部に細石刃石器群が出土した国指定史跡の休場遺跡、富士通の北西にBBVllから

石器が出土した元野遺跡、休暇センター東南にナイフ形若器が出土した西大曲遺跡が立地している。さ

らに、東名高速道路より南側には弥生時代末から古墳時代前期の二重口縁大型壷を出土した大廓遺跡が

所在している。遺跡分布は、 3つの台地のなかでは散在的な様子を示している。

中の台地は扇状地の扇端が最も南に張り出した部分で、最も緩い傾斜となっている。ここは東部運転

免許試験場や愛鷹運動公闘が所在し、東西幅は1.5km程で小規模な浅い谷が多く形成されている。遺跡

-3-
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野台南場跡栴:MZ試

調査の概要鋪 1鮪

調査に至る

主
む j

1 
i --。

19日の3日問、

ムまで掘削 1--， ため掘削途中で中止したものもあった

た。

①!日石器時代の貫褐色土層 (YL相

もの

~ l_、プてb
t置。)、、

九一円ぺ

C7]> 9 

となヮ

j とし

現地調査

から、詰準慌

しているようでhある。

甲

、司自

出土する 包含層

沼津土木事務所と

ることとし塩
v」
fLV蔵

う

包跡遺て

し7こO

柏窪A遺跡の調査も行った。

ることとなった。なお、年度末の調査という

による現地掘削と測量句実測

として丸野台南遺跡調査と並行して、
ーヲ、4この委託事業

る。

な

2 

下、年度ごとにたって行わ18・19年度の2ヶ年に

1 

ペルトコンベアー

によって調査範囲内平成;19年1舟9日から19日にかけ

月22日から現地駐車場用地の整地作業、

作業員棟の設置作業等の準備作業を行った。

による表土予除去を開始した。当初存在しないとされてい

6日から

アェンス

2)j 5日

を行った。年度末であったため人力掘削はして、i r-
} iこみ

σ

に使用した調査員棟@作業員ノ陣。ブェンス

って、現地での設備 ω

はほとんど行Lっていない。しか

め、 4舟118と12日に作業員

現地調査は、 6)j5日に草刈りなど

の搬入、 12日に動力線工事等の諸準備

人力掘削作業は、前年度調査の続きである

などもJ撤収した。し、ペ)1ノトコンベア一、3A中旬で一

平成19年度

平成

使用した。

--t 、備品を引き

うこととなっ 7こ T:~

ベルトコンペアー

@測量を

っ?こ。

なり、

による発掘調査は11日から開始した。

に行い、土坑や集石、住居跡2基
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第田章野台南遺跡

を調査した。実測・写真撮影も並行して行い、 8月中旬に縄文時代層の調査は終了した。

今年度の調査では、 9ラインで調査範囲を東西にニ分割し、西側部分を常に先行して調査するという

方法をとった。これは調査範囲が東西に約110mと細長いためである。 9ライン以商の縄文時代遺物包含

層掘削は7月末に終了したため、 9ライン以西において旧石器時代の層である黄褐色土層 (YL相当層)

の人力掘削を行った。また、 7月中旬、調査範閤西側約68nfの部分において縄文時代遺物包含層掘削後

に亀裂が入った。そのため、沼津土木事務所・文化課・研究所の3者による協議の結果、その部分の安

全対策を施すと共に、旧石器時代層の調査対象から外すことになった。

8月1日には、 3者による 9ライン以西の縄文時代遺物包含層掘削終了の確認が行われた。また、 8

月16日に9ライン以東の縄文時代遺物包含層掘削が終了したため、 3者による現地立会い確認を実施し

た。これ以降、全面的に旧石器時代の調査に入った。

旧石器時代の層である黄褐色土層 (YL相当層)は全面掘削した。黄褐色土層では、喋群が検出され、

石器も出土した。 9月12日に、 9ライン以西の黄褐色土層の調査終了に伴い、 3者による現地立会い確

認が行われた。この日以降、 9ライン以西において、試掘坑の設定、人力掘削を開始した。 9ライン以

東の黄褐色土層は9月19日をもって掘削が終了し、 26日に3者による立ち会い確認が行われた。

3mx3mの試掘坑を各グリッドに 1ヶ所を目安に24ヶ所設定した。掘削終了後は北壁と東壁の土層

断面の写真撮影、実測作業などの保存作業を行った。試掘坑掘削時に、喋や石器が出土した場合には、

周聞に掘削範囲を拡張した。拡張する範囲の取り扱いについて、 3者の共通理解を得るため、 9月26日

に協議を行った。

試掘坑掘削の結果、 24箇所中、 8箇所において拡張の必要が生じた。特に、平坦面から斜面部に移行

するTP8において、約400nfにわたって拡張して掘削することとなった。掘削がTP8とその拡張区のみ

となった11月12日には、調査終了に伴う片付け、事務的作業の工程等の打合せのために、 3者協議を実

施した。これ以後、周囲の片付け、ベルトコンベアーの撤去などを開始し、 11月14日にラジコンヘリに

よる旧石器時代調査面の空中写真撮影を行った。また、 TP8拡張部の無遺物層除去を11月16日に重機

によって行った。そして、 TP8関係の掘削・実測等、人力による現地調査は11月26日に全てを終了し

た。その後、安全対策として重機により試掘坑を埋め戻した。出土遺物や図面写真等の記録類の搬出、

現地プレハプや周囲のフェンス撤去も12月7日までに行い、全ての現地調査は終了した。

3.調査の方法

野台南遺跡の調査面積は3，310nfであった。調査は、重機による表土除去に並行して、調査範囲内に

設定したトレンチを人力掘削し、堆積している土層を確認した後、本格的な人力掘削を行った。

縄文時代の遺物包含層および、旧石器時代層である黄褐色土層 (YL相当層)は全面掘削を行って調査

した。 SC1以下については、 3x3mのTPを24ヶ所設定し、深さ 2mまで掘削し、調査した。試掘坑

掘削途中に石器や喋などの遺物が出した場合には掘削範囲を広げて調査した(第3図)。また、重機によ

る無遺物層除去を 1回行った。

遺物の取り上げ、地形測量等については光波測定器を用い、側シン技術コンサノレの「遺跡管理システ

ムj上でデジタノレデータとして保存した。また、土層図、個別遺構閣は、上記システムに加えて、縮尺

1/20を基本とし、詳細な図については 1/10の大きさで手実測で図化した。

写真撮影は、 35mmカラーネガ、リバーサノレ、モノクロネガを主体として、適宜6X 7判モノクロ、リ

ノTーサノレを使用して撮影した。高所撮影にはローリングタワーを使用し、全体写真については、ラジコ

ンヘリコプターを使用して空中写真撮影を行った。

-7-



4.基本土層

野台南遺跡は愛鷹・箱根基本層序の縄文時代包含層の大部分が認められず、表土直下にKUおよびFB

が認められた。 FBの上層にあたるKUは残帯している部分と失われている部分とがあった。 FB下には、

YL以下旧石器時代の包含層が約3mにわたって良好に堆積している状況が確認された(第4図)。各層

の詳細については第5図に示している。

5.整理作業

平成20年8月から平成21年6月まで整理作業を行った。石器の接合作業は石材、黒曜石産地別に行っ

た。ホルンフエノレスについては量が多いため、所属する層および上下数層との接合作業に止めたが、そ

の他の石材については出土した全層のものを合わせて行った。礁の接合作業は、輝石安山岩が大多数を

占めることから石材で分けず、全層のものを合わせて行った。遺構図面については現地で作成された図

面の矛盾を修正した。文化層の設定は水平・垂直分布の検討をもとに行い、第2節1で記したように分

けた。

- 8 
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野台南遺跡

番号 層序 色調記号 粘性 締り 愛鷹・箱根基本層序と記号 含有物

1 表土

2 暗褐色土 7.5YR4/6 有 やや有 栗色土層 KU カワゴ平パミスを少量含む。赤褐色
スコリアを微量含む。

3 暗褐色土 7.5YR3/4 有 やや有 富士黒土層 FB 赤褐色スコリアを微量含む。

4 賞褐色土 7.5YR5/8 有 有 休場層 YL 援色スコリアを含む。

やや
径5mm程度の赤褐色スコリア、径

5 暗褐色土 7.5YR3/4 有 第Iスコリア層
2mm程度の黄色スコリア、径5~8

有
SC 1 
mm程度の黒褐色スコリアをブロッ
ク状に含む。

6 黒褐色土 7.5YR3/1 有 有 第I黒色帯 BB 1 
発色はよい。径2~5mm程度の赤褐
色スコリアを含む。

ATを含む。上部に径2mm程度の赤

7 黄褐色土 lOYR5/6 有 有 ニセローム層 NL  
褐色スコリアを多く含む。径2~5mm
程度の黒褐色スコリア、径2mm程度
の黄色スコリアを含む。

8 黒褐色土 lOYR3/2 有 有 第H黒色帯 BB II 
発色はよくない。径2~8mm程度の
赤褐色スコリアを含む。

9 黒褐色土 lOYR3/2 有 有 第IIスコリア層 SC II 
径2~8mm程度の赤褐色スコリアを
非常に多く含む。

10 黒褐色土 lOYR3/1 有 有 第凹黒色帯 BBill 
発色はよい。径3~5mm程度の赤褐
色スコザアを少量含む。

11 暗褐色土 7.5YR3/3 有
強い 第Eスコリア帯

径2~8mm程度の赤褐色スコリアを

(硬い) スコリア1
SC班Sl非常に多く含む。径1mm程度の黄色

スコリアを含む。

12 黒褐色土 7.5YR2/2 有 有
第Eスコリア帯

SCillb1 
発色はややよい。径2~5mm程度の

黒色帯1 赤褐色スコリアを多く含む。

13 暗褐色土 7.5YR3/4 有
強い 第血スコリア帯

径2~5mm程度の赤褐色スコリアを

(硬い) スコリア2
SCills2 非常に多く含む。径2mm程度の黄色

スコリアを含む。

第Eスコリア帯
発色はb1に比べると弱い。径5~8

14 呆褐色土 7.5YR3/1 有 有 SCillb2 
mm程度の赤褐色スコリアを非常に

黒色帯2 多く含む。径1mm程度の灰色スコリ
アを含む。

15 暗褐色土 7.5YR3/4 有
強い 盟スコリア帯

径2~5mm程度の赤褐色スコリアを

(硬い) スコリア3
SCills3 非常に多く含む。径1mm程度の黄色

スコリアを含む。

強い 径1mm程度の黄色スコリア、径3mm

16 暗褐色土 7.5YR3/4 有
(非常 第mスコリア帯

SCills4 
程度の赤褐色スコリアをプロック状

スコリア4 に多く含む。径3mm程度の灰色スコ
硬い) リアを含む。

強い 第皿スコリア帯
径2mm程度の赤褐色スコりアを非常

17 暗褐色土 7.5YR3/4 有 SCills5 
に多く含む。径lmm程度の黄色スコ

(硬い) スコリア5 リア、径5mm程度の灰色スコリアを
含む。

18 黒褐色土 10YR3/1 有 有 第W黒色帯 BBIV 
発色はよい。径2~5mm程度の赤褐
色スコリアを多く含む。

19 黒褐色土 7.5YR3/1 有 有

径2~5mm程度の赤褐色スコリアを
スコリア層 SC 非常に多く含む。径2mm程度の黄色

スコリアを含む。

20 黒褐色土 7.5YR3/1 有 有 第V~VI黒色帯
BBV~ 
径5mm程度の赤褐色スコリアを多く
含む。径lmm程度の黄色スコリアを

VI 
含む。

21 黒褐色とと 7.5YR3/1 有 有 スコリア層 SC 
径5~8mm程度の赤褐色スコリアを
非常に多く含む。

22 黒褐色土 10YR2/2 有 有 第VIT黒色帯 BBVIT 
発色はよい。径2~5mm程度の赤褐
色スコリアを含む。

23 褐色土 10YR4/6 有 有 スコリア層 SC 
径2~5mm程度の赤褐色スコリアを
多く含む。

24 褐色土 lOYR4/6 有 有 中部ローム
径2~5mm程度の赤褐色スコリアを
含む。
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第田章野台南遺跡

2.第 I文化層

第I文化層はSCIIIb2上位に位置づけられる。ブロック 5基を含む(第6図)。石器213点、喋12点が

出土した。ただし、輝石安山岩の利用は石器と礁とに共通しており、 RF・UF・喋器・石核・剥片・砕

片・敵石・喋にそれぞれ分類されたものについて、石質に差異はない。当時の人々にとっては石器と喋

とに区別されていなかったものと考えられる。

G-7・G-8・H-7・H-8グリッドに遺物の分布が集中する。喋も石器と同様、調査範囲の中央

に集中して出土するが、分布が散漫で、あるため喋群とはしなかった。ブロック 1~4 の聞にはホノレンフェ

ノレスの剥片と大型の楳が散在する。ブロック 2・4・5には炭化物の出土が認められた。また、この遺

物の集中範回以外に、約26m東で、も 2点の石器が出土している。

各ブロックは数個の大型の喋が配される点で共通する。亜角喋が主体で、台石のような役割をになっ

た可能性があるが、確かで、はない。ブロック 1~4 の聞の遺物の分布がまばらな範囲にも大型の亜角礁

の配置が認められ、その性格は不明である(第7図)。

①炭化物集中(第9・10図)

ブロック 2・4・5と重複して、炭化物が出土した。このうちブロック 5と重複する炭化物のうち 2

点について放射'性炭素年代測定を、その 2点を含む3点について樹種同定を行った。分析結果について

は第V章に記載している。放射性炭素年代測定の結果は29000::t150yrBPと28860土160yrBPであった。樹

種問定の結果は、 3点ともモクレン属であるとのことである。近接して出土しており、同一個体が分裂

したものかもしれない。

②ブロック(第8"'10圏、第1・2表)

G-7・G-8 ・ H-8 グリッドにかけてブロック 1~4 が四角形状に位置し、中央には遺物の分布が

まばらな範囲がある。その北西にブロック 5がある。

第1表第 i文化眉器種組成表

RF UF 磯器 石核 剥片 砕片 敵石 計

プロック 1 1 11 12 

ブロック 2 1 1 4 51 10 67 

ブロック 3 2 2 38 4 46 

ブロ yク4 1 57 5 6 69 

ブロック 5 1 9 10 

ブロック外 1 1 6 1 9 

計 1 5 1 8 172 19 7 213 

第2表第 l文化層石材組成表

Ob 
An(Fy) 言十Hor SSh Ba 

WDTY AGKT 

プロック 1 11 1 12 

プロック 2 51 16 67 

プロ yク3 46 46 

プロック 4 63 4 2 69 

ブロック 5 5 5 10 

プロック外 1 1 6 1 9 

計 1 1 182 26 1 2 213 
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ブ、ログク 1(第1:[図 1) 

ホJV'/ブエノスの剥片を主{本と

l は灰色の珪質頁岩のUF

している。 末端部

をした可能性がある。

ホパノンプェルス

ている。ホルブェノ1/ス

2 は~草石安山岩

るよう

を打面として、 4348-1は分割高

は階段状になり、

たものであるが、2;-1について

2 -1には分割田にも

Sは背腹両面に

も

はまばらである。珪質頁岩のUF

し り

)..:.~ __，::，_"， iCノーγ」口口
V"， !=lilライコ石花子

-砕片である。

には

については更

._:;'"" 
，~ 

として、小口部

っていない。 2-1と4306は同

を有する部分の腹面

められる。 2-2 

おり、 ある可台包J性がある。こ

も

む。

L ， 
」

ものについてはi国

される。そ

る。 4307は分割面

される

められる。また、

た京出品である。 2

きめ

が粗い石材であることも要因であったかもし

作業面とした剥離は階段状剥離になに 2ぅ

と考えられる剥片の剥離に乏しい。小口を

っている。製作者の技量を考えると

しも高いとはいえず、非熟達者による剥片剥離の結果とも る。また、輝石安山岩を利用した剥

は ッタ 5tこ;おいても れており、

量行われていた可能性 している。一見、

しも良質とはいえ芯い石材を用いた石器製作が一定

と判断されかねないものであり、今後慎重に石器と

判別を行う必要がある。

3は連続して剥離されたホルンブエルスの縦長剥片2

て連続して剥離を行っているが、接合した 2

している。石棺の稜状になっ 24〉

は両者とも下半部が大きく折れてしまってい

ヲ
屯)0

プロック 3 4-<6、

ホ)1ノンアェルスのみで構成されるブロックで、多く

片の折れ接合で、プロック 2と接合関係を有する。

とともにUFと まれる。大型縦長剥

4 也 5はりFである。 4

る。末端部

に多方向からの剥離面をもっ大型の剥片を素材とする。上部は折れてい

5も背面に多方向からのま1]離面をもうま1片を素材とする。 下端部に、

剥片剥離後になされた剥離が認められる。

6回、石核である。 厚い剥片を素材と 右下端に背面と腹面にそ 1枚ずつ剥片剥離を行ってい

7-ヨ
ヨνo

7は石核と剥片の接合資料である。表面に く自然面が残害し、 に裏面で行われてい

る。裏面において、上方向から 裏面右側縁で表裏 いる。

している剥片 のもので¥こ にま日

ものである。

ツグ 4 (第14図8' 9、第15図]

I文化層出土の敵石はこのプロックに集中しており、プロック 1~~ 4の まばらな範囲

の蔽石の破片と接合する。敵石を除くと石材は全て:$ノレンブエノlノスで、製品 ない。

gはUFで、不定形剥片を使用する。鋭い縁辺をもっ右側縁 られる。素材背面には
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きい剥片

のが14-3 、 14~ 4である。
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第田章野台南遺跡

3.第H文化層

第II文化層はBB血中位に位置づけられる。喋群2基とブロック 3基を含む(第18図)。石器87点、喋

132点が出土した。 G-7グリッドとH-7グリッドの境界付近に遺物分布が集中する。喋群1にはブ

ロック 6が、喋群2にはブロック 7が重複する。喋群1の北には小さい喋が集中して分布しており、ブ

ロック 8と重複する。遺物が集中する範囲以外にも遺物の分布は認められるがまばらである。

①喋群

G-7グリッド北端付近で2基の喋群が検出された。いずれもブロックと重複する。数点の大型の喋

と小喋で構成される。

喋群1(第19図)

G-7グリッドの北半に位置し、その北には小礁が集中して分布する。炭化物集中およびブロック 6

と重複する。詳細は不明だが、 BBIII中佐に位置づけられると考えられる。 72点の礁で構成される。 6，500g

の牒と、接合して1，410gになる礁の2つの大型の喋以外は100g以下である。接合する大型の喋には赤化

が認められるが、 6，500gの喋をはじめ赤化が認められないものがほとんどである。

喋群2(第20図)

G-7グリッドとG-8グリッドの境界北端に位置する。ブロック 8と重複する。 BBIII中位に位置づ

けられる。 28点の喋で構成される。 4，890g、2，570g、730gの比較的大きい3点の磯以外は、 50g以下の

小さい喋である。赤化が認められる礁の数は多くはないが、比較的大きい3点の喋にはいずれも赤化が

認められる。

②炭化物集中(第18図)

喋群1と重複して炭化物が集中して見つかった。平面・垂直分布から喋群1と同時期に残されたもの

と考えられる。回収した12点のうち、 2点について放射性炭素年代測定を、全点について樹種同定を

行った。分析結果については第V章に記載している。放射性炭素年代測定の結果は、 28500士170yrBPと

28380土150yrBPであった。矛盾のない値であり、この文化層の年代を示すものと考えられる。樹種間定

の結果、広葉樹が主体であるものの、針葉樹も一定量含まれていることがわかった。

③ブロック(第21・22図)

G-7グリッドとH-7グリッドの境界付近に3基のブロックが集中する。箱根畑宿産黒曜石を多く

含む点で共通しており、同時期に残された可能性が高い。

プロック 6

喋群1と平面分布、垂直分布ともに重なり、詳細は不明だが、 BBIII中位に位置づけられると考えられ

る。 G-7グリッドの北端に位置する。

箱根畑宿産黒曜石を主体にガラス質黒色安山岩を含む。いずれも剥片と砕片である。

プロック 7(第23図1-1、第24図1-3) 

喋群2と平面分布、垂直分布ともに重なり、 BB皿中位に位置づけられる。 G-8グリッド北西隅に位置

する。

多様な石材で構成されるが、石核が1点含まれる以外は全て剥片・砕片である。デイサイトの石核を

含む接合で、ブロック 8と接合関係を有する。

1はデイサイトの石核と剥片2点の接合資料である。自然面を 1端に残置しつつ、打面と作業面を頻

27 -
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第3表第H文化層器種組成表

ナイフ形石器 模形石器 石核 剥片 砕片 言十

ブロ yク6 7 1 8 

ブロック 7 1 10 11 

ブロ yク8 4 28 33 65 

ブロック外 1 2 3 

計 1 4 1 47 34 87 

第4表第11文化層石材組成表

Ob 
計

推定不可 未分析
Hor Gan Da 

SWHD WDHY HNHJ 

ブロック 6 6 2 8 

プロック 7 4 4 1 2 11 

ブロック 8 32 1 29 2 1 65 

ブロック外 2 1 3 

計 2 1 42 1 29 6 3 3 87 

「

23-1-1 

ブクり

Vナイフ形石器

。剥片

。砕片

+ 楳形石器

.右核

。
(1: 100) 5m 

F
h
d
 

凋
件。，ι
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第21図第H文化層石器器種別分布
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第田章野台南遺跡

4.第田文化層

第国文化層はSCII ~BB II下位に位置づけられる。喋群2基とブロック 5基を含む(第25図)。石器

319点、喋19点が出土した。大部分の遺物は調査範囲東端からの出土である。 G-7・G-8・H-7・

H-8グリヅドにも石器・喋の散漫な分布が認められ、 1-7グリッド南東部にはブロック13が位置する。

喋群3にはブロック11が、喋群4にはブロック12が重複する。調査範囲東端は他の時期の遺物が乏しく、

その他の時期には遺物の分布が認められない場所であり、ブロック 9~12についてはブロック聞の接合

資料は乏しいものの、同時期に残された可能性が高い。

①醸群

喋群2基が調査範囲東端で検出された。いずれもブロックと重複する小規模なものである。

喋群3 (第26図)

F-13グリッドとG-13グリッドの境界東半に位置する。ブロック 11と重複する。 5点の礁で構成さ

れる。 6，OOOg、3，665g、2，740gの大型の喋3点以外は、小喋2点がみられるだけである。いずれの喋に

も赤化は認められず、火処としての喋群ではないと考えられる。もっとも大きい6，OOOgの礁に近接して

折れた石核(第37図21)が出土しており、半窪O.8mの範囲内に敵石2点(第38図23・24)も見られる。

これらの礁が台石のように用いられた可能性があるが、確かではない。

喋群4 (第27図)

G-13グリッドとG-14グリッドの境界南半に位置する。ブロック12と重複する。 5点の喋で構成さ

れる。 3，355gの大型牒1点と、 140gあるいはそれ以下の重さの喋が含まれる。大型礁に赤化が認められ

る。

②ブロック(第28""33図)

谷に向かう斜面である調査範囲東端に遺物の分布が集中し、 4基のブロックが認められる。また、調

査範囲中央西寄りにも遺物が散在し、 1-7グリッド南東部にはブロック13がある。ブロック 9は垂直分

第5表第111文化層器種組成表

スクレイパ」 ノッチ RF UF 模形石器 石核 剥片 砕片 敵石 計

プロック 9 1 1 1 66 27 96 

プロザク10 1 1 8 1 4 92 34 141 

ブロック11 2 4 39 12 2 59 

プロック12 6 6 

ブロック13 8 1 9 

プロック外 8 8 

計 I 1 8 4 1 9 219 74 2 319 

第6表第111文化層石材組成表

Ob 

推定不可
Hor GAn Da Ff FAn css An(Py) 計

WDTY HNHJ 

ブロック 9 77 18 1 96 

プロック10 137 2 2 141 

ブロック11 1 52 3 1 1 1 59 

ブロック12 6 6 

ブロック13 9 9 

ブロック外 2 1 4 1 8 

」ー--計
l 2 1 285 23 1 1 3 1 l 319 

- 35-
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第皿章野台南遺跡

布からSCII ~BB II下位に帰属するブロックであるといえる。他の時期には遺物の分布がみられない調

査範囲東端に立地しており、ブロック 9~12についてはブロック間の接合資料は乏しいものの、同時期

に残された可能性が高いといえる。

プロック 9 (第34図1~5) 

G-12グリッドとG-13グリッドの境界南半に位置する。

ホルンフエノレスが主体であるが、ガラス質黒色安山岩を利用した郡片剥離も一定量行われる。

1はホルンフェルスのUFである。末端部に自然面を取り込む剥片の背面末端部に二次的な票日離が認め

られる。

2はガラス質黒色安山岩の模形石器である。自然面が2ヶ所に残されている。下端は表裏への剥離に

よる稜が存在するが、上端は左右からの剥離による剥離面が残されている。

3はガラス質黒色安山岩の石核と郡片の接合資料である。 3-2が剥離される以前に剥片剥離はかな

り進行している。 3-2は平坦な剥離面を打面に、稜を狙った連続した剥離で剥離されたものである。

4 . 5は剥片の接合資料である。両者とも大型の剥片を素材にして、小型の剥片を剥離する点で共通

する。 4はホルンフェノレスの剥片を素材としており、その腹面を加撃して不定形な剥片を剥離している。

先に剥離された3900は打点から半蔵している。 5はガラス質黒色安山岩の右側縁に自然面を残す剥片を

素材とする。 5-1、5-2の剥離以前に素材剥片の末端部は折れており、その折片が3955である。先

行する剥離面と自然面の境界の稜を狙って、 5-1、5-2の順番で剥片が剥離されている。

プロック10(第34図6、第35・36図)

F-13グリッドとG-13グリッドの境界に位置する。

野台南遺跡最大のブロックである。ホルンフェノレスが組成の大多数を占め、ガラス質黒色安山岩と細

流安山岩の剥片・砕片をそれぞれ2点ずつ含むのみである。製品が多く含まれる。

6はスクレイパーである。上下が折れた剥片を素材として、その背商左側縁に急角度の刃部を作出す

る。加工は背面側になされるが、刃部左端の剥離のみ腹面側への剥離である。

7はノッチである。厚みのある剥片を素材とする。挟りの作出は主に1聞の剥離で行われ、補助的に

もう 1度剥離が加えられたらしい。挟りの両端は鋭く突出しており、錐として機能した可能性もある。

挟りの反対の側縁の左半にも二次加工が加えられていることから、複合的な機能を有する石器であった

可能性がある。

8~14はRFである。 8 は背面に自然面を有する剥片の腹面の打点右側に連続した二次加工が認められ

る。 9は厚みのある剥片に両側縁から二次加工を加えたものらしいが、風化が激しく詳細は不明で、ある。

10は厚みのある剥片の 1側縁に二次加工を加えている。風化が激しく詳細は不明であるが、加工のあり

方はナイフ形石器に類するかもしれない。 11は鋭い糠辺をもっ剥片に対して数ヶ所にニ次加工を加える。

ナイフ形石器と考えることもできるが、加工が乏しく、不定形のためRFとした。基部左側緑、に大きな剥

離があり、その剥離から間隔をあけて小さい剥離が認められる。基部右側縁は腹面に小さい剥離痕が残

されるのみである。 12は折れた剥片を素材としている。背腹両面への加工で、刃部を作り出している。右

側面の折れは二次加工に先行するもので、左側縁の折れは二次加工より後に生じたものである。よって、

折れる前の状態では更に二次加工が続いていた可能性があり、スクレイパーであった可能性がある。 13

は分厚い、寸詰まりの剥片を素材とする。腹面や底面に二次的な剥離が認められる。剥離は意図不明で

あり、石核の可能性もあるが、剥離がいずれも小さいため、 RFとした。 14は腹面下部を中心に二次加工

が加えられている。二次加工の後に折れている。

15はUFである。背面の大部分が自然面に覆われた横長の剥片を素材とする。縁辺のところどころに小

さい剥離が認められる。
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第皿章野台南遺跡
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第田章野台南遺跡

5.第IV文化層

第III文化層はSC1上国に住置づけられる。喋群2基とブロック 1基を含む(第39図)。石器72点、喋

334点が出土した。大部分の遺物がG-8グリッド周辺に集中する。喋群5とブロック14は重複する。ま

た、喋群5と重複して黄鉄鉱を用いた遺物が出土している。

①醸群

G-8グリッドに大規模な喋群が、その北東に小規模な喋群が位置する。

醸群5 (第40・41図)

G-8グリッドに位置する。野台南遺跡最大の礁群である。ブロック 14と重複する。 SC1上面に位置

づけられる。 306点の礁で構成される。ただし、第V文化層の喋群9と平面分布が重複しており、両者

を明確に区分できていないため、その数は前後する可能性がある。

軽いものから重いものまで多様な礁で構成され、 1，000g以上の大型の喋も30点含まれる。約36%の喋

に赤化が認められ、赤化した喋の割合は旧石器時代の喋群中では比較的高い。蝶群内に礁の粗密がある

ことから、実際には複数の喋群が重なっている可能性がある。

磯群6 (第40・42図)

G-8グリッドとH-8グリッドの境界東部に位置する。ホルンフエノレスのスクレイパーと黄鉄鉱を

用いた遺物と重複する。 SC1上面に位置づけられる。 14点、の礁で構成される。 3，725gの玄武岩と2，900g

の輝石安山岩の2点を中心に、接合して535gになる喋などを含むが、その他の喋は小さい。一部に赤化

が認められるものも含むが、大きいものには赤化は認められない。

②ブロック(第43・44図)

G-8グリッドに1基のブロックが位置する。その他にも少量の石器がまとまる部分があるが、ブロッ

クとはしなかった。

プロック14(第45・46図)

この文化層で唯一のブロックである。喋群5と平面分布、垂直分布ともに重なり、 SC1上面に位置づ

けられる。 G-8グリッド東半に位置する。

ナイフ形石器・角錐状石器に加えて敵石を含む。石材はホノレンフェノレスが主体だが、ブロック南半に

は箱根畑宿産を主体とする黒曜石も認められる。石核がガラス質黒色安山岩、敵石が輝石安山岩である

のを除いて、製品はホノレンフェノレスを用いたものである。

1はナイフ形石器である。分厚い剥片を素材に腹面と背面に残された平坦面から形成剥離が行われる。

第7表第IV文化層器種組成表

第8表第IV文化層石材組成表

~ 
Ob 

SWHD HNHJ 推定不可 未分析
日or Gan An(Fy) 黄鉄鉱 言十

ブロック14 1 5 1 1 49 l 4 62 

ブロック外 2 5 3 10 

計 3 5 1 1 54 1 4 3 72 
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野台南遺跡

分類すればー側縁への加工を中心としたナイフ形石器であるが、右側縁に残された素材縁辺も急角度で

あり、技術的にも形態的にも角錐状石器に類する。先端部は折れる。

2~4 は角錐状石器である。 2 は腹面からの加撃によって形作られており、背面に残されている素材

面はないか、あるいは極めて少しである。先端部を風化により失っている。 3は先端部片と考えられる。

腹面からの形成剥離が主体であるが、右側面には稜上からも剥離が施される。 4は上部を大きく欠損し

た基部片であり、詳細は不明だが、角錐状石器と考えた。

5はRFである。大型の縦長剥片を素材として部分的に二次加工を加えている。風化が激しく詳細は不

明であるが、右側縁中央部の小さい剥離の他に大きい剥離もいくらか行われている可能性がある。

6はガラス質黒色安山岩の石核である。 6面体状を呈し、正面以外の面には大きい剥離面が残されて

いる。打面と作業面を頻繁に転移しながら剥片剥離を行う。

7は剥片2点の接合資料である。同ーの平坦な剥離面を打面に剥片を連続して剥離している。

は末端部側が折れている。剥片は両者とも厚みがある。

8・9は輝石安山岩を用いた敵石である。粗質な不定形の円喋を用いる。他の文化層出土の敵石に比

べて大きい。両端部に敵打痕が認められる。 8は加撃による衝撃で三分する。

7 -1 

第田章

③ブロック外出土の石器(第47図)

ブロック14の北東でホルンフェノレスのスクレイパーと黄鉄鉱の遺物が出土している。これらの遺物は、

喋群6と平面分布、垂直分布ともに重複するため、 SC1上面に位置づけられる。他はいずれも剥片であ

るが、 H-9グリッド南東部では箱根畑宿産黒曜石を用いたものがみられる。

10はホルンフェルスのスクレイパーで、ある。打点側が折れた石刃を素材とする。素材背面の剥離は主

剥離の剥離方向と対向する。末端部には背面に残された主剥離に先行する剥離の打面が残される。石刃

の右側縁に組い二次加工を加えて刃部を作り出している。

11は黄鉄鉱のRFである。剥片を加撃して得られた小片を素材とする。細かい二次加工を加えて錐状の

突出部を作出する。

12は黄鉄鉱のUFである。打面に2枚の剥離が認められる肩平な不定形剥片を利用する。鋭い右側縁に

剥離痕が認められる。
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第湿章野台南遺跡

6.第V文化層

第V文化層はYLに位置づけられる。土坑3基と喋群6基を含tJ(第48図)。石器については分布に偏

りはあるものの、層位が安定していないこともあり、有為なものにはならないと考えブロックの設定は

行わなかった。石器130点、喋174点が出土した。調査区中央部に遺物分布がまとまる傾向がある。

①土坑(第49函)

SC 1上面で検出されたもの 2基とBB1上面で検出されたもの 1基が第V文化層に属すると判断され

た。第V文化層における石器の分布は散漫で、土坑がどういった石器と同時に残されたものであるかは

明らかでない。

土坑1

G-11グリッド中央に位置する。浅い皿状で、不正形である。

土坑2

H-6グリッド南東隅に位置する。底面に広い平坦面を有する。 YL中位に位置づけられる喋群7と近

接するが、その関係は不明である。

土坑3

G-7グリッド東部に位置する。検出面はBB1上面であるが、より上層から掘り込まれた可能性が高

く、覆土がYLであるため、第V文化層に属すると考えた。上面で検出できなかったため規模等は不明で、

ある。

②楳群

喋群6基が検出された。調査範囲に広く分布する。喋群11には喋群の範囲を超えた接合が認められ、

喋群9の礁とも接合する(第50図)。全体として、旧石器時代の喋群の中では赤化が認められる割合が

高い。

蝶群7(第51図)

H-6グリッドの南東部に位置する。 YL中位に位置づけられる。 14点の礁で構成される。 4，065gを筆

頭に1，OOOg以上の大型の礁が4点含まれる。最も大きい礁に赤化が認められ、赤化して砕けた喋も存在

する。土坑2と近接するがその関係は不明で、ある。ホルンフェノレスを主体とする剥片が比較的集中して

分布しており、喋群と同時期に残された可能J性が高い。

喋群8(第51図)

H-7グリッドの南東部に位置する。 YL中位に位置づけられる。 6点の蝶で構成される。最も重いも

のでも520gであり、比較的小さい喋で構成されている。半数以上に赤化が認められる。

喋群9 (第52図)

G-8グリッド南西部に位置する。 YL中位に位置づけられる。 26点の礁で構成される。 5，500gの大型

の喋が最も大きく、それに次ぐものは630gと200gである。赤化している喋は少数である。喋群11と接合

関係を有する。箱根畑宿産黒曜石とホルンブエノレスの石器と水平分布、垂直分布ともに重なる。ただし、

箱根畑宿産黒曜石を用いたスクレイパー(第56図9)は出土位置が低いため、伴うものかどうかは不明

である。また、第IV文化層の喋群5と平面分布が重複しており、垂直分布も近接するため、両者を完全

には分離できていない。

喋群10(第52図)

G-9グリッド中央北東寄りに位置する。 9点の礁で構成される。最も重いものでも540gでトあり、比

59 
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第田章野台南遺跡

較的小さい礁で構成されている。半数以上の礁に赤化が認められる。

蝶群11(第53図)

G-9グリッドとG-10グリッドの境界南半に位置する。 YL中位に位置づけられる。 21点の喋で構成

される。 2，765gの大型の礁が最も大きく、それに次ぐものは970gと355gで、 100g前後のものも一定量含

む。約半数の喋に赤化が認められるが、特に大きいものには赤化が認められない。喋群9と接合関係を

有するほか、 1-9グリッドと G-10グリッドの礁との接合がみられ、喋群外との接合が多い。ホノレン

フエノレスの剥片や敵石と水平分布、垂直分布ともに重なる。浅黄権色をした花闘岩の小円喋はわずかに

低位からの出土であり、磯群に伴うものであるかは明らかでない。

喋群12(第53図)

G-11グリッドとG-12グリッドの境界南半に位置する。 YL中位から上位にかけて分布が認められる。

12点の礁で構成される。 4，330gと1，235gの大型の喋と440gの喋を含み、 200g台の喋を多数含む。半数以

上の楳に赤化が認められる。平面分布ではナイフ形石器2点と重複するが、 1点(第56図4)はFB出土

のため磯群に伴うものかは不明で、ある。

③出土石器(第54"'57図)

遺物の分布が散漫に調査区に広く認められるため、ブロックに分けることは行わなかった。ナイフ形

石器を多く含むが、細石刃も含まれており、一時期に残されたものとは考えられない。石材では黒曜石

の利用が最も多く、ホルンフェノレスがそれに次ぐ。黒曜石の中では諏訪星ヶ台産の利用が最も多く、神

津島思馳島産、箱根畑宿産も一定量含まれる。ホルンフェノレスはその大部分が剥片・砕片であり、諏訪

星ヶ台産黒曜石についても剥片・砕片が一定量認められるものの、その他の石材では剥片砕片の量は乏

しい。その他の石材では石核も出土しておらず、明確な剥片剥離作業が行われたとは考えられない。ま

た、諏訪星ヶ台産黒曜石については、調査範囲中央に剥片が分布し、製品は中央部以外から出土する傾

向がある。

土坑1

~ ~~2~ A 

A A' 

137.7m~ミここ二こ〉

1 褐色士 YL相当層。 2~5mm程度の赤褐色スコ

リアを含む。しまりやや弱い。粘性あり。

第49図第V文化層土坑1"'3

第9表第V文化層土坑計測表

遺構名 深さ(叫
検出商 底 部

長径刷 短径(叫 長径(吋 短径(叫

土坑1 0.13 1.48 1.14 1.00 0.69 

土坑2 0.21 0.65 0.59 0.50 0.47 

土坑3 0.14 0.43 0.39 0.23 0.20 
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A A' 

138.7m~ア

1 褐色土 YL相当層。 5皿程度の櫨色スコリ

アを含む。しまりやや弱い。粘性あり。
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ナイア形石器は 7 点出土し、全f去を図化じた(第56図 l~~ 7) o 1~~5 は黒曜石を、 6e7 はガラス

質黒色安山岩を用いる。黒曜石iの産地は lが諏訪星ヶ台、 2が和国土屋橋西、 3r~5が箱根畑宿である c

l は左肩に刃部を有する二側縁加工ナイフ形石器である。素材、剥片を横イ立に用い、背面には急斜度の、

渡面には平坦な二次加工を加える。先端部に

れている。刃部背面にも平塩な剥離が認められる

を素材とし

は石

える。左肩に刃部を
竺ア

'Q。

を有し、右イ副総下半には素材の折面があてられているた は二側緑加工ナイ

ア形石器

る04

は大きい剥離でなされる

えた、二{則f~暴力目工ナイブ ある。右肩に

面先端に ある。基部に ている。 5

のある剥片を斜i立に用いたこ側縁加工ナイア形石器である。刃音13に

を斜{iUこ用いたこ側提加工ナイア形石器である。先端部は特に鋭く成形されている。

を先端部に据えて、打点を除去するように二次加工を加えた部分加工ナイブ

部が折れており、詳細は不明である。左側縁の刃部は鋭いが形は整っていない。ま

も鋭い素材面が残存する。

スタレノ(パーは3点出土し、全点を図化した(第56図8~ 0 8は諏訪星ヶ台産黒曜石を用いる。背

面に乎埋な自然面を広く残した、薄く扇平な不定形剥片を素材とする。スグレイパーの刃部になってい

る素材剥片の右概縁は鋭い縁辺であった可能性がある。刃音iH土、背面に小さい二次加工が連続し

られ、腹面にも部分的に剥離痕がみられる。刃部とは反対側の側緑にも微細剥離痕が認められる。 9は

箱根畑宿産黒曜石を用いる。上部を除く全周に二次加工、が行われている。素材は厚みのある剥片であっ

たと想定されるが、腹面倒にも加工が加えられ、かなり変形されている可能性が高し詳細は不明であ

る。刃部の作出は背面への急斜度剥離が主体でもる。右側i様、の二次加工は粗い。 10はガラス質黒色安山

岩の板状の小楳を素材とする G 裏表両面への剥離で、刃部を作り出す。刃部右端は剥離角が急角度過ぎて

有効な刃部とは考えにくい。加工は全体に粗い。

~ 66 
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J
h
ι
 

の不定形まilJ干を素材と

られる。

12〉。 12は7]'，jl'ンブエノレス

しいためRFとし

される。

出土した(第57図11)。

。素材剥片打j玄関1にも極めて

あるが、部分的に腹面

出土し、 1

は1

i乍り出

る。 τFイプをRF は8

られに背面に向け

ている。

ある

， 
~ 

ι'6.) 0 

fァ
J 

。1313~~ を図化した出土

とする。両側緑に

する。上下両端が折

3 UFは11

とらj!;_.. 
"-

;.. の可能f生があるめられる。ている。

として
寸h

l_ 15は背面に自然面きいためlJFとししたものに

めらはツインパ/いる。

。。
を用いる。打点側の破

られるのある。 18

57 図 19~21)。全てホルンブエノレスの

57図 16'~ 。出土し、

片で、末端部側は折れている。 17

出土し、全点を図化した

は3

を用いる。 19は円

は上面を打面にしたものがほとんどだが、そ

を1面に残しながら、打面と作業面

j 0 

〈第57

ている。さ上面でも 2枚の剥片る。したもの

も認めら

させる。 21は背面る。 20は自

に自

⑥ o 22は輝石安山岩の円離を利用する。端部に散

ある。 23は硬質細粒凝灰岩の円楳

じている。度重なる使用があったも

は2

しているも生じている。打痕が認めら

を利用する。

のと考えら

もい?こるところら

るG

および「台石川による加工が加わったものであるか明確で、ないものを「鼓石?J のため

出土した。

その↑由

台石?は2とした。敵石?は l

明確な加工の痕跡

とした。

ものを円

勺ぞ
<:.V 0 7ど

えらなると

円i深で、

一明

とは明らか

のをし

し¥めら

している。1 
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第3節縄文時代の遺構と遺物

1.概要

縄文時代の遺構は住居跡2基、土坑8基、ピット 3基、集石9基がある。遺物は、土器が1314点、石

器が534点である。ただし、土器の点数については、現地調査と整理作業の結果登録された遺物番号の

数であり、破片数はより大きい値となる。

KU・FB出土のものに加えて、表面採集されたものや撹乱中から出土したもののうち縄文時代に属す

る可能性が高いものについては縄文時代の遺物に含めている。また、 YL出土の遺物のうち縄文時代に属

することが明らかな石鯨3点、打製石斧1点、土器1点を含む。また、 YL出土の石器と接合した石器1

点、および旧石器時代に属することが明らかなナイフ形石器5点、細石刃2点を旧石器時代第V文化層

の遺物とした。

土器は早期前半から後期までの型式が出土している。特に数が多いのは早期後半から前期初頭にかけ

てと中期後半の土器である。

2.遺構と遺構出土の遺物

ここでは遺構および遺構から出土した遺物について報告する。検出された遺構は住居跡2基、土坑8

基、ピット 3基、集石9基である(第58図)。遺構出土の土器の記載に用いられている土器分類につい

ては、次項の遺構外出土の土器で述べる。

①住居跡

住居跡と考えられる遺構が2基検出された。両者の聞は約4.1mで、近接する。ともに南東にむかつて下

る緩斜面の標高139m強の地点に位置する。平面円形で、石囲炉、埋聾、柱穴をもっ点でト同様の構造であ

る。出土している遺物も土器分類12類:曽利皿式土器が主体で、同時期に並存したと考えられる。

a.住居跡1(第59・60図)

G-10グリッド北西に位置する。 KUから掘込まれている。土坑11と重複し、土坑11を切る。長径約

5.60m、短径約5.56mでほぼ正円形となる。住居跡2に比べて大きい。石囲炉を中心にもち、周囲に柱

穴がめぐるが、検出された5基の柱穴は南東側に偏る。南東壁際に埋聾が配されており、埋聾に伴う土

坑は住居跡の壁を切る。床面直上出土の土器と接合した土器の放射性炭素年代測定の結果、 4040土30yrBP

の年代が得られている。

16類:加曽利EII式の埋聾をもつことから中期後半のものと考えられる。床面直上からも同時期の12

類:曽利回式土器が多数出土している。また、 10類:諸磯b式土器も床面直上から出土しているが、初

期の流れ込みと考えていいだろう。 10類土器は北東部に多く認められる。早期末の5・7・9類土器も

認められるが多くは覆土からの出土で床面直上出土のものは乏しい。

床面直上出土の石器は敵石、磨石などと黒曜石の剥片が認められた。第90図2の有茎石織は床面直下

の垂直分布を示す。

石囲炉(第61図)

炉石の外形で長辺約0.94m、短辺約0.88mの方形に造られている。辺は細長い角礁を起こして並べ、

角には比較的小さい牒が立てられている。喋を配置するためのものと考えられる比較的浅い掘込の中に、
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急に深くなり底面が比較的先鋭な掘込が認められる。堆穣土中には焼土粒を含み、部分的に赤黄色の焦

土ブロックを含む。堀方の際近くに喋を配す。東半部の礁には、炉の中央に面していた部分を中心に赤

化やススの付着が認められる。

埋聾(第61図)

16類:加曽利EII式土器の埋聾である。底部が残存しておらず、埋査として埋設された時点、で底部は

失われていた可能性が高い。土坑は埋聾よりかなり大きく掘り込まれた可能性があるが、覆土の識別が

困難であったところがある。

住居跡1出土の土器(第62図1・2.第63図3-14) 

住居跡1出土の土器のうち、床面直上から出土したものはほとんどが12類:曽利郎式土器と10類:諸

磯b式土器であった。

1は埋聾で、 LRの縄文を地文にもつ16類:加曽利EII式土器である。胴部は縄文を施した後に沈線で

文様を描く。沈線は、区画を行うもの、垂下して渦巻を描き、その下に更に垂下線を描くもの、屈曲部

に平行した2条を描くものがあり、結果的に3本1組となっている。頚部は無文である。口縁部は隆帯

で装飾され、渦巻を配置し、その聞を2条の隆帯が下方に弧を描いて結ぶ。渦巻は、基本的に右巻きの

ものと左巻きのものが交互に配される。右巻きと左巻きの渦巻が5対配置され、例外的に余った隙聞を

埋めるように左巻きの渦巻1つが置かれ、計11の渦巻が認められる。例外的に配された左巻きの渦巻の

みが1条の隆帯で結ぼれる。渦巻を結ぶ隆帯が下に下がった隙聞には縦方向の条線が描かれる。その条

線は1本1本個別に描かれている。底部は失われており不明である。

2-10は土器分類12類:曽利回式土器である。 2は、胴部に縦方向の条線を施し、その上に蛇行沈線

を描く。口縁部文様帯は下端部が若干肥厚する。渦巻あるいは、左巻きと右巻きの渦巻が組み合わさっ

たものが沈線で描かれ、その間を沈線で、結ぶ。渦巻と渦巻の聞には棒状工具による押引文が縦に配され

る。形状から同一個体と考えたが、接合しないものには口縁部に沿って沈線が施されるものがある。こ

の個体については、器形はきわめて類似するものの別個体である可能性が否定できない。 3は胴部の文

様は縦方向の条線のみである。屈曲部には隆帯を貼付け、弱い刺突でト凹凸をつけている。その下には押

引で波状の洗線を2条施す。口縁部は波状を呈し、 3ないし4ヶ所の波頭を有したと考えられる。口縁

部には2条の並行する隆帯が貼付けられ、口縁より細かく波打つが、口縁の波頭部に高まりが合わせら

れている。また、放射性炭素年代測定の結果、 4040土30yrBPの年代が得られている。 4は胴部を沈線で

施文する。蛇行沈線および最下部に何らかの文様をもっと考えられる縦方向の4条の沈線をまず施し、

その聞を充填するように平行する沈線を施す。口縁部は内面に向かつて突出する。口縁部外面には太い

隆帯を貼付け、その中に棒状工具を用いて、沈線で文様を描く。 5は口縁部片である。隆帯を貼付けて、

構巻あるいは区画を作り出している。 6は隆帯を渦巻状に貼付けた把手である。 7-10は胴部片である。

いずれも縦位の条線が施文される。 8と9は同一国体と考えられる。また、 9と10は底部に近く、条線

が途中で消失していく。

11-14は土器分類10類:諸磯b式土器である。上述の12類土器とは時期差があり、初期の流れ込みと

考えられる。 11は口縁部片で、口縁部突出部の外面にボタン状の突起が貼付けられている。 13とともに

キャリパー形の器形であることが分かる。 12-14は腕部片である。 12は残容部の端に補修孔があけられ

ている。その隣では外面から補修孔の穿孔を試み途中で停止している。内面と外商から同時に穿孔して

いたが、ズレていたために、外面側の補修孔を移動したと考えられる。

住居跡1出土の石器(第64図15-21)

黒曜石のUF、剥片、砕片や敵石、磨石類が出土した。黒曜石の石器が石囲炉より南西に多く分布する

のに対して、喋石器は北東に多く分布する。特に喋石器の偏りは顕著で、あり、住居内での場の使い分け
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H-10tJ、ら
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東へ1m 1: 
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つ
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A A' aロ11l3s 1暗黒褐色士 90X90回程度の黒色ブロックあり。
1お方面 139.5m 

焼士、炭化物粒子を少量含む。

2婿黄褐色土比較的均一な色穂。南寄りに 50X40

皿、北壁寄りに約 40X40凹程度の焼土ブロックあり。

焼土、炭化物を少量含む。しまり強い。

3暗黄色土焼士粒子を微量含む。しまり弱い。

4暗黄色土南寄りに 40X100醐程度の焼士プロツ

クあり。しまり弱い。

5褐色土焼士粒子を微量含むのみで、他の混入物

H-10tJ、ら
なし。しまり弱い。

〉ぐ南へ3m
A赤黄色土焼土ブロック。
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窃
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第61図住居跡1 石冨炉・埋聾

第11表住居跡1 石西炉・埋聾土坑計測表
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第田章野台南遺跡

を示している可能性がある。

15は敵石である。端部に若干の敵打痕が認められる。破損しているが、比較的球形に近い礁を用いて

いたと考えられる。

16~20 は磨敵石である。磨面と敵打痕の両方を有する。いず、れも醸の比較的平坦な面に磨面をもち、

16 ・ 20が片面に、 17~19は両面に磨面をもっ。また、敵打痕については、 16が部分的であり、 17~20 は

周縁のほぼ全体に認められる。 16は破損し、半分以上が失われている。 17も破損して、三分しているが、

住居およびその周辺から出土した3点が接合し、ほぼ完形に復元された。 18は加撃に伴いまu離を生じて
いる部分がある。 19、20は磨面中に敵打痕が認められ、 20は特に多くの敵打痕が残されている。 20は右

側縁を中心に、全面的に強い敵打痕が認められる。

21は凹石である。偏平な喋の両平坦面に磨面が、周縁端部には敵打痕が認められる。片面に敵打によ

る凹みが認められる。

b.住居跡2(第65・66図)
H-10グリッドとH-llグリッドの境界南半に位置する。 KUから掘込まれている。長径約4.60m、短

径約3.94mの不正楕円形で住居跡1に比べて小さい。石囲炉を中心にもち、周囲に柱穴がめぐるが、検

出された 6基の柱穴の位置は比較的バランスよく配される。だが、南東の上面を検出できなかった柱穴

については、東に隣り合う柱穴と近接しており、バランスを欠く。南壁近くには埋聾が配される。埋聾

の放射性炭素年代測定の結果、 4200士30yrBPの年代が得られている。

12類:曽利回式の埋聾をもつことから中期後半のものと考えられる。床面直上からも同じ12類土器が

出土している。覆土からはその他の土器も出土しているが流れ込みと判断していいだろう。チャートの

石鍛が床面直上から、黒曜石のUF、剥片が覆土から出土している。住居跡1と比べて遺物量が少ない。

石岡炉(第67図)

炉石の外形で長辺約0.84m、短辺約0.76mの方形に造られている。住居跡1のものより一回り小さい。

細長い角礁を立て並べて築かれるが、小礁はあまり利用されない。東隅は礁が検出されていないが、炉

内覆土中から喋が出土しており、転がり落ちた可能性もある。喋を配置するためのものと考えられる、

立ち上がりが急で、比較的浅い掘込の中に、椀形の底部形状となる掘込が認められる。堆積土中には炭化

物がわずかに認められたが、赤化したブロックなどは認められなかった。堀方の際より内側に礁を配す。

北半の喋には炉の中央に面していた部分を中心に赤化やススの付着が認められる。

埋聾(第67図)

12類:曽利E式土器の埋聾である。埋聾より 100mm強大きい土坑に埋められている。周囲で3点の大

型礁が出土した。

住居跡2出土の土器(第68図1~8) 

1~7 は土器分類12類:曽利臨式土器に位置づけられる。

1は埋歪である。胴部には沈線で文様が描かれる。屈曲部に3条の平行沈線を描き、そこから垂下す

る蛇行沈線を描く。蛇行沈線は7ヶ所に描かれ、 2条で1組となっているが、例外的に1ヶ所のみ1条

のものがある。蛇行沈線の聞は右下がりの平行沈線で埋められるが、蛇行沈線が1条の部分の左側のみ

例外的に左下がりの平行沈線が施される。頚部は無文である。口縁部文様帯は大きく張り出す。口縁部

は波状を呈し、大きな突出3っと小さな突出3つが交互に配置される。外面には沈線で窓枠状の区画が

描かれ、その中を鋭い縦方向の平行沈線で埋める。口唇部には 1条の沈線を施し、突出部で渦巻を描く。

口縁部内面には水平に1条の降帯を貼付ける。また、放射性炭素年代測定の結果、 4040::t30yrBPの年代

が得られている。
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2~4 は同一個体と考えられる。 2 は胴部片であり、沈線で区画を描きその中を棒状工具による下方

からの刺突で埋める。区繭の間には端部に渦巻文をもっ縦方向の沈線が認められる。その沈線の両脇の

突出部には浅いキザ、ミが施される。頚部は無文でミガキが施される。 3は頚部、 4は口縁部片である。

いずれも無文で、内外面にミガキが施される。

5は口縁部片である。口縁部に肥厚文様帯を有し、波状口縁の突出部は把手状であった可能性もある。

突出部を中心に左右対称の文様が作り出されており、太めの沈線で渦巻などを描く。

6は胴部片で外面に平行沈線が施される。

7は遺構外出土の第83図135・136と同一個体と考えられる。上半に綾杉状の沈線が施されており底部

に近い個体と考えられる。底部に近い個体の大部分が、南東の上面が捉えられなかった柱穴中で喋の下

から出土したのに対して、口縁部である135・136は遺構外の出土である。

8 は土器分類 7類:入海 II式土器である。第79図69~71 と同一個体と考えられる。 2 条のはっきりし

た爪形文の列の下に、 3条自の爪形文の列が薄く施されている。覆土出土であり、本来住居に伴うもの

であった可能性は低い。

住居跡2出土の石器(第68図9)

9はチャート製の凹基石鎮である。両面調整で丁寧に作られている。脚部と身部の聞に屈曲をもち、

脚部が広がる。身部は緩やかに外湾し、先端部は細く錐状に突出する。

②土坑(第69・70図)
長径がO.6m以上のものを土坑とした。土坑は8基検出された。土器が出土しているのは土坑11のみ

で、その他の土坑が作られた時期は明らかではない。いずれも調査区北半に分布する傾向があり、集石

が南半に集中するのとは対照的である。 H-5グリッド周辺とH-10グリッド周辺の2ヶ所に特に密集

する。

土坑4

H-10グリッド北西部に位置し、土坑長軸は地形の傾斜と直交する。楕円形で、比較的深い。覆土中

に緩やかな弧を描いて堆積する複数の層が認められる。覆土からスクレイパー(第71図3)が出土して

いる。

土坑5

H-4グリッド北東部に位置し、土坑長軸は地形の傾斜と平行する。不正円形で、浅く平坦で、ある。

土坑6

H-5グリッド北端に位置し、土坑?と近接する。土坑長軸は地形の傾斜と斜交する。楕円形で、広

い底面をもち、底面の中に他より窪む部分をもっ。

土坑7

H-5グリッド北端に位置し、土坑6と近接する。円形で、椀形である。覆土の最上部中央で垂飾(第

71図2)が出土している。

土坑8

H-9グリッド南東、住居跡1の北東に位置する。土坑長軸は地形の傾斜と直交する。楕円形で、椀

形である。

土坑9

H-10グリッド中央南寄り、住居跡1と住居跡2の聞に位置する。円形で、平坦な底面を有する。底

面から急角度で立ち上がり、途中で屈曲して、若干緩やかに上面にいたる。
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土坑10

H-8グリッドと1-8グリッドの境界の中央西寄りに位置し、土坑長軸は地形の傾斜と直交する。楕

円形で、広い底面をもち、急角度で立ち上がる。レンズ状に堆積する 3層が認められる。

土坑11

G-9グリッド東端中央北寄りに位置し、土坑長軸は地形の傾斜と斜交する。 FB中から掘込まれてい

る。住居跡1と重複し、住居跡1に切られる。試掘トレンチによって削られ正確な形状は不明で、あるが、

平面楕円形であったと考えられる。底部は不整形な血状である。覆土からは10類:諸磯b式土器、 12類:

曽利旧式土器、 15類:曽利式土器が出土した。 12類土器には、第71図1に加え、住居跡1の土器と接合

するものも含まれている(第62図2)。
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第70函縄文時代土坑10・11・ピット 1"'3

第13表縄文時代土坑・ピット計測表

遺構名 深さ刷
検出面 底部

長径(刈 短径 (m) 長径 (m) 短径 (m)

土坑4 0.71 2.00 1.36 1.42 0.99 

土坑5 0.20 1.48 1.00 1.33 0.93 

土坑6 0.27 1.28 0.92 0.62 0.46 

土坑7 0.30 0.72 0.68 0.41 0.33 

土坑8 0.43 1.00 0.81 0.46 0.33 

土坑9 0.82 1.80 1.71 1.22 1.01 

遺構名 深さ(刈
検出面 底部

長径(叫 短径(刈 長径(m) 短径(刈|

土坑10 0.42 1.46 1.06 1.33 0.90 

土坑11 0.37 (1.48) 1.85 (1.16) 1.05 

ピヅト 1 0.28 0.52 0.46 0.16 0.12 

ピット 2 0.67 0.69 0.64 0.14 0.13 

ピット 3 0.20 0.56 0.49 0.28 
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ピット 1

H-I0グリッド南東部に位置する。住居跡2の下で検出されたため、住居跡より古いと考えられる。

上面円形で、椀形の掘込の中に小さい不整形な掘込が認められる。

ピット 2

H-5グリッド北東に位置する。 2段に掘り込まれており、他のものに比べて深い。地面に対して傾

幸ヰしている。

ピット 3

H-8グリッド北端中央東寄りに位置する。円形で、断面椀形である。

④集石(第72#"v 74図)

比較的大きい礁のまとまりを集石とした。集石は9基検出された。調査区中央南寄りにまとまって分

布する傾向があり、土坑・ピットの配置とは対照的である。また、集石中に含まれる[磨石?J、「石

皿?J、[台石?Jについては石器である可能性があるが、礁である可能性も高い。

集石1

G-8グリッド南東部に位置する。集石3と近接し、垂直分布が一致することから同時期のものと考

えられる。 24点の礁で構成される。遺物不在のため、喋は観察できていない。集石中に敵石の破片(第

95図49)を含む。

第14表遺構出土土器観察表

図版番号 遺構 分類 色調 (Hue) 胎土 繊維 焼成 文様調整等

埋費。口縁部に渦巻と 2条の経帯により弧を描き、弧の中に縦方向の条
第62図1 住居跡1 16類 暗赤褐 (5YR 3/6) 白色粒子、黒色粒子、白色岩片 無 良 線を施文。頚部は無文。屈曲部に2条の沈線を巡らせる。胴部にはLRの

縄文を地文とし、沈線により区画と渦巻を描く。

第62図2 住居跡1 12類 明褐 (7.5YR 5/6) 白色粒子、黒色栓子、白色岩片 無 良
口縁部は渦巻文で区画を作る。区画内に棒状工具による押引文を縦方向

に施文。胴部は縦方向の条線を施し、蛇指沈線を垂下させる。

白色粒子、黒色粒子、輝石、
波状口縁。口縁部に2条の並行する隆帯を波状に貼付け。服部は縦方向

第63図3 住居跡1 12類 明赤褐 (5YR 5/6) 
白色岩片

無 良 の条線を施文。屈曲部の隆帯上に刺突を施し、その下に2条の押引き沈
線を施文。

第63図4 住居跡1 12類 によい黄褐 (10YR 5/4) 
白色粒子、赤色粒子、蹄石、

無 良
ロ縁部の太い隆帯上に棒状工具で沈線を施文。胴部に波状沈織と 4条の

白色岩片 縦方向の沈線を垂下させ、聞を平行沈線で埋める。

第63図5 住居跡1 12類 によい赤褐 (5YR 4/4) 白色粒子多、黒色粒子少、雲母 無 良 口縁部片。隆帯を貼付け、渦巻?を施文。

第63図6 住居跡1 12類 黄褐(lOYR 5/6) 
白色粒子、黒色粒子、雲母、

無 良 把手昔日。隆帯を渦巻状に貼付ける。
白色岩片

第63図7 住居跡1 12類 にぶい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子 無 良 外面に縦方向の条線を施文。内面にミガキ。

第63図8 住居跡1 12類 にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、白色器片 無 良 外商に縦方向の条線を施文。 8と9問一個体。

第63図9 住居跡1 12類 にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、白色岩片 無 良 外面に縦方向の条線を施文。 8と9同一個体。

第63図10 住居跡1 12類 にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、白色岩片 無 良 外商に縦方向の条線を施文。

第63図11 住居跡1 10類 褐 (7.5YR 4(6) 
白色粒子、黒色粒子、雲母少、

無 良 ロ縁部にボタン状の突起貼付け。外面にRLの縄文。
輝石、白色岩片

第63図12 住居跡1 10類 赤褐 (5YR 4/6) 
白色粒子、黒色粒子、雲母、

無 良 外面に横方向のRLの縄文を施文。補修孔。
輝石、白色岩片

第63図13 住居跡l 10類 にぷい赤褐 (5YR 4/4) 
白色粒子、黒色粒子、雲母、

無 良 外面に横方向のRLの縄文を施文。
輝石、白色岩片

第63図14 住居跡1 10類 によい赤褐 (5YR 4/4) 
白色粒子、黒色粒子、雲母、

無 良 外面に横方向の紅白縄文を横位に施文。
輝石、白色岩片

埋霊題。波状口縁。大小の突出を交互に配置する。口唇部に 1条の沈線。

第68図1 住居跡2 12類 赤褐 (5YR 4/6) 
白色粒子多、雲母、輝石、

無 良
突出部で渦巻になる。ロ縁部外面には沈線による円形の区画内に縦方向

白色岩片、赤色岩片少 の並行沈線を施文。頚部は無文。屈曲部に3条の沈線を巡らせる。胴部
には7ヶ所の蛇行沈線を垂下させ、その聞に斜方向の洗線を施文。

第68図2 住居跡2 12類 にぷい黄櫨(lOYR 6/4) 
白色粒子、黒色粒子、雲母、

無 良
胴部に沈線による区商文。区画内を棒状工具で刺突。区画文と垂下させ

白色岩片、黒色岩片 た渦巻文の間にキザミを施す。 2-4伺一個体。

第68図3 住居跡2 12類 にぷい褐 (7.5YR 5/4) 
白色粒子、黒色粒子、雲母、

無 良 無文。ミガキ。 2の頚部。 2-4同一個体。
白色岩片

第68図4 住居跡2 12類 にぷい褐 (7.5YR 5/4) 
白色粒子、黒色粒子、雲母、

無 良 無文。ミガキロ 2の口縁部。 2-4同一個体。
白色岩片

第68図5 住居跡2 12類 赤褐 (2.5YR 4/6) 
白色粒子多、黒色粒子、

無 良 口縁部。肥厚な文様帯に太めの沈線で渦巻などを作る。
赤色粒子、雲母

第68図6 住居跡2 12類 にぷい赤褐 (5YR 4/4) 白色粒子、雲母 無 良 外面に洗線。

第68図7 住居跡2 12類 赤褐 (5YR 4/6) 白色粒子、雲母、白色岩片 無 良 外面に綾杉状の沈線。

第68図8 住居跡2 7類 にぷい黄褐(lOYR 5/3) 白色粒子、黒色粒子 有良 外面に爪形文。

第71図1 土坑 8 12類 褐 (7.5YR 4/6) 白色粒子、雲母 無良 外商に沈日線。
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第田章野台南遺跡

集石2

G-9グリッド中央に位置する。 15点の喋で構成される。遺物不在のため、喋は観察できていない。北

に近接して焼土を伴う 18類:堀ノ内式土器の集中が認められるが、近くに早期末の土器も分布しており

その時期は明らかでない。

集石3

G-8グリッド中央南東寄りに位置する。集石1と近接し、垂直分布が一致することから同時期のも

のと考えられる。 15点の喋で構成される。1，OOOg以下の礁で構成され、その大部分に赤化が認められる。

集石中に敵石の破片(第95国50)と神津島恩馳島産黒曜石の小石核を含む。南西に 5類:下吉井式土器

と8類:木島式土器の集中部が近接していることから、前期初頭に位置づけられる可能性がある。

集石4

F-8グリッド南部に位置する。喋群6と近接する。 13点の喋で構成される。半数以上が1，000g以上

の大型の喋で、喋の大部分に赤化が認められる。

集石5

F-8グリッド北端に位置する。 18点の牒で構成される。輝石安山岩の大型の石皿?の周囲に500g以

下の喋が散在する。喋の大部分に赤化が認められる。集石中に赤玉石(碧玉)のRFを含む。周囲に4

類:茅山下層併行の土器や9類:早期末~前期初頭の条痕文土器が分布することから早期末に位置づけ

られる可能性がある。

集石6

F-8グリッド中央南寄りに位置する。喋群4と近接する。掘込を伴い、その上面に喋が集中する。 8

点の喋で構成される。 1，000g以上の喋2点をはじめ、比較的大きい喋が多く含まれる。礁は全点に赤化

が認められる。集石中に輝石安山岩の大型の喋器が含まれる。

集石7

F-8グリッド南東端に位置する。 7点の喋で構成される。輝石安山岩の大型の喋器(第93図38) と

石皿?を中心に比較的小さい礁が散在する。喋は920gが最も大きしその他は300g以下である。喋の多

くが赤化している。 2類:押型文系土器や7類:入海II式土器が周辺に分布しており、早期に位置づけ

られる可能性がある。

集石8

F-8グリッド東端北寄りに位置する。掘込を伴い、その上面に礁が集中する。 19点の礁で構成され

る。接合して15，500gになる大型楳をはじめ、大型の喋が含まれる。多くの礁に赤化が認められる。集

石中には喋器(第92図37)と磨製石斧(第95図43)が含まれる。 2類:押型文系土器や7類:入海II式

土器が周辺に分布しており、早期に位置づけられる可能性がある。

集石9

H-9グリッド南西部に位置する。検出された集石の中で最も北に位置し、他の集石と隔たった位置

にある。 7点の礁で構成される。遺物不在のため、礁は観察できていない。また、醸の座標値も残され

ていない。ホルンフェノレスの剥片と石核が近接して出土している。周囲の土器の分布はまばらだが、 9

類:早期末~前期初頭の条痕文土器が認められる。
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第四章野台南遺跡

3.遺構外出土の土器

出土した縄文土器について 1~20類に分類を行った。型式不明のものについては、条痕が認められる

ものをは類:早期末~前期初頭の条痕文土器」、条痕が認められないものを 119類:型式不明の土器」

とした。なお、 120類:土器片加工円盤jは土製品であるが、併せてここで報告する。

また、特徴的な分布を示すものについては土器分類ごとの分布図を示した(第75・76図)。

1類:撚糸文系土器(第77図1~5) 

縄文時代早期前半に位置づけられる。調査範囲北西端およびG-7グリッドとG-8グリッドの境界

に分布が認められる(第75図)。

胴部片5点が出土しており、それぞれ別個体と考えられる。いずれも外面にRの撚糸を縦位に施文す

る。内面は調整が組雑である。 3は外面が屈曲し、部分的に撚糸文が施されている。

2 類:押型文系土器(第77図 6~9)

縄文時代早期前半に位置づけられる。調査範囲南端のF-8グリッドとF-9グリッドの境界に分布が

集中する。山形文の土器 (6)は調査範囲北西端で単独で出土しており、楕円文のものと伴うものでは

ない(第75図)。

13点出土し、 1点が山形文、 12点が楕円文を施文する。いずれも胴部片である。 6は山形文を横位に

施文しており、器壁は薄い。 7~9 は楕円文を施文しており、 7 と 9 には補修孔が認められる。 7 は外

面からの穿孔途中で、終わっており、貫通していない。

3類:野島式土器(第77図10・11)

縄文時代早期後半に位置づけられる。 3点出土し、丸頭状工具による沈線が認められる。内面には条

痕調整がなされる。 11には多量の繊維が混入している。

4 類:茅山下層式併行の土器(第77図12~2l)

縄文時代早期後半に位置づけられる。文様のあるものは全て調査範囲南側に集中する。調査範囲北西

端の1-5グリッドで出土している胴部片は胎土が類似するため4類としたが、別型式の土器である可能

性がある(第75図)。

極細竹管あるいは巻貝殻頂を傾けて行った、連続した列状の刺突を施す土器で、茅山下層式に併行す

る可能性がある。清水柳北遺跡の10群b(関野ほか1989)、棚返遺跡のC類2種の一部(壬生ほか2008)

に類似する資料がある。類例を検討することで今後正式な位置づけがなされる必要がある。 12は、数列

を並行させた刺突列を弧状、車線状に配している。刺突はいずれも右方向からなされる。 13~21 は同一

個体と考えられる。 13・14は口縁部片である。口唇部には左に傾いたキザミが施されている。胴部の文

様は下方向からなされた刺突列と、沈線で構成される。直線的な沈線を縦方向に伺条か並行させ、その

脇に、弧状の数条の東日突列および弧状の沈線を施している。いずれも胎土に少量の繊維を含む。

5 類:下吉井式土器(第77図22~32 ・第78図33~44)

縄文時代早期後半から前期初頭に位置づけられる。極めて大きい32が調査範囲西端のH-5グリッド

出土である以外は調査範囲南側に分布が集中する。特にG-8グリッド南端には集中が認められる。こ

の集中は8類:木島式土器の集中と重複しており、両者は同時に残されたものと考えられる(第75図)。
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第E章野台南遺跡
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第班章野台南遺跡

集中から出土したのは、 27、28、34、39、44である。

口縁部周辺の外面に波状の沈線を施したものや隆帯を有するものがある。 22~26 は同一個体と考えら

れる。口縁部に沿って 2条の沈線を施す。口縁は波状であったと考えられ、突出部に近い24では沈線で

渦巻を描く。 26はその鴻巻の下部が右上隅に認められる。 27~29 は胎土が白みを帯び、沈線の中に微細

な線状痕が認められ、同ーの工具により沈線が施された可能性が高い。 27・28は胴部のみが接合した44

ともに、焼成がやや不良で、あり、同一個体と考えられる。 27は口縁部に2条の波状の沈練が、口唇部に

はキザ、ミが施される。 28は水平な隆帯の上位に波状の沈線を施す。 29は2条の波状の沈線を施す。 30・

31は押し引きによって比較的幅が狭い波状の沈線を施しており、同一個体と考えられる。波状の沈線に

先行して、口縁部に斜めの条痕を施す。 32は口径約46.5cmと大型でO，1条の隆帯が貼付けられる。内外

面は条痕で調整される。口縁部は外に向かつて広がる。 33は降帯が貼付けられている口縁部片である。

34~39 は胴部に水平な隆帯が貼付けられている。 39は隆帯の上位から縦方向の沈線を一定間隔をあけて

施している。放射性炭素年代測定の結果6120土40yrBPの年代が得られている。 40は胴部片であるが、下

端に縦方向の沈線が施されており、 39と類似した文様構成であった可能性がある。上部には横方向の沈

線が認められる。 41~43は口縁部片であるが、胎土が33等に似るため、 5 類に分類した。 41 は口唇部に

キザミを施す。 44は27・28と同一個体と考えられる。内外面に条痕調整が施される。

6 類:上ノ山式土器(第78図45~54)

縄文時代早期後半に位置づけられる。隆帯が 1 条の上ノ山 I 式 (45~50) と複数条の上ノ山 II 式 (51

~54) に分けることができる。 46 と 47 、 48 と 49 、 52 と 53 はそれぞれ同一個体と考えられる。 45 ・ 51 ・

52は口唇部に内外面から交互に刺突を加えるが、 46・47・53は外面からのみ刺突を行う。隆帯への上下

からの刺突は46・47・48・49・50については幅が広く粗いものであり、指頭による可能性がある。 51は

太い隆帯を貼付け、概ね3列の刺突を加える。 53の最下の隆帯は残存部の左下で下方向に曲がる。 54の

最下の隆帯は途中で途切れる。また、 52は放射性炭素年代測定の結果6780:t40yrBPの年代が得られてい

る。

7 類:入海E式土器(第79図55~77 ・第80図78~85)

隆帯への加工は円筒状の工具を押しあてるもの (55~59 ・ 63) と他の方法でキザ、ミを入れるもの (60

~62 ・ 64~69) とがある。 55~62 は口縁部片である。 55~57は円筒状工具の側面を押しあてて隆帯に

半円の窪みを施している。口唇部も同様の方法で加工する。 55・56は胴部のみが接合した73・74と同一

個体と考えられる。 58も55・56と同様の加工を行うが粗い。 59は円筒状の工具を隆帯に下方から突きつ

けて加工を行う。口縁部は工具側面を押しあてている。放射性炭素年代測定の結果6460土40yrBPの年代

が得られている。 60は3条の隆帯に対してヘラ状工具を右上から押しあててキザミを施す。口唇部には

内外面からキザミを入れ、上面観は綾杉状になる。降帯下位には爪形文を2列波状に配する。主に外面

側から穿孔された補修孔が認められる。放射性炭素年代測定の結果6520土40yrBPの年代が得られている。

61・62は口唇部に沿って隆帯が貼付けられている。隆帯のキザ、ミは指先による可能性がある。 61は口唇

部に口縁に併行する線状痕が認められる。 63は波状の隆帯に円筒状工具の側面を押しあてる。 64には2

条の低隆帯が認められ、ヘラ状工具で鋭いキザミを施す。 65は隆帯下位に右上方向から爪形文を施して

いる。 66は極めて缶い隆帯上に爪によるキザミを施していると考えられる。 67は波状の、 68は水平の隆

帯をもち、隆帯上にはキザミが施されている。 69~71および住居跡 2 出土の土器(第68図 8) は同一個

体と考えられる。 69は先の丸まったヘラ状工具を隆帯に右上から押しあて、その下位には爪形文が認め

られることから文様構成は60と同様で、あった可能性が高い。 70と71は爪形文のみが残されている。 72は
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第田章野台南遺跡

3 条の爪形文が認められる。 73~84は服部のみの接合であるが、口縁部片と胎土が類似するものや、胎

土が硬質で焼きしまったものについて、入海II式に位置づけられる可能性が高いと考え、ここに分類し

た。いずれも内外面に条痕が認められる。 73と74、75と76、77と78は同一個体と考えられる。 85は2ヶ

所に補修孔が認められる。また、 76は放射性炭素年代測定の結果6350士40yrBPの年代が得られている。

この年代は、上記の59と60の年代に比べると若干新しい。胎土の特徴から 7類としたが、入海II式とは

異なる可能性がある。

8 類:木島式土器(第80図86~91)

縄文時代前期初頭に位置づけられる。 G-8グリッド南端に集中的な出土が認められる。この集中は

5類:下吉井式土器の集中と重複しており、両者は同時に残されたものと考えられる(第75図)。集中

から出土したのは、 87、88、89、90である。

木島IV式に位置づけられるものが多く、器厚は3.5~ 5 mm程度で、ある。薄手で指頭圧痕が顕著である。

特に89には規則的に並ぶ指頭圧痕が認められ、製作時の粘土の接合に伴うものと考えられる。 86・87は

口縁部、 88~91 は胴部片である。 86は口唇部に連続して深いキザミを入れていたと考えられる。 87は口

唇部に沿って外面に隆帯を貼付け、その下に若干蛇行する隆帯を2条貼付ける。更に下に大きく蛇行す

る隆帯を貼付け、その上に櫛歯状工具で縦方向の沈線を施す。また口唇部の内側には櫛歯状工具で横方

向の沈線を施す。 89・90にも櫛歯状工具による縦方向の沈線が認められる。 90・91には外面から補修孔

があけられている。 89は放射性炭素年代測定の結果6220:!:40yr BPの年代が得られている。

9類:早期末~前期初頭の条痕文土器(第80図92-98・第81図99-111)

条痕文系土器のうち、型式が不明のものを 9 類とした。 92-96は口縁部片である。 92~94は器壁が比

較的厚く、 96は比較的薄い。 92-94には口替部に不規則で浅いキザミが施されている。 95は口唇部に貝

殻腹縁によると考えられる刺突が一定間隔を聞けて施されている。 96は口唇部にヘラ状工具によると考

えられる鋭いキザミが認められる。 97~101 は底部片である。 97 は尖底、 98 ・ 99 は小さい倒杯状、 100 は

若干膨らみをもっ乳頭状、 101は平底である。 101-103は同一個体と考えられ、器壁が厚く、胎土がも

ろい。 102~111 は胴部である。 104-108は器壌が比較的厚く、 109-111 は比較的薄い。 92 ・ 106 には補

修孔があけられている。

10類:諸磯b式土器(第81図112-116)

縄文時代前期後半に位置づけられる。住居跡1の周辺に分布するが、住居跡1に伴うものではないと

考えられる(第75図)。

112~114は外面にRLの縄文を様々な方向に施文する。 115 、 116 については縄文を施さず、型式の厳

密な比定はできていないが、諸磯b式である可能性が高いと考えた。 112は口縁部片である。キャリパー

形の器形で、口唇部にも縄文を施す。 113~115 は腕部片である。 113 には直行する方向の縄文施文が認

められる。 115は上端に2本の沈線が認められる。 116は口縁部片で、口縁部に右下がりの連続する沈線

を描き、その後でいびつな波状の沈線を施している。また、図化していないが、外面に縄文が施された

小片には、赤色顔料が付着するものが認められた。

11類:勝坂式土器(第81図117)

縄文時代中期前半に位置づけられる。藤内式期のものである。口縁部を隆帯で三角形に区画する。口

縁に並行する降帯に比べ、その他2辺を構成するものは幅が広く睦帯中央に押引文を施し、その両側に
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キザ、ミを施す。三角形区画内は中央に垂下する渦巻を沈線で描き、その右下にヘラ状工具による 3つの

深い刺突を施す。渦巻の左側には3条の押引文を縦に施す。渦巻の右側および下には三叉文が刻まれる。

口縁部が強く内湾する。 11類に属する土器は I点のみの出土で、勝坂式土器が用いられた時期にこの遺

跡で居住が行われていたとは考えにくい。何らかの理由で口縁部の文様部分が持ち込まれたと考えるこ

とができる。

12類:曽利皿式土器(第82図118-第84図143)

縄文時代中期後半に位置づけられる。 2基の住居跡と同時期のもので、 16類:加曽利EII式と併行す

101 103 



第E章野台南遺跡

る。遺物分布では4ヶ所の集中が認められる。西から、 G-5・G-6グリッド周辺、 F-7・G-7グ

リッド周辺、住居跡1周辺、住居跡2周辺である。西の2ヶ所の集中からは斜行文の土器(118-134)

が出土するのに対して、東半からはそれ以外のものが出土しており、出土状況は排他的で、ある。また、

西端の集中からは16類:加曽利EII式土器(第86図218)も出土しており、伴うものと考えられる(第

76図)。

118-137は斜行文の深鉢である。いずれも地文は深い条線である。形態に個体差が大きい。 118-124

は口縁部を有する。いずれも口縁部を内面に向けて折り返した部分まで斜行文を施し、その下に隆帯を

貼付けている。斜行文と隆帯の境には細い棒状工具で溝を作り出すもの(119-123)が主体であるが、

太い棒状工具によるもの(124)やナデによるもの (118)もある。 121のように溝が途中で途切れてし

まうものもある。隆帯の大きさは118のような極めて低いものから122のように高く、途中に沈線を施す

ものまで多様である。口縁部から肩部へ至る傾斜もさまざまで、 118などは垂直に近い角度で立ち上が

る。 118・119・125-128は肩部を有する。肩部には、波状の隆線を貼付けるもの(118)や上下に波状

の隆線を貼付けて交わらせ、部分的に突出した縦位の陸線を施すもの(128)、屈曲部に高まりをもたせ

るだけのもの(119・125-127)がある。 119・125-127は肩部の屈曲が極めて弱い。 118・125・126・

128-137は胴部の文様が残存する。縦位で蛇行する隆線のみを貼付ける (118・125・126・135-134)

ものとそれに加えて渦巻を描くもの(128-131)とがある。 128と129にはまっすぐ垂下する隆線も認め

られる。 129は渦巻の隆線の末端部が波状の隆線へと移行する。

135・136および住居跡2出土の土器(第68図7)は同一個体と考えられる。 135・136は口縁部内面に

小さい隆帯を有する。外面には口縁部周辺に弧を描く 2条の併行する隆帯を貼付け、その間を縦方向の

隆帯で区画する。その下には縦位の沈線を 1、2条施し、その聞を綾杉状の沈線で埋めているが全体の

文様構成は不明である。第68図7は上半のみに綾杉状の沈線が施されているため底部に近いと考えられ

る。また、 135の口縁部左端には若干の上昇がみられることから、弧状の隆帯が合わさる部分は突出し

ていたものと考えられる。

137と138は同一個体の可能性がある。内面に口縁部に併行する隆帯をもち、隆帯には上から太めの棒

状工具を用いて窪みが作られている。沈線で区画と渦巻を交互に描き、区画内を縄文で埋める。縄文は

LRで、区画内のほかに口唇部にも施されている。各所に連続した刺突列が認められるが、先端が鋭い工

具によるもので、穴の大きさのばらつきが大きい。他のものに比べ著しく口径が小さい。 138は渦巻部

分のみの破片である。 137は放射性炭素年代測定の結果4140土30yrBPの年代が得られている。

139は棒状工具を用いた3条の沈線で隆帯状の2条の垂下線を作り出し、途中で渦巻状に描くようで

あるが、詳細は不明である。それと間隔をあけて蛇行沈線文を施し、その聞を綾杉状の条線で埋める。

140は肩部と考えられるが詳細は不明で、ある。肩部に隆帯を貼付け、その下の区画内を条線で埋める。

141は胴部片と考えられる。渦巻状の部分がある隆帯で区画を作り、その間を条線で埋める。

142は肥厚帯をもっ土器であるが、ほかの深鉢に比べて浅く作られている。施文は全て太めの棒状工

具によってなされたと考えられる。口縁部文様帯は沈線で円形を描いた中を深く掘りくぽめたり、横S

宇を沈線で描き、囲まれた2ヶ所を掘りくぽめたりするが、部分的に渦巻を描く部分もある。口唇部に

は1条の沈線を施し、口縁の突出部では渦巻状に描く。肩部にも文様を施し、沈線による区画内を右下

方向からの刺突で埋める。区画の大きさもばらつきが大きく、沈線による文様も全てが同じではない。

文様構成は2号住居跡出土の第68図2と類似する。

143は渦巻部分が分厚く作られている胴部片である。
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13類:曽利IV式土器(第84図144-第85図184)

縄文時代中期後半に位置づけられる。 144~170は区画文の深鉢である。 144~149は口縁部片でいずれ

も平らな口縁部をもっ。 144~148には口縁部に沿って 1~2条の浅い沈線が廻らされている。 144 ・ 149

には蛇行沈線が認められる。 149は工具を用いた鋭い沈線を口縁部に沿って廻らせるようであるが、途

中で途切れている。工具は蛇行沈線文を描くのと同様のものと考えられる。 147・148については嗣部に

施される綾杉条線が残されていないため、 14類:曽利V式である可能性がある。 144と145、149と150は

それぞれ同一個体の可能性がある。 150-169は嗣部片である。いずれも綾杉条線が施される。 151と152、

161 ~166はそれぞれ綾杉条線と胎土が類するため同一個体と考えられる。 151 ・ 152 には内面にヘラ状工

具による縦方向の擦痕が認められる。区画文は鋭い工具で沈線を描くもの (150)や隆帯を貼付けるも

の(151 ・ 152)、両側縁をナデて隆帯状に突出させるもの(153~158)、両側縁をナデるのみのもの (160

-165) など様々である。綾杉条線にも深い条線と浅い条線が併走するもの(160~166 ・ 169) などがあ

る。 151・152・154・155・157・158・167には蛇行沈線が認められる。 170は底部で、両側縁をナデて隆

帯状に突出させた区画文の聞を縦位条線で埋める。また、放射線炭素年代測定の結果、 161は4150士

30yrBP、170は4120:t30yrBPの年代が得られている。

171 ~178 はX宇把手聾である。 171-174は同一個体の可能性がある。 171 は把手が欠落しているもの

で、把手が剥がれた痕跡が2ヶ所に認められた。両脇をナデてわずかにくぽめた低隆帯で、渦巻などの

文様を描き出している。把手は隆帯による文様の一部として構成され、その隆帯は隣り合う把手や胴部

の文様帯へと連接している。胸部では隆帯の空白部分に条線が施されるが、条線の施文は大部分で周囲

のナデに先行する。 172は把手の基部片である。 173は把手が貼付けられていた痕跡が残る。 174には2

条の隆帯が認められる。 175は低隆帯で渦巻を描く。 177は低隆帯で文様を描くが内容は不明である。 178

は高さがある隆帯を貼付けナデつけている。

179-184は形式不明の胴部片である。 179~183 は比較的高い隆帯を貼付け、それ以外の部分には条線

を施す。 184はなだらかな隆帯で渦巻を描く。

14類:曽利V式土器(第85図185-201)

縄文時代中期後半に位置づけられる。 185~193 は区画文の深鉢である。 185 ・ 186 は口縁部片で、 185

は口縁部に沿って太い沈線を施し、 186は2条の浅い沈線を施す。 187も区画文の上部で、口縁部に近い。

胸部はいずれもハの宇地文が施され、ヘラ状工具による幅広のもの(185・190)、幅が狭いもの(186-

189)、櫛歯状工具による刺突のもの(191~193) がある。蛇行沈線は 185 にのみ認められる。 191 と 192

は同一個体と考えられる。

194は把手壷の可能性がある。把手は欠寵しているが、環状把手の孔の下端が残存する。把手の左右

に残された小さい隆帯が把手部へと続く。把手下部には弱いナデで渦巻が描かれている。

195-201は形式不明の土器である。 195-197は同一個体と考えられる。弱いナデで区画を作り出し、

区画内をまばらな条線で埋める。 198・199は同一個体と考えられる。 198は口縁部であると考えられる。

極めて弱いナデで渦巻を描く。 200は棒状工具で区画を描き、区画内をヘラ状工具による刺突で埋める。

201には棒状工具による 2条の洗線とまばらな条線が認められる。

15類:皆利式土器(第85図202-213)

縄文時代中期後半に佐置づけられる。明確な時期は不明であるが曽利式の可能性が高いと考えられる

ものを 15類とした。 202~207は口縁部片である。 204には棒状工具による横線が外面に施される。 205~

207には外面に縦位の条線が施される。 205には加えて、縦位の粗雑な隆帯が貼付けられる。 208・209は

108 



第田章野台南遺跡

152 155 

154 

157 

160 

162 
v 

163 
161 

D ~ 
166 

165 

164 

口 。 (1:3) 10cm 
167 168 

169 

1 

。r

第84国遺構外出土の土器(8)

-109-



令。台、による、上田

されずひ

把手である。 208は環状把手で、前面¥

による円弧ハ
)-.，- "_J_ 

V'-ヌ
1，'1' (; V) 心》り

さ屈曲部

る。 211 と 212 は同 ~f田件、と

る。 21O ~..213 は2阿部片である。 210もしく

ー?

cν。:ぇ!っ』
」
」る。 211

と同時期のもので、 12鎮:曽利III式と併行する。

と住居跡1周辺に集中し、そ

と重複している。西の集

しており、両者、は共伴すると考えられる。

。 214へ.217 は』同音μ十て、ある。 214"~21らには

る圧痕が施される。 2181ご

:加曽利EII式土器

リッドは(~- 5・G-6 とした。

る。西の集中は

も中から

216のみ

また、
勺P

G 。

ずり
匂山

り出さ

，1-
」凶

出みーョ
司ド
J ・」

214 0 215 iこ

も胴部

いるり214 

. :加曽利EIV式土器

76図)。ヴ
信〉

に区画内に

に位置づけられる。調査範囲西端に分布

219と220はともに胴部片である。棒状工具

る。 219と220は同一個体と考えられる。

てコ

、-J.::
c 

18類:堀之内式土器

る部分にリッドに集中が認めらる。 G-9 に位置づけら

。

に区画内に棒状工具で区画を行っく221 ~227 ~~t同一個体と考えられる。胎土に

る。 221は口.'_ c.， 占 に「

e ‘コ」
}ア

心。RL 

にもヮた区画

は不

。

しており、

る。 229と2:30は同一i国体と考えら

るえら

明である。 2重の

工具により両端

守?
占d、J

d
 

:型式不明

はある さに列にとしこ。 231

も施さ

ある。 232は背面

きなかった土器を

をあ

る。 233

である。口をもっ。 234は口十三

えられる。

は棒状工具による。 238は外面

ある。内面にはミガ

ける。内面にはミ

と〈る。 235は口

のj五
) く。 236と237ま

される。

しし、。人指による

.品
、グ」
'C)J 

q 
ζj 

を:いる。 240は外面にけら2 をもつ

ヲF
r 
之ノ

う。 239は高く

J
A」

コ「
~\' 



第E章野台南遺跡

177 

184 

189 

〆196 

201 

U 
204 

内
ハ
パ
円
山
山

、
、4
《。

202 

206 

d 事~8

命 i岱
209 

215 

214 

』函
10cm 占3)

第85図遺構外出土の土器(9)



¥

i

l

l

-

一

六

「
ご

~

f

 

一

〆

f
s

f
l
j
L
F
S
 

附 F二下-1
5ャ7，;:一一一丁 一一¥

ペ/ー~--I

8ll 
ドt，:， 

!rZl 

2ZZ 

日

国98

町

h
l
υ
U
I

-tu
人

i
1
i
L什

ρ心

t

h

v

f

o
J
/
l
l
L

、/1
1

Lf，? 

U 

す
む
し
「

itllili--

7LU
」

l
j
F
J

6
1
i
jれ
U
1
1打



第皿章 里子台南遺跡

ガキを行う。 241は浅い沈線が3条施される。内面は丁寧に磨かれ、明赤褐色を呈する。 242は平行する

沈線で文様を描いた中に充填縄文を施す。 RLの縄文を何度かに分けて施文する。内面にはミガキを行

う。 243 は外面に連続する条線が認められるが詳細は不明である。内面にはミガキを行う。 244~249 は

底部及び底部に近い破片である。いずれも平底であるが、 244・248が緩やかに立ち上がるのに対して、

245~247 ・ 249 は外面に底部と胴部との聞に明確な屈曲を有する。

20類:土器片加工円盤(第87図250~257)

破損した土器の欠片を研磨に用い、縁辺が摩滅したものを20類とした。住居跡1の北西で3点が集中

する以外は調査範囲中央から西側にかけて散在する(第76図)。

ここでは素材となった土器について記載する。 250は棒状工具で施された2条の沈線が残されており、

12類:曽利E式の可能性がある。 251~253 は 13類:曽和IV式と考えられる。 254は条線を地文とし、蛇

行沈線の可能性がある沈線も認められる。 252は両脇を指でナデた隆帯とそれに平行する条線が認めら

れる。 253はX宇把手聾で把手部は欠損している。 254と255は14類:曽利V式に位置づけられる。 254は

区画文の深鉢で、ヘラ状工具による幅広のハの字文が施される。 255は同じくハの字文と考えられるが、細

く浅い。 256は16類:加曽利EII式に位置づけられる可能性が高い。浅い枕線で区画を作り出し、 RLの

縄文を充填している。また、隆帯も認められるが、破片のため全体としての形状は不明で、ある。 257は

表面が摩滅しており、型式は分からない。内面にはミガキが行われる。

参考文献

関野哲夫・関本光泰・一杉高徳・鈴木裕篤1989r沼津市文化財調査報告47 清水柳北遺跡発掘調査報告書その 1JI沼津市
教育委員会

壬生亮輔・佐々木富士子・及川司2008r静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告191 榔返遺跡・今里遺跡』財団法人静岡
県埋蔵文化財調査研究所
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第15表遺構外出土土器観察表

図版
分類 層位 色調 (Hue) 胎土 繊維 焼成 文様調整等

番号

1 1類 FB によい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、赤色粒子、雲母 有 良 外面に縦方向のRの撚糸文。

2 1類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、雲母少、輝石、白色岩片 有 良 外面に縦方向のRの撚糸文。

3 1類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、雲母、輝石、白色岩片 有 良 外面に縦方向のRの撚糸文。

4 1類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 
白色粒子、県色粒子、雲母少、輝石、

有 良 外面に縦方向のRの撚糸文。
赤色岩片

5 l類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 
白色粒子、赤色粒子、雲母、輝石、

有 良 外面に縦方向のRの撚糸文。
白色岩片

6 2類 FB にぷい黄櫨 (10YR 6/4) 白色粒子 無 良 外面に横方向の山形文。

7 2類 FB 機 (7.5YR 6/6) 白色粒子 無 良 外商に横方向の楕円文。補修孔。

8 2類 FB 澄 (7.5YR 6/6) 白色粒子 無 良 外面に横方向の楕円文。

9 2類 FB にぷい桂 (7.5YR 6/4) 白色粒子 無 良 外面に横方向の楕円文。補修孔。

10 3類 FB によい黄褐 (10YR 4/3) 白色粒子多 有 良 外面に沈線文。

11 3類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子 有 良 外面に沈線文。

12 4類 FB 稽赤褐 (5YR 3/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母多、輝石 有 良 外面に数列を併行させた刺突。内面に条痕による調整。

13 4類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 
白色粒子多、黒色粒子、雲母、

有 良 口唇部にキザミロ外面に沈線。 13から21同一個体。
白色岩片

14 4類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 
白色粒子多、黒色粒子、雲母、

有 良 口唇部にキザミ。外面に沈線。刺突。 13から21同一個体。
白色岩片

15 4類 KU 明赤褐 (5司Y'R 5/6) 
白色粒子多、黒色粒子、雲母、

有 良 外面に沈線。刺突。 13から21同一個体。
白色岩片

16 4類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 
自色粒子多、巣色粒子、雲母、

有 良 外面に沈線。荊j突。 13から21同一個体。
白色岩片

17 4類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 
白色粒子多、黒色粒子、雲母、

有 良 外面に沈線。刺突。 13から21同一個体。
白色岩片

18 4類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 
白色粒子多、黒色粒子、雲母、

有 良 外面に沈線。刺突。 13から21同一個体。
白色岩片

19 4類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 
白色粒子多、黒色粒子、雲母、

有 良 外面に洗線。刺突。 13から21同一個体。
白色岩片

20 4類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 
白色粒子多、黒色粒子、雲母、

有 良 外面に沈日線。車j突。 13から21同一個体。
白色岩片

21 4類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 
白色粒子多、黒色粒子、雲母、

有 良 外面に沈線。刺突。 13から21同一個体。
白色岩片

22 5類 KU 明赤褐 (5YR 5/8) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子、輝石 有 良 波状ロ縁。外面に2本の沈縁。内面に条痕。 22から26同一個体。

23 5類 KU 明赤褐 (5YR 5/8) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子、輝石 有 良 波状口縁。外商に2本の沈線。内面に条痕。 22から26同一個体。

24 5類 KU 明赤褐 (5YR 5/8) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子、輝石 有 良 波状口縁。外面に2本の沈線。内面に条痕。 22から26同一個体。

25 5類 KU 明赤褐 (5YR 5/8) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子、輝石 有 良 外面lこ2本の沈線。内面に条痕。 22から26同一個体。

26 5類 KU 明赤褐 (5YR 5/8) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子、輝石 有 良 外商に2本の沈線。内面に条痕。 22から26同一個体。

27 5類 FB にぷい黄澄 (10YR 6/4) 白色粒子、赤色粒子少 無 やや不良 口唇部にキザミ。外面に2条の波状沈線。 27・28・44同一偶体。

28 5類 FB にぷい黄桜 (10YR 6/4) 白色粒子、赤色粒子少 無 やや不良 外面に隆帯貼付け。波状沈線。 27・28・44同一個体。

29 5類 FB によい黄撞 (10YR 6/4) 白色粒子、黒色粒子、黒色岩片少 無 良 口縁部。 2本の波状洗線。

30 5類 KU 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子、輝:石少 有 良 外面に押引きによる波状沈線。内面に条痕。 30・31同一個体。

31 5類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子、輝石少 有 良 外国に押引きによる波状沈線。内面に条痕。 30・31伺一個体。

32 5類 FB 燈 (7.5YR 6/6) 
白色粒子、赤色粒子、雲母、輝石、

有 良 口縁部。外面に1条の隆帯貼付け。内外面に条痕による調整。
白色岩片

33 5類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色柱子、赤色粒子少 無 良 口縁部。外面に隆帯貼付け。

34 5類 FB 燈 (7.5YR 6/6) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に隆帯貼付け。条痕。内面に条痕。

35 5類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少 無 良 外商に降帯貼付け。

36 5類 KU にぷい黄褐 (10YR 4.β) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少、 無 良 外面に隆帯貼付け。条痕。内函に条痕。
輝石

37 5類 FB にぷい赤褐 (5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子少 無 良 外面に隆帯貼付け。

38 5類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に隆帯貼付け。条痕。内面に条痕。

39 5類 FB 樫 (7.5YR 6/6) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少 無 良 外面に隆帯貼付け。縦方向の沈線。条痕。内面に条痕。

40 5類 FB にぷい黄澄 (10YR 7/4) 白色粒子、赤色粒子少 無 良 外面に沈日線。

41 5類 FB によい黄褐(10YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母少 無 良 口唇部にキザミ。内外面に条痕。

42 5類 KU 権 (7.5YR 6/6) 白色粒子、黒色粒子 無 良 口縁部。

43 5類 FB によい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子 無 良 口縁部。内面に条痕。

44 5類 FB によい賞褐 (10YR 7/4) 
白色粒子、黒色粒子、赤色位子、雲母、

有 やや不良 外面、内面に条痕。 27・28・44同一個体。
白色岩片、黒色岩片、赤色岩片

45 6類 FB 褐 (7.5YR 4/3) 白色粒子 無 良
口唇部自内外面より交互に刺突。外面に隆帯を貼付け、上下より刺突。

内面に条痕。

46 6類 FB にぷい赤褐 (5YR 4/3) 白色粒子 有 良
口唇部の外面から四み刺突。外面に隆帯を貼付け、刺突。内面に条痕。

46・47問一個体。

47 6類 FB にぷい赤褐 (5YR 4/3) 白色粒子 有 良
口唇部の外国からのみ刺突。外面に隆帯を貼付け、刺突。内面に条痕。

46・47同一個体。

48 6類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子多 有 良 外面に隆帯を貼付け、刺突。内面に条痕。 48・49同一個体。

49 6類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子多 有 良 外面に隆帯を貼付け、刺突。内面に条痕。 48・49同一個体。

50 6類 FB 褐 (7.5YR 4/3) 白色粒子少 有 良 外面に隆帯貼付け。内面に条痕。

51 6類 KU 褐 (7.5YR 4/3) 白色粒子、黒色粒子 有 良
口唇部の内外商から父互に刺突。外面に太い隆帯を貼付け、複数列の

刺突。内面に条痕。 51・52同一個体。

52 6類 FB にぷい黄褐 (10YR 5/3) 白色粒子 有 良
口唇部の内外面から究互に刺突。外面に隆帯を貼付け、上下より刺突E

内面に条痕。 51・52問イ固体。
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図版
分類 層位 色調 (Hue) 胎土 繊維 焼成 文様調整等

番号

53 6類 FB によい黄褐 (10YR 5/3) 白色粒子 有 良
口唇部の外面からのみ刺突。外商に隆帯を姑付け、上下より刺突。内
面に条痕。

54 6類 KU/FB 明褐 (7.5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子 有 良 外面に隆帯を貼付け、刺突。内面に条痕。

55 7類 KU にぷい黄 (2.5Y 6/4) 白色粒子、雲母、白色岩片 有 良
口唇部にキザミ。外面に隆帯を貼付け、キザミを施文。条痕。内面に
条痕。 55・56・73・74向ー倒体。

56 7類 FB にぷい貴 (2.5Y 6/4) 白色粒子、雲母、白色岩片 有 良
口唇部にキずし外面に隆帯を貼付け、キザミを施文。条痕。内面に
条痕。 55と56・73・74同斗圃体。

57 7類 FB によい燈 (2.5YR 6/3) 白色粒子、雲母、白色岩片 有 良
口唇部にキずし外面に隆帯を貼付け、キザミを施文。条痕。内面に
条痕。

58 7類 FB にぷい黄褐(lOYR 5β) 白色粒子 無 良 口唇部にキザミ。外面に陵帯を貼付け、キザミを施文。内面に条痕。

59 7類 FB によい黄櫨 (10)つR 6/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良
口唇部にキザミ。外面に隆帯を貼付け、キザミを施文。条痕。内面に
条痕。

60 7類 KU/FB 灰黄褐 (10YR 4/2) 白色粒子、黒色粒子 有 良
口唇部に内外面から交互にキザミ。外面に隆帯を貼付け、 3条のキザミ
を施文。爪形文を2列波状に施文。内面に条痕。

61 7類 FB によい黄褐 (10YR 5/3) 白色粒子 有 良 口唇部に線状痕。外面に隆帯を貼付け、キザミを施文。内面に条痕。

62 7類 FB 樟 (7.5YR 6/6) 白色粒子 有 良 口縁部。口唇部に沿って隆帯を貼付け、キザミを施文。内面に条痕。

63 7類 FB 黒褐(10YR 3/1) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少 無 良 外面に隆帯貼付け。内面に条痕。

64 7類 FB 褐 (7.5YR 4/4) 白色粒子、県色粒子 無 良 外面に隆帯を貼付け、爪形文を施文。

65 7類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子少 無 良 外面に隆帯を貼付け、爪形文を施文。

66 7類 FB にぷい黄褐 (10YR 5/3) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少 無 良 外面に波状隆帯を貼付け、キザミを施文。

67 7類 KU にぷい黄褐(10YR 5/3) 白色粒子 無 良 外面に波状態帯を貼付け、キザミを施文。内面に条痕。

68 7類 FB によい黄櫨 (10YR 6/4) 白色粒子 無 良 外商に隆帯を貼付け、キザミを施文。内面に条痕。

69 7類 KU によい黄澄 (10YR 6/4) 白色粒子 有 良
外商に陵帯を貼付け、キザミを施文。爪形文。 69から71・第68図8同
一個体。

70 7類 KU によい黄燈(10YR 6/4) 白色粒子、黒色粒子少、白色崇片 有 良 外面に爪形文。内面に条痕。 69から71・第68図8同一個体。

71 7類 FB によい賞種 (10YR 6β) 白色粒子、黒色粒子 有 良 外面に爪形文。内面に条痕。 69から71・第68図8同一個体。

72 7類 FB 撞 (7.5YR 7/6) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外商に3条の爪形文。内面に条痕。

73 7類 FB によい黄 (2.5Y 6/4) 白色粒子、雲母、白色岩片 有 良 内外面に条痕。 73・74同一個体。

74 7類 FB にぷい黄櫨(lOYR 7/4) 白色粒子、雲母、白色岩片 有 良 内外国に条痕。 73・74同一個体。

75 7類 FB によい黄櫨 (10YR 6/4) 白色粒子 有 良 内外面に条痕。 75・76問}個体。

76 7類 KU/FB にぷい黄澄 (10YR 6/4) 白色粒子 有 良 内外面に条痕。 75・76同ー個体。

77 7類 FB にぷい賞櫨(lOYR 6/4) 白色粒子 有 良 内外国に条痕。 77・78同一個体。

78 7類 KU/FB にぷい黄栂 (10YR6/4) 白色粒子 有 良 内外面に条痕。 77・78同ー個体。

79 7類 KU/FB によい燈 (7.5YR6/4) 白色粒子、黒色粒子 有 良 内外面に条痕。

80 7類 FB にぷい黄褐 (10YR 5/3) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少 無 良 内外商に条痕。

81 7類 KU/FB 撹 (7.5YR 6/6) 白色粒子、黒色粒子 有 良 内外面に条痕。

82 7類 FB にぷい黄櫨(lOYR 6/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良 内外面に条痕。

83 7類 FB に占い黄燈(10YR 6/4) 白色粒子 有 良 内外面に条痕。

84 7類 KU/FB によい黄撞(10YR 6/4) 白色粒子、黒色粒子 有 良 内外面に条痕。

85 7類 KU にぷい黄櫨 (10YR 6/3) 白色粒子 有 良 2ヶ所の補修孔。内面に条痕。

86 8類 FB にぷい黄褐 (10YR 5/3) 白色粒子 無 良 口唇部にキザミ。指頭圧痕。

87 8類 FB にぷい黄櫨(lOYR 6/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良
口唇部内面に櫛歯状工具による横位沈線。外面に蛇行する2条の隆帯を
貼付し縦位沈線を施文。

88 8類 KU/FB にぷい黄櫨 (10YR 6/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良 指頭圧痕。

89 8類 KU/FB によい黄褐(10YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に櫛歯状工具による縦方向の沈線。 指頭庄痕。

90 8類 FB にぷい黄褐(lOY旦 5/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外箇に櫛爾状工具による縦方向の沈線。指頭圧痕。補修子L。

91 8類 表採 にぷい黄褐(10YR 5/4) 白色粒子 無 良 指頭圧痕。補修子い

92 9類 FB によい褐 (7.5Y豆 5/4)
白色粒子、赤色粒子、雲母、輝石少、

有 良 内外面に条痕。補修孔。
白色岩片

93 9類 FB 樟 (7.5YR 6/6) 
白色粒子、赤色粒子、雲母少、

有 良 口唇部に浅いキずし内外面に条痕。補修孔。
白色岩片、赤色岩片

94 9類 FB 澄 (7.5YR 6/6) 
白色粒子、赤色粒子、雲母、輝石少、

有 良 口唇部に浅いキずし内外面に条痕。
白色岩片

95 9類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子 無 良 口唇部に貝殻腹縁による刺突。内外面に条痕。

96 9類 一括 にぷい褐 (7.5YR 5/4) 
白色粒子、黒色粒子、雲母、白色岩片、

有 良 口唇部にキザミ。内外面に条痕。
赤色岩片

97 9類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子 無 良 尖底部。外面に条痕。

98 9類 FB にぷい黄櫨 (10YR 6/4) 白色粒子 無 良 倒杯状底部。外面に条痕ロ

99 9類 KU 赤褐 (5YR 4/6) 白色粒子、赤色粒子少 無 良 倒杯状底部。

100 9類 FB によい黄澄(lOYR 6/4) 白色粒子 有 良 乳頭状底部。

101 9類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子 無 やや不良 平底。外商に条痕。 101から103同一個体。

102 9類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子多、白色岩片少 無 やや不良 外面に条痕。 101から103問一個体。

103 9類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、白色岩片少 無 やや不良 内外面に条痕。 101から103同一個体。

104 9類 KU/FB 明褐 (7.5YR 5/6) 白色粒子、雲母少、輝石、白色岩片 有 良 内外面に条痕。

105 9類 KU 明褐 (7.5YR 5/6) 白色粒子、雲母少、輝石、白色岩片 有 良 内外面に条痕。

106 9類 FB 赤褐 (5YR 4/6) 白色粒子多、雲母、輝布少、白色岩片 有 良 内外面に条痕。補修孔。

107 9類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、雲母少、輝石、白色岩片 有 良 内外面に条痕。

108 9類 FB によい掲 (7.5YR 5/4) 白色位子、雲母、輝石少、白色岩片 有 良 内外面に条痕。

109 9類 FB にぷい赤褐 (5YR 4/4) 白色粒子、黒色粒子少 無 良 内外面に条痕。

110 9類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 
白色粒子、雲母、輝石、白色岩片、

有 良 内外面に条痕。
赤色岩片少
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111 9類 FB によい褐 (7.5YR 5/4) 
白色粒子、雲母少、輝石、白色岩片、

有 良 内外商に条痕。
赤色岩片

112 10類 FB 褐 (7.5YR 4/4) 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片 無 良 口唇部と外面にRLの縄文。

113 10類 FB によい赤褐 (5YR 4/4) 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片 無 良 外函に縦、横2方向の縄文。

114 10類 KU にぷい赤褐 (5YR 5/4) 
白色粒子、黒色粒子、雲母、輝石、白

無 良 外面に横方向のRLの縄文を施文。
色岩片

115 10類 KU 褐 (7.5YR 4/4) 
白色粒子、黒色粒子、雲母多、輝石、

無 良 外面に沈線。
白色岩片

116 10類 FB 褐 (7.5YR 4/6) 
白色粒子、黒色粒子、輝石、

無 良 ロ縁部。外面に斜めと波状の沈線。
白色岩片、赤色岩片

117 11類 FB に..l<い燈 (7.5YR 6/4) 白色粒子多、黒色粒子、雲母 無 良
内湾する口緑部。ェ角形区画の隆帯上に押引文とキザミを施文。ェ角

形区画内に沈線で垂下する渦巻と3条の押引文、刺突、三叉文を施文。

118 12類 瓦U/FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、輝石、白色岩片多 無 良
口縁部に斜行文を施し、屈曲部に波状の隆帯を巡らせる。』岡部は縦方

向の条線を地文とし蛇行する隆寺苦をま量下させる。

119 12類 KU/FB 明褐 (7.5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子、雲母少 無 良
降帯を貼付け口唇部を内側に屈折する。ロ縁部から外函に斜行文を施

文。

120 12類 FB によい赤褐 (2.5YR 5/4) 白色粒子、輝石 無 良
援帯を貼付け口唇部を内世Jに屈折する。口縁部から外商に斜行文を施
文。

121 12類 表採 にぷい赤褐 (2.5YR 5/3) 白色粒子、輝石 無 良
陵帯を貼付け口唇部を内側に屈折する。口縁部から外菌に斜行文を施

文。

122 12類 FB 明褐 (7.5YR 5/6) 白色粒子、雲母 無 良
陵帯を貼付け口唇部を内側に屈折する。ロ縁部から外面に斜行文を施

文。

123 12類 KU にぷい黄褐 (IOYR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片 無 良
陵帯を貼付け口唇部を内側に屈折する。ロ縁部から外面に斜行文を施

文。

124 12類 FB 褐 (7.5YR 4/6) 白色粒子、黒色粒子、輝石 無 良 口縁部欠損。斜行文。

125 12類 FB に占い掲 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母少 無 良 外面に縦方向の条線を地文とし、蛇行する隆帯を垂下させる。

126 12類 FB によい黄褐 (IOYR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母少 無 良 外面に縦方向の条線を地文とし、蛇行する陵帯を黍下させる。

127 12類 FB に..l<い褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母少 無 良 外面に条線。

128 12類 FB によい黄褐(10YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良
外商に縦方向の条線を地文とし、上下に蛇行し交わる陵帯と渦巻状隆

帯を鮎付け。

129 12類 FB 褐 (7.5YR 4/6) 白色粒子、雲母、白色岩片 無 良 外国に縦方向の条線を地文とし、渦巻状および蛇行する陵帯を貼付け。

130 12類 FB によい黄褐 (IOYR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母 無 良
外商に縦方向の条線を地文とし、渦巻状から蛇行する隆帯を垂下させ
る。

131 12類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母、白色岩片 無 良 外商に条線を地文とし、渦巻状の隆帯を貼付け。

132 12類 KU/FB にぷい黄褐(10YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に縦方向の条線を地文とし、渦巻状の隆帯を貼付け。

133 12類 FB 褐(10YR 4/6) 白色粒子、黒色粒子、雲母 無 良 外面に縦方向の条線を地文とし、蛇行する隆帯を垂下させる。

134 12類 FB 褐 (7.5YR 4/6) 白色粒子、白色岩片 無 良 外面に縦方向の条線を地文とし、蛇行する隆帯を垂下させる。

135 12類 KU にぷい撞 (7.5YR 6/4) 
白色粒子多、巣色粒子、赤色粒子少、

無 良
口縁部内面に1条の隆帯貼付け。口縁部外面に弧状で区画された隆帯姑

雲母 付け。外函に平行沈線と綾杉状の条線。 135・136・第68図7同一個体。

136 12類 KU に..l<い燈 (7.5YR 6/4) 
白色粒子多、黒色粒子、赤色粒子少、

無 良
ロ縁部内面に1条の隆帯貼付け。日縁部外面に弧状で区画された隆帯貼

雲母 付け。外面に平行沈線と綾杉状の条線。 135・136・第68図7同一個体。

137 12類 KU/FB 褐 (7.5YR 4/6) 白色粒子、黒色粒子 無 良
隆帯を貼付け。口唇部にLR<v縄文を施文。外面に沈線で楕円区画と渦
巻をつくり、区画内に縄文を施文。各所に連続した刺突列。

138 12類 FB にぷい赤褐 (5YR 4/4) 白色粒子、黒色粒子、黒色岩片 無 良 渦議部分のみ。刺突列。

139 12類 KU にぷい黄褐 (10YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片 無 良
外面に棒状工具による3条の洗線と蛇行するぬ線を垂下させその簡を綾
杉状の条線を施文。

140 12類 FB 褐 (7.5YR 4/4) 白色粒子、白色岩片 無 良 外面に隆帯貼付け。横方向の沈線。縦方向の条線。

141 12類 FB 掲 (7.5YR 4/4) 白色粒子、白色岩片 無 良 外商に隆帯を渦巻状に貼付け。斜め方向の条線。

深鉢。口縁部は洗線で横S字や円形をつくる。口唇部にl条の沈線を施
142 12類 KU/FB にぷい黄撞 (IOYR 6/4) 白色粒子多、黒色粒子、白色岩片 無 良 し、突出部は渦巻状にする。外面に区画文とS字の沈線を施文。区画

内を右下方向からの刺突で埋める。

143 12類 FB 褐 (7.5YR 4/6) 白色粒子、雲母 無 良 渦巻部分。

144 12類 KU 褐 (7.5YR 4/4) 白色粒子、黒色粒子、輝石 無 良 口縁部。 2条の浅い沈線。綾杉条線。

145 12類 KU 褐 (7.5YR 4/4) 白色粒子、黒色粒子、輝石 無 良 外商に1条の浅い波線。綾杉条縁。

146 12類 FB に..l<い黄褐 (10YR 4/3) 白色粒子 無 良 ロ縁部。 2条の浅い沈線。綾杉条線。

147 12類 KU 褐 (7.5YR 4/6) 白色粒子、白色岩片 無 良 口縁部。 1条の浅い沈線。

148 12類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母 無 良 ロ縁部。 2条の浅い沈線D

149 12類 FB にぷい黄櫨 (10YR 6/4) 白色粒子、白色岩片 無 良 口縁部。沈線。綾杉条線。

150 12類 FB によい黄褐(10YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に綾杉条線。沈線。

151 12類 KU 褐 (7.5YR 4/6) 白色粒子、雲母、白色岩片 無 良
外商に綾杉条線。隆帯貼付け。内商にヘラ状工具による擦痕。 151・
152同一個体。

152 12類 KU 褐 (7.5YR 4/6) 白色粒子、雲母、白色岩片 無 良
外面に綾杉条線。隆帯貼付け。内面にヘラ状工具による擦痕。 151・
152同一個体。

153 12類 FB 燈 (5YR 6/6) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に綾杉条線。降帯貼付け。

154 12類 FB にぷい赤褐 (5YR 4/4) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子、雲母 無 良 外面に綾杉条線。低隆帯。

155 12類 FB 赤褐 (5YR 4/6) 白色粒子、雲母 無 良 外商に綾杉条線。隆帯鮎付け。

156 12類 FB によい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、輝石 無 良 外商に綾杉条線。隆帯貼付け。

157 12類 FB 赤褐 (2.5YR 4/6) 白色粒子、雲母 無 良 外面に綾杉条線。隆帯貼付け。

158 12類 撹乱 赤褐 (2.5YR 4/6) 白色粒子、雲母 無 良 外面に綾杉条線。隆帯貼付け。

159 12類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に綾杉条線。

160 12類 FB 燈 (7.5YR 6/6) 白色粒子、黒色粒子、黒色岩片 無 良 外函に綾杉条線。低隆帯。

161 12類 KU/FB によい賃褐 (10YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母 無 良 外面に綾杉条線。低隆帯。 161から166悶一個体。

162 12類 FB 明褐 (7.5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子 無 良 外面に緩杉条線。 161から166同ーイ固体。
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163 12類 FB にぷい黄褐 (10YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に綾杉条線。 161から166同ー個体。

164 12類 FB 掲(lOYR 4/6) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に綾杉条線。低隆帯。 161から166同一個体。

165 12類 KU 明褐 (7.51浪 5/6) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に綾杉条線。 161から166同一個体。

166 12類 KU 褐 (7.5YR 4/6) 白色粒子、黒色粒子、輝石 無 良 外面に綾杉条線。 161から166陀イ固体。

167 12類 FB にぷい賞褐 (10YR 4/3) 白色粒子、黒色粒子、雲母 無 良 外面に綾杉条線。蛇行洗線。

168 12類 FB によい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、雲母 無 良 外商に綾杉条線。

169 12類 KU 赤褐 (5YR 4/6) 白色粒子、黒色粒子、黒色岩片 無 良 外面に綾杉条線。低陵帯。

170 12類 即搬L 褐 (7.5YR 4/4) 
白色粒子、黒色粒子、雲母、輝石、

無 良 底部。ナデにより隆帯状に突出させた区画内に縦位条線を施文。
白色岩片

171 12類 KU/FB 澄 (7.5YR 6/6) 白色粒子多、黒色粒子 無 良 X字把手費。把手部欠損。渦巻状の低陵帯。条線。

172 12類 KU 燈 (7.5YR 6/6) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少 無 良 把手の基部片。条線。

173 12類 FB 明黄褐(lOYR 7/6) 白色粒子、黒色粒子 無 良 把手欠損。

174 12類 FB にぷい貫撞 (10YR 6/4) 黒色粒子、輝石 無 良 外面に低隆帯。

175 12類 KU/FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子、雲母、輝石 無 良 外面に渦巻状の低隆帯。

176 12類 FB によい黄褐 (10YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、輝石 無 良 外商に低隆帯。条線。

177 12類 FB にぷい黄褐(10YR 5/3) 
白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少、

無 良 外面に低降帯。
輝石

178 12類 FB にぷい撞 (7.5YR 6/4) 白色粒子、黒色粒子、輝石 無 良 外面に隆帯貼付け。

179 12類 KU 明褐 (7.5YR 5/6) 
白色粒子、黒色粒子、白色岩片、

無 良 外面に隆帯貼付け。条線。
黒色岩片

白色粒子、黒色粒子、雲母、輝石、
180 12類 FB 暗褐 (7.5YR 3/4) 

黒色岩片
無 良 外面に隆帯貼付け。条線。

181 12類 FB 赤褐 (5YR 4/6) 白色粒子、黒色粒子、赤色岩片少 無 良 外面に隆帯貼付け。条線。

182 12類 撹乱 によい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、白色岩片 無 良 外面に隆帯貼付け。条線。

183 12類 FB にぷい赤褐 (5YR 4/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に隆帯貼付け。沈線。

184 12類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、輝石、白色岩片 無 良 外国に隆帯貼付け。

185 14類 FB 明褐 (7.5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子、白色岩片 無 良
口縁部。口縁部に沿って横位の太い沈線。蛇行洗線を垂下させる。へ

ラ状工具による幅広のハの字文。

186 14類 FB 明褐 (7.5YR 5/6) 白色粒子多、雲母、輝石 無 良 ロ縁部。口縁部に沿って2条の浅い沈線。へラ状工具によるハの字文。

187 14類 撹乱 にぷい黄褐(10YR 5/4) 白色粒子、雲母、輝石 無 良 外面に区画文。ヘラ状ヱ具によるハの字文。

188 14類 KU 褐 (7.5YR 4/6) 白色粒子多、黒色粒子、輝石 無 良 外面にヘラ状工具によるハの字文。

189 14類 FB 明掲 (7.5YR 5/6) 白色粒子多、輝石、白色岩片 無 良 外面にヘラ状工具によるハの字文。

190 14類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子 無 良 外面にへラ状工具による幅広のハの字文。

191 14類 KU によい黄擾 (10YR 6/4) 
白色粒子、黒色粒子、雲母少、

無 良 外面に洗線。櫛歯状工具による刺突。 191・192同→固体。
白色岩片

192 14類 KU にぷい黄積 (10YR 6/4) 
白色粒子、黒色粒子、雲母少、

無 良 外面に櫛歯状工具による刺突。 191・192同一個体。
白色岩片

193 14類 KU 櫨 (7.5YR 6/6) 
白色粒子、黒色粒子、雲母少、

無 良 外面に櫛歯状工具による刺突のハの字文。
白色岩片

194 14類 KU 赤掲 (2.5YR 4/8) 
白色粒子、黒色粒子、赤色粒子、輝石、

無 良 把手議かワ外面に弱いナデによる渦巻。
白色岩片、赤色岩片

195 14類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片 無 良 外商にナデによる区画内に条線を施文。 195から197同一個体。

196 14類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片 無 良 外面にナデによる区画内に条線を施文。 195から197同一個体。

197 14類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片 無 良 外面にナデによる区画文。 195から197同→固体。

198 14類 FB 綬 (5YR 6/6) 白色粒子、黒色粒子、輝石 無 良 口縁部。ナデによる渦巻。 198・199同一個体。

199 14類 FB 燈 (5YR 6/6) 白色粒子、黒色粒子、輝石 無 良 外面にナデによる渦巻。 198・199同一個体。

200 14類 撹乱 明黄褐 (10YR 6/6) 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子 無 良
外面に棒状工具による区画文。区画内にへラ状工具による刺突文を施

文。

201 14類 FB によい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子 無 良 外商に2条の沈線。条線。

202 15類 撹乱 赤褐 (5YR 4/6) 白色粒子、黒色粒子、雲母、白色岩片 無 良 ロ縁部。無文。

203 15類 撹乱 にぷい黄褐(10YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母、白色岩片 無 良 口縁部。無文。

204 15類 表採 にぷい費褐(lOYR 5/4) 白色粒子、黒色粒子少 無 良 口縁部。棒状工具による沈線。

205 15類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母 無 良 口縁部。口唇部から外面に隆帯を垂下させる。縦方向の条線。

206 15類 KU 褐 (7.5YR 4/4) 白色粒子、黒色粒子、雲母 無 良 口縁部。縦方向の条線。

207 15類 FB 明褐 (7.5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子、雲母 無 良 ロ縁部。縦方向の条線。

208 15類 KU 明赤褐 (5YR 5/8) 白色粒子多、黒色粒子、輝石少 無 良 環状把手部欠損。

209 15類 FB 明赤褐 (5YR 5/8) 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片 無 良 把手。ナデによる円弧か渦巻。

210 15類 FB 赤褐 (5YR 4/6) 白色粒子多、県色粒子、雲母 無 良 外商に波状沈線。

211 15類 KU 赤褐 (5YR 4/6) 
白色粒子多、黒色粒子、輝石少、

無 良 外面に枕線と車j突列。 211・212同一個体。
白色岩片

212 15類 FB 赤褐 (5YR 4/6) 白色粒子多、黒色粒子、白色岩片 無 良 外面に沈線と刺突列。 211・212同一個体。

213 15類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子、黒色粒子、白色岩片 無 良 外面に沈線と申j突列。

214 16類 KU/FB 明赤褐 (5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面に横方向のRLの縄文を施文。蛇行沈線。

215 16類 FB 赤褐 (5YR 4/6) 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片 無 良 外商に横方向のRLの縄文を施文。蛇行沈線。平行沈線。

216 16類 KU 褐 (7.5YR 4/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外商に横方向のLRの縄文を施文。め線による区画。

217 16類 KU 褐 (7.5YR 4/4) 白色粒子、黒色粒子 無 良 外面にRLの結節縄文。

218 16類 FB 檀 (7.5YR 6/8) 
白色粒子、累色粒子少、輝石、

無 良
口縁部に2本の隆帯を廻らせそ由間に弧状の隆帯貼付け。外面に縦方向

白色岩片 のRLの結節縄文を施文。

219 17類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子多、白色岩片 無 良 棒状工具による区画内にLRの縄文を施文。 219・220同一個体。

220 17類 FB にぷい褐 (7.5YR 5/4) 白色粒子多、白色岩片 無 良 棒状工具による区画内にLRの縄文を施文。 219・220同一個体。



lr 1台ごk 朝一l8主E FB I Iこぶし、持 (7.5YR 5/4-) 黒色粒子、史、色岩Ji
u緑部。棒状工具による区間内にRLの縄文を胞文。 221から227同一
'fl?!11卒。

! 2S2 
土一|

持 (7.5YR 4/4) 
泉色1主子、白色若片、県色岩片、

良 |外国に棒状工具山岡山町施文ο沼山27日体。
赤色岩片

; 223 芸 KU/FB 掲 (7.5YR 4/3) 黒色位守、白色岩片、主主色岩片 J~ 外国に符状工具による区画。 IUJ(!)組又を泥:二。 221から227問一個体。

224. 13害責 KU !1iIi号(7.5YR 5/6) 黒色粒子、臼色沼片少、祭色岩)， 然 |iミ 外前に棒状工具による区間。三工の1'1:文を施文。 221から22'/1司ー肉体。
「l一2一一2一5一-
13;主 KU/FB ;旨 ('/.5YR 4/3) l白色肘、黒色岩片 川l…凶懇JlJ良良 ヂ耐に附4 じよる同町帥を師担かG227同州。

226 13主立 FB 十，j(7.5YR 4/4) 黒色』立子、 iヨ色岩片少、黒色岩片 外面におそ状主具による区画。 RLの結文官施文。 221から2271司一個体。 I

m 国空 KU によい掲(i.SYR 5/4) 白色校子、黒巴枝子 外ffiに棒状工具による区[feI。阻dの縄文言施文。 221刀4ら227同 ↑同体。

-I~お29 日18石猿 抵苦L 1にぷい黄掲 (lOYR 5/4) I黒色杭子、黒色岩片 外而にj辛状工具による j?~ 問。 RLの t，;[iIλを施文ζ

FB にぷい掲げ肌刊 白色粒子、黒色粒子、輝石 、〔 良 外国にE二時;を Ml~îfすり Lの縄文を施又。 229 0 2301司ー悩体。

230 18~~-可 Fll 般 (7.5YR 6/6) 白色枝子、黒色粒子、輝石 h 式tミ 五: 外TMに除帯をえ占{すけLの記文吉施7立。 ~29 ・ 230向 {同体。

FB 在(7.5YR 6/6) 日色粒7 知将行問片|討
良 川に極的し粒状の圧痕撚糸川

黒色岩H

ム9頬 FB にぷい褐(7.5YR 5/4) 白色敬子、雲母少、輝石少、臼色京片 有 見 外部に貝殻圧波文を施文。

lS主買 j宣言し によミい掲 (7.5YR 5/4) 白色粒子 |無 -H口紋昔日 酌 l行沈総 | 
19~良 FB 将司 (7.5YR 4/4) 白色粒子 来 日緑色唱。斜めの平行決

l 235 19類 FB 黒褐 (5YR 2/2) 日色粒子参、黒色粒子、雲母 |然 良 口紋部に付く突出。

236 19J京 KU己苦L い褐(ゥ 5YR 5/4) I白加安雲母 話1-良J妻 悦 l創ぱ城工具に k地方向的鴇の蹴錐川川市詰九回
2371司個体。

一~ FB にいぬ (7.5γR 5/4) 内色i立子多、雲母 集………「237 1f0~'1出 it。

) 238 19;綬 FB 黄ぬ (lOYR 5/8) 白色粒子、科行多、白色岩;t 無 長 外間に沈線。利笑。内商ミ j:/Sfロ

239 19怒 FB にぷい黄澄川YR 6/4) 1白色わ、黒色粒子、雲母 無 J51 タHrnlご2条の降帯九月付")'0

240 19類 FB 明褐 (7.5YR 5/6) 白色粒子、茶色粒子 無 長 |外面に隆帯}山付け{内面ミガキl

241 18類 FB 明1"0(ワ 5YR 5/6) 白色粒子、黒色粒子 ~1W 良 外市に沈線。

I 242 19類 FB にぷい素褐(lOYR 5/4) 白色粒子、雲母 創"氏、 良 |外面に抗線。 RLの綿文訂以。

243 19類 FB 明掲げ5YR 5/6) 日色粒子、黒色粒子、雲母 |無 良 外商に条線。内面lミ方キ。

244 I 19主j.i FB に品、赤褐 (5YR 4/4) I白色粒子、黒色粒子、跨石、白色京片

互M い|9類 KU/FB 赤褐 (5YR 4/6) 白色粒子、長色粒子、持品少

19窓 KU 掲げ 5YR 4/3) 白色粒子多、輝石多、白色岩;-， 見 底部。若手式。外国ミガキ。

247 I 199i1i FB 明業褐 (lOYR 6/6) I R色粒子、黒色泣子、 i町、白色岩片 良 l_i岳部。無文ο 内外聞ミ向。
248 199is FB 赤ぬ (2.5YR 4/6) 白色立子多、黒色粒子、日車石 無

良 i底部無文内一249 19)1夏 KU/FB にぷい赤掲 (5YR 4/4) 日色粒子多、黒色住子雲母、輝石 、 良 底部。無文。内世lミJJキ。
I一一

白色立子、赤色粒子雲母少、総石少、
良 |土器片加工円盤c 外山線。

250 2u怒 FB 赤褐 (5YR L!.j6) 
白色沼片

持、

日正 20類 FB 明赤褐 (5YR 5/6) 向色泣F、雲母多、:h'!!l石、白色岩片 無 良 土器}l加工円盤。外面に沈線および条線。

252 20類 Fs にぷい貴払o(lOYR 5/4) 
白色治子、赤色粒子、雲母少、輝布、

正
土器片加工円盤。外面に沈隷および条線。

白色岩片

253 20類 FB 燈 (7.E，YR 6/6) 白色粒子多、雲母多、踏石少 土器片加工円盤。把手警の把手欠損。

254 ~，"類 FB にぷい褐 (7.5YP， 5/4) 白色佳子、雲母、輝石少、白色岩片 土器片加工円盤。外国に沈訴しハのと了文。

世己主
長 ゴ器片加工円盤。外商に沈線。ノ¥む字文。

白色枝子、黒色粒子、輝石少、 無 長 土器Yt-!日工円盤。外商に浅い沈長で区画。 RLの縄文。
白色岩片

ヱミ 二:A:;i片加工円盤。文。内商ミガキ。

一一j白色岩片

。。



第廻章野台南遺跡

4.遺構外出土の石器

遺構外から出土した石器を器種別に記載する。出土状況からは、その帰属時期は明らかでない。土器

では縄文時代早期、および中期の土器が大多数を占めるため、これらの時期に属するものが多いと考え

られる。剥片石器では黒曜石が大多数を占める。諏訪星ヶ台産と神津島思馳島産のものがほとんどで、

数は括拭する。喋石器では輝石安山岩を用いたものが極めて多い。

有茎尖頭器(第90図1)

有茎尖頭器は 1点出土した。縄文時代草創期の遺物である。ガラス質黒色安山岩で先端部、基部をわ

ずかに折損する。身部はわずかに外湾する。かえしは明確に作り出され、ほぽ水平である。基部は折れ

のため詳細は不明であるが、鋭く突出した可能性がある。

石嫉(第90図2-20) 

石織は31点出土した。多くが黒耀石製で、特に神津島恩馳島産のものがその半数を占める。住居跡2か

らチャート製のものが1点出土している。

19点を図化した。図化していないものについても写真撮影を行っている(図版30)。図化していない

ものは欠損品である。

2-7はほぼ完形のもの、 8-10は折れているもの、 11-19は素材面が残存するものや製作途中のも

のである。また、石材については3が和田鷹山産黒曜石、 8・12・13が諏訪星ヶ台産黒曜石、 5• 11・

14-18が神津島思馳島産黒曜石、 2・4・19・20が天城相峠産黒曜石、 9がホルンフエノレス、 6がガラ

ス質黒色安山岩、 7がチャート、 10が珪質粘板岩を用いる。

2は有茎石鉱である。素材剥片の形状が影響して、表面が厚みをもっ。茎部は鋭く突出する。住居跡

1の床面直下で出土している。東海地方における有茎石搬は縄文時代後期に現れるとされており、中期

後半の住居跡より下位から出土する点で矛盾する。縄文時代草創期に特有の有茎石鉱と考えれば層位的

な矛盾は解消するが、形態に違和感があり、位置づけについては慎重であるべきである。 3は凹基で、

鋭いかえしをもっ。 4は平基であるが、中央部でわずかにくぽむ。片側のかえしをわずかに折損する。

5は凹基で、左のかえしが丸みを帯び、非対称である。 6は凹基で、身部上半に緩やかな屈曲をもち、

五角形状を呈する。 7は凹基であるが、基部はかえしでわずかに内側に入札中央部で急激に挟りこむ。

薄く丁寧に仕上げられている。

8はかえしから先端部近くまで、大きく欠損する。先端が尖らない長いかえしを有する長脚織である。

9は節理に沿って先端部を折損する。 10は両面に摂理面を残し、周縁を鋸歯状に加工する。身部中程で、

大きく張り出し、基部はわずかに内湾する。右下部を折損する。

11は凹基で、全面に謂整を施す。基部の扶りは深く長いかえしを有したと考えられるが、両方折れて

いる。先端部は急斜度剥離によって潰されており、その意図は不明で、ある。

12-20は黒曜石を用いた、素材面が残存する石嫉である。そのうち12・17-19には錐状の突出部が認

められる。石鍛として完成したものとも捉えにくいこれらについては、石錬製作途中の未製品を、錐と

して転用したものと理解しておきたい。 12は凹基で、両面に素材面が残存する。薄い剥片の打点側を先

端部に据える。背面は急斜度剥離、腹面は平坦剥離が主体である。右下のかえし先端、およびその3阻

ほど上の2ヶ所に錐状の突出が作出される。 13は両面下部に素材面が残容する。先端部は両面調整で丁

寧に尖らされているが、基部側には調整が乏しい。 14は凹基で布脚部を折損する。背面中央部右よりと

腹面中央部に素材面が残存する。腹面に残されているのは素材の主要剥離面である。 15は両面に素材面
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石器器種別分布縄文時代第88図
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第皿章野台南遺跡

が残存し、特に腹面側における調整は主に基部に限定される。平基に分類される。 16は両面とも中央部

から先端部にかけて自然面が残されている。素材が比較的分厚い剥片であり、断面形は背面側に大きく

ふくらむ。凹基で、先端部を折損する。 17は未製品の可能性が高い。背面側では左右側縁から調整剥離

が認められるが、腹面側の加工は基部周辺に限定される。左側縁下端に2ヶ所の錐状の突出を有してお

り、石銀製作の初期段階で錐に転用された可能性が高い。 18は、背面の調整は左側縁および基部に限定

され、腹面も先端部に素材の主要剥離面が残存する。右側縁下部に折面と調整剥離で錐状の突出が作り

出される。 19は背面中央に自然面が、腹面に主要剥離面が残存する。先端部は鋭くなしなしろ右脚部

が鋭く突出しており、右脚部が錐として利用された可能性がある。 20は両面に広く素材面を残し、特に

腹面はパノレブに数回の剥離を行っているのみである。

スクレイパー(第90図21・22、第91図23)

スクレイパーは4点出土した。 1点は土坑4の覆土から出土している。

21は和田鷹山産黒曜石を用いたエンドスクレイパーである。縦長の剥片を素材とし、打点側を刃部と

している。調整剥離は左側縁全体から右側縁下半に及ぶ。背面への急斜度剥離が主体で、あるが、腹面下

端部には平坦剥離も施される。上部は折損しており不明である。 22は神津島恩馳島産黒曜石を用いる。

素材剥片末端に刃部を作出するが、左半については、剥離が主要剥離面を切っておらず、それらの加工

が素材剥片剥離前に行われた可能性もある。右半は背腹両面に調整剥離が施される。 23は珪質頁岩の比

較的肩平な剥片を素材とする。背腹両面への調整で、若干内湾する刃部を作り出す。左側縁には節理面が

あり、右側縁には微細剥離痕が認められる。

石錐(第91図24-26)

錐は4点出土した。 24は諏訪星ヶ台産黒曜石を用いる。小さい縦長剥片を素材とし、その末端部に鋭

く尖る突出部を作出する。右側縁は腹面にのみ調整が行われている。 25は神津島恩馳島産黒曜石の折れ

た剥片を素材とする。両面への調整によりわずかな突出を作り出しており、石搬の未製品を錐として転

用したもの(第90図12・17-19)と問様の用途に用いられた可能性がある。 26はホルンフエノレスの不定

形剥片を素材とする。素材打面右端に背腹両面への剥離によって突出部を作り出す。

RF(第91図27)

RFは21点出土した。剥片の一部に二次加工を加えるものがほとんどである。

27は諏訪星ヶ台産黒曜石の極めて小さい縦長剥片を素材とする。両側縁から背腹両面に平坦剥離を施

す。用途は不明でトある。

UF(第91図28・29)

UFは37点出土した。 2点が住居跡1から、 2点が住居跡2から出土している。黒曜石を用いたものが

ほとんどで、鋭い縁辺に連続する微細剥離痕が認められる。

28は神津島思馳島産黒曜石を用いる。下部が複雑に折れた厚みのある剥片を使用する。素材剥片は多

方向からの剥片科離の中で得られたものである。右側縁は厚みがあるが、左側縁には鋭い刃縁があり微

細郭離痕が認められる。

29はチャート(赤色)の石刃を使用する。両側縁に剥離痕が断続的に認められる。素材打面には打面

調整が施される。
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第田章野台南遺跡

両極剥片(第91図30)

上下に打点を有する、両極打法によって誕離されたと考えられる剥片を両極剥片とした。両極剥片は

9点出土した。黒曜石の中でも諏訪星ヶ台産のものが多い。 30は、諏訪星ヶ台産黒曜石のもので、背面

にも上下からのまtl離痕が残されている。

事j片(第91図31)

箱根鍛冶屋産黒曜石の剥片が1点のみ出土したので図化した。野台南遺跡出土の裂i片の中でもっとも

大きい。背面は自然面で覆われる。爽雑物がきわめて多い。両側縁に折面が認められる。他に同一産地

のものがないことから、他の遺跡で剥離され、持ち込まれたことが明らかである。

模形石器(第91図32・33)

模形石器は20点出土した。すべて黒曜石で諏訪星ヶ台産と神津島恩馳島産が相半ばする。 32は諏訪

星ヶ台産黒曜石を用いる。上下両端に潰れを伴う剥離痕が認められるが、主な剥離は表面に限定される。

右側縁には裁断面が認められるが、左側縁は鋭い素材面が残存している。 33は神津島恩馳島産黒曜石を

用いる。右側縁には上からの加撃により生じた裁断面が認められる。左側縁には潰れを伴う剥離が残さ

れており、長軸に直行する方向を縦位にした両極打法も行われたと考えられる。

石核(第91図34、第92図35・36)

石核は11点出土した。黒曜石を用いたもののうち、図化されていないものは平坦な剥離面を打面にし

て、極めて小さい剥片の剥離を行った小石核がほとんどである。

図化した3点については、いずれも裏面に自然面を残し、表面において多方向からの剥離が行われる

という点で共通する。 34は諏訪星ヶ台産黒曜石を用いる。裏面と下面には平滑な自然面が残存する。表

面を中心に剥片剥離が行われ、上および左右からの剥離痕が残されている。裏面には比較的早い段階に

行われた剥離の痕が右半に残される。 35はホルンフエノレスで、裏面には円喋の自然面が残されている。

表面でさまざまな方向から剥離が行われている。裏面にもより早い段階に残されたさまざまな方向から

の剥離痕が認められる。 36は被熱した可能性があるメノウを用いる。裏面に残された自然面は擾雑な凹

凸を残しており、河床礁ではないと考えられる。表面には、主に上および左方向からの剥離痕が残され

ている。裏面には比較的初期の剥離痕が残されている。

喋器(第92図37、第93図38)

喋器は5点出土した。いずれも輝石安山岩を用いたものである。亜円喋を用いた片刃のもの2点、角

磯を用いた片刃のもの2点、角喋を用いた両刃のもの 1点で構成される。そのうち、角喋を用いた片刃

のものと角喋を用いた両刃のものをそれぞれ1点ずつ図化した。

37は正面からみて不整円形を呈する角礁を素材とする。左上を除く全周が鋭い刃部となっている。調

整は乏しい。 38は板状の角喋を素材とし、素材が薄くなる部分に両面調整が行われる。表面の調整は粗

く、裏面の調整は細かい。裏面を中心に被熱痕跡が認められ、被熱の後に調整剥離が行われている。

打製石斧(第94図39-41、第95図42)

打製石斧は4点出土した。いずれも剥片を素材とすると考えられる。 39-41は表面に円喋の自然面を

広く残すことで共通する。形態は異なるが、技術的に共通しており向時期の所産と考えられる。 39は接

形である。両側縁は、南面に剥離が施され、敵打痕も認められることから、両極打法によって成形され
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第皿章野台南遺跡

たと考えられる。一方、刃部は裏面にのみ調整が施され、右半では刃部が波状を呈する。 40は分銅形で、

厚みがある。調整が行われるのは裏面が主体だが、くびれ部を中心に表面にも調整が認められる。くび

れ部には敵打痕が認められることから、両極打法によって成形されたと考えられる。 41は分銅形である。

表面だけでなく、裏面左下にも自然面が残されることから、もともとは肩平な円喋であったことが分か

る。表面への調整は乏しく、基部と右下部分にのみ剥離痕が認められる。くぴれ部の作出も表面側から

の加撃によっている。 42は短冊形で、表面下端に自然面を残す以外は、剥離面で覆われている。平行す

る両側縁は、明確な敵打痕は認められないものの、両極打法によって成形された可能性がある。側面観

は表面に向かつて張り出す弧状を呈する。

磨製石斧(第95図43)

磨製石斧は 1点出土した。基部は折れている。両面が研磨されているが、裏面には研磨されていない

素材面も一部に残存する。側面には敵打痕が残されている。刃部には部分的に微細な剥離が認められる。

磨き石(第95図44)

小円喋を主に用い、土器のみがきなど何らかの研磨作業に用いられたものを磨き石とした。また、磨

き石の可能性があるが、痕跡が明確でないものについて[磨き石?Jとした。磨き石は2点、磨き石?

は2点出土した。磨き石?は、 1点が住居跡1から、 1点が住居跡2から出土している。

44は磨き石に分類されたものの中で最も大きい。屈曲をもっ肩平で組長い形状である。端部には敵打

痕が認められ、敵石としても使用されたと考えられる。

石錘(第95図45・46)

石錘は2点あり、 46は出土し、 45は表面採集されている。 2点とも円醸の端部に剥離を施した打欠石

錘である。 46は表面への剥離が加工の主体である。

敵石(第95図47-50)

円醸の端部および周縁に敵打痕が認められる、 1，500g以下で、手に持つての使用を想定できるものを

敵石とした。敵石の可能性があるが、痕跡が明確でないものについて「敵石川とした。敵石は23点、

敵石?は6点出土した。敵石のうち 1点、敵石?のうち 1点が住居跡1から出土している。

47-49は端部に敵打痕が認められる。 49は使用にともない破損している。 50は周縁に敵打痕が認めら

れ、特に下端部は潰れカヨ激しい。使用に伴い破損している。

磨石(第95図51-54)

磨面が認められる礁のうち、手にもって使用可能な1，500g以下のものを磨石とした。また、磨石の可

能性があるが、痕跡が明確で、ないものについて「磨石川とした。磨石は6点、磨石?は22点出土した。

磨石のうち 1点、磨石?のうち 2点が住居跡1から出土している。遺構外出土の磨石5点のうち4点を

図化した。図化していない1点の磨石は円喋の一面に平坦な磨面をもつものである。

51は円醸の両平坦面に磨面をもっ。 52は、磨面を5面もち、断面形が不整五角形となる。上端に残さ

れた自然面から、角喋を素材としていることが分かる。下部を折損する。 53は膨らみをもっ直方体状で、

6面全面が屠面で構成される。 54は他のものに比べ大型で、ある。断面が三角形状になる喋を素材とし、

その1辺を使用する。使用された面には3面の磨面が認められる。
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磨敵石(第96図55--58)

敵打痕と磨面の両方をもち、手にもって使用可能な1，500g以下のものを磨敵石とした。磨敵石は22点

出土した。 5点は住居跡1から出土している。

55--57は円喋の両面に磨面をもち、周縁部に部分的に敵打痕が認められる。 57は磨面の中にも敵打痕

が認められる。 58は肩平で縦に長い円喋を素材とし、比較的平坦な面に2面、両側縁にそれぞれ1面ず

つの4面の磨面をもっ。 1端には敵打痕が認められる。

1点が住居跡1

凹石(第96図59--61)

円礁の乎坦な面に敵打による凹みを有するものを凹石とした。凹石は4点出土した。

から出土している。
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59~61 はいずれも両面に凹みをもっ。 59 は両端部および周縁の一部にも敵打痕が認められる。 61 は両

面に磨面が認められ、その中に敵打による凹みがある。また、周縁の一部には加撃によって剥離が生じ

ている。

石皿(第96図62~第98図70)

大型の礁に磨面が認められ、手にもつての使用が想定しにくい1，500g以上のものを石皿とした。磨面

と敵打痕の両方を有するものについても石皿に含めた。また、石皿の可能性があるが、痕跡が明確でな

いものについて「石皿?Jとした。石皿は15点、石皿?は10点出土した。

62~68は石血である。 62は比較的小型で、両面を皿状に掘り閉める。敵打による凹みも一部にみられ

る。一端が打ち欠かれている以外は完形の状態である。 63~65 は大型の円礁を皿状に深く掘り凹める。

いずれも破損している。 66~68は明確な凹みは作られていないが、偏平な醸の広い面に磨面が残されて

いる。 66表裏に磨面が認められる。 67は片面に磨面が認められ、両面に敵打痕が残されている。 68は片

面に磨面が残されている。

68 An (Py) 

』 ー)
20cm 

〆

70 An (py) 

第98図遺構外出土の石器(9)
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描 柏寵ik遺跡

1 調査の概要

L 調査に至る経過

)~1-

i'c入、 として登録されており、 I6年度

きなかったため、工事に際L，ては

より「慎重工事」の指示が出てい

工事担当会社による

た。この取り

いた。 2月、

跡も と同一事業であることから、

に文化課と工事担当会社、 3 

したところ、

~ -{，.. -- -}--
0 ，-_心乙くよっ/ごo '-

""cl J 

現地はすでに道路工事が施工中で、農道を刷新し通行止めの状態となっていたっ

平成19!~三 1 尽から現

されたという

らかになっ

けて、 2月8日

から早急な農道便用の要望があったことから、調査を至急開始すること、 2月16日までjこ終了すること

を、沼津土木事務所・文犯課 e工事担当会社。研究所の4者で確認し、 2)j8日より調査に着手した。

は広い丘陵を横断する形で、 I陪7m、深さ L 長さ300mにわたり道路工事による掘削を

南壁付近に6基の列状に並ぶ士坑が確認された。

2.調査の経過

めて

2月8日(木)

現地調査開始。

、~!-_ -1--
J、:I、二

。工事担当会社①

ら列、れた西側で、当

は日 て説明する。

土坑発_Ii'o

で調査不能の地区であること されtこO

(l ~6 の他

これらのうち 2 --_， 5は直線に

に東側

にも土坑断面

ら土坑 (7~Sl)

され?こ?こ

2且9日

5・8" 11 0 12 

2舟12日開)

2月13日伏)

1O~~ 

14 

2月14日制低気圧通過、

り

4 基の士坑(lO~ 断面

日

合計で14基となる。土坑 1' 2 ⑧ 8 a. 9 

右下

/ご 中止

写真、 :3 . 

2~7 土層検討、



第W意相窪A遺跡

2月15日(柑

土坑 1~9 土層実測。土坑14土層断面写真。土層実測・写真が終了した土坑から完掘に入る。

2月16日働

土坑4~6 完掘。土坑 2~3 完掘写真。トータノレステーションによる全体平面実測。全体写真準備。

2用17日ω
調査豆遺構全体の写真撮影。土坑の個別写真撮影。

2月19日開)

実測補足作業。土坑を人力により理め戻す。本日をもって現地調査を終了する。

検出された土坑は、覆土の状態から縄文時代と推定されたが、土坑以外の遺構の発見はなく、さらに

土器等の遺物は全く出土しなかった。

3.調査の方法

前項で述べたように、遺構は道路工事の掘削により発見されたもので、工事担当会社や周辺の農地耕

作者との関係から、大至急の着工と短期間の調査が求められた。そのため、調査区の遺構全体図や個々

の平面図作成にあたっては、工事設計図の基準杭座標値を使用してX・Yを、標高値は工事丁張りの杭か

ら求めた。

工事の掘削が遺構発見時の面以下には及ばないことを前提に、遺構精査作業から開始した。これは通

常の調査における表土除去・遺構検出作業を省き、その作業以降を行ったことになる。土坑は半裁掘削

し、土層実測・写真撮影の後、完掘を行った。

実測図面については、 1/20の大きさで、土層図を手書きで、平面図はトータノレステーションを使用

して作図した。

写真撮影は、 35阻カラーネガ、リバーサノレを主体として、適宜6x 7判モノクロを使用して撮影した。

高所撮影にはローリングタワーを使用し、東と西方向から高所撮影を行った。

4.基本土層

相窪A遺跡の層序を上層から順に記載する。土層断面図に示されているローマ数字はそれぞれ以下の

層を示す。

I 表土

II 黒色土(黒ボク) 3阻程度のスコリア粒を微量含む。しまり強い。

田 黒褐色土 FB。スコリアを微量含む。しまり強い。

W 暗黄褐色土休場漸移層。暗褐色土が混入する。しまりやや弱い。

V 黄褐色土 YL。黄色味強い。粘性強い。均一な色調。

VI 第一スコリア (SCI)

VII 第一黒色帯 (BBI)

5.整理作業

平成20年8月から平成21年6月まで、整理作業を行った。遺物が出土していないため図面と写真のみを

整理した。遺構図面については現地で作成された図面の矛盾を修正した。

-137-



第2節縄文時代の遺構

柏窪A遺跡では、遺物は出土しなかったが、土坑14基が検出された(第100図)。多くの土坑がYL層

中の掘削停止面での検出であったため、掘込面や正確な規模については不明で、ある。一部の調査区壁面

に断面がかかった土坑のみ掘込面が判断できる。

調査範囲の地形は、土坑14付近に標高のピークをもち、南西にむかつてはごく緩やかに、北東にむけ

ては比較的急激に下がっていく。土坑 1~6 ・ 10~14は比較的平坦で緩やかに西に向かつて傾斜してい

く面に作られているのに対して、土坑 7~9 は斜面に作られている。

土坑14基はその配列と規模から、 3つのグループに分けて捉えることができる。南壁グループと北壁

グループについてはその規模と規則的な配列から縄文時代の落とし穴としての機能が推定できる。東斜

面グループについてはその用途は明らかでない。

①南聾グループ(第101図)

土坑 1~6 。南西から北東方向に土坑 6 基が並ぶ。土坑 2~5 は比較的近接しており、約1. 2~ 1. 7m 

間隔で配列されるのに対して、両端の土坑1・6は隣の土坑からそれぞれ約28.6mと36.4m離れる。

土坑1については、土層断固からは掘込面が困層:FB上面にあると判断できる。一方で、後述する北

壁グループの掘込面はIV層:休場漸移層上面である。これらの土坑が時期を異にする可能性もなくはな

いが、平面形や規模、配列のあり方などが類似する点を併せて考えると近い時期に残されたものと考え

ることができるだろう。土坑1の最上層にあたる 1層は困層 :FBに類似する土層である点を考慮すると、

北壁グループと同じIV層:休場漸移層上面から掘り込まれたものであると考えることもできる。土坑1

と堆積状況が類似する土坑 2~6 についても同時期に掘り込まれたと考えていいだろう。

全ての土坑が、概ね正円形に作られている。底部形状は一定ではないが、平坦面をもつものが多い。

規模については不明な点が多いが、比較的深い土坑2では1.7m以上の深さがあった可能性がある。掘込

面が失われているため、平面規模については残存している大きさよりも大きかったといえる。

②東斜面グループ(第103図)

土坑 7~9 。他のグループの東側に位置し、 3 基がL字形に配置される。土坑 7 と 8 の間が約2.5m、

8と9の聞が約1.2mである。

掘込面については完全に失われており、不明である。旧石器時代に属する可能性もなくはないが、縄

文時代のものである可能性が高い。規模についても不明で、ある。

③北壁グループ(第102・103図)
土坑1O~14。南西から北東方向に土坑 5 基が並ぶ。ただし、土坑14については隣の土坑14から約14.0m

離れており、同時に造られたものであるか不明で、あるが、このグ/ルレ一プに入れておく。土坑l凶Oも堆積が

明らかでなく土坑l日1~13 と離れるためその同時性は明らかでなしい、、。土坑l日1~1臼3 は約1. 1m間隅で

れており、土坑10と11の聞は3.9mで、ある。

土坑11~13 については、断面から掘込面がIV層:休場漸移層上面にある可能性が高いといえる。堆積

状況も類似しており、同時期に掘り込まれたと考えられる。

すべての土坑が、上面観正円形に作られている。底部形状については土坑11・12が広い平坦面をもっ

ており、土坑13も向様と考えられる。規模については不明な点が多いが、比較的深い土坑12では約1.8m
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し、さがあった可能性がある。掘込面が失わ
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I1音褐色粘賢二ヒ illR長 (FB)に類似した包調。 20mm

程度の黒色ブロック、スコリアを微量含むロしま

り強，'0 
目音黄1'0色粘質土 やや切るい色調。印刷程度の黒
色ブロック、スコリアを含む。しまり弱い。

Eを干~J色粘質土 V層 (YL) に類似した色調ロ粘十上
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H晋黒褐色粘質土 土坑5のよ屠に類似する。 5--'-'8

回程度のスコりア、黒色ブロックを多量に含

ひ。しまり強v¥

碕褐色粘質土やや均 な色調。 OJEli程度のヌ

コリア粒を少量含むじしまり ~~I， 'o
日音褐色粘質土 2層の色調に類似する。中央部
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調のプロックを含む。東壁寄りは黄色味が強
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土坑 10

〆土坑11

土坑13

土坑 11
ヌ/土坑12

E 

97.0m 

士坑l1・ 12・13共通

1 ft音褐色粘質士 上部は茶色味が強い。 3~5皿程度のス

コリア粒を多量に含む。しまり強い。

2 暗黄褐色粘質土 黄色の微小ブロックを多量、スコリ
アを微量含む。

3 ft吾黄褐色土 2層よりさらに黄色味が強い。中央部は暗

い色調。黄色の微小ブロックを少量、スコリア粒をわ

ずかに含む。しまり弱い。

4 黄褐色粘質土 V層 (YL)に類似し黄色味が強い。混

入物はほとんど含まない。

5 明黄褐色土層 V盾 (YL) に類似し黄色味が強い。壁

寄りに暗黒色土ブロックが混入する。

ー
m
E
|
 

内
〆
』
ー
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第102図土坑10"'13
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土坑7 土坑8

A A' -_ 
95.8mー干~

¥¥ ¥. 1 ノ J

¥ "、 2ノ/ I 
¥ 3 J 

A 
95剛8m

/ 
A' 

A' 

、17
1 暗褐色土粘質 E層 (FB) に類似した層。ほ

ぼ均一な色調。しまり弱い。

2 暗黄褐色土 ほぽ均一な色調。

3 暗黄褐色土 スコリア、黒色ブロックを微量

含む。

1 暗褐色粘質土 E層 (FB) に類似した層。ス

コリア、炭化物を微量含む。しまり弱い。

2 暗黄褐色粘質土均一な色調。しまり弱い。

3 暗黒褐色土 スコリア、黒色土ブ、ロックが混

じる。しまり弱い。

:坑/

_m 1 暗茶褐色粘質土 盟層 (FB)に類似した色調。他の土坑より暗茶色が強い。スコリア粒を少量含

む。

2 暗黄褐色粘質土やや黄色味が強い。

3 黄色粘質土 V層 (YL)に類似した均一な色調ロ

第103国土坑7""9・14

第18表土坑計測表

遺構名 深さ(同
検出面 底部

長径(m) 短径刷 長径刷短径(叫

土坑1 1.46 1.18 (0.40) (0.45) (0.10) 

土坑2 1.50 1.36 1.31 0.61 0.59 

土坑3 1.27 1.38 1.33 0.81 0.76 

土坑4 1.34 1.46 1.46 0.65 0.61 

土坑5 1.04 1.29 1.24 0.78 0.69 

土坑6 1.38 1.28 1.24 0.36 0.36 

土坑7 0.50 0.86 0.74 0.52 0.40 

土坑9

/ 
土OL
A A' 
95.8m 

てミグ
1 暗黄褐色粘質土 均一な色調。 3皿程度

のスコリア、黒色ブロックを微量含む。

しまりやや弱い。

2 ~音黄褐色粘質土壁寄りに黒色、黄色の
ブロックを多量に含む。中央部はI層と

の差があまりない。

耳
m
l
E
l
 

n
/』
ー

l

遺構名 深さ制
検出面 底部

長径加) 短径(吋 長径刷短径(吋

土坑8 0.43 0.88 0.62 0.21 0.18 

土坑9 0.25 0.86 0.77 0.54 0.42 

土坑10 (0.42) 0.98 (0.79) 

土坑11 (1.65) 1.03 (0.42) (0.60) (0.34) 

土坑12 (1.78) 1.29 (0.73) (0.88) (0.43) 

土坑13 (0.40) (0.87) (0.39) 

土坑14 (0.53) 0.86 (0.73) 
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第V章 自然科学分析

第1節 野台南遺跡における放射性炭素年代 (AMS測定)

側加速器分析研究所

1.測定対象試料

野台南遺跡は、静問県駿東郡長泉町元長窪宇野台523他(北緯350 09' 04"、東経1380 52' 06" ) 

に所在する。

測定対象試料は、 FBから出土した土器付着炭化物(l(遺物番号81): lAAA-80961、2 (遺物番号

440) : lAAA-80962)、KUから出土した土器付着炭化物 (3 (遺物番号280): lAAA-80963)、FBから出

土した土器付着炭化物 (4(遺物番号2517): lAAA-80964、5 (遺物番号2160): lAAA-80965、6 (遺

物番号2361): lAAA-80966)、住居跡1の覆土から出土した土器付着炭化物 (7(遺物番号2384): lAAA-

80967)、住居跡2の埋聾の土器付着炭化物 (8 (遺物番号2767): lAAA-80968)、KUから出土した土器

付着炭化物 (9 (遺物番号1264): lAAA-80969、10(遺物番号1320): lAAA-80970)、FBから出土した

土器付着炭化物(11(遺物番号1636): lAAA-80971)、擾乱から出土した土器付着炭化物(12(遺物番

号カクラン): lAAA-80972)、BBIIIの喋群1から出土した木炭(13(遺物番号3612): lAAA-80973、14

(遺物番号3785): lAAA-80974)、SCIIIb2のブロック 5から出土した木炭(15(遺物番号4296): lAAA-

80975、16(遺物番号4297): lAAA-4297)、合計16点である。

土器付着炭化物では、 1• 9・10・12が土器の内側から、そのほかは外側から採取された。

2.測定の意義

土器と住居跡の年代を明らかにする。また、喋群・ブロックの年代から他地域との石器群の対比、ロー

ム層の対比を行う。

3.化学処理工程

(1)メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

(2)酸処理、アルカリ処理、酸処理 (AAA: Acid Alkali Acid)により内面的な不純物を取り除く。最初

の酸処理ではlNの塩酸 (800C)を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。アノレカリ処理ではlNの水酸化ナトリウム水溶液 (800C)を用いて数時間処理する。なお、

AAA処理において、アルカリ濃度がlN未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中

性になるまで希釈する。最後の酸処理ではlNの塩酸 (800C)を用いて数時間処理した後、超純水

で中性になるまで希釈し、 900Cで乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

(3)試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、 5000Cで30分、 8500Cで2時間加熱する。

(4)液体窒素とエタノーノレ・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02) を精製

する。

(5)精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出(水素で還元)し、グラファイトを作製す
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る。

(6)グラファイトを内径1酬のカソードに詰め、それをホイーノレにはめ込み、加速器に装着する。

4.測定方法

測定機器は、 3MVタンデム加速器をベースとした14C_AMS専用装置 (NECPelletron 9SDH -2)を

使用する。測定では、米国国立標準局 (NIST)から提供されたシュウ酸 (HOxII)を標準試料とする。

この標準試料とパックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

5.算出方法

(1)年代値の算出には、Libbyの半減期 (5568年)を使用する (Stuiverand Polash 1977)。

(2)14C年代(LibbyAge : yrBP)は、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定され、 1950

年を基準年 (0yrBP) として遡る年代である。この値は、 813Cによって補正された値である。 14C

年代と誤差は、 1桁目を四捨五入して10年単位で表示される。また、 14C年代の誤差(土 1σ)は、

試料の14C年代がその誤差範囲に入る確率が68.2%であることを意味する。

(3) 8 13Cは、試料炭素の13C濃度 C3C/12C)を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同位
体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%0)で表される。測定には質量分析計あるいは加

速器を用いる。加速器により 13C/12Cを測定した場合には表中に (AMS) と注記する。

(4)pMC (percent Modern Carbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。

(5)暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の

14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 14C年代に対応する較正

曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差(1σ=68.2%)あるいは2標準偏差 (2σ=95.4%)で

表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない14C年代値である。な

お、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種

類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とパージョンを確認する必要が

ある。ここでは、暦年較正年代の計算に、 IntCa104データベース (Reimeret al 2004)を用い、

OxCalv4.0較正プログラム (BronkRamsey 1995 Bronk Ramsey 2001 Bronk Ramsey， van der Plicht 

and Weninger 2001)を使用した。

6.測定結果

14C年代は、 FB出土の土器付着炭化物が6350::t40yrBP(1 :遺物番号81)、6780土40yrBP(2 :遺物番

号440)、KU出土の土器付着炭化物が6520::t40yrBP(3 :遺物番号280)、FB出土の土器付着炭化物が

6220士40yrBP(4 :遺物番号2517)、6120::t40yrBP(5 :遺物番号2160)、6460土40yrBP(6 :遺物番

号2361)である。

住居跡1出土の土器付着炭化物は4040土40yrBP(7 :遺物番号2384)、住居跡2埋査の土器付着炭化

物が4200士30yrBP(8 :遺物番号2767)である。

KU出土の土器付着炭化物が4090土30yrBP(9 :遺物番号1264)、4140土30yrBP(10 :遺物番号1320)、

FB出土の土器付着炭化物が4150土30yrBP(11 :遺物番号1636)、撹乱出土の土器付着炭化物が4120::t 

30yrBP (12:遺物番号カクラン)である。
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B吉田の喋群1出土の木炭が28500土170yrBP(13:遺物番号3612)、28380:t150yrBP (14:遺物番号

3785)、SCIIIb2のブロック 5出土の木炭が29000士150yrBP(15 :遺物番号4296)、28860:t160yrBP (16 : 

遺物番号4297)である。

試料の炭素含有率は、 3が42.3%、6が36.8%、9が41.8%、11が48.8%であり、そのほかは全て

50%以上であった。通常の木炭や土器外面付着炭化物に比べると、炭素含有率がやや低い試料がみとめ

られるが、化学処理および測定内容に問題は無い。土器型式から 1~3 ・ 5 • 6が縄文時代早期後半、

4 が縄文時代前期初頭、 7~12が縄文時代中期後半と判断され、測定結果にほぼ整合的である。また、

BBIIIの同一遺構の14C年代は、誤差範囲内で一致し、妥当な年代と判断される。

試料 処理 U 13C (%0) U13C補正あり
測定番号 試料名 採取場所

形態 方法 (AMS) Libby Age(yrBP) pMC (%) 

lAAA-80961 1 (遺物番号81) 層位:FB 炭化物 AaA -22.84土0.59 6，350土40 45.38:1:0.22 

lAAA-80962 2 (遺物番号440) 層位:FB 炭化物 AaA -19.94土0.73 6，780土40 43.00土0.22

lAAA-80963 3 (遺物番号280) 層位 :KU 炭化物 AaA ー25.91:1:0.51 6，520土40 44.41土0.22

IAAA-80964 4 (遺物番号2517) 層位:FB 炭化物 AaA -24.79土0.46 6，220土40 46.08土0.23

lAAA-80965 5 (遺物番号2160) 層位:FB 炭化物 AaA -22.96土0.43 6，120土40 46.68土0.23

IAAA-80966 6 (遺物番号2361) 層位:FB 炭化物 AaA ー25.69土0.58 6，460:1:40 44.72土0.21

lAAA-80967 7 (遺物番号2384) 住居跡1 覆土 炭化物 AaA -19.94土0.92 4，040:1:40 60.48土0.31

lAAA-80968 8 (遺物番号2767) 住居跡2 埋瓶 炭化物 AaA ー23.40土0.60 4，200:1:30 59.31土0.25

lAAA-80969 9 (遺物番号1264) 層位 :KU 炭化物 AaA ー25.94土0.44 4，090:1:30 60.12土0.25

lAAA-80970 10 (遺物番号1320) j麗イ立:1三U 炭化物 AaA 同23.50土0.37 4，140:1:30 59.71:1:0.25 

lAAA-80971 11 (遺物番号1636) 層位:FB 炭化物 AaA ー26.28土0.43 4，150:1:30 59.63土0.25

lAAA-80972 12 (遺物番号カクラン) 層位:撹乱 炭化物 AaA 戸24.38土0.59 4，120:1:30 59.91 :1:0.26 

IAAA-80973 13 (遺物番号3612) 磯群1 BBill 木炭 AAA ー23.74:1:0.70 28，500:1:170 2.88:1:0.06 

lAAA-80974 14 (遺物番号3785) 磯群1 BBill 木炭 AAA 同23.84土0.47 28，380:1:150 2.92:1:0.05 

lAAA-80975 15 (遺物番号4296) プロ γク5 SCillb2 木炭 AAA ー23.84:1:0.44 29，000:1:150 2.70:1:0.05 

lAAA-80976 16 (遺物番号4297) ブロック 5 SCillb2 木炭 AAA -21.45:1: 0.30 28，860:1:160 2.75:1:0.05 

[ #2390J 

U 13C補正なし
暦年較正用

1 0暦年代範囲 20暦年代範囲測定番号
Age (yrBP) pMC (%) (yrBP) 

5374BC -5297BC (63.5%) 
5466BC -5436BC ( 7.0%) 

6，347土39 5426BC 5405BC ( 4. 2 %) IAAA-80961 6，310:1:40 45.58:1:0.22 
5245BC -523lBC ( 4.7%) 

5384BC -5222BC (84. 2 %) 

6，780:1:41 
5711BC -5657BC (61. 9%) 

5732BC -5627BC (95.4%) IAAA-80962 6， 700土40 43.45:1:0.22 
5652BC -5646BC ( 6. 3 % ) 

5531BC -5469BC (66.5%) 
5603BC -5598BC ( O. 6 %) 

6，519土40 5559BC -5462BC (75. 0 %) lAAA-80963 6，540:1:40 44.33:1:0.22 
5398BC -5394BC ( 1. 7%) 

5451BC -5376BC (19.8%) 

5294BC -5254BC (17. 4 % ) 
5304BC-5193BC (45.8%) 5229BC 5205BC (13.3%) 

lAAA-80964 6，220:1:40 46.10:1:0.22 6，223土39
5167BC-5117BC (22.4%) 518lBC -5059BC (49.6%) 
51l1BC -5077BC (15.2%) 
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813C補正なし 暦年較正用
測定番号

(yrBP) 
1 a暦年代範閥 2σ暦年代範囲

Age (yrBP) pMC (%) 

5206BC-5166BC (17.7%) 
lAAA.80965 6，090:t40 46.88土0.23 6，120土39 5118BC-5109BC ( 2.6%) 5209BC -4955BC (95.4%) 

5078BC 4987BC (47.9%) 

5478BC -5464BC (13.5%) 
lAAA-80966 6，480:t40 44.66:t 0.20 6，464:t38 5447BC -5418BC (24.9%) 5487BC -5342BC (95.4%) 

5411BC -5379BC (29. 8 %) 

lAAA-80967 3，960:t40 61. 11土0.29 4，039土41 2620BC -2488BC (68.2%) 
2840BC 2813BC ( 5.2%) 
2677BC -2468BC (90.2%) 

2886BC -2859BC (17. 7 %) 
2895BC -2835BC (25.7%) 

lAAA-80968 4，170:t30 59. 5l:t0. 24 4，195:t34 2810BC -2752BC (39.3%) 
2722BC -2702BC (11. 2%) 

2816BC -2668BC (69.7%) 

286lBC -2808BC (18.9%) 

lAAA-80969 4，100土30 60. 00:t0. 24 4，088:t33 
2839BC -2814BC (12.6%) 2757BC -2719BC ( 7.5%) 
2676BC -2574BC (55.6%) 2705BC -2566BC (63.8%) 

2525BC -2496BC ( 5.3%) 

2865BC -2833BC (14.0%) 

lAAA-80970 4，120:t30 59.90:t 0.25 4，142土33
2819BC -2805BC (5.5%) 

2876BC -2620BC (95.4%) 
2761BC -2661BC (43.1%) 
2650BC -2635BC ( 5.6%) 

2871BC -2836BC (14.9%) 
2878BC -2829BC (18.9%) 

lAAA-80971 4，170:t30 59.48:t 0.24 4，152土33 2816BC-2802BC ( 5.8%) 
2824BC -2626BC (76.5%) 

2779BC-2671BC (47.5%) 

2856BC -2812BC (20. 6 %) 
2870BC -2802BC (24.5%) 

lAAA-80972 4，100:t30 59.99:t 0.25 4，115土34 2747BC-2725BC ( 9.8%) 
2779BC -2576BC (70.9%) 

2698BC-2620BC (37.8%) 

lAAA-80973 28， 480:t 170 2.89土0.06 28， 497:t 164 26714BC -26386BC (68.2%) • 26883BC -26227BC (95. 4 %)市

日AA-80974 28， 360:t 150 2. 93:t0. 05 28， 380:t 148 2658lBC-26284BC (68.2%) • 26734BC -26140BC (95.4%) • 

lAAA-80975 28， 980:t 150 2.71土0.05 29， 00l:t 149 27202BC -26904BC (68. 2 %) • 27355BC -26759BC (95. 4 %) • 

lAAA-80976 28， 800:t 160 2. 77土0.05 28，858土158 27069BC -26752BC (68.2%) • 27232BC -26599BC (95.4%) • 

[参考値] 'Warning! Date out of range 

参考文献

Stuiver M. and Polash H.A. 1977 Discussion: Reporting of 14C data， RadIocarbon 19，355-363 

Bronk Ramsey C. 1995 Radiocarbon calibration and analysis of stratigraphy: the OxCal Program， RadIoca.子

bon 37(2)， 425-430 

Bronk Ramsey C. 2001 Development of the Radiocarbon Program OxCal， RadIocarbon 43(2A)， 355-363 

Bronk Ramsey C.， van der Plicht J. and Weninger B. 2001 'Wiggle Matching' radiocarbon dates， RadIocar-

bon 43(2A)， 381-389 

Reimer， P.J. et al. 2004 IntCa104 terrestrial radiocarbon age calibration， 0-26cal kyr BP， Radi・ocarbon46， 

1029-1058 
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第2節野台南遺跡出士、炭化材の樹種
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'" 

日本産木村識別データベースと

@伊東(

については、材'- 1991) 

フち、 14には2
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-マツ属単維管東亜属(丹TIUSsubgen. Haploxylon) マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。垂直樹脂道は晩材部付近に認められる。放射組織

は、仮道管、柔細胞、水平樹脂道、エピセリウム細胞で構成される。分野壁子しは窓状となる。放射仮

道管内壁は滑らかで、鋸歯等は認められない。放射組織は単列、 1~15細胞高0

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercussubgen. Quercus sect.丹プTIus) プナ科

環孔材で、子L圏部は 1~2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射車E織は向性、単列、 1~20細胞高のものと複合

放射組織とがある。

・モクレン属 (Mag;刀oli匂) モクレン科

散孔材で、管壁厚は中庸~薄く、横断面では角張った楕円形~多角形、単独または 2~4個が放射

方向に複合して散在し、年輪界付近で径を減少させる。道管の分布密度は比較的高い。道管は単穿孔

を有し、壁孔は階段状~対列状に配列する。放射組織は異性、 1~2 細胞幅、 1 ~40細胞高。

・ウツギ属 (DeutzIa) ユキノシタ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、ほぽ単独で散在する。道管は階段穿孔を有する。放射

組織は異性、 1~4細胞幅、 20-60細胞高以上。放射組織には鞘細胞が認められる。

・イヌエンジュ (MaackIaamurensIs Rupr. et Maxim. subsp. buergerI (maxim) Kitamura) 

マメ科イヌエンジュ属

試料はいずれも年輪界で割れているが、道管笹の変化から環孔材である。子L闇部は 1~4列、孔圏

外での道管径の変化は緩やかで¥晩材部では多数の道管が複合して帯状の模様をなし、年輪界向かつ

て径を漸減させる。道管は単穿子しを有し、壁孔は交互状に配列する。小道管は階層状に配列し、内壁

にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性~向性、 1~8 細胞幅、 1 ~50細胞高。

・タニウツギ属(昨年ela) スイカズラ科

散孔材で、道管はほぼ単独で散在し、年輪界に向かつて径を漸減させる。道管は階段穿孔を有し、

援孔は交互状に配列する。放射組織は異性、 1~2 細胞幅、 1 ~20細胞高。

4.考察

炭化材は、第皿黒色帯 (BBill)と第illスコリアb2層 (SCIIIb2)の喋群から出土しており、合計6分

類群が認められた。

SCillb2の15号棟群から出土した炭化材は、 3点とも落葉広葉樹のモクレン属であった。出土位置を

検討する必要があるが、いずれも小片であることを考慮すると、同一個体が複数に割れた可能性もある。

モクレン属は、山地や谷沿い等に普通にみられる落葉高木であり、当該期の遺跡周辺にも生育していた

ことが推定される。愛鷹山麓では、清水柳北遺跡(沼津市)のSCillb2の喋群から出土した炭化材2点

が広葉樹に同定された例がある(パリノ・サーヴェイ株式会社、 1989)。また、箱根山麓に位置する下

原遺跡(三島市)では、 SCIIIB層下位から出土した炭化材6点が落葉広葉樹のブナ属に同定されている

(ノTリノ・サーヴェイ株式会社、 1996)。これらの結果から、 SCIIIb2の頃には落葉広葉樹を主とした植

生が見られ、そこから木材を利用したと考えられる。当該期については、資料が少ないことから、今後

も継続した資料蓄積を行い、より詳細な植生を明らかにすることが望まれる。

BBIIIの11号喋群から出土した炭化材は、針葉樹の単維管束亜属、落葉広葉樹のコナラ節、イヌエン

ジュ、タニウツギ属、ウツギ属に同定され、少なくとも 5種類が利用されていたことが推定される。本

遺跡周辺では、梅ノ木沢遺跡において、 BB到の炭化物集中から出土した炭化材が種類不明の広葉樹に問
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第V主主 自然科学分析

定されている(未公表資料)。また、愛鷹山麓では、清水柳北遺跡(沼津市)でBBIIIの台石周辺から出

土した炭化材がコナラ節、石器ブロックから出土した炭化材がクワ属と広葉樹に同定されている(パリ

ノ・サーヴェイ株式会社、 1989)。一方、箱根山麓では、初音ヶ原B遺跡第1地点(三島市)の土坑出土

資料が広葉樹に同定されている(千野、 1997)。これまでの調査では広葉樹が中心であり、針葉構類は

確認されていなかった。今回の結果から、 BB皿の時期には、コナラ節、クワ属、イヌエンジュなどの落

葉広葉樹や針葉樹の単維管東亜属が森林を形成し、林縁部等にはタニウツギ属やウツギ属などの低木が

生育しており、そこから木材を利用したことが考えられる。
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図版 1 炭化材(1)

1.マツ属単維管束直属(資料番号14)

2. コナラ属コナラ直属コナラ節(資料番号25)
3.モクレン属(資料番号15)
a:木口，b:柾目， c:板目

-・・・・・・200μm:2-3a
200μm:1a，2-3b，c 

100μm: 1b， c 



図版2 炭化材(2)

4. ウツギ属(資料番号14)

5.イヌエンジュ(資料番号19)

6. タニウツギ属(資料番号20)

a:木口， b:柾目， c:板目

第V章 自然科学分析

-・・・・・・圃 200μm:a
200μm:b，c 
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第VI章まとめ

器に類するナイフ形石器が含まれ、後期旧石器時代後半期の初期の石器群と捉えられる。ブロックに近

接して黄鉄鉱を用いた遺物が出土した。

第V文化層は捜数の時期の遺物が混在していると考えられる。石材は黒曜石とホノレンフェノレスが主体

であるが、黒曜石もさまざまな産地のものが認められる。ホルンフェノレスはそのほとんどが剥片・砕片

であるのに対して、黒曜石は比較的多くの製品を含む。ナイフ形石器は二側縁加工で大型のものを含む。

縄文時代にはさまざまな器種が認められた。狩猟具としては、草創期の有茎尖頭器や後期のものであ

る可能性がある有茎石搬のほか、多数の石錬が出土した。石搬には未製品を錐として転用した可能性が

あるものが含まれる。また、打製石斧は4点出土しているが、そのうち3点は円礁の自然面を広く残し

ており、形態は異なっているが、技術的に共通しており、同時期のものと考えられる。また、土坑7の

覆土最上部からは珪質岩の垂飾が出土した。土坑7が長径0.12mの小さいものであるため、大人の墓と

は考えられないが、幼児の墓の可能性はある。

③縄文土器とその年代について

縄文土器は早期から後期までのものが出土した。特に早期後半と中期後半は多数の土器が出土した。

中期後半に属する住居跡も検出された。まず、注目される土器について述べておく。

4類:茅山下層式併行の土器は早期後半に位置づけられる。極細竹管あるいは巻貝殻頂を傾けて行っ

た刺突を、連続して列状に施した土器である。 2個体が脊在しており、うち 1個体は破片数も多い。特

徴的であるが明確な時期など不明な点が多い。

5類:下吉井式土器は早期後半から前期初頭に位置づけられる。その内容は多様で、器壁も比較的薄

いものから分厚いものまであり、胎土も焼きしまったものからもろいものまである。口縁部の文様の描

出も、利用する工具、手の動かし方などさまざまである。口径約46.5cmの極めて大きい土器も存在する。

12類:曽利III式土器は中期後半に位置づけられる。同じ分類となっているが、斜行文の深鉢が調査区

西半に集中域を形成するのに対して、その他のものは主に住居跡を中心とした東半に分布する。同一型

式の土器ではあるが全く異なる集団によって残された可能性が高い。

16類:加曽利EII式土器は中期後半に位置づけられる。 12類:曽利III式土器と併行すると考えられる。

地文が縄文であるものを16類としているが、胎土や口縁部文様帯は12類に類する。上述のように12類が

2集団に分けられるとすると、同じく 16類も 2つに分けることができる。住居跡2の埋聾(第68図1)

と12類の斜行文の深鉢と分布が重複するもの(第86図218)とは別集団によるものということになる。

それぞれに曽利回式を母体とし、加曽利E式の縄文地文を取り込んだものとして評価できる。

ここでは、更に年代測定を行った縄文土器について検討する。

阜期後半から前期初頭にかけての土器6点について年代測定を行った。 2aの較正年代でみたところ、

大きく 3時期に分けて捉えることができた。 1つ目は、約7680"'"7580caIBPの6類:上ノ山式土器、 2

つ目は約7550.....1290caIBPの7類:入海II式土器、 3つ目は約7250.....6900caIBPの5類:下吉井式土器と

8類:木島式土器である。この3つの時期は従来の編年とも整合している。下吉井式と木島式について

は分布からも同時期に残されたと考えられ、年代値も同様の結果を示している。

中期後半では6点の土器の年代測定を行った。 12類:曽利回式土器、 13類:曽利IV式土器、 16類:加

曽利EII式土器の年代を測定しているが、それぞれ年代値が前後しており、土器編年とも整合していな

い。特に問題となるのは2基の住居跡の年代である。住居跡1は床面直上の土器から4040:t40yrBPの年

代が得られており、住居跡2は埋聾から4200:t30yrBPの年代が得られている。 2つの年代は1σ による

年代較正では重複せず、 2σで、年代較正を行ってわずかに重複する。短い期間の前後関係であるため測

定値に何らかの問題がある可能性はあるが、無視できない年代差である。また、住居跡1の床面直上で
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柑表1 石器観察表

第 1文化層

図版番号 写図真版 遺番物号 枝番 接合

第11図1 14 4127 
4129 
4130 
4131 
4256 
4257 
4258 
4281 
4282 
4288 
4289 
4367 
4163 
4237 
4238 
4239 ，8 

第12図3.1 14 424日 s12 
4241 
4242 
4243 s9 
4244 
4245 
4245 
4247 
4248 
4249 
4250 
4251 
4252 s9 
4253 
4254 
4283 
4284 

第11図2 14 4303 s34 
第11図2 14 4304 s34 
第11図2.1 14 4305 s34 
第11図2 14 4306 s34 
第11図2 14 4307 s34 
第11図品2 14 4308 s34 
第11図2.3 14 4309 s34 

4310 
4311 
4312 
4313 

第12図3.2 14 4314 s12 
4315 
4316 
4317 
4318 
4319 
4320 
4321 
4330 
4331 
4332 
4333 
4334 
4335 
4336 
4337 
4338 
4346 
4347 

第11図2 14 4348 1 I s34 
4348 2 
4349 
4350 
4351 
4352 
4353 
4354 
4355 
4356 
4357 
4368 
4369 
4370 
4371 
4372 
3814 
4128 
4132 
4133 
4134 
4135 
4136 
4137 
4138 
4139 
4141 

層位

SCI宜sl
SCllisl 
SC皿bl
SCIllbl 
SCllIs2 
SCIlls2 
SCIlls2 
SCIllb2 
SCIllb2 
SCIlls2 
SCllIs2 
SCTIIb2 
SCI1Ibl 
SC阻s2
SCllis2 
SCllIs2 
SCll1s2 
SCll1s2 
SCIIIs2 
SCIlls2 
SCTIIs2 
SCllIs2 
SC頂s2
SCllIs2 
SCllIs2 
SCIlls2 
SC皿s2
SCIlls2 
SCllIs2 
SCTIIs2 
SCllis2 
SCTIIb2 
SCIIIs2 
SC取s2
SCI1Is2 
SCIlls2 
SCIIIs2 
SCIIIs2 
SCllIs2 
SCIIIs2 
SCIlls2 
SCIIIs2 
SC田s2
SCIIIs2 
SCTI1s2 
SC阻s2
SCIIIs2 
SCIlls2 
SCIIIs2 
SCIll，2 
SCIlls2 
SCIllb2 
SCIllb2 
SCIIIb2 
SCllIb2 
SCllIb2 
SCIllb2 
SCIIIb2 
SCllIb2 
SCllIb2 
SCIllb2 
SC皿b2
SCIIIb2 
SCIIIb2 
SCllIb2 
SCllIb2 
SCIIIb2 
SCIllb2 
SCllIb2 
SCIllb2 
SCIllb2 
SCllIb2 
SCIIIb2 
SCll1b2 
SCllIb2 
SCIIIb2 
SCIIIb2 
SC国b2

SCIllb2 
SCIll 
SCllIs1 
SCIIIbl 
SClllbl 
SCIIIbl 
SCll1bl 
SCIIIbl 
SCIllb1 
SCIIIbl 
SCIllbl 
SCIIIbl 

遺構 器種 石材

プロック1 UF SSh 
プロック1

言事剥剥J官片片片

Hor 
プロック1 Hor 
プロック1 Hor 
プロックl Hor 
プロック1 朝j片 Hor 
プロック1 剥片 Hor 
プロック1 剥片 日or
プロック1 剥片 Hor 
プロック1 剥片 Hor 
プロックl 剥片 Hor 
プロック1 意tl片 Hor 
プロック2 事J片 Hor 
プロック2 言明j片 日or
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 日or
ブFロック2 剥片 Hor 
プロック2 >'IIJ片 Hor 
プロック2 事j片 Hor 
ブロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 日or
プロック2 >'IIJ片 An(Py) 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 An(Py) 
プロック2 剥片 Hor 
ブロック2 砕片 Hor 
プロック2 Hor 
プロック2 Hor 
プロック2 Hor 
プロック2 Hor 
プロック2 Hor 
プロック2 片 加 (Py)
プロック2 石核 A，n(Py) 
プロック2 RF An(Py) 
プロック2 An(Py) 
プロック2 An(Py) 
プロック2 An(Py) 
プロック2 An(Py) 
プロック2 An(Py) 
プロック2 An(Py) 
プロック2 華! Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 An(Py) 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 加 (Py)

プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 日or
プロック2 剥片 A，n(Py) 
プロック2 砕片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 調j片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 砕片 Hor 
プロック2 砕片 Hor 
プロック2 事I片 Hor 
プロック2 石核 An(Py) 
プロック2 剥片 An(Py) 
プロック2 剥片 日or
プロック2 事j片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 砕片 Hor 
プロック2 砕片 Hor 
プロック2 砕片 Hor 
プロック2 剥片 日or
プロック2 砕片 Hor 
プロ yク2 砕片 日or
フゆロック2 華u片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 剥片 Hor 
プロック2 砕片 日or
プロック2 Hor 
プロック3 日or

プロック3 Hor 
プロック3 Hor 
プロック3 Hor 
プロック3 事j片 Hor 
プロック3 剥片 Hor 
プロック3 砕片 Hor 
プロック3 事j片 Hor 
プロック3 剥片 Hor 
プロック3 剥片 Hor 
プロック3 剥片 Hor 

附表1

Ob C番b分号析 長(醐さ) 折 lil 主斤 厚(醐さ) 議(gさ) XEIl標 (m) n五標 (m) 標高 (m)産地 (醐)

30.05 24.75 7.64 5.6 .94114.984 33544.844 137.330 
14.76 。12.97 3.77 0.62 .94116.998 33545.436 137.188 
46.71 15.74 5.78 7.7 .94114.622 33546.176 137.223 
36.74 26.64 5.61 5.22 .94114.185 33545.064 137.260 
27 。25.88 11. 79 9.16 .94115.320 33544.710 137.095 
26.09 。29.66 7.62 6.16 .94115.781 33545.125 137.110 
53.07 37.64 9.27 15.47 .94114.580 33545.784 137.162 
13.95 8.14 6.08 0.5 .94115.716 33545.843 137.021 
17.95 6.45 4.9 0.53 .94115.415 33546.643 137.010 
35.6 29.6 7.86 7.98 .94114.338 33546.022 137.196 
35.37 28.96 7.18 7.39 .94115.374 33544.710 137.072 
37.88 29.05 9.61 7.5 .94116.484 33546.538 136.936 
6.26 。17.04 2.64 0.38 .94115.075 33550.日90 137.291 
55.49 37.31 12.61 19.19 .94114.973 33553.715 137.241 
55.06 25.51 11.87 14.7 .94114.566 33553.387 137.302 
34.6 。44.93 20‘35 35.24 .94113.762 33553.093 137.319 
43.91 17.1410 6.04 7.4 .94113.892 33552.515 137.289 
32.2 。13.9810 4.93 2.48 .94114.138 33552.425 137.405 
21.41 22.47 6.12 2.48 .94114.324 33552.319 137.274 
10.5 23.28 11. 77 3.28 .94114.524 33552.211 137.274 
33.06 20.43 10.13 5.19 .94114.561 33551. 998 137.242 
14.29 12.39 3.67 0.83 .94114.495 33551. 811 137.263 
25.28 30.79 13.99 7.9 .94114.818 33552.327 137.198 
16.9 31. 28 15.27 2.17 .94114.756 33552.544 137.236 
28.81 。10.6110 6.94 2.1 .94114.826 33552.568 137.256 
23.94 19.7110 4.87 2.27 .94114.712 33552.739 137.396 
26.95 。35.39 3.99 3.08 .94115.856 33552.875 137.164 
5.8610 6.25 。2.42 0.12 .94115.198 33551. 900 137.222 
11.4310 9.53 8.82 1. 37 .94115.831 33552.454 137.413 
43.59 45.36 11.01 23.51 .94114.825 33550.674 137.187 
47.6 。54.68 15.08 34.96 .94114.189 33551. 246 137.287 
42.25 35.74 7.35 12.62 .94114.924 33554.497 137.211 
15.89 18.39 9.16 2.57 .94115.412 33553.174 137.336 
69.07 。117.62 31 260 .94114.613 33553.176 137.275 
65.83 。108.28 21.87 215 .94114.525 33552.813 137.272 
84.52 54.81 17 90 .94114.624 33552.501 137.272 
103.38 。106.61 。28.04 405 .94114.202 33553.098 137.274 
151.47 92.88 37.88 590 .94115.201 33552.441 137.2日目
38.73 98.6 。15.91 54.58 .94115.590 33552.540 137.198 
102.34 。103.65 19.64 325 .94115.170 33553.604 137.188 
19.59 31. 55 8.32 4.82 .94116.062 33552.396 137.159 
41.2 22.17 11.53 10.32 .94115.701 33552.770 137.167 
13.28 7.29 。2.62 0.29 .94115.701 33552.702 137.173 
33.64 21.81 12.28 5.74 .94114.734 33552.684 137.231 
57.64 23.57 9.34 14.02 .94114.573 33552.724 137.301 
28.89 15.59 。7.61 3.38 .94114.472 33552.575 137.280 
26.98 11. 27 。6.94 1.59 宇94114.289 33552.384 137.246 
8.53 01 16.42 2.85 0.44 .94114.278 33552.328 137.235 
17.51 14.89 7.77 1.2 .94114.255 33552.302 137.239 
20.63 7.7 。3.72 0.49 .94114.220 33552.343 137.253 
11.18 01 11.92 3.25 0.41 .94114.480 33551. 794 137.252 
12.94 12.38 。4.01 0.5 .94114.805 33552.504 137.148 
17.09 19.19 2.85 0.77 .94115.180 33552.441 137.196 
8.46 8.44 2.11 0.1 .94114.495 33551. 858 137.251 
15.02 34.86 15.76 7.97 .94114.261 33552.377 137.252 
9.14 01 10.62 。2.48 0.22 .94114.239 33552.377 137.252 
12.03 。6.67 2.31 0.2 .94114.225 33552.380 137.252 
11.38 。7.32 。2.21 0.24 .94114.143 33553.101 137.256 
9.94 11.01 4.46 0.58 .94114.797 33552.649 137.195 

0.23 .94115.206 33553.524 137.170 
7.02 4.31 。1. 75 0.1 .94114.477 33551. 821 137.246 
9.84 5.09 3.48 0.13 .94115.268 33553.508 137.166 
22 19.96 5.57 1.99 宇94115.096 33553.526 137.147 
82.89 01 38.99 83.68 290.97 .94115.138 33553.707 137.104 
12.07 01 18.43 2.99 0.65 也94115.138 33553.707 137.104 

0.22 .94115.088 33553.698 137.097 
8.32 12.97 2.66 0.47 .94115.128 33553.658 137.090 
7.76 01 18.09 3.26 0.52 .94115.140 33553.593 137.132 
8.09 。6.89 2.3 0.19 .94115.122 33553.553 137.112 
6.88 7.51 3.43 0.21 .94115.124 33553.505 137.141 
9.36 。6.1 4.01 0.22 .94115.135 33553.536 137.144 
17.89 01 12.02 2.92 0.55 .94115.157 33553‘541 137.139 
6.87 9.26 3.01 0.22 .94115.161 33553.5日8 137.149 
4.71 。7.22 2.38 0.09 .94115.200 33553.573 137.146 
8.37 16.5 9.05 0.98 .94115.240 33553.553 137.105 

0.24 .94115.160 33553.557 137.131 
8.26 01 22.17 8 1. 15 .94115.153 33553.567 137.133 
8.43 。7.5 3.15 0.18 .94115.185 33553.575 137.135 
9.43 10.75 3.09 0.27 .94115.151 33553.596 137.111 
9.08 5.99 3.67 0.18 .94112.615 33546.042 137.653 
22.61 11. 17 。8.44 1. 93 .94113.218 33546.233 137.540 
10.16 10.26 3‘4 0.21 .94112.852 33545.691 137.361 
27.03 39.41 10.37 9.19 .94112.630 33545.594 137.513 
11.44 01 10.67 6.41 0.51 .94112.163 33544.772 137.568 
15.49 01 18.94 8.74 2.2 .94111. 385 33545.731 137.486 
4.84 。8.77 1.68 0.1 .94111. 588 33546.227 137.509 
9.16 01 15.1 4.54 0.44 .94110.607 33547.258 137.501 
16.29 27.14 5.83 2.09 .94111. 912 33547.655 137.423 
29.05 14.51 7 2.62 .94111. 012 33547.926 137.644 
6.12 10.54 1.72 0.08 .94112.458 33545.940 137.406 

-157-



図版番号 写図版真 遺番物号 校番 接合 庖位 遺構 器種 石材 産O地b o番b分号析 長(凹さ〕 折 思 折 厚(阻さ) 千3X座標 (m) Y座標 (m) 標高 (m)(阻)

4142 SCIllbl プロック3 剥片 Hor 31. 08 9.9410 4.16 1. 25 -94111. 679 33546.619 137.623 
4143 SC瓜bl プロック3 剥片 Hor 15.24 5.06 2.87 0.23 -94111. 450 33546.603 137.566 
4144 SCIllbl プロック3 砕片 日or 8.88 3.49 2.12 0.1 -94111. 513 33546.841 137.551 
4145 SCIllbl プロック3 ¥i¥lJ片 Hor 13.57 14.24 3.25 0.52 -94111. 305 33546.684 137.625 
4146 SCllIb1 プロック3 砕片 Hor 4.8910 1. 73 3.4 0.18 -94111. 300 33546.268 137.603 
4147 SC阻b1 プロック3 剥片 Hor 33.15 49.49 14.61 16.55 94110.941 33546.537 137.532 
4162 SCIllb1 プロック3 剥片 Hor 23.39 25.4 5.73 3.96 -94111. 524 33546.154 137.487 

第12図6 14 4217 SCIll52 プロック3 Hor 29.17 47.03 37.41 54.66 94111. 375 33547.482 137.365 
4218 SCIll52 プロック3 Hor 32.44 。41.07 13.65 14.85 -94111. 035 33546.835 137.463 
4219 SC III 52 プロック3 Hor 12.39 。24.21 4.3 1.15 -94110.810 33546.729 137.510 
4220 57 SC 1lI 52 プロック3 日or 27.26 。10.4910 8.33 2.51 -94110.712 33546.580 137.489 
4221 58 SC III 52 プロック3 Hor 49.61 。46.09 22.98 55.05 -94110.587 33546.546 137.446 
4222 SCIll52 プロック3 Hor 24.94 。22.52 8.91 4.17 -94111. 548 33546.220 137.427 
4223 SCIll52 プロック3 剥片 Hor 27.92 37.62 11. 74 13.54 -94111. 835 33546.647 137.338 
4224 SC 1lI 52 プロック3 剥片 Hor 49.72 40.1 11. 26 18.47 -94112.231 33546.539 137.365 
4225 514 SCIll52 プロック3 剥片 Hor 14.66 。11.9310 2.85 0.47 -94112.803 33546.742 137.254 
4226 514 SC 1lI 52 プロック3 剥片 Hor 55.45 25.8310 5.46 6.97 -94112.814 33546.718 137.257 
4227 SCIll52 プロック3 剥片 Hor 26.37 12.04 8.03 1. 87 -94112.839 33546.087 137.283 
4228 SC1lI52 プロック3 剥片 Hor 7.2 。20.55 4.17 0.54 -94112.698 33545.890 137.268 

第13図7-2 14 4229 513 SC III 52 プロック3 剥片 Hor 35.33 30.2 10.83 9.7 -94112.724 33545.828 137.255 
4230 SC即52 プロ γク3 剥片 Hor 32.73 。42.42 10.7 11. 91 -94112.699 33545.768 137.277 
4231 SC III 52 プロック3 剥片 Hor 26.91 24.47 8.22 4.19 -94112.622 33545.884 137.293 
4232 scm52 プロック3 剥片 Hor 8.76 20.51 7.49 1. 89 -94112.556 33545.812 137.285 

第12図4 14 4233 SCIll52 プロック3 UF Hor 56.04 。56.67 14.85 45.41 -94112.625 33545.267 137.294 
4234 SC III 52 プロック3 剥片 Hor 68.39 。66.41 40.4 148.97 -94111. 886 33545.2日6 137.329 

第13図7-1 14 4235 513 SCIll52 プロック3 石核 Hor 61.44 70.06 29.5 112.35 -94111. 612 33545.304 137.338 
第四図5 14 4236 SC III 52 プロック3 UF Hor 52‘97 48.24 19.02 51. 63 -94111. 710 33544.865 137.346 

4286 SCIll52 プロック3 製l片 Hor 18.34 17.98 7.22 2.11 -94110.634 33546.954 137.509 
4287 57 SC1lI52 プロック3 事j片 Hor 60.49 26.43 18.44 21. 7 -94110.697 33546.579 137.476 
4291 SC阻b2 プロック3 剥片 Hor 28.07 22.17 4.62 3.38 -94112.518 33545.933 137町268
4292 SCllIb2 プロック3 剥片 Hor 16.67 9.06 4.47 0.58 -94112.607 33545.967 137‘272 
4293 58 SCIIIb2 プロック3 剥片 Hor 35.65 。43.65 15.7 25.18 -94111. 417 33547.425 137.385 
4325 SCIllb2 プロック3 剥片 Hor 10.07 12.1110 3.53 0.41 -94112.590 33546.478 137.209 
4326 SCllIb2 プロック3 剥片 Hor 11. 83 。17.42 4.4 1. 04 -94112.551 33546.177 137.204 
4327 SCllIb2 プロック3 剥片 Hor 25.62 。34.07 5.53 5.6 -94112.711 33545.968 137.221 
4148 SCillb1 プロック4 剥片 Hor 16.24 12.62 。2.58 0.55 -94111. 124 33552.603 137.653 
4149 SCIllbl プロック4 剥片 Hor 19.65 22.06 5.1 2.32 -94110.298 33552.226 137.809 
4150 SCillb1 プロック4 剥片 Hor 10.09 18.63 6.94 1. 07 -94109.654 33551. 346 137.852 

第14図8 14 4151 SCillbl プロック4 UF Hor 43.94 34.13 13.19 12.11 -94109.356 33552.063 137.872 
4152 SCllIb1 プロック4 剥片 Hor 18.29 。17.62 3.02 1. 33 -94108.995 33552.089 137.886 
4153 SCillb1 プロック4 調i片 Hor 16.02 14.19 。4.53 1. 01 -94108.941 33551. 901 137.896 
4154 SCllIb1 プロック4 砕片 Hor 9.45 。6.44 。1.66 0.12 -94108.705 33551. 358 137.793 
4155 SCllIbl プロック4 剥片 Hor 23.74 20.73 。4.69 2.05 -94108.229 33551. 481 137.901 
4156 SCIllbl ブロック4 砕片 Hor 8.88 。6.91 3.22 0.24 -94107.820 33551. 651 137.855 
4157 SCillb1 プロック4 剥片 Hor 15.17 22.41 。4.42 1.34 -94108.729 33553.017 137.837 
4158 SCIllb1 プロック4 剥片 Hor 15.62 21. 21 6.07 2.24 94109.203 33552.537 137.792 
4159 SCIllb1 プロック4

剥剥剥片片片

Hor 12.02 。7.64 。2.38 0.25 -94109.515 33552.515 137.787 
4160 SC阻bl プロック4 Hor 25.79 16.66 7.02 1. 95 -94109.600 33552.547 137町795
4161 s16 SCillb1 プロック4 Hor 31. 95 10.72 。3.53 1. 54 -94109.340 33553.043 137‘812 
4259 SCills2 プロック4 事j片 Hor 41. 91 41. 91 9.38 12.51 -94109.877 33551. 406 137.608 
4260 s10 SCllIs2 プロック4 剥片 Hor 9.7 01 17.64 。6.42 0.99 -94109.562 33551. 395 137.593 
4261 SCills2 プロック4 剥片 Hor 39.08 5.33 16.98 3 -94109.342 33551. 666 137.605 
4262 SCills2 プロック4 剥片 Hor 18.61 01 10.15 3.12 0.56 -94108.883 33551. 600 137.723 
4263 SCills2 プロック4 剥片 Hor 16.14 19.28 3.72 0.91 -94108.450 33551. 242 137.751 
4264 SCIlls2 プロック4 剥片 Hor 41.54 31. 22 5.19 5.81 -94108.234 33551. 902 137.776 
4265 SCIlls2 プロック4 剥片 Hor 40.45 30.33 7.55 7.29 -94107.920 33551. 822 137.747 
4266 SCills2 プロック4 華g片 Hor 10.56 。9.23 2.56 0.2 -94108.101 33551. 993 137.682 
4267 SCIlls2 プロック4 剥片 Hor 22.48 8.6 3.25 0.56 -94108.144 33552.038 137.729 
4268 SC皿s2 プロック4 剥片 Hor 16.59 01 22.67 4.64 2.11 -94107.928 33552.482 137.708 
4269 SCIIIs2 プロック4 剥片 Hor 19.5 22.03 3.27 1. 25 -94108.168 33552.508 137.738 
4270 SCllIs2 プロック4 事j片 Hor 19.4 01 14.97 2.48 0.74 -94108.248 33552.466 137.740 
4271 SCIIIs2 プロック4 剥片 Hor 5.75 01 11.59 3.03 0.17 -94108.341 33552.529 137.686 
4272 SCIlls2 プロック4 剥片 Hor 10.31 21.65 3.42 0.73 -94108.529 33552.601 137.710 
4273 SCIlls2 プロック4 砕片 Hor 6.52 8.04 3.21 0.22 -94108.842 33552.512 137.686 
4274 SCills2 プロック4 剥片 Hor 23.17 27.07 5.76 3.42 -94109.172 33552.549 137.696 
4275 SCIlls2 プロック4 剥片 Hor 35.44 25.19 9.29 6.5 -94109.355 33552.288 137.613 
4276 SCIITs2 プロック4 剥片 日or 6.76 11.43 3.15 0.25 予94109.427 33552.354 137.702 
4277 SCills2 プロック4 剥片 Hor 39.59 18.05 12.73 6.46 -94109.812 33552.319 137.590 
4278 SCllIb2 ブロック4 剥片 Hor 8.78 11.12 1. 92 0.17 ー94108.370 33551. 921 137.593 
4279 1 SCllIb2 プロック4 剥片 日or 11. 95 。9.95 2.63 0.36 -94108.252 33552.336 137.626 
4279 2 SCllIb2 ブロック4 剥片 Hor 11.11 13.04 2 0.32 -94108.252 33552.336 137.626 
4280 SCIllb2 プロック4 剥片 Hor 16.29 01 18.86 7.21 2.25 -94108.173 33552.597 137.664 
4339 SCillb2 プロック4 剥片 Hor 37.89 33.04 15.74 24.83 -94109.863 33551. 606 137.625 
4340 516 SCillb2 プロック4 剥片 Hor 42.38 01 13.85 7 3.82 94109.747 33552.540 137.649 
4341 SCIllb2 プロック4 剥片 Hor 36.65 26 9.76 7.38 -94108.704 33551. 492 137.688 
4342 SCillb2 ブロック4 事J片 Hor 42.52 41. 85 13.08 13.48 -94108.055 33551. 689 137.695 

第14図9-2 14 I 4343 515 SCillb2 ブロック4 剥片 Hor 32.05 42.21 16.73 19.77 -94107.872 33552.290 137.692 
4344 SC国b2 プロック4 剥片 Hor 18.44 18.06 6.39 1. 32 -94107.913 33553.135 137.741 
4345 SCIllb2 プロック4 剥片 Hor 20.66 01 15.05 3.62 1.12 -94108.787 33553.254 137.653 
4358 SCillb2 プロック4 剥片 Hor 38.94 18.43 01 15.59 9.02 -94109.223 33552.585 137.587 
4359 SCIllb2 プロック4 砕片 Hor 7.59 7.23 2.14 0.12 94108.442 33552.482 137.695 
4360 SCIllb2 プロック4 剥片 日or 計測不可 -94108.273 33552.508 137.722 
4361 SCllIb2 プロック4 剥片 Hor 26.4 25.4 3.58 2.89 -94108.217 33552.506 137.713 
4362 SCillb2 プロック4 砕片 Hor 7.39 5.19 1. 78 0.07 -94108.290 33白1.976 137.579 
4363 SCIllb2 プロック4 剥片 Hor 22.46 01 36.88 8.27 6.5 -94108.556 33551. 565 137.658 
4364 SCIITb2 プロック4 剥片 Hor 17.2 01 20.94 2.55 0.87 -94108.683 33551. 486 137.662 
4365 SCillb2 ブロック4 剥片 Hor 18.01 14.47 。3.43 0.98 -94108.726 33551. 587 137.639 
4366 511 SCIllb2 プロック4 剥片 Hor 14.25 01 10.37 。4.63 0.85 -94108.504 33551. 399 137.579 

第14図9-3 14 I 4373 515 SCllIb2 プロック4 事j片 Hor 46.15 36.69 8.61 11. 2 -94109.208 33552.603 137.594 
4374 SCIllb2 プロック4 剥片 Hor 64.15 50.6 18.2 50.34 -94109.681 33551. 609 137.630 
4375 510 SCillb2 プロック4 剥片 Hor 66.54 43.47 13.56 33.62 -94109.612 33551. 376 137.604 
4377 SCIllb2 プロック4 割j片 Hor 59.2 42.42 10.83 21. 69 -94108.633 33551. 591 137.657 
4378 SCillb2 プロック4 剥片 Hor 38.04 44.7 8.45 10.75 -94108.288 33551. 774 137.627 
4379 SCllIb2 プロック4 剥片 Hor 68.46 44.28 28.21 82.19 -94108.821 33552.366 137.638 

第14図9-1 14 I 4380 515 SCillb2 プロック4 剥片 Hor 54.53 42.3 19.98 31. 38 -94108.692 33552.726 137.721 
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附表1

図版番号 写図真版 遺番物号 枝番 接合 層位 遺構 器種 石材
Ob O番b分号析 長(皿さ) 折

幅
折 厚(阻さ) 干3X痩標 (m) Y廃標 (m) 標高 (m)産地 (醐)

4381 SCIIIb2 プロック4 剥片 Hor 67.53 37.84 11.48 30.02 .94108.652 33553.483 137.691 
第15図11 15 4382 s36 SC国b2 プロック4 敵石 ~(Py) 137.31 。70.52 121. 08 560 .94109.556 33551. 076 137.561 
第15図13 15 4383 SCIIIb2 プロック4 敵石 Ba 105.3 72.58 49.02 480 宇94108.920 33551. 657 137.613 

4384 SCIIIb2 ブロック4 剥片 Hor 67.37 31. 86 13.03 26.84 .94108.519 33551. 691 137.614 
第15図12 15 4385 SCIIIb2 プロック4 敵石 Ba 126.42 90.61 65.76 905 .94108.875 33552.373 137.604 
第15図10 15 4387 s35 SCIIIb2 プロック4 敵石 An(Py) 36.08 。71. 81 42.11 85 .94107.917 33552.243 137.703 
第15図11 15 4388 s36 SCIIIb2 プロック4 敵石 加Q'y2 35.49 59.66 32.47 155 .94108.008 33552.093 137.663 
第15図10 15 4389 s35 SCIIIb2 プロック4 敵石 An(Py) 82.47 89.9 82.34 760 -94108.032 33551. 910 137.644 

4390 sl1 SCIllb2 プロック4 剥片 Hor 16.74 。29 5.8 2.72 .94108.040 33552.074 137.665 
4205 SCllIs2 プロック5 剥片 Hor 16.8 10.48 3.7 0.5 -94106.687 33544.326 137.723 
4206 SCIIIs2 プロック5 剥片 Hor 16.29 20.25 8.68 2.3 .94107.693 33544.611 137.640 

第16図14-2 4207 s33 SCllls2 プロック5 剥片 加 (Py) 23.17 39.37 8.69 6.1 -94107.903 33544.577 137.701 
第17図14-4 4208 s33 SCIIIs2 プロック5 事i片 加 (Py) 33.24 76.83 17.16 37.4 .94108.027 33544.489 137.600 

4209 SCIlls2 プロック5 最j片 Hor 47.97 53.88 01 17.3 36.4 -94108.286 33544.672 137.643 
第16図14-3 14 4210 s33 SCllls2 プロック5 剥片 An(Py) 44.22 54.89 16町26 37.01 .94108.663 33544.357 137.633 
第四図14-1 4212 s33 SCIIIs2 プロック5 石核 An(Py) 54.04 167.1 106.34 12ω -94107.056 33543.919 137.693 

4255 SCIlls2 プロック5 剥片 Hor 21. 89 23.78 3.49 1. 62 -94106.504 33542.277 137.835 
第16図14-3 14 4290 s33 SCIIIs2 プロック5 剥片 An(Py) 45.84 35.15 01 20.33 23.1 -94108.581 33544.420 137.621 

4391 SCIllb2 プロック5 剥片 Hor 7.93 11. 58 2.18 0.21 -94105.777 33543.697 137.821 
第17図15 14 3717 SCIIIbl プロック外 UF Ob WDTY 461 36 15.24 7.07 3.1 -94110.821 33581. 562 137.201 

3718 SCIllbl プロック外 剥片 Ob AGKT 471 17.42 。8.95 4.09 0.39 -94109.402 33579.731 137.378 
414日 SCIIIbl プロック外 剥片 日or 33.26 11. 58 。3.95 1.44 -94112.806 33549.396 137.387 

第17図16 14 4215 SCIIIs2 プロック外 石核 Hor 56.45 39.98 29.09 55.83 -94110.829 33550.038 137.486 
4216 SCIlls2 プロック外 剥片 日or 51. 57 59.49 14.18 49.94 .94111. 057 33549.914 137.464 

第15図10 15 4301 s35 SCllIb2 プロック外 敵石 Anσy) 74.7 62.33 30.91 160 -94113.173 33548.165 137.271 
4322 SCIIIb2 プロック外 剥片 Hor 16.21 9.56 2.69 0.29 -94112.340 33550.070 137.383 
4323 SCIIIb2 プロック外 剥片 日or 12.44 01 12.67 2.06 0.34 -94112.361 33550.日86 137.389 
4324 SCIllb2 プロック外U¥!!Lt Hor 25.08 01 18.03 7.08 2.22 -94112.440 33550.047 137.390 

第日文化層

図版番号 写図真版 遺番物号 枝番 接合 層位 遺構 器j種 石材 Ob O番b分号析 部 折
。菌
折 53 重ig吉) X座標 (m) Y座標 (m) 標高 (m)産地 (mm) 

3710 BBllI プロック6 剥片 Ob HNHJ 71 22.96 15.07 。7.17 2.41 -94111. 397 33543.688 137.839 
3711 BBIII プロック6 剥片 Ob HNHJ 81 39.29 28.38 16.44 9.64 -94111. 162 33543.962 137.826 
3712 BBIII プロック6 砕片 Ob HNHJ 91 7.28 。5.77 10 1. 99 0.03 -94110.691 33543.748 137.906 
3713 BBIII 7"ロック6 剥片 GAn 12.48 。18.07 4.58 0.63 .94110.593 33544.106 137.920 
3714 BBIII プロック6 剥片 Ob HNHJ 11 13.3 17.56 8.09 1. 75 -94111. 189 33544.574 137.881 
3761 BBIII プロック6 朝j片 Ob HNHJ 31 22.49 。14.36 。5.17 1.36 -94111. 912 33544.185 137.813 
3762 BBIII プロック6 剥片 GAn 9 。10.66 。1. 07 0.12 -94111. 351 33544.802 137.859 
3763 BBIII プロック6 剥片 Ob HNHJ 32 16.58 6.6 4.49 0.29 .94110.916 33544.631 137.808 
3579 BBIII プロック7 剥片 Hor 34.46 16.3 4.9 2.27 -94111. 270 33549.356 137.956 

第23図1-1 15 3619 s32 BBIll プロック7 剥片 Da 53.39 41.16 12.36 17.79 -94110.054 33550.291 138.031 
第24図1-3 15 3620 s32 BBIll プロック7 石核 Da 57.39 67.96 59.41 259.99 -94110.896 33550.083 137.938 

3621 BBIII ブロック7 剥片 Ob HNHJ 11 13.75 19.88 3.22 0.65 -94110.775 33550.459 137.984 
3622 BBIII プロック7 剥片 日or 15.47 18.34 7.33 1.72 -94111. 251 33550.514 137.949 
3623 BBIII プロック7 剥片 GAn 18.43 。32.25 8.05 3.26 -94111. 311 33551. 045 137.990 
3625 BBIII プロック7 剥片 Ob HNHJ 21 5.85 。13.36 3.72 0.19 .94111. 451 33551. 632 137.937 
3626 BBIII プロック7 剥片 Ob HNHJ 31 27.51 20.85 。5.63 2.99 -94111. 793 33551. 630 137.949 
3649 BB旧 プロック7 剥片 Ob HNHJ 4128.63 。30.18 8.99 6.14 -94110.247 33553.116 138.085 
3651 1 BBIII プロック7 事j片 Hor 24.44 17.31 3.42 1. 69 -94109.168 33552.871 138.068 
3651 2 BBIII プロック7 剥片 Hor 13.63 。19.59 3.53 0.91 -94109.168 33552.871 138.068 

第24図4-3 15 3600 s2 BBll プロサ夕日 剥片 Ob HNHJ 49 22.06 。14.91 6.08 1.64 -94110.100 33544.991 138.308 
3715 BBIll プロック8 剥片 Ob HNHJ 11118.49 。16.18 6.87 1. 29 -94109.087 33546.125 138.109 
3719 BB皿 プロック8 砕片 Ob 計測不可 .94107.140 33544.842 138.166 
3720 ，5 BBlll プロック8 剥片 Ob HNHJ 131 15.05 17.81 2.94 0.61 -94107.194 33545.062 138.217 
3721 BBIII プロック8 砕片 Ob 2.46 9.63 1. 67 0.05 -94107.240 33545.097 138.205 
3722 BBIII プロック8 事j片 Hor 38.04 25.28 5.28 4.01 -94107.309 33545.110 138.195 
3723 BBTII プロック8 砕片 Ob 4.18 。8.11 2.01 0.02 凶94107.281 33545.337 138.185 
3724 BBIll フーロック8 砕片 Ob 2.66 。9.37 1. 77 0.05 -94107.317 33545.465 138.172 
3725 BBIII プロック8 剥片 Ob 推定不可 141 10.52 5.23 。1. 89 0.07 -94107.570 33545.836 138.150 
3726 BBIII プロック8 砕片 Ob 3.72 。5.09 1. 87 0.02 .94107.823 33545.875 138.176 
3727 BBllI プロック8 剥片 Ob HNHJ 151 10.78 6.7 1.81 0.07 -94107.798 33545.539 138.159 
3728 BBIII プロックB 剥片 Ob HNHJ 161 15.91 。10.53 01 3.21 0.44 -94107‘643 33545.406 138.150 
3729 BB皿 プロック8 砕片 Ob 5.96 6.61 2.39 0.07 -94108.136 33545.610 138.118 
3730 BBllI プロック8 剥片 Ob 3.99 10.35 1. 69 0.07 -94107.936 33545.221 138.139 

第23図1-2 15 3731 s32 BBIll プロック8 剥片 Da 7.04 01 11.48 2.23 0.17 -94107.977 33545.091 138.104 
3732 BBIII プロック8 事j片 Ob HN弘1 17120.15 16.57 5.25 1.18 94107.732 33544.841 138.272 
3733 BBIII プロック8 砕片 Ob HNHJ 181 7.79 8.63 2.77 0.17 -94107.914 33544.838 138.140 
3734 BB皿 プロック8 砕片 Ob 音閣不可 -94107.578 33544.6部 138.147 
3735 BBIII プロックB 砕片 Ob 4.79 8.45 3.46 0.12 -94107.446 33544.549 138.195 
3736 BBllI プロック8 砕片 Ob 5.22 2.74 2.29 0.02 -94107.378 33544.914 138.188 

第24図4-1 15 3737 s2 BBlll プロック8 剥片 Ob HNHJ 191 32.57 01 29.9 12.12 10.76 -94107.953 33544.616 138.149 
3738 BBIll プロックB 砕片 Ob HN且I 21 8.96 01 5.99 1.3 0.06 -94107.752 33544.069 138.131 
3739 BBlll プロック8 剥片 Ob HNHJ 211 16.7 01 18.12 4.44 1.41 -94107.059 33543.807 138.323 
3741 BBTII プロック8 砕片 Ob 0.03 94107.669 33543.571 138.131 
3742 s3 BBlll プロック8 剥片 Ob HNHJ 221 12.86 0118.8 01 8.28 1. 64 -94108.226 33543.624 138.162 
3743 BBIII ブロック8 事j片 Ob HNHJ 231 11. 75 18.21 4.02 0.29 94108.341 33543.475 138.090 
3744 BBIII プロック8 砕片 Ob 2.88 01 8.52 1. 74 0.03 司94108.080 33544.162 138.108 
3745 BBllI プロック8 砕片 Ob 自閣不可 -94108.250 33544.156 138.101 
3746 BBIII プロックB 砕片 Ob 5.7 01 2.57 1. 55 0.01 -94108.288 33544.235 138.084 
3747 BBIII プロック8 砕片 Ob 5.15 3.14 1. 59 0.01 -94108.392 33544.259 138.098 
3748 BBTII ブロック8 砕片 Ob HNHJ 241 6.5 5.84 01 1.38 0.06 -94108.578 33544.067 138.048 
3749 BBIII プロック8 砕片 Ob 6.82 3.82 2.75 0.04 -94108.426 33544.286 138.080 

3750 BBIII プロック8 砕片 Ob 4.24 6.51 0.89 0.02 -94108.627 33543.953 138.044 
3751 BBIII プロック8 砕片 Ob 9.72 4.38 2.27 0.07 -94108.656 33544.364 138.065 
3752 BBIII プロック8 剥片 Ob HNHJ 251 22.1 17.91 3. 5 1.12 94108.703 33544.415 138.047 
3753 BBIll プロックB jIIJ片 Ob HNHJ 261 32.88 18.86 4.43 3.27 -94108.404 33544.572 138.102 
3754 s5 BBIll プロック8 剥片 Ob HNHJ 271 13.13 17.02 4.77 0.74 -94108.226 33544.540 138.108 

第24図4-2 15 1 3755 ，2 BBIII プロック8 剥片 Ob HNHJ 281 12.47 01 9.64 3.84 0.3 -94108.239 33544.590 138.110 
3756 BBIll プロック8 砕片 Ob HNHJ 291 9.26 9.34 4.28 0.31 -94108.233 33544.677 138.114 

第24図3 15 1 3757 sl BBIII プロック8 理形石器 Ob HNHJ 31 30.69 24.82 14.09 9.88 -94108.412 33545.541 138.100 
3760 BBTII プロック8 剥片 Hor 10.8 9.12 1. 69 0.17 -94107.776 33543.602 138.087 

第24図3 15 1 3810 sl BBIII プロック8 開閉器 Ob HNHJ 331 12.32 01 16.9 6.02 1. 03 -94108.960 33540.991 138.059 
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図版番号 写図真版 遺番物号 枝番 接合 層位 遺構 器種 石材 産O地b o番b分号析 長(醐さ) 折 思 折 厚(凹さ) 重(g吉) X座標 (m) Y座標 (m) 標両 (m)(剛)
3815 BBill プロック8 剥片 Ob 日NHJ 341 11. 72 。6.23 3.51 0.26 -94108.211 33543.606 138.016 
3816 BBill プロックB 砕片 Ob 計測不可 .94108.281 33544.194 138.106 
3817 BBill プロック8 砕片 Ob 計測不可 .94108.234 33544.154 138.099 
3818 BB皿 プロック8 砕片 Ob 6.31 3.42 。0.72 0.04 .94108.273 33544.367 138.084 
3819 BB阻 プロック8 朝j片 Ob HNHJ 351 15.99 15.98 6.27 0.73 -94108.290 33544.569 138.103 
3820 BBill プロック8 砕片 Ob 6.66 3.72 1. 02 0.01 -94108.364 33544.158 138.079 
3821 BBill プロック8 剥片 Ob 10.42 2.45 2.36 0.06 .94107.944 33544.247 138.141 

第24図3 15 3822 81 BBill プロックB 模耳石器 Ob HNHJ 361 26.74 11. 85 10.72 3.29 .94108.885 33540.455 137.920 
3823 BBill プロック8 砕片 Ob HNHJ 3718.05 5.99 3.05 0.14 .94108.949 33540.396 137.919 
3824 BB皿 プロック8 砕片 Ob 訴測不可 -94108.330 33544.306 138.083 
3825 83 BBill プロック8 毅片 Ob HNHJ 381 25.94 14.03 10.19 2.88 -94108.075 33544.228 138.111 
3826 BBill プロック8 砕片 Ob HNHJ 391 9.02 5.89 1. 09 0.03 .94108.227 33544.285 138.096 
3827 BBill プロック8 砕片 Ob 2.85 01 5.31 1. 09 計測不可 .94108.097 33544.421 138.124 
3828 BBill プロック8 剥片 Ob HNHJ 41 5.36 10.41 2.93 0.08 .94107.566 33544.556 138.118 

第24図2 15 3829 BBill プロック8 模形石器 Ob HNHJ 411 19.7 10.69 8.33 1. 85 -94108.304 33544.940 138.047 
3830 BBill プロック8 剥片 Ob HNHJ 421 16.19 12.85 4.09 0.71 -94107.517 33544.744 138.131 
3831 BBlll プロック8 砕片 Ob 出閣不可 .94108.133 33544.683 138.117 
3832 BBlll プロック8 剥片 Ob HNHJ 431 13.8 8.64 2.77 0.16 .94107.968 33544.604 138.135 
3833 BBill プロック8 砕片 Ob 4.78 01 8.23 01 1.88 0.07 .94108.157 33544.563 138.091 
3834 BBlll プロック8 砕片 Ob 5.14 2.29 0.86 計源不可 -94107.967 33544.742 138.149 
3838 BBlll プロック8 剥片 Ob HNHJ 441 9.26 01 13.74 4.28 0.42 -94108.165 33544.631 138.070 

第24図4.1 15 3839 82 BBlll プロック8 剥片 Ob HNHJ 451 16.41 01 6.14 4.05 0.24 -94108.024 33544.616 138.125 
3840 BBlll プロック8 砕片 Ob 9.1 4.28 4.04 0.06 .94107.479 33544.849 138.122 
3652 BB皿 プロック外 剥片 Ob SWHD 51 23.77 17.89 13.94 4.72 .94116.072 33549.476 137.540 

第24図5 15 3658 BBlll プロック外 ナイア Ob WDHY 61 18.36 01 11.22 3.58 0.66 -94119.947 33550.075 137.152 
3716 BBill プロック外 剥片 Ob SWHD 121 29.95 16.83 8.55 3.89 -94113.597 33580.864 137.290 

第川文化層

図版番号 |譲 遺番物号 枝番|接合 層位 遺構 器種 石材 産O地b |り番附号 長(阻さ) 折 ( 幅皿) |折 厚(皿さ) 重(夏さ) X座標 (m) Y座標 (m)|標高 (m)

3842 s20 IBBII プロック9 IHor 61. 87 50.28 25.9 63.27 94116.224 33599.418 135.434 
3843 IBBII プロック9 Hor 77.82 39.64 19.52 67.2 94116.628 33599.461 135.409 
3844 IBBIl プロック9 Hor 53.14 53.89 15.25 36.73 -94116. 33599.436 135.375 
3845 s20 IBBIl プロック9 Hor 31. 98 51. 79 18.43 27.96 -94116.872 33599.352 135.402 
3846 IBBII プロック9 日or 16.05 .46 4.27 0.68 -94117.136 335日9.568 135.396 
3847 IBBII Fロック9 Hor 0.06 94117.196 33599.665 135.352 
3848 IBBII プロック9 Hor 14.83 9.24 3.35 0.33 ヤ94117.253 33599.442 135.346 
3849 s19 IBBII ブロック9 Hor 12.9 20.73 6.06 33 -94117.265 33599.582 135.322 
3850 BBIl Fロック9 Hor 8.49 74 3.04 18 -94117.320 33599.376 135.370 
3851 BBII lプロック9 Hor 10.41 。10.84 。2.26 0.27 94117.386 33599.457 135.334 
3852 BBII Fロック9 日or 4.73 6.45 2.27 94117.398 33599.260 135.337 
3853 BBII プロラPク91 i!l Hor 45.65 31.19 63 15.97 -94117.470 33599.274 135.324 
3854 BBII |プロック9 IHor 04 -94117.616 33598.987 135.340 
3855 BBII プロック9 IHor 7.81 7.48 08 0.03 94117.815 33599.142 135.325 
3856 BB ブロック9 IHor 12.13 22.98 5.83 .54 94117.738 33599.301 135.310 
385i BB プロック9 IHor 3 6.5i .86 0.02 -94117.812 33599.269 135.31' 
3858 BB プロック9 IHor 5，73 9.05 2.22 。 -94117.987 33599.147 135.332 
3859 BB プロック9 IG加 19，46 27，25 32 4，93 日94117，884 33598，675 135，31 
3860 I s39 BB プロック9 1An 9，76 13 3.63 0.38 94117.976 33598.47 135.293 
386 IBB プロック9 IHor 47，48 48，27 ，06 19，35 94118，169 33598，467 135，321 
3862 IBB プロック9 IHor 31. 78 46. 14.36 14 -94118.243 33598.748 135.294 
3862 2 IBBII Fロック9 Hor 27，44 36，4 12.94 12，62 -94118，243 33598，748 135，294 
3863 IBBII プロック9 Hor 54.2 54.59 14，62 43，68 94118，194 33598.953 135，27日
3864 s39 IBBII プロック9 GAn 16 15，5 6，07 79 94118.221 33598，976 135.276 
3865 s39 IBBII プロック9 GAn 9.5 10.19 .77 15 1 -94118，4 33598.834 135，303 
3866 IBBII プロック9 GAn 5 5，27 2.35 -94118.353 33598，98. 135.293 
3868 IBBII Fロック9 日or 13，84 28，16 6，33 2.26 司94118，616 33598，938 135，283 
3869 BBII プロック9 Hor 8，03 12.93 3.27 0.3 94118.877 33599，150 135.235 
3870 BBII Fロック9 Hor 41.67 22，53 6，27 5，28 -94119，123 33599，280 135，205 
387 BBII プロック9 Hor |計測不可 -94118.283 33599.272 135.267 
3872 BBII |プロック9 IHor 12，32 12，14 2，68 0，4 -94118，220 33599，329 135.318 
3873 BBII プロック9 IHor 26.02 48.98 9.14 95 94118.067 33599.290 135，269 
3874 BB プロック9 IHor 78，77 36，36 。39 41.43 94118，006 33599，372 135.305 

第:34!駒 16 3875 I s37 BB プロック9 GAn 18.96 46，9 24，37 .m -94117，949 33599.454 135，308 
3876 BB プロック9 IHor 7，33 3.86 99 0.08 -94118.004 33599，497 135.279 
3877 BB プロック9 IHor 33，31 27，03 8，25 6，13 引94118，143 33599，515 135，295 
3878 BB プロック9 IHor 白29 6，36 74 0.13 94118.346 33599.612 135.279 
3879 BB プロック9 IHor 5，47 3，78 ，96 0，04 司自4118，305 33599，656 135，309 

第34図2 16 3880 IBB プロック9 GAn 29.92 19.23 15.56 6.87 -94118.573 33599.696 135.272 
3881 IBB Fロック9 Hor 27，51 28，16 9，04 63，6 -94118，700 33599，979 135.229 
3882 I s22 IBBII プロック9 Hor 59 33，55 32 16.78 -94119，193 33600，413 135，316 
3883 I BBII Fロック9 Hor 47.05 38.39 17，61 27，86 94118.277 3360日.280 135，284 

第34図4 16 3884 s23 IBBII プロック9 Hor 13，26 25，23 6.77 2，08 94117，956 33600，322 135.303 
3885 IBBII Fロック9 Hor 12，06 ，93 5， ，7i 勾94117，959 33599，915 135，276 
3887 IBBII プロック9 Hor 6.41 5.23 4.81 0.16 -94117.861 33599.804 135.298 
3888 IBBII プロック9 Hor 69，83 52，29 14，12 54，66 叩94118，054 33599，734 135，302 
3889 IBBII Fロック9I ;<1 Hor 12.64 22 3.24 0.41 94117.960 33599.702 135.329 
3890 BBII プロック9 Hor 53，08 56，62 10，77 26，45 -94117，967 33599，654 135，310 

l第34図 16 3891 BBII ロック9 IHor 41. 78 39.81 10.15 16，41 -94117.773 33599.562 135，338 
3892 BBII プロック9 IHor 15，07 6，28 3，54 0.35 -94117.741 33599，445 135.329 
3893 BB プロック9 IHor 9.94 。.82 3.39 0，59 94117.64. 33599.515 135，35i 
3895 BB プロック9 IHor 8，69 14，81 3，3 0，52 94117，669 33599，681 135.323 
3896 BB プロック9 IHor 48，89 50，13 13，2 29，7 -94117，483 33599.579 135，321 
3897 BBII ブロック9 IHor 31. 74 25，31 1.47 79 -94117.326 33599，6. 135.338 
3898 BB プロック9 IHor 31.16 28.12 6，26 3，97 94117，308 33599，812 135，376 
3899 19 BB プロック9 Hor 17，78 18.71 3.99 0.99 94117，408 33600，030 135.361 

第34図4 16 390 I s23 BB プロック9 Hor 20，05 30，16 ，23 5.53 -94117，408 33600.059 135，353 
390 IBB プロック9 Hor 22，99 15.46 5.88 53 -94117.451 33600.133 135.309 
3902 IBBII プロック9 華 Hor 69，35 61. 08 24，32 85，76 司94117，680 33600，01 135，259 
3903 IBBII Fロック9 Hor 24，34 33.32 8.44 5.36 94117.697 33600.195 135，268 
3904 I BBII プロック9 Hor 56，68 66，64 18，15 74，71 一94117，176 33600，368 135，326 
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附表1

図版番号 写図真版 遺番物号 枝番 接合 層位 遺構 器積 石材 産O地b o番b分号析 長(阻さ) 折 幅
事庁 淳(mmさ) 手立 X鹿標 (m) Y座標 (m) 標高 (m)(醐)

3906 BBII プロック9 剥片 Hor 4.91 13.86 5.76 0.27 -94117.294 33599.727 135.313 
3907 BBII プロック9 砕片 Hor 4.8 7.52 1.18 0.05 ー94117.213 33599.595 135.336 
3908 BBII ブロック9 事j片 Hor 13.21 18.2 3.13 0.92 94117.346 33599.446 135.328 
3909 BBII プロック9 調j片 Hor 7.85 12.95 2.7 0.26 -94117.387 33599.238 135.325 
3911 BBII プロック9 剥片 Hor 15.37 7.76 。2.26 0.25 -94117.577 33599.305 135.304 
3912 2 BBII プロック9 砕片 Hor 7.34 9.94 4.48 0.19 -94117.688 33599.484 135.329 
3912 1 BBII プロック9 剥片 Hor 9.22 10.46 。2.95 0.29 -94117.688 33599.484 135.329 
3913 BBII プロック9 剥片 Hor 45.37 34.12 13.42 16.6 -94117.684 33599.679 135.299 

第34図5-2 16 3916 ，38 BBII ブロック9 剥片 GAn 14.42 23.64 7.62 2.23 -94117.855 33599.312 135.285 
3917 BBII プロック9 事j片 FAn 12.32 13.61 3.64 0.47 ω94117.655 33599.136 135.332 

第34図5.2 16 3918 ，38 BBII プロック9 砕片 GAn 7.78 。7.98 。2.95 0.21 94117.890 33599.120 135.295 
第34図5.1 16 3919 ，38 BBII プロック9 剥片 GAn 22.91 16.26 4.31 1. 75 ー94117.951 33599.111 135.302 

3920 BBII プロック9 砕片 日or 8.21 5.69 10 1. 99 0.07 94118.022 33599.059 135.294 
3921 BB日 プロック9 剥片 GAn 12.58 8.94 1. 98 0.2 94117.936 33598.853 135.281 
3922 BBII プロック9 剥片 GAn 21.11 15.33 4.5 0.96 -94117.8日5 33598.912 135.298 
3923 537 BBII "fロック9 剥片 GAn 24.06 17.47 7.3 1. 92 94117.683 33598.981 135.314 
3924 BBII プロック9 砕片 Hor 8.24 3.38 2.75 0.06 -94117.246 33599.198 135.327 
3925 BBII プロック9 砕片 Hor 計測不可 94118.263 33599.004 135.246 
3926 BBII プロック9 砕片 日or 計溺不可 -94118.203 33599.657 135.239 
3927 BBII プロ汐夕日 砕片 Hor 8.03 5.31 3.46 0.15 94117.484 33599.526 135.295 
3928 BBII プロック9 砕片 日or 9.39 。7.54 。6.05 0.37 -94117.593 33599.437 135.301 
3931 BBII プロック9 剥片 Hor 15.29 。9.48 2.65 0.45 94117.623 33599.096 135.300 
3932 BBIJ ブロック9 砕片 Hor 5.57 6.11 3.49 0.11 -94117.632 33599.227 135.300 
3949 SCIJ プロック9 砕片 Hor 6.6 6.41 1.48 0.04 94117.159 33599.435 135.265 
3950 SCIJ プロック9 剥片 Hor 14.73 21. 37 5.93 1. 89 -94117.470 33599.908 135.268 
3951 SCIJ プロック9 剥片 Hor 12.9 5.77 2.74 0.21 94117.590 33599.346 135.256 
3952 SCIJ プロック9 剥片 GAn 15.92 22.18 7.46 2.14 一94117.644 33599.282 135.262 
3953 SCIJ プロック9 砕片 日or 5.08 。4.44 。3.13 0.12 -94117.718 33599.173 135.273 
3954 SCIJ プロック9 剥片 Hor 29.78 22.93 7.23 5‘11 94117.760 33599.235 135.285 

第34関5 16 3955 s38 SCIJ プロック9 剥片 GAn 24.92 31. 85 9.2 5.19 -94117.798 33599.127 135.177 
3956 SCII プロック9 砕片 Hor 劃閣不可 94117.935 33599.075 135.229 
3957 SCIJ プロック9 剥片 GAn 19.95 13.7 4.2 0.73 -94117.894 33598.881 135.271 
3958 SCIJ プロック9 砕片 GAn 7 8.28 1. 61 日09 94118.168 33598.810 135.251 
3959 SCIJ プロック9 砕片 Hor 3.8 。7.34 2.53 0.08 -94118.191 33599.559 135.220 
3960 SCIJ プロック9 裂i片 G加 27.84 22.54 6.34 2.89 94118.625 33599.576 135.153 
3933 NL プロック10 剥片 Hor 14.26 20.75 3.26 0.83 -94118.813 33603.611 135.166 
3934 NL プロック10 剥片 Hor 29.18 31. 32 9.75 8.38 -9412日095 33604.321 134.967 
3935 NL プロ yク10 剥片 Hor 31. 5 。30.3 14.51 13 94121. 264 33604.950 134.830 
3936 NL プロック10 剥片 Hor 18.63 20.23 4.1 1.5 9412日.760 33605.584 134.828 
3937 NL プロック10 砕片 Hor 9.04 6.48 。0.53 0.02 94118.812 33603.631 135.159 

第35図16 16 3975 BBIJ プロック10 石核 Hor 28.06 24.44 15.5 13.12 -94120.157 33606.007 134.618 
4015 BBIJ プロック10 砕片 H。τ 9.1 4.49 2.11 0.08 94121. 461 33604.039 134.659 
4016 BBIJ プロック10 剥片 Hor 21.16 23.07 。10.45 4.98 -94122.161 33E日5.726 134.692 
4017 BBIJ プロック10 剥片 Hor 15.97 9.46 5.11 。7 94121.149 33603.685 134.860 
4018 BBIJ プロック10 剥片 Hor 19.25 17.88 1. 59 0.65 -94121. 166 33604.553 134.667 

第36図17.2 16 4019 s17 BBIJ プロック10 剥片 Hor 14.77 13.79 4.05 0.73 94120.877 33604.126 134.714 
4020 BBIJ プロック10 剥片 Hor 47.63 38.16 9.3 18.95 -94120.749 33604.009 134.686 
4021 BBIJ プロック10 剥片 Hor 38.57 31. 53 11.44 12.47 94120.634 33604.098 134.736 
4023 BBI1 プロック10 事j片 Hor 27.6 13.78 9.7 2.68 可94120.559 33604.179 134.741 

第34図6 16 4024 BBIJ プロック10スクレイ1"四 Hor 49.43 68.68 15.03 45.76 -94120.335 33604.204 134.767 
4025 BBI1 プロック10 剥片 Hor 20.71 15.47 6.69 1. 77 94120.268 33604.157 134.765 
4026 BBI1 プロック10 砕片 Hor 昔日間不可 -94120.549 33603.903 134.743 
4027 BBI1 プロック10 剥片 日or 42.93 31. 85 10.24 10.06 94120.392 33603.912 134.732 
4028 BBI1 プロック10 剥片 Hor 13.17 13.53 4.81 0.83 -94120.284 33603.866 134.766 

第36図17.3 16 4029 s17 BBIJ プロック10 剥片 Hor 19.73 01 21.2 4.68 1. 96 94120.241 33603.537 134.785 
4030 BBI1 プロック10 剥片 Hor 6.37 18.95 01 5.59 0.79 刊94120.277 33603.444 134.808 
4031 BBI1 プロック10 剥片 日or 14.03 18.15 5.19 1.17 94120.410 33603.414 134.832 
4032 BBI1 プロック10 剥片 Hor 24.99 12.7 01 5.11 2.23 -94120.265 33603.274 134.826 
4033 BBIJ プロック10 剥片 Hor 5.54 01 10.54 3.13 0.21 -94120.064 33603.384 134.800 
4034 BBI1 プロック10 剥片 Hor 14.34 01 10.03 01 6.04 0.93 94120.304 33603.025 134.870 
4035 BBI1 プロック10 君!片 FAn 31. 86 01 23.78 6.19 4.92 -94120.378 33602.882 134.847 
4036 BBIJ プロック10 砕片 Hor 7.73 5.58 0.63 計測不可 94120.436 33602.933 134.803 
4037 BBIJ プロ汐ク10 剥片 Hor 10.08 22.79 10.41 2.8 -94120.555 33603.084 134.776 
4038 BBIJ プロック10 砕片 Hor 4.9 5.92 01 3.31 0.06 94120.209 33603.016 134.818 
4039 2 BBI1 プロック10 砕片 Hor 7‘24 9.55 3.94 0.2 -94120.053 33603.097 134.900 
4039 1 BBIJ プロック10 剥片 Hor 3.89 01 12.1 3.41 0.23 94120.053 33603.097 134.900 
4040 BBIJ プロック10 砕片 Hor 6.54 3.7 2.94 0.07 民94120.006 33602.956 134.871 
4041 BBIJ プロック10 剥片 Hor 10.45 6.82 2.75 0.17 -94119.878 33602.946 134.942 
4042 2 BBII プロック10 砕片 Hor 3.58 5.11 2.75 0.05 94120.090 33603.245 134.805 
4042 1 BBIJ プロック10 剥片 Hor 7.63 10.64 3.31 0.24 -94120.090 33603.245 134.805 
4043 BBIJ プロック10 剥片 日or 58.76 38.68 58.3 28.43 94119.861 33603.218 134.918 
4044 BBIJ プロック10 剥片 Hor 6.84 15.67 9.21 1.04 -94119.765 33603.367 134.866 
4045 BBIJ プロック10 砕片 Hor 目十測不可 94119.913 33603.531 134.851 
4046 BBIJ プロック10 剥片 Hor 15.56 12.3 4.28 0.87 94119.678 33603.640 134.862 
4047 BBIJ プロック10 砕片 Hor 6.92 9.67 2.04 0.09 -94119.991 33603.821 134.825 
4048 BBIJ プロック10 剥片 Hor 41.54 15.65 7.79 4.15 94119.955 33603.886 134.809 
4049 BBI1 プロック10 砕片 Hor 9.88 01 6.24 2.86 0.11 -94119.929 33603.892 134.812 
4050 BBIJ プロック10 砕片 Hor 6.67 01 9.82 3.14 0.15 94119.893 33603.924 134.794 

第35図8 16 I 4051 518 BBIJ プロック10 RF Hor 57.69 32.64 9.87 15.23 94119.896 33603.971 134.774 
第35図9 16 I 4052 BBIJ プロック10 RF Hor 26.07 15.2 9.93 3.98 94119.849 33604.057 134.811 

4053 BBIJ プロック10 砕片 Hor 4.9 7.21 01 2.22 0.17 94119.862 33604.012 134.814 
4054 BBIJ プロック10 剥片 Hor 18.14 11. 21 3.38 0.64 -94119.655 33604.073 134.851 

第35図10 16 I 4055 BBIJ プロック10 RF Hor 33.91 01 11.49 11.58 4.7 94119.643 33604.007 134.834 
4056 BBIJ プロック10 砕片 Hor 5.45 4.67 1. 74 0.06 -94119.626 33603.850 134.819 
4057 BBIJ プロック10 砕片 Hor 7.04 8.62 4.12 0.23 94119.580 33603.932 134.816 
4058 BBIJ プロック10 砕片 Hor 6‘91 1. 99 01 2.01 計測不可 -94119.549 33603.726 134.863 

第35図11 16 I 4060 BBIJ プロック10 RF Hor 34.46 30日6 9.87 3.24 94119.352 33603.763 134.884 
4061 BBIJ プロック10 剥片 Hor 11. 39 6.99 1.8 0.16 -94119.489 33603.976 134.829 
4062 BBIJ プロック10 剥片 日or 8.51 10.69 2.01 日16 94119.419 33603.814 134.826 
4063 BBIJ プロック10 砕片 Hor 6.61 01 9.99 3.17 0.17 -94119.550 33604日74 134.818 
4064 BBIJ プロック10 砕片 Hor 9.74 01 7.63 3.43 0.31 94119.578 33604.158 134.806 

第36図17.1 16 I 4065 517 BBIJ プロック10 石核 Hor 34.98 38.77 17.43 19.64 山94119.664 33604.182 134.772 
4066 BBIJ プロック10 砕片 Hor 7.1 5.04 2.14 0.06 94119.807 33604.284 134.838 
4067 BBII プロック10 砕片 Hor 7.99 01 5.49 2.55 0.07 勾94119.983 33604.333 134.759 
4068 BBIJ プロック10 剥片 Hor 28.65 30.81 9 6.26 94120.027 33604.124 134.738 



図版番号 写図真版 遺番物号 枝番 接合 層位 遺構 器種 布材
Ob O番b分号析 長(醐さ) 折

栢
折 厚(醐さ) 官 X座標 (m) Y座標 (m) 標高 (m)

産地 (醐)

4日69 BBIl プロック10 事j片 Hor 69.79 28.32 20.65 31. 24 94120.020 33604.049 134.757 
4070 BBIl プロック10 言明j片 Hor 計f閣不可 -94120.154 33603.981 134.754 
4071 BBIl プロック10 最J片 Hor 64.22 34.35 20.22 37.95 94120.119 33604.142 134.750 
4072 BBlI ブロック10 剥片 Hor 31.41 18.19 9.42 5.4 -94120.157 33604.286 134.721 
4073 BBlI プロック10 砕片 Hor 8.45 。5.23 3.28 0.16 94120.219 33604.385 134.826 
4074 BBlI プロック10 剥片 日or 6.54 13.48 4.91 0.4 -94120町336 33604.480 134.740 
4075 BBIl プロック10 型]片 Hor 19.89 10.23 。4.66 1.15 94120.520 33604.560 134.708 

第35図12 16 4日76 BBlI プロック10 RF Hor 21. 61 。20.57 。8.05 3.84 -94120.397 33604.673 134.799 
4077 BBIl プロック10 剥片 Hor 39.68 46.04 13.02 16.63 94120.379 33604.694 134.812 
4078 BBlI プロック10 剥片 Hor 50.78 25.73 15.13 21. 83 -94120.437 336日4.896 134.819 
4079 BBIl プロック10 調!片 Hor 計澗不可 94120.705 33605.611 134.599 
4080 BBlI プロック10 事j片 Hor 16.03 34.38 14.4 8.8 時94120.155 33605.188 134.687 
4081 BBIl プロック10 剥片 Hor 計測不可 94120.098 33604.944 134.684 
4082 BBlI プロック10 剥片 日or 11.36 14.92 4.52 0.81 -94120.122 33604.916 134.680 
4083 BBIl プロック10 剥片 Hor 24.07 14.66 7.7 2.6 94119.967 33604.752 134.784 

第36図17守1 16 4084 ，17 BBlI プロック10 石核 日or 6.98 。27 9.25 1. 26 司94119.932 33604.472 134.737 
4085 BBlI プロック10 剥片 日or 計調不可 -94119.723 33604.705 134.716 
4086 BBlI プロック10 剥片 Hor E憎』不可 94119.593 33604.842 134.728 

第35図7 16 4087 BBlI プロック10ノッチ Hor 20.75 26.56 9.42 4.83 -94119.804 33605.186 134.697 
第36図17-1 16 4088 ，17 BBlI プロック10 石核 Hor 29.08 。36.24 16.44 21. 27 94119.573 33605.125 134.744 

4089 BBII プロック10 剥片 日or 32.74 。30.82 16.29 17.92 94119.317 33604.790 134.916 
4090 BBIl プロック10 剥片 Hor 42.23 34.03 。7.28 9.44 94119.339 33604.698 134.806 
4091 BBlI プロック10 剥片 Hor 14.78 17.7 。3.52 0.82 -94119.510 33604.644 134.838 
4092 BBIl プロック10 砕片 Hor 8.62 8.88 。2‘89 0.26 94119.601 33604.481 134.836 
4093 B召E プロック10 砕片 Hor 5.08 8.08 2.32 0.09 -94119.696 33604.428 134.837 
4094 BBIl プロック10 !¥IJ片 Hor 7.17 12.65 3.42 0.25 94119.752 33604.403 134.855 
4095 BBlI プロック10 砕片 日or 2.96 。6.67 1.12 号機』不可 引94119.436 33604.525 134.857 
4096 BBIl プロック10 剥片 Hor 19.7 。35.47 6.71 5.95 94119.422 33604.464 134.835 
4097 BBIl プロック10 剥片 Hor 25.94 22.66 。8.29 3.78 吋94119.256 33604.433 134.870 
4099 BBII プロック10 剥片 Hor 20.8 13.45 9.6 2.69 -94118.702 33605.028 134.911 

第35図14 16 4100 BBII プロック10 RF Hor 19.1 30.18 13.65 8.49 94118.306 33604.9日5 134.882 
4101 BBII プロック10 事j片 日or 計測不可 -94119.008 33604.608 134.810 
4102 BBIl プロック10 砕片 Hor 8.34 4.39 2.89 0.12 94118.614 33604.367 134.867 
4104 BBII プロック10 剥片 日or 6.06 。11. 75 4.72 0.31 -94118.839 33604.173 134.882 
4105 BBIl プロック10 剥片 Hor 9.87 11. 79 3.92 0.41 94118.864 336日3.926 134.924 
4106 BBlI プロック10 砕片 Hor 6.88 9.89 3.68 0.24 引94118.942 33603.923 134.947 
4107 BBIl プロック10 朝j片 Hor 13.32 13.87 5.47 0.69 -94119.179 33603.925 134.879 
4108 BBII プロック10 砕片 Hor 6.82 7.95 2.79 0.12 時94119.236 33604.035 134.874 
4109 BBIl プロック10 砕片 Hor 8.72 6.51 1.1 0.06 94119.341 33604.210 134.832 
4110 BBIl ブロック10 剥片 Hor 昔日間不可 94119.460 33604.173 134.894 
4111 BBlI プロック10 砕片 FAn 5.86 6.04 1.44 0.05 -94119.430 33604.087 134.911 
4112 BBlI プロック10 剥片 Hor 28.64 8.47 。6.34 1.15 94119.377 33603.983 134.903 
4113 BBII プロック10 剥片 Hor 23.27 6.66 5町03 0.58 -94119.177 33603.751 134.936 
4114 BBIl プロック10 剥片 Hor 25.2 12.15 7.94 2.42 94119.271 33603.713 134.910 
4115 BBII プロック10 剥片 日or 25.96 20.1 7.93 4.11 -94117.190 33604.358 135.015 
4116 BBII プロック10 !¥IJ片 Hor 24.98 20.46 1.11 5.69 94117.516 33604.027 135.016 
4117 BBII プロック10 剥片 Hor 11.18 11. 75 01 3.54 0.49 -94116.774 33602.585 135.128 
4118 BBIl プロック10

3剥剥1ι片片
Hor 10.67 10.49 01 4.45 0.4 94118.458 33603.711 134.938 

4119 BBIl プロック10 Hor 6.85 10.49 3.32 0.24 94118.595 33603.703 134.939 
4120 BBII プロック10 GAn 24.89 14.03 5.64 1.17 -94118.698 33603.330 134.923 
4121 BBlI プロック10 剥片 Hor 80.97 58.83 20.87 96.04 94118.206 33602.937 135.014 
4123 BBlI プロック10 剥片 日or 17.37 10.74 5.13 0.7 -94119.403 33603.274 134.911 
4124 BBlI プロック10 剥片 GAn 37.36 25.99 4.95 4.41 94119.995 33602.423 134.921 

第35図15 16 4125 BBII プロック10 UF 日or 66.35 56.88 17.15 45.02 -94120.954 33602.682 134.738 
4174 BBII プロック10 調j片 Hor 14‘79 5.46 2.59 0.26 9412日.327 33604.864 134.655 
4175 BBII プロック10 剥片 Hor 52.06 32.86 19.63 28.43 司94120.533 33604.776 134.642 
4176 BBIl プロック10 剥片 Hor 11. 79 8.38 3.67 0.31 94120.595 33604.814 134.630 
4177 BBII プロック10 剥片 Hor 33.81 12.32 4.58 1. 95 94120.438 336日4.522 134.688 
4178 BBII プロック10 事J片 日or 31. 58 2日44 10.7 8.25 -94120.637 33604.098 134.705 

第35図13 16 4179 BBII プロ yク10 RF Hor 21. 61 01 22.51 01 8.1 3.01 94120.105 33603.323 134.773 
第36図17-3 16 4180 ，17 BBII プロック10 剥片 Hor 22.48 22.55 6.52 2.61 -94119.805 33603.212 134.834 
第35図8 16 4181 ，18 BBII プロック10 剥片 Hor 63.05 23.52 11. 56 13.44 94119.801 33604.028 134.800 

4182 BBII プロック10 朝日 Hor 4.94 12.46 5.4 0.32 ヤ94119.775 33603.993 134.8日7
4183 BBII プロック10 説リ Hor 60.85 40.98 16.55 46.15 94119.728 336日3.746 134.792 
4184 BBII プロック10 !l<~ Hor 16.99 15.31 11. 46 2.07 ゐ94119.652 33603.756 134.815 
4185 BBIl プロック10 剥 Hor 11.13 32.75 9.74 3.61 -94119.66日 33603.683 134.818 
4186 BBII プロック10 砕 Hor 8.28 9.13 6.37 0.56 94119.471 33603.722 134.832 
4187 BBII プロック10 剥片 日or 計調不可 -94119.622 33604.121 134.785 
4188 BBII プロック10 剥片 Hor 10.27 5.95 2.27 0.13 94119.458 33604.074 134.812 
4189 BBII プロック10 剥片 日or 10.89 5.76 01 2.67 0.14 -94119.470 33604.257 134.815 
4190 BBIl プロック10 砕片 Hor 8.59 01 4.73 3.55 0.14 94119.4日7 33604.140 134.866 
4191 BBII プロック10 剥片 Hor 8.63 01 11.08 2.59 0.35 ω94119.268 33604.058 134.851 
4192 BBIl プロヅク10 剥片 Hor 33.78 22.41 10.96 5.82 94119.471 33604.447 134.765 
4193 BBII プロック10 剥片 Hor 10.55 9.4 01 2.77 0.24 94119.467 33604.535 134.779 

第36図17-1 16 I 4194 ，17 BBII プロック10 RF Hor 59.29 01 33.66 12.55 24.58 94119.403 33604.534 134.758 
4195 BBIl プロック10 砕片 日or 8.15 9.87 1. 97 0.12 -94119.533 33604.592 134.827 
4196 BBIl プロック10 剥片 Hor 10.37 15.78 2.75 0.39 94119.414 33604.578 134.808 
4197 BBlI プロック10 剥片 Hor 0.05 -94119.311 33604.841 134.846 
4198 BBIl プロック10 砕片 Hor 6.8 3.96 3.61 0.14 94119.624 33603.676 134‘809 
4201 BBII プロック10 剥片 Hor 66.4 27.8 20.99 31. 38 句94119.507 33604.540 134.749 
42日4 BBIl プロック10 砕片 Hor 8.07 5.85 2.09 0.06 -94119.536 33604‘247 134.779 

第38図24 16 I 3964 BBIl プロック11 敵石 css 89.9 69.52 37.05 325 94118.884 33606.786 134.668 
第38図23 16 I 3965 BBIl プロック11 敵石 An(Py) 77.56 59.9 29.76 210 -94120.087 33607.118 134.559 
第37図18 16 I 3966 BBII プロック11 UF Hor 63.34 41.49 15.32 38.62 94122.454 336日7.695 134.395 

3967 BBIl プロック11 剥片 Hor 39.39 21. 93 18.39 14.04 -94123.284 33607.993 134.441 
第38図22 16 I 3968 BBII プロック11 石核 FT 83.48 53.54 37.96 155 94122.265 33609.128 134.324 

3969 BBII プロック11 剥片 GAn 20.19 6.43 2.41 0.32 -94120.978 33609.077 134.404 
3973 BBIl プロヲク11 剥片 Hor 16.27 6.34 4.01 0.64 94118.233 33606.331 134.772 
3974 1 BBIl プロック11 剥片 日or 8.45 01 13.87 7.8 6.82 -94118.374 33605.949 134.861 
3974 2 BBIl プロック11 剥片 Hor 19.76 33.09 12.93 0.76 94118.374 33605.949 134.861 
3976 BBII プロック11 事I片 日or 39.09 18.08 01 6.91 4.77 -94120.307 336日7.501 134.672 
3979 BBIl ブロック11 剥片 GAn 12.42 01 7.11 1.8 0.18 94120.281 33607.983 134.587 
3980 BBIl プロック11 剥片 日or 30 43.67 20.66 33.36 内94120.748 33607.963 134.464 

第37図20 16 I 3981 BBIl プロック11 石核 Hor 47.15 32.16 33.43 48.51 94121. 063 33607.951 134.443 
3982 BBIl プロック11 剥片 Hor 4.48 01 10.69 2.23 0.16 94120.248 33607.814 134.511 



附表1

図版番号 写図真版 遺番物号 枝番 接合 層住 遺構 器種 石材 Ob 。番も分号析 長(皿さ) 折
申膚
折 厚(醐吉) 千5X座標 (m) Y座標 (m) 標高 (m)産地 (醐)

3984 BBII プロック11 砕片 Hor 3.88 。4.33 。1. 93 計測不可 94120.011 33608.069 134.533 
3985 BBII プロック11 砕片 Hor 計測不可 -94119.885 33607.933 134.561 
3986 BBII プロック11 剥片 Hor 12.16 20.09 8.98 1. 91 94119.854 33608.102 134.551 
3987 BBII プロック11 調i片 Hor 22.35 29.78 。9‘36 5.19 -94119.892 33608.274 134.541 
3988 1 BBII ブrロック11 砕片 Hor 3.21 。9.18 3.59 0.16 94119.996 33608.278 134.502 
3988 2 BBII プロック11 砕片 日or 5.25 。8.92 3.86 0.08 -94119.996 33608.278 134.502 
3989 BBII プロック11 剥片 Hor 15.88 18.89 8.24 2.65 94119.636 33608.655 134.601 
3990 1 BBII プロック11 砕片 Hor 0.26 -94119.349 336日8.582 134.556 
3990 2 BBII ブロック11 砕片 Hor 0.21 94119.349 33608.582 134.556 
3990 3 BBII プロック11 砕片 日or 0.12 -94119.349 33608.582 134.556 
3990 4 BBII プロック11 砕片 Hor 0.1 94119.349 33608.582 134.556 
3990 5 BBII プロック11 砕片 Hor 0.05 -94119.349 33608.582 134.556 
3991 BBII プロック11 砕片 Hor 5‘74 5.63 2.15 0.06 94119.284 33608.368 134.544 

第37図19 16 3992 BBII プロック11 UF Hor 69.9 44.25 14.23 44.22 自94119.067 33607.936 134.577 
3993 BBII プロック11 事j片 Hor 12.6 。10.75 7.53 1. 22 94119.554 33607.706 134.523 
3994 BBII プロック11 剥片 Hor 21. 01 10.19 4.96 1.14 -94119.689 33607.559 134.54自

第37図21 16 3995 521 BBII プロック11 石核 Hoτ 26.42 。44.83 18.52 24.88 -94119.563 336日7.405 134.556 
3997 522 BBII プロック11 剥片 HOI 33.84 32.28 11.78 12.05 日4119.295 33607.285 134.644 
3998 BBII プロック11 剥片 Ob WDTY 52 16.92 13.1 5.31 0.78 -94119.254 33607.182 134.662 
3999 BBII プロック11 事j片 Hor 42.02 32.38 11.84 15.55 94119.384 33606.972 134.634 
4000 BBII プロック11 剥片 Hor 51. 88 43.71 11.46 25.95 -94119.719 336日7.211 134.631 
4001 BBII プロック11 剥片 Hor 11. 78 15.57 3.45 0.7 94119.690 33607.320 134.646 
4002 BBII プロック11 剥片 Hor 51. 23 51.15 14.95 30.78 -94119.955 33607.435 134.604 
40日3 BBII プロック11 剥片 日or 10.89 17.29 6.78 1. 38 94119.876 33607.509 134.580 
4004 BBII プロック11 剥片 日or 58.1 44.2 10.8 35.42 -94119.785 33607.483 134.557 
4005 BBII プロック11 剥片 Hor 52.98 33.14 18.83 24.78 94120.097 33607.351 134.557 
4006 BBII プロック11 剥片 日or 56.56 41. 95 17.56 36.36 -94120.245 33607.290 134.573 
4007 BBII プロック11 剥片 Hor 28.07 37.99 13.31 12.82 94120.956 33607.050 134.527 
4008 BBII プロック11 剥片 Hor 45.75 43.17 18.55 35.92 守94119.866 33606.653 134.575 
4009 BBII プロック11 剥片 Hor 43.81 29.02 9.27 11. 68 -94119.399 33606.807 134.610 
4010 BBII プロック11 砕片 Hor 計制不可 94119.105 33606.891 134.677 
4011 BBII プロック11 剥片 Hor 11.04 11.15 5.77 0.59 -94119.126 33606.963 134.625 
4日12 BBII プロ γク11 剥片 Hor 86.75 21. 08 10.01 22.63 94119.949 33608.848 134.483 
4日13 BBII プロック11 剥片 GAn 44.08 29.9 6.43 10.52 -94119.845 33609.003 134.487 
4014 NL プロック11 剥片 Hor 12.25 16.49 3.83 0.74 94119.945 33606.880 134.799 
4126 BBII 'j'ロック11 剥片 Hor 49.35 49.6 11. 27 23.49 -94122.972 33607.451 134.313 
4164 BBII プロック11 剥片 Hor 劃限』不可 94120.241 33608.385 134.451 
4165 BBII プロック11 剥片 Hor 昔日則午、可 -94121. 061 33607.947 134.420 
4167 BBII プロック11 剥片 Hor 30.97 27.95 12.96 10.48 -94120.404 33607.417 134.533 
4168 BBII プロック11 剥片 Hor 10.66 4.27 01 2.55 0.17 94120.218 33607.300 134.552 
4169 BBII プロック11 剥片 Hor 17.65 8.9 5.06 0.65 -94119.629 33607.662 134.503 

第37図21 16 4170 521 BBII プロック11 石核 Hor 39.89 40.22 18.22 30.65 94119.684 33607.269 134.515 
4171 BBII プロック11 砕片 Hor 6.7 6.11 3.17 0.17 -94119.6日日 336日7.356 134.549 
4172 BBII プロック11 剥片 Hor 10.21 5.67 3.42 0.24 94119.303 33607.382 134.596 
4173 BBII プロック11 剥片 Hor 30.13 21.11 5.69 3.65 -94119.502 33607.113 134.606 
3942 524 BBlI プロック12 剥片 Hor 7.83 01 15.42 5.25 0.65 94117.702 33611. 200 134.497 
3943 524 BBII プロック12 覇i片 Hor 59.76 49.12 10.38 34.51 ー94117.784 33611.122 134.480 
3944 BBII プロック12 剥片 Hor 80.09 38.86 14.99 52.26 94118.304 33610.630 134.490 
3946 BBII プロック12 剥片 Hor 62.86 34.85 20.6 50.44 94118.015 33609.810 134.606 
3947 BBII プロック12 剥片 Hor 27.11 39.75 13.53 6.69 -94117.272 33609.777 134.619 
3948 BBII プロック12 ll<U片 Hor 33 20.79 5.97 3.77 94117.326 336日9.357 134.620 
3566 BBII プロック13 砕片 Hor 計測不可 -94098.593 33548.174 139.107 
3567 525 BBII プロック13 剥片 Hor 54.32 01 30.45 8.96 14.13 94098.320 33548.045 139.106 
3568 BBII プロック13 剥片 紅白 8.14 01 16.52 5.5 0.58 -94098.467 33547.662 139.109 
3569 1 BBII プロック13 剥片 Hor 78.6 63.54 2.58 51.19 94098.492 33547‘342 139.104 
3569 2 BBII プロック13 剥片 日or 10.69 11. 9 5.41 0.19 -94098.492 33547.342 139.104 
3569 3 BBII プロック13 剥片 Hor 77.12 62.26 17.95 0.74 94098.492 33547.342 139.104 
3586 1 1525 BBII プロック13 剥片 Hor 14.56 01 16.45 01 7.66 1. 59 94098.370 33548.024 139.078 
3586 2 BBII プロック13 剥片 Hor 10.89 10.33 3.1 0.41 -94098.370 33548.024 139.078 
3587 BBII プロック13 剥片 Hor 36.25 21. 39 01 8.73 6.42 94098.324 33547.296 139.024 
3593 BBII プロック外 剥片 Hor 21.14 10.94 01 2.9 0.79 -94107.810 33566.747 138.615 
3594 BBII プロック外

曙
Hor 36.01 01 37.4 10.83 15.56 94108.131 33567.365 138.576 

3595 BBII プロック外 Da 29.87 20.99 6.39 2.64 -94113.615 33548.113 138.046 
3596 BBII プロック外 Ob HNHJ 481 24.07 01 15.01 6.07 2.06 94113.765 33550.376 138.074 
3599 BBII プロック外 剥片 Hor 71. 3 29.69 9.08 18.45 自94111.414 33554.108 138.336 
3601 BBII プロック外 剥片 Ob HNHJ 51 20.69 23.62 7.12 2.53 94109.801 33545.392 138.219 
3602 BBII プロック外 剥片 Ob 推定不可 511 29.04 01 18.37 01 10.14 5.62 94107.067 33544.771 138.580 
3603 BBII プロック外 剥片 Hor 31. 5 15.37 10.3 3.08 -94103.949 33543.420 138.654 

第IV文化層

図版番号 写図版真 遺番物号 枝番 接合 層位 遺構 器種 石材 産O地b o番b分号析 長(皿さ) 折 幅
折 厚(皿さ) 千3X座標 (m) Y座標(血) 様雨 (m)(皿)

2872 527 YL プPロック14 剥片 Hor 21.58 。41.6 16.55 12.67 -94112.012 33555.575 139.221 
3066 527 YL プロック14 剥片 日or 26.83 33.68 7.92 7.99 94111. 365 33554.355 139.223 
3122 SC 1 プロック14 剥片 Hor 27.26 17.05 8.32 3.04 -94118.959 33555.228 138.496 
3123 SC 1 プロック14 事I Hor 23.72 14.24 9.61 3.7 94119.315 33554.336 138.393 
3124 1 SC 1 プロック14 草日 Hor 14.75 13.21 6.1 0.96 94118.334 33554.310 138.543 
3124 2 SC 1 プロック14 剥 日or 9.07 16.52 5.41 0.2 -94118.334 33554.310 138.543 
3124 3 SC 1 プロック14 剥 Hor 5.96 11. 21 3.39 0.94 94118.334 33554.310 138.543 
3124 4 SC 1 プロック14 剥 Hor 10.15 8.25 2.81 0.2 -94118.334 33554.310 138.543 
3125 SC 1 プロック14 剥片 日or 31. 03 12.46 5.26 1.72 94117.964 33554.698 138.544 
3126 SC 1 'j'ロック14 剥片 Hor 25.01 18.54 9.31 5.08 -94117.910 33554.114 138.595 
3127 SC 1 プロック14 砕片 Hor 6.78 8.16 3.94 0.16 94117.832 33553.930 138.571 
3128 SC 1 プロック14 剥片 Hor 14.46 16.77 6.3 1. 74 -94118.337 33553.476 138.551 
3129 SC 1 プロック14 剥片 日or 15.01 22.75 6.67 2.27 94117.519 33553.095 138.641 
3130 SC 1 ブロック14 言明i片 Hor 23.93 27.44 6.88 3.66 ヤ94116.853 33553.792 138.714 

第45図2 17 3131 SC 1 プロック14 角錐 Hor 39.7 13.88 13.85 6.43 94116.567 33553.691 138.689 
第45図3 17 3133 SC 1 プロック14 角錐 Hor 35.62 01 11.64 13.68 4.75 日94117.002 33554.471 138.723 

3134 SC 1 プロック14 剥片 Hor 15.52 12.96 9.37 1. 33 94116.738 33554.834 138.669 
3135 SC 1 プロック14 剥片 Hor 23.67 24.21 6.38 2.53 94116.442 33554.061 138.701 
3136 SC 1 プロック14 剥片 日or 13.57 21.48 5.05 1. 26 -94115.537 33553.963 138.746 
3137 3 SC 1 プロック14 砕片 Hor 7.08 8.91 4.24 1. 05 94114.998 33554.431 138.797 
3137 1 SC 1 プロック14 罰j片 Hor 11.11 12.96 6.51 1. 74 -94114.998 33554.431 138.797 

-163-



図版番号 写図真版 遺番物号 枝番 接合 層位 遺構 器種 石材 Ob O番b骨号折 513 折 申高
折 厚(皿さ) 重(_g吉) X座標 (m) Y座標 (m) 標高 (m)摩地 (皿)

3137 2 SC 1 プロック14 調!片 日or 13.01 。23.77 6.66 0.26 -94114.998 33554.431 138.797 
3138 SC 1 プロック14 剥片 Hor 26.09 。18.03 12.41 4.71 .94114.953 33555.069 138.831 
3139 SC 1 プロック14 剥片 Hor 8.25 11. 33 3.64 0.34 .94113.705 33553.887 138.936 

第46図7-1 17 3140 526 SC 1 プロック14 剥片 Hor 20.日5 49.88 37.98 35.05 -94113.134 33554.780 138.950 
第45図5 17 3141 SC 1 プロック14 RF Hor 109.52 44.57 18.72 73.37 -94113.444 33554.547 138.927 

3142 SC 1 プロック14 剥片 Hor 23.61 28.03 7.03 5.65 .94112.746 33554.381 139.057 
3143 SC 1 プロック14 君。片 Hor 40.78 22.82 10.14 7.94 -94112.973 33554.026 139.002 
3144 527 SC 1 プロック14 剥片 Hor 40.39 33.26 15‘89 30.15 .94111. 327 33554.294 139.155 
3145 SC 1 プロック14 調I Ob HNHJ 53 32.69 。19.13 。11. 36 5.57 .94116.354 33553.326 138.676 
3146 SC 1 プロック14

剥剥剥砕

Ob HNHJ 541 19‘98 18.38 2.62 0.65 -94117.052 33553.228 138.668 
3147 SC 1 プロック14 Ob HNHJ 551 20.84 14.53 7.28 1. 63 -94117.196 33553.696 138.678 
3148 SC 1 プロック14 Ob HNHJ 561 14.14 13.3 4.6 0.55 や94117.365 33555.228 138.658 
3149 SC 1 プロック14 Ob 計測不可 .94117.985 33554.272 138.587 
3150 SC 1 プロック14 剥片 Ob 推定不可 57 7.48 。23.71 10.41 1. 27 自94118.389 33552.221 138.512 

第46図8 17 3314 531 SC 1 プロック14 磁石 An(Pρ 137.65 102.1 。60.自9 580 -94115.314 33553.415 138.781 
第46図8 17 3333 531 SC 1 プロック14 鼓石 An(Py) 425 -94115.205 33553.768 138.8日8
第46図9 17 3336 SC 1 プロック14 敵石 An(Py) 138.01 84.34 70.42 1045 .94114.669 33554.457 138.841 
第46図8 17 3417 531 SC 1 プロック14 敵石 An(Py) 38.1 -94116.174 33554.296 138.712 

3450 SC 1 プロック14 剥片 Hor 11.12 10.26 。4.3 0.47 .94112.707 33554.364 139.049 
第45図6 17 3451 SC 1 プロック14 石核 GAn 40.12 36.84 36.15 64.4 .94114.289 33554.675 138.856 

3452 SC 1 プロック14 剥片 Hor 20.7 10.81 0.98 0.2 -94115.859 33554.741 138.724 
3453 SC 1 プロック14 剥片 Hor 32.65 。45.61 22.93 28.94 -94116.412 33554.021 138.697 
3454 SC 1 プロック14 砕片 Hor 6.8 9.82 3.93 0.31 -94116.570 33553.693 138.673 

第46図7-2 17 3455 526 SC 1 プロック14 剥片 Hor 55.53 42.89 16.64 37.62 .94115.782 33553.127 138.737 
3457 SC 1 プロック14 砕片 Hor 0.12 司94115.239 33554.769 138.780 
3458 1 SC 1 プロック14 砕片 日or 7.66 7.32 3.51 0.07 -94115.896 33554.697 138.746 
3458 2 SC 1 プロック14 砕片 Hor 6.57 9.46 1. 76 0.14 -94115.896 33554.697 138.746 
3459 SC 1 プロック14 剥片 Hor 21. 92 18.63 4.98 1. 91 .94115.719 33554.342 138.731 

第45図4 17 3460 SC 1 プロック14 角錐 日or 10.73 20.34 10.89 2.09 .94113.706 33552.218 138.939 
3515 SC 1 プロック14 剥片 Hor 11. 94 01 14.6 4.68 0.59 .94115.957 33553.944 138.684 
3517 SC 1 プロック14 事J片 Hor 20.16 16.13 5.48 1.46 -94116.376 33554.796 138.680 
3518 SC 1 プロック14 剥片 Hor 11. 63 10.14 3 0.4 .94117.250 33554.929 138.579 
3578 SC 1 プロック14 剥片 Ob SWHD 61 10.28 10.59 2.2 0.16 .94116.783 33553.057 138.573 
3589 SC 1 プロック14 剥片 Hor 25.38 01 34.02 13.09 9.28 .94114.170 33553.234 138.864 

第45図1 17 3590 SC 1 プロック14ナイフ Hor 48.45 01 17.76 12.71 13.68 -94116.046 33552.705 138.616 
3604 SC 1 プロック14 調j片 Hor 18.15 16.2 7.45 1. 22 匂94117.544 33554.348 138.539 
3605 1 SC 1 プロック14 剥片 Hor 8.69 01 18.25 2.87 12.1 -94119.430 33554.710 138.349 
3605 2 SC 1 プロック14 剥片 Hor 10.94 19.45 5.19 0.81 .94119.430 33554.710 138.349 
3605 3 SC 1 プロック14 剥片 日or 31. 82 33.34 01 10.13 0.29 -94119.430 33554.710 138.349 
3611 SC 1 プロック14 剥片 Ob HNHJ 611 13.66 13.08 4.58 0.6 -94118.028 33553.982 138.447 
3613 SC 1 プロック14 剥片

官襲
22.9 20.46 9.73 3.07 -94118.524 33553.336 138.190 

第47図11 3，17 3007 SC 1 プロック外 RF 7.74 22.87 10.79 2.47 .94110.465 33557.221 139.223 
3 3日日8 SC 1 プロック外 砕片 5.87 8.47 1.41 0.13 .94109.887 33557.357 139.232 

第47図12 3，17 3069 YL プロック外 UF 15.33 28.14 4.62 3.57 -94113.657 33557.315 139.117 
第47図10 17 1 3080 SC 1 プロック外 Mレイパ】 Hor 48.38 91. 32 17.31 75.84 -94110.574 33557.659 139.146 

3248 SC 1 プロック外 事j片 Ob SWHD 581 19.52 01 18.1 6.46 1. 93 .94108.135 33567.304 139.198 
3249 SC 1 プロック外 剥片 Ob SWHD 591 13.52 01 20.24 3.84 0.62 .94108.756 33566.461 139.196 
3250 1 SC 1 プロック外 剥片 Hor 9.92 13.26 4.67 4.52 -94101. 895 33549.117 139.668 
3250 2 SC 1 プロック外 剥片 Hor 13.93 30.47 9.41 0.42 -94101. 895 33549.117 139.668 
3583 SC 1 プロック外 郭片 Hor 19.06 30.54 5.05 2.81 .94108.132 33566.125 139.141 
3618 BB 1 プロック外 言明片 日or 50.21 41. 77 9.56 19.67 .94109.655 33542.755 138.684 

第V文化層

図版番号 写図真版 遺番物号 枝番 接合 層住 遺構 器種 石材 Ob O番b分号析 長(醐さ) 折 幅 折 厚(凹さ) 重(gさ) X座標 (m) Y座標 (m) 標高 (m)産地 (醐)

1336 YL UF STu 39.95 51. 67 10.54 20.07 94116.000 33559.153 138.957 
1529 YL 剥片 Ob SWHD 62 17.03 9.25 2.33 0.25 -94101. 721 33533.277 139.644 

第57図16 18 1754 FB 組石刃 Ob KZOB 197 15.97 。8.11 2.13 0.26 94ω7.431 33524.702 139.693 
第56図6 18 1905 FB ナイフ GAn 38 15.27 4.44 2.71 94117.666 33546.706 138.859 

I第第第第55556666 図図図図2 3 5 4 
18 2305 YL ナイア Ob WDTN 118 54.25 12.17 4.8 2.97 -94106.713 33516.961 136.684 
18 2524 FB ナイア Ob HNHJ 119 48.74 26.44 13.06 12.32 94112.001 33531. 006 138.145 
18 2609 FB ナイフ Ob HNHJ 121 36.49 18.92 7.04 5.04 -94121. 810 33558.113 138.838 
18 2626 FB ナイフ Ob HNHJ 121 27.9 15.07 7.31 2.16 94116.9斗2 33589.633 137.530 
2721 56 KU 事j片 Ch 51.4 。29.53 17.45 30.61 -94123.692 33569.990 138.376 

第57図18 18 2792 FB 細石刃 Ob KZOB 198 9.93 。5.19 1.6 0.08 94112.559 33577.495 139.149 
2813 YL 剥片 Hor 11.31 26.94 10.06 3.08 -94113.234 33547.104 138.993 

第57図21 18 2814 YL 石核 Hor 35.94 33.94 11. 3 13.62 94115.318 33546.378 138.681 
2815 YL ~J片 Ob SWHD 631 16.67 18.77 。3.03 0.65 94100.110 33547.950 139.908 
2817 YL UF Ob SWHD 641 10.96 13.12 1. 93 0.18 -94106.039 33541. 577 139.665 
2848 YL UF Ob SWHD 651 15.72 14.74 3.54 0.7 94117.465 33556.297 139.003 
2849 YL UF Ob KZOB 661 17.52 31. 33 5.74 2.86 -94114.953 33554.895 139.237 
2850 YL 剥片 Ob HNHJ 671 11. 63 。12.19 。3.15 0.36 -94112.736 33553.558 139.373 
2851 YL 剥片 Ob KZOB 681 10.22 01 8.68 1. 95 0.14 94104.921 33557.426 139.891 
2852 YL 割l片 Hor 11.日8 01 23.99 3.2 0.78 戸94104.919 33557.403 139.906 

第56図1 18 2860 FB 

荷ナ石朝イj核片予Fフ
Ob SWHD 122 20.92 13.12 4.44 1. 03 94104.826 33581. 937 139.022 

第57図19 18 2869 YL 日or 51.4 53.05 42.37 158.05 ー94106.111 33549.671 139.526 
2873 YL Hor 23.76 21. 78 5.13 2.33 -94113.125 33555.084 139.148 
2877 YL Hor 28.87 13.68 11. 55 4.31 94115.945 33557.106 138.954 
2878 YL 剥片 Ob SWHD 691 1日82 14.82 4.06 0.54 -94120.574 33553.504 138.523 
2879 YL UF Ob 推定不可 71 19.74 01 20.97 7.47 2.24 94121. 517 33553.305 138.404 
2880 YL 事j片 Ch 17.29 18.59 5.04 1.62 -94119.886 33551. 323 138.478 
2920 YL 樫腕器 Ob HNHJ 711 21. 63 12.56 2.87 0.68 94106.326 33537.783 139.559 
2921 YL 剥片 Hor 36.28 30.79 22.13 28.56 -94107.424 33538.639 139.422 
2922 YL 剥片 Hor 23.1 20.96 23.51 11.61 94108.491 33539.552 139.390 
2923 YL 砕片 Hor 6.3 01 6.74 。1. 04 0.05 -94108.323 33538.668 139.298 
2924 YL 砕片 Hor 5.43 01 9.76 3.68 0.27 94108.454 33538.331 139.260 
2925 1 YL 剥片 Hor 12.13 14.67 8.73 1. 55 -94108.613 33537.758 139.211 
2925 2 YL 剥片 Hor 14.25 8.25 01 4.45 0.37 94108.613 33537.758 139.211 
2925 3 YL 剥片 Hor 15.08 5.65 4.09 0.62 -94108.613 33537.758 139.211 

第57図15 18 2926 YL UF HFT 51. 87 30.2 9.16 17.84 -94108.955 33537.150 139.147 
2927 YL 剥片 GAn 39.5 17.24 7.86 5.22 時94109.699 33536.135 138.998 
2928 YL 砕片 Ob SWHD 72 7.66 9.03 2.9 0.14 94108.706 33536.254 139.070 
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縄文時代

図版番号 写図版真 遺番物号 枝番 接合 層位 遺構 器種 石材 Ob O番b分号析 長(mさ) 折 1m 折 53 重(gさ) X座標 (m) Y座標 (m) 標高 (m)産地 (皿)

1005 床面直上 住居跡1 剥片 Ob KZOB 236 23.66 11.2510 2.59 0.48 -94112.350 33573.642 139.371 
1008 床面直上 住居跡1 厳石? 可h 138.65 104.46 55.49 900 94112.064 33573.469 139.343 

第64図17 2，31 1009 s28 床面直上 住居跡1 磨敵石 An(Py) 57.5 。82.12 。67.21 370 -94111. 364 33572.977 139.374 
第64図18 2，31 1010 床面直上 住居跡1 磨敵石 加 σy) 95.79 。85.56 43.85 555 94111. 591 33572.770 139.351 

2 2250 床面直上 住居跡1 剥片 Ob SWHD 239 21.5 20.81 6.14 1. 65 -94111. 008 33572.298 139.391 
2251 床面直上 住居跡l 剥片 Ob SWHD 24 12.63 9.34 1.44 0.15 94112.136 33569.330 139.467 

第64図16 2 2252 

輔
磨石 VBa 36.81 。81.85 。48.96 145 -94110.888 33570.961 139.388 

第64図15 2 2253 蔽石 VBa 63‘48 。72.39 。34 135 94110.835 33571. 988 139.375 
第64図19 2，31 2254 磨敵石 Ba 107.98 78.03 56.61 735 -94110.229 33572.302 139.347 

2386 UF IOb KZOB 242 15.54 14.01 5日9 0.72 94111. 464 33573.228 139.362 
2387 剥片 Ob HNHJ 243 13.9110 5.4310 3.77 0.25 一日4112.400 33573.319 139.360 
2750 床面直上 住居跡1 事j片 Ob KZOB 244 8.9 。10.9 1.18 0.09 94112.267 33573.454 139.234 

2 2751 床面直上 住居跡1 剥片 Ob SWHD 245 15.06 18.55 2.17 0.48 ー94112.260 33572.887 139.239 
2752 床商直上 住居跡1 砕片 Ob 0.02 -94113.495 33573.105 139.230 

2 2753 床面直上 住居跡1 剥片 Ob SWHD 246 12.53 14.86 2.99 0.52 94111. 072 33571. 855 139.309 
2 2754 床面直上 住居跡1 剥片 Ob KZOB 247 21. 89 28.69 3.69 1.84 -94111. 039 33571. 050 139.303 
2 2755 床面霞上 住居跡1 剥片 Ob KZOB 248 23.51 18.2 4.29 1.12 94111. 756 33569.335 139.319 
2756 

覇
砕片 Ob 計測不可 94112.953 33569.174 139.386 

第64図2日 2，31 2757 磨厳石 An(Py) 121. 36 68.92 60.41 620 94111. 928 33572.903 139.240 
2 2758 剥片 Ob KZOB 249 16.66 18.51 8.6 2.29 -94112.120 33573.677 139.270 
2 2759 台石? 加 (Py) 107.02 。47.46 。50.85 275 94111. 521 33569.643 139.320 
2 2761 磨石? んl(Py) 95 。59 40 270 -94113.761 33570.843 139.193 
2 2763 台石ヲ An(Py) 210 144.73 68.16 2485 94112.036 33572.258 139.130 
2，29 2766 磨き石? CSS 40.69 30.18 16‘37 26.16 日94110.570 33571. 915 139‘308 

第64図21 2，31 1007 覆土 住居跡1 回石 品¥I'Y2 123.49 96.3 47.48 750 94111. 864 33573.661 139.368 
第64図17 2，31 1026 s28 覆土 住居跡1 磨高主右 An(Py) 71. 51 。35.88 。59.96 130 94110.462 33572.099 139.437 

2 2010 覆土 住居跡1 UF Ob KZOB 238 24.23 38.93 7.07 3.39 -94111. 263 33569.281 139.525 
2385 

構孟
住居跡1 砕片 Ob KZOB 241 8.2110 5.8310 4.15 0.14 -94113.330 33569.635 139.359 

2 2801 住居跡1 磨石? An(Py) 75.58 。63.32 。27.01 220 -94110.843 33570.642 139.001 
第68図9 2，30 2783 

を住住住居居鳶居跡跡篠跡22 宮2 

石鹸 Ch 23.98 14 4.28 0.89 -94107.421 33580.776 139.147 
1956 剥片 Ob KZOB 25 13.24 。18.3210 5.14 1. 07 -94108.119 33581. 068 139.280 
1957 覆土 剥片 Ob KZOB 251 15.63 13.49 3.51 0.65 .94108.514 33579.288 139.533 

2 2782 覆土 剥片 Ob KZOB 252 18.41 。29.81 4.63 1. 77 -94107.818 33580.561 139.133 
2 5001 覆土 住居跡2 剥片 Ob KZOB 253 37.09 23.41 8.79 4.27 
5002 覆士 住居跡2 剥片 Ob SWHD 254 15.03 8.37 3.58 0.35 
5003 覆土 住居跡2 剥片 Ob KZOB 255 12.19 4.79 5.99 0.23 
5004 土 住居跡2 剥片 Ob KZOB 256 17.32 6.3810 1.6 0.13 
5005 士 住居跡2 砕片 Ob AGKT 257 6.06 。6.79 1.18 0.02 

2 5006 住居跡2 UF Ob SWHD 258 18.08 17.24 3.55 0.83 
5007 住居跡2 剥片 Ob SWHD 259 13.06 5.52 3.01 0.12 
5008 住居跡2 UF Ob SWHD 26 8.56 11. 51 4.41 0.21 

2，29 5025 住居跡2 磨き石9FSS 38.16 19.43 10.64 11. 35 
第71図1 1079 3層 土坑4 スクレイ1'-Sh 89.14 60.29 11. 64 88.16 .94102.978 33572.601 139.389 
第71図2 1767 覆土 土坑7 垂飾 SR 71. 5 13.99 4.4 7.82 -94100.326 33526.755 139.456 

6 KU 石核 Ob KZOB 199 25.07 23.24 13.11 5.76 .94100.624 33558.869 140.144 
第91図32 30 9 FB 理Ifj;百器 Ob SWHD 171 20.15 15.12 7.74 2.72 -94104.269 33555.899 140.150 
第90図11 30 10 FB 石飯 Ob KZOB 281 14.43 01 12.9 。3.74 0.51 -94105.106 33556.601 140.019 

28 FB 剥片 Ob 7.83 01 15.96 5.35 0.38 -94104.312 33569.568 139.930 
30 FB UF Ob SWHD 147 10.11 10.59 1.8 0.2 -94106.468 33569.862 139.874 

第90図4 30 41 FB 石鍛 Ob AGKT 291 28.81 16.25 。4.88 1. 47 .94107.756 33565.276 139.861 
48 FB 敵石 An(Py) 90 80.94 43.87 455 -94107.396 33563.901 139.783 

第96図55 31 62 KU 磨敵石 品 (Py) 83.52 74.54 34.9 360 -94109.849 33561. 775 139.962 
67 KU 剥片 Ob 推定不可 264 18.05 16.42 6.55 1. 29 -94107.309 33578.557 139.596 
71 FB RF GAn 13.55 01 37.4 8.33 3.18 -94101. 139 33568.316 139.964 
82 KU 敵石 加 (Py) 71.17 51.16 38.23 155 -94110.703 33562.730 139.932 
92 KU 勝B石器 Ob SWHD 171 19.96 18.97 8.49 2.78 -94110.400 33565.412 139.909 

第95図53 31 109 KU 磨石 加 (P 118.69 67.51 54.95 810 -94111. 644 33565.428 139.864 
第95図47 31 134 KU 敵石 An(Py 103.1 日5.04 52.37 675 -94115.131 33560.257 139.601 

142 FB 台石? An(P 142.1 111. 66 01 24.58 440 一94115.635 33563.005 139.606 
149 KU 台石ワ An(P 105.18 51. 2 01 33.4 200 -94113.548 33564.859 139.770 

第95図48 31 166 FB 敵石 担 (P 109.62 82.73 41. 57 595 -94110.359 33567.571 139.757 
177 KU 台石? An(P 151.15 75.65 01 38.75 480 -94114.428 33568.246 139.643 
179 KU 磨石? 品 (P 86.04 01 49.35 01 17.54 80 -94115.804 33568.222 139.632 
180 KU 磨敵石 加 (P 103.52 81. 78 49.47 645 -94115.929 33568.567 139.504 
186 KU 台石? 担 (P 99.15 01 70.54 01 43.87 390 -94118.394 33566.480 139.384 
192 FB UF Ob SWHD 148 15.83 13.48 4.41 0.59 .94107.438 33563.106 139.816 
194 FB RF Ob 12.46 01 15.13 。5‘84 0.78 -94108.168 33565.942 139.820 
195 KU 台石TAn(Py) 100.28 01 42.76 01 37.44 185 .94113.792 33565.740 139.768 
207 FB 剥片 Ob SWHD 265 15.79 10.45 3.08 0.31 -94115.601 33564.225 139.570 
2日9 FB 蔽石 An(Py) 107.95 83.16 63.65 710 -94115.242 33565.093 139.588 
221 FB 砕片 Ob 5.13 5.38 1.49 0.03 -94116.187 33562.756 139.527 
259 KU 事j片 Ob 10.13 7.61 1. 87 0.09 -94115.345 33556.340 139.563 
260 FB RF Ob SWHD 21 10.03 21. 94 10.81 1.62 -94115.200 33555.963 139.500 
263 KU 鼓石 CSS 91. 35 75.42 41.15 360 -94113.669 33555.398 139.575 

第95図49 292 KU 敵石 Ba 43.29 01 74.15 01 48.94 205 -94117.394 33557.754 139.388 
317 FB 台石ワ An(Py) 55.84 01 95.68 01 31.87 190 .94115.667 33563.569 139.451 

第91図31 320 KU 剥片 Ob HNKJ 266 95.93 43‘45 10.58 42.89 -94117.591 33562.023 139.488 
321 KU 磨敵石 An(Py) 54.38 39.91 01 27.74 90.53 -94115.047 33560.242 139.586 
344 KU 台石? An(Py) 99.4 69.81 43.24 370 -94113.664 33565.165 139.707 
349 FB 磨石? 担 (Py) 90.53 01 59.72 01 29.74 200 -94113.118 33568.191 139.683 
350 FB 砕片 Ob 6.83 9.73 2.03 0.1 21 -94112.622 33566.222 139.704 
353 FB 剥片 Ob 12.19 8.44 2.02 0.1 71 -94110.305 33568.591 139.747 
361 FB 樺形石器 Ob KZOB 172 19.7 13.93 10.39 2.34 -94113.637 33567.964 139.668 
373 l FB 剥片 Ob 10.3 7.48 3.09 1.2 91 -94116.313 33568.509 139.470 
373 2 FB UF Ob 19.31 16.56 6.16 0.1 31 -94116.313 33568.509 139.470 
375 FB 台石? An(Py) 69.16 01 67.89 01 64.02 600 -94117.319 33568.525 139.316 
410 FB 磨鼓石 An(Py) 104.79 90.89 50.62 570 問94113.504 33565.357 139.629 

第90図14 30 417 FB 石鍛 Ob KZOB 211 15.06 12.93 。4.03 0.53 -94115.092 33568.029 139.505 
423 KU 台石ワ 担¥I'Y2 110.91 99.19 01 49.39 755 .94117.125 33557.853 139.372 
435 FB 剥片 Ob KZOB 2671 15.27 01 13.69 2‘68 0.49 -94105.268 33562.446 139.93日

第97図66 32 439 KU 石血 品 (Py) 343 282 99 1600 .94110.347 33561. 513 139.912 
448 FB 剥片 Ob 8.41 12.35 1. 89 0.1 91 -94112.014 33565.356 139.639 

第98図68 32 452 FB 石血 担(吋 363 01405 115 23000 .94114.441 33564.793 139.481 
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附表1

図版番号 開警 枝番 接合 層位 遺構 器種 石材
Ob o番b分号析 長(mさ) 折 理邑 f斤 5t) 干3 X座標 (m) Y座標 (m) 標高 (m)産地 (阻)

第97図的 KU 石皿 An(Py) 426 311 103 l出叩 .94116.513 33566.109 139.598 
473 FB 磨石ワ An(Py) 60.44 。48.29 。31. 21 145 .94110.460 33567.334 139.669 
480 KU 磯器 An(Py) 63.8 150.29 97.04 1220 .94119.122 33557.197 139.321 
484 FB 磨石? An(Py) 61. 98 。39.43 。15.58 53.52 .94118.549 33556.280 139.291 
489 KU 剥片 Ob SWHD 268 14.28 18.14 3.23 。74 守94117.406 33556.225 139.399 
504 KU 剥片 Ob 19.12 7.71 4.22 0.52 .94115.788 33557.334 139.557 
520 KU 砕片 Ob 8.77 6.1810 1.12 0.06 .94119.667 33555.964 139.265 
561 FB 機石器 Ob KZOB 173 14.89 7.32 4.04 0.44 .94111.524 33548.503 139.633 
562 FB 砕片 Ob 5.88 7.4 2.15 0.07 .94112.902 33548.840 139.609 

30 570 FB 石鍍 Ob KZOB 211 20.27 16.1610 5.22 1. 25 .94111. 313 33546.539 139.630 
577 FB 剥片 Ob SWHD 269 21. 99 13.71 3.65 0.91 .94112.229 33545.875 139.558 
583 FB 剥片 Ob KZOB 27 20.47 10.52 2.25 0.29 .94111. 021 33544.562 139.635 
616 KU 裡形石器 Ob SWHD 174 18.26 6.33 4.92 0.39 .94116.568 33547.746 139.422 
630 FB 

百捜剥剥形片片Z万T器ア

Ob 15.28 4.5710 3.47 0.16 .94117.961 33546.615 139.088 
635 FB Ob SWHD 271 13.76 14.75 6.39 1.11 .94116.882 33546.111 139.321 
646 KU Ob SWHD 175 19.38 26.98 7.74 5.8 .94115.186 33545.287 139.427 
665 FB Ob 10.11 5.74 1. 07 0.06 ー94113.884 33544.526 139.516 
667 FB 磨き石 Sh 52.81 23.38 4.62 9.86 .94113.641 33544.214 139.522 
672 FB 磨敵石 VBa 101. 26 84.15 43.11 500 .94112.110 33542.938 139.491 
687 FB 砕片 Ob 8.89 7.98 3.28 0.17 .94117.009 33547.176 139.230 
694 FB 剥片 Ob 12.38 7.24 3.62 0.16 .94112.373 33543.909 139.582 
697 FB 剥片 Ob 11. 32 7.05 1. 34 。l .94111. 356 33543.109 139.647 

30 701 FB 石鍛 Ob SWHD 212 11.9310 3.3610 3.81 0.15 .94114.285 33542.332 139.267 
703 FB 敵石 An(Py) 108.1 。82.85 46.87 600 .94113.439 33544.672 139.447 
713 FB 事j片 Ob AGKT 272 16.23 。16.5 3.38 0.78 .94114.511 33546.361 139.469 
718 FB >MJ片 Ob KZOB 273 20.02 13.58 4 0.82 .94113.389 33551. 594 139.531 
719 FB 

事
Ob KZOB 274 12.42 15.41 4.15 0.47 .94114.172 33550.894 139.473 

720 FB Ob SWHD 275 21. 05 13.1910 3 0.74 .94114.245 33551. 076 139.474 
723 KU Ob SWHD 276 20.17 14.4 4.17 0.86 .94105.250 33558.430 139.992 
747 KU Ob KZOB 176 25.88 14.08 9.05 2.83 .94115.207 33570.896 139.625 
759 KU 加Q'Y2 88.01 。41. 91 34.29 220 .94114.058 33572.841 139.456 
773 KU Ob AGKT 277 16.8 26.13 4.99 1. 98 .94110.974 33571. 324 139.744 
784 FB 磨敵石 VAn 119.49 89.4 57.41 760 .94111. 966 33572.261 139.598 
795 KU 剥片 Ob SWHD 278 17.29 11. 21 2.15 0.37 .94118.650 33578日80 138.760 

807 FB 剥片 Ob KZOB 279 17.06 。14.19 2.44 0.48 .94112.281 33553.291 139.532 
809 FB 剥片 Ob SWHD 28 17.27 22.38 4.65 1. 36 .94116.535 33547.791 139.319 
824 FB 敵石 An(Py) 77.34 65.35 42.89 290 一日4116.546 33566.076 139.341 
831 FB 剥片 Ob KZOB 281 33.3 29.5 6.35 4.74 .94111. 796 33569.057 139.487 
847 FB 磨石? 加 σy) 57.57 43.33 。21. 55 90 .94115.630 33573.818 139.115 

第97図64 32 852 FB 石皿 VAn 239 。199 156 6500 .94111. 334 33570.635 139.581 
864 FB 磨石? An(Py) 96.05 76.66 23.89 270 .94108.538 33577.753 139.412 

第91図34 30 869 FB 石核 Ob SWHD 211 48.21 45.48 26.94 55.66 .94108.026 33578.167 139.440 
878 FB UF Ob SWHD 123 40.48 37.8 12.16 13.05 .94107.960 33577.998 139.442 
884 FB 磨敵石 An(Py) 86.54 57.92 36.71 270 .9410ι381 33577.695 139.388 
892 FB 敵石ワ HSS 83.27 71. 98 31.13 280 .94105.544 33578.604 139.501 
893 FB 砕片 Ob 8.22 5.31 1.44 0.04 .94113.530 33571. 684 139.458 
939 KU 敵石 加 (Py) 108.54 84.72 44.34 550 .94116.899 33541. 962 138.895 

第90図15 30 940 KU 石鍍 Ob KZOB 213 16.07 13.12 。3.22 0.6 .94117.046 33542.557 138.957 
950 FB 事j片 Ob SWHD 282 18.35 9.53 2.43 0.23 .94110.823 33544.149 139.615 

第94図39 29 956 KU t理』石斧 CSS 116.86 76.17 24.46 187.92 .94110.609 33540.945 139.576 

960 KU 剥片 Ob 0.02 手94118.529 33539.860 138.458 
961 KU 隣剥片 Ob SWHD 191 17.15 10.63 1. 93 0.21 .94115.848 33538.042 138.857 
974 KU 台石? An(Py) 176.5 155 01 86.28 1950 巴94111.220 33581. 092 139.155 
980 KU 磨石? 加(町) 110.3 01 89.06 01 20.68 365 .94112.176 33582.108 139.054 

981 FB 石皿 An(Py) 194.1 106.85 62.9 1860 .94112.879 33582.573 138.786 
982 FB 理路<i議 Ob SWHD 177 14.63 11.46 3.78 0.52 .94110.399 33583.141 138.843 

988 FB 剥片 Ob SWHD 283 30.18 19.22 4.98 1. 74 94111. 843 33584.497 138.791 
990 FB 両極郡片 Ob SWHD 191 24.3 8.19 6.06 0.71 .94112.357 33586.452 138.482 
992 KU 剥片 Ob 22.8 14.2 。3.8 1. 26 .94114.189 33586.564 138.355 
995 FB 磨石? Anσy) 76.22 62.56 33.06 190 .94117.396 33586.482 138.110 

第91図28 2 1006 UF Ob KZOB 237 29.65 22.7 16.19 7.57 .94112.941 33573.903 139.356 

1040 KU 錐 SSh 38.73 22.65 5.11 4.18 .94112.568 33578.245 139.105 
1050 FB 剥片 Ob SWHD 284 18.22 01 16.85 01 10.69 1. 82 .94112.915 33575.643 139.326 
1065 KU 磨石? An(η) 92.39 74.8 31. 68 270 .94111. 275 33581. 094 139.060 

第64図17 2，31 1099 ，28 FB 磨敵石 加 (Py) 51. 25 01 64.87 01 65.32 230 .94112.806 33575.758 139.291 
1100 正U 砕片 Ob 6.87 4.49 1. 08 0.02 94115.154 33566.216 139.525 
1150 KU 敵石 Ba 48.9 01 79.52 01 38.1 220 .94127.802 33563.213 137.956 

1151 KU UF Ob KZOB 124 18.85 9.21 。2.93 0.48 .94128.015 33565.825 137.856 
1152 FB RF Hor 104.45 115.92 39.68 409.54 .94128.565 33566.543 137.487 
1155 FB 敵石 An(P 56.42 67.46 37.67 200 .94128.416 33567.559 137.392 

1163 KU 敵右 An(p 75.81 56.72 31. 88 190 .94126.268 33560.541 138.299 
第97図65 32 1182 FB 石胆 加 (P 254 01290 146 4000 .94125.149 33560.845 138.427 

1189 FB 石皿9 An(p 225 01201 100 7000 94124.444 33561. 888 138.340 
1216 FB 磨敵石 An(Py' 100.42 77.75 01 53.09 610 94123.617 33564.221 138.528 
1236 KU 敵石 担 (P 77.01 01 86 65.02 675 .94124.277 33566.106 138.328 

第95図50 1250 KU 敵石 An(P 46‘98 01 41.07 01 39.09 105.57 .94117.595 33556‘731 139.318 
1257 KU 台石? An(η 103.81 67.92 33.61 400 .94122.708 33567.731 138.543 
1263 FB 石皿? 品 (P 203 170 44 2400 .94120.907 33563.495 138.680 

1265 FB 石皿? An(Py 258 01164 73 5500 .94122.829 33562.364 138.526 
30 1 1268 FB 石量産 Ob AGKT 214 13.86 01 14.77 。3.93 0.63 .94126.897 33570.311 137.273 
1271 KU 台石? An(Py) 79.82 01 58.13 01 68.47 370 94123.623 33570目834 138.258 
1289 FB 台石ワ An(Py) 119.78 92.22 0157.36 78日 .94127.472 33574.752 136.993 

1299 KU 台石? An(Py) 116.97 01 80.21 01 40.76 445 94122.718 33575.018 138.337 

1303 KU 砕片 Ob 3.96 6.19 。1.1 0.04 .94122.762 33576.991 138.212 
1304 FB 磨石? An(Py) 77.8 55.81 27.56 150 94122.000 33576.482 138.059 

1307 KU 磨石TAn(Py) 85.83 35.02 01 27.26 150 .94122.200 33578.272 138.128 
1316 FB 敵石? Ba 103.12 93.74 33.6 520 .94120.700 33583.001 137.793 

1319 KU 台石? An(Py) 135.85 48.19 96.64 950 切94122.023 33586.592 137.406 
1324 FB 敵石 加 (Py) 108.55 84.41 54.17 595 .94122.773 33590.810 136.724 
1327 KU 剥片 Ob SWHD 2851 20.02 20.58 4.85 1.1 .94122.669 33593.004 136.780 
1340 KU 石核 Ob KZOB 2611 18.9 22.14 12‘01 4.75 .94117.405 33556.753 139.396 

1345 KU 台石? おl(Py) 72.87 01 47.14 01 20.54 106.2 21 .94119.555 33544.040 138.817 
第91図23 30 1352 KU スクレイパー SSh 42.53 46.46 11.1 20.87 .94121. 653 33544.140 138.340 

1353 KU 剥片 Ob SWHD 2861 16.99 20.07 8.4 1.7 11 .94125.491 33542.382 137.499 
1357 KU 剥片 GT 22.43 41. 97 4.72 4.1 11 .94121. 897 33546.763 138.649 
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附表1

図版番号 写図真版 遺番物号 枝番 接合 層位 遺構 器種 石材 Ob 口番b分号析 誌 折
直圃
折 厚(皿さ) 重(民さ) X座標 (m) Y座標 (m) 標高 (m)産地 (皿)

30 1885 FB 石餓 Ob SWHD 217 17.02 13.8210 3.24 0.46 -94122.092 33544.434 138.283 
1886 FB 剥片 Ob 13.94 7.89 2.97 0.29 -94120.668 33544.026 138.420 
1887 FB 剥片 Ob SWHD 34 24_ 31 16_ 94 3.61 1.13 -94121. 672 33542.064 137_ 927 
1888 FB 理府石器 Ob SWHD 179 16_ 88 16.98 11. 22 2.47 切94116.735 33541. 216 138.768 
1889 FB RF IOb SWHD 13 11.67 15.44 8.9 1. 69 -94113.990 33540.257 138.882 

第91図30 30 1890 FB 再醐片 Ob SWHD 192 21. 5 17.08 4.13 1. 28 -94113.290 33540.832 139.172 
1891 FB 

産
Ob 5.47 9.42 1. 23 0.05 -94114.193 33543.288 139.130 

1892 FB Ob SWHD 193 17.9 10.41 4.82 0.66 -94112.204 33542.929 139.340 
18自3 FB Ob SWHD 131 13.27 13.08 3.65 0.62 -94111. 994 33543.631 139.458 
1894 FB Ob SWHD 35 16.23 。19.03 5.77 0.87 94111. 204 33543.771 139.610 
1895 FB Ob 12.58 8.54 1. 32 0.09 -94111. 247 33543.984 139.563 

第91図24 30 1896 FB 錐 Ob SWHD 235 18.6 7.8 4.38 0.35 -94111. 338 33537.576 139.083 
1897 FB 砕片 Ob 6.6 10 5.51 1. 98 0.07 -94122.203 33538.814 137.337 
1898 FB 剥片 Ob SWHD 36 13.16 。13.49 4.28 0.91 -94122.723 33534.700 136.942 
1899 1 FB 両極剥片 Ob SWHD 18 24.4 12.98 6.9 1.26 -94118.483 33534.307 137.606 
1899 2 FB 事J片 Ob 8.01 11. 25 2.74 0.15 -94118.483 33534.307 137.606 
1900 FB 砕片 Ob SWHD 37 9.79 9.7 1.46 0.08 -94113.972 33533.959 138.461 
1901 FB RF Ob 推定不可 132 9.75 11. 68 4.42 0.45 -94114.日57 33534.814 138.654 
1902 FB 剥片 Ob SWHD 38 2ι55 21. 24 5.14 1. 86 -94113.194 33535.094 138.845 
1903 FB RF Ob HNHJ 133 24.62 。46.13 12.66 13.01 -94112.588 33534.556 138.764 
1904 FB 

事
Ob 9.64 5.76 1.38 0.05 φ94116.507 33530.822 137.431 

第90図1 30 1906 FB GAn 60.98 。17.75 6.2 5.36 -94119.811 33540.743 138.268 
1907 FB RJa 33.3 12.82 11. 74 2.92 -94117.064 33537.963 138.092 

第91図29 30 1908 FB Ch(Re) 52.17 17.46 6.61 5‘54 -94118.960 33538.344 137.88日
1909 FB 剥片 Hor 21. 49 。24.9910 7.3 3.32 -94111. 057 33535.025 138.854 
1936 FB RF Ob KZOB 134 23.85 18.61 13.78 4.01 -94127.603 33547.258 137.502 
1937 FB 言明l片 Ob KZOB 39 12.38 20.09 6.88 0.92 -94118.747 33524.086 135.384 
1948 FB 剥片 Ob KZOB 31 10.79 17.98 4.95 0.64 -94114.024 33539.019 138.860 
1949 FB 剥片 Ob SWHD 311 13.49 。10.41 3.86 0.25 -94110.647 33537.393 139.260 
1963 FB 砕片 Ob 0.03 -94112.322 33569.987 139.725 
1964 FB 剥片 Ob KZOB 312 12.03 21. 78 2.12 0.47 -94111. 842 33569.227 139.739 
1965 FB 剥片 Ob KZOB 313 20.18 18.11 14.76 4.11 -94112.428 33569.853 139.700 
1981 FB 石皿? An(Py) 252 272 104 8500 -94120.684 33553.135 139.043 

第90図12 30 2036 FB Ob SWHD 218 19.15 17.17 4.22 1.3 -94112.323 33536町568 138.884 
2037 FB Ob SWHD 314 12.33 。9.69 3.21 0.31 -94117.259 33539.789 138.634 
2038 FB Ob 推定不可 315 11. 5 。20.92 5.47 0.64 -94119.305 33539.531 138.262 
2039 FB Ob SWHD 316 12.94 。14.32 4.89 0.89 -94118.651 33544.823 138.824 
2040 FB Ob KZOB 317 17.11 10.64 2.92 0.4 -94120.939 33546.424 138.509 
2043 FB 片 Ob 3.57 6.15 1. 61 0.04 -94101. 495 33519.605 138.639 
2108 FB 剥片 Ob SWHD 318 19.38 13.13 4.74 0.67 -94115.223 33539.680 138.854 
2109 FB 剥片 Ob 12.54 6.1 1. 22 O.日6 -94116.361 33539.727 138.654 
2110 FB 剥片 Ob 23‘21 7.3 2.3 0.44 -94117.989 33539.634 138.389 
2111 FB RF Ob 推定不可 135 41. 26 24.4 11. 09 9.23 -94108.917 33517.450 136.047 
2112 FB RF Ob HNHJ 136 20.87 33.65 10.67 5.32 -94101.102 33518.092 138.335 
2113 FB 剥片 Ob 13.12 6.52 1.6 0.09 0.000 0.000 139.862 
2131 KU 腕石器 Ob SWHD 181 26.32 14.08 7.99 2.35 -94119.443 33568.629 139.235 
2260 FB 剥片 Ob SWHD 319 21. 3 15.86 8.71 1. 88 -94113.229 33569.827 139.415 
2264 s30 FB 石皿 An(Py) 113 。120.95 。59.13 1386.23 -94116.975 33534.424 137.866 
2266 FB 台石? An(Py) 100.2 01 46.18 。41. 93 213.53 -94116.982 33535.090 138.069 
2267 FB 台石ワ An(Py) 123.94 01 95.58 。47.92 448.75 -94117.266 33535.158 138.034 
2270 FB 磨石9 An(Py) 106.34 87.74 42.13 735.79 -94122.544 33542.142 137.733 
2273 FB 台石? 担Q'Y2 92.56 01 97.49 。50.84 645.19 -94122.673 33545.392 138.142 
2274 s30 FB 石皿 An(Py) 136.42 01101.07 01 60.01 1420 -94122.293 33538.365 137.403 
2277 FB 磨敵石 品 (Py) 81. 93 01 80.54 39.11 390 -94117.753 33525.094 135.710 
2278 FB 磨石ワ An(Py) 130.92 01101.63 01 29.62 480 -94114.048 33523.771 136.519 

第96図59 31 2279 FB 凶石 An(Py) 58.76 86.36 37.53 244.22 -94113.734 33518.843 135.697 
2283 FB 石皿9 加σy2 142 01214 152 5000 -94108.798 33512.430 135.687 
2285 FB RF Ob KZOB 137 16.83 18.65 9.28 2.23 -94111. 991 33549.144 139.494 
2286 FB 剥片 Ob 5.69 18.96 3.26 0.28 -94111.980 33552.387 139.457 
2288 FB 石核 Ob KZOB 261 17.88 39.21 14.62 13.85 -94117.048 33549.860 139.166 
2289 FB 剥片 Ob SWHD 321 18.39 12.27 3.9 0.56 -94115.999 33552.573 139.350 
2290 FB 剥片 RJa 13.7 20.48 6.27 0.91 回94116.519 33552.087 139.284 
2291 FB 砕片 Ob 5.57 6.04 0.84 0.04 -94121. 669 33553.190 138.914 
2292 FB 剥片 Ob SWHD 321 19.49 11 6.23 0.75 -9412日.648 33550.777 139.005 
2293 FB 剥片 Ob KZOB 322 11.12 01 19.55 4.51 0.51 -94122.807 33552.687 138.781 
2294 FB 剥片 Ob KZOB 323 15.47 13.61 6.02 0.94 -94124.927 33552.882 138.474 

30 2295 FB 石鍬 Ob KZOB 219 10.72 01 14.05 3.21 0.48 -94123.006 33554.580 138.848 
2296 FB UF Ob KZOB 161 14.76 26.21 10.4 1. 57 -94120.072 33553.725 139.049 
2297 FB 剥片 Ob KZOB 324 15.07 15.48 4.57 1.1 -94116.672 33557.237 139.209 
2298 FB 剥片 Ob 10.38 。8.48 。1. 02 0.09 -94119.559 33557.761 139.277 
2299 FB ~J片 Ob KZOB 325 12.39 18.56 2.93 0.44 -94120.159 33557.743 139.197 
2300 FB 罰j片 Ob KZOB 326 15.84 13.13 3.14 0.44 -94120.747 33557.915 139.120 
2301 FB UF Ob SWHD 161 35.6 24.64 7.22 3.98 94120.394 33559.612 139.176 
2302 FB 剥片 Ob SWHD 327 33.43 25.88 15.42 9.06 94123.132 33559.479 138.715 
2303 FB 両瞳剥片 Ob KZOB 194 15.04 12.39 3.41 0.66 -94119.970 33564.763 139.003 
2304 FB 理臨石器 Ob KZOB 182 27.66 25.1 11.12 5.73 -94118.923 33572.264 138.973 

第95図44 29 1 2306 FB 

害
FSS 105.83 27.06 9.82 34.74 -94122.832 33554.814 138.816 

2333 FB Hor 29.49 45.49 8.71 10.13 -94120.154 33562.208 138.985 
2341 FB Hor 82.34 64.93 15.48 62.08 -94111. 961 33565.032 139.614 
2373 FB Ob SWHD 195 31. 8 16.46 4.22 2.25 -94109.674 33537.370 139.378 
2374 FB 剥片 Ob KZOB 328 12.74 12.31 2.69 0.26 -94125.461 33553.292 138.373 

第91図33 30 I 2375 FB 衡巨石器 Ob KZOB 183 30.82 13.76 10.05 4.53 -94119.860 33550.281 138.992 
2447 FB 型車石器 Ob KZOB 184 32.22 15.67 5.48 2.64 -94118.663 33557.084 139.056 

第90図3 30 1 2448 FB 石嫉 Ob WDTY 221 24.97 14.39 4.18 1. 03 -94120.112 33555.374 139.057 
2449 FB 剥片 Ob 7.58 12.58 4.57 0.2 -94121.184 33557.535 138.953 
2450 FB 剥片 Ob SWHD 329 9.7 01 11.98 1. 94 0.2 -94121. 045 33552.225 138.897 
2451 FB RF Ob KZOB 138 11. 92 17.68 2.74 0.67 -94118.060 33550.198 139.063 
2452 FB 剥片 Ob 11.57 8.19 1. 74 0.13 ー94108.022 33544.164 139.755 
2453 FB 剥片 Ob SWHD 331 11. 77 9.64 1. 86 0.1 -94108.462 33543.199 139.618 
2454 FB 剥片 Ob SWHD 331 11. 31 12.86 4.03 0.44 94107.708 33641. 966 139.637 
2455 FB 砕片 Ob 8.49 。6.07 5.13 0.23 -94109.708 33538.967 139.517 

第90図21 30 1 2456 FB スクレイJド Ob WDTY 2341 25.35 01 2日.48 7.84 4.2 81 -94110.459 33530.291 138.573 
2457 FB 模形石器 Ob KZOB 1851 40.21 13.54 13.61 7.4 11 -94120. 009 33563.627 138.799 
2458 FB UF Ob SWHD 1391 16.26 12.98 4.72 0.79 -94119.346 33563.337 138.817 
2459 FB 剥片 Ob KZOB 3321 21. 22 19.95 3.42 1.34 -94120.270 33560.852 138.904 
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図版番号 |譲 遺番物号 枝番|接合 層位 遺構 器積 石材 産O地b |附番号杭 長(mさ) 折 ( 幅醐 〕 折 l(享mrnさ) 重(反さ) X座標 (m) Y座標 (m) 標高 (m)

2460 IFB 日片 Ob 22.7 5.96 3.15 0.31 94120.755 33562.129 138.758 
2481 IFB 『片 Ob KZOB 333 14.54 12.39 。3.53 0.42 .94121. 561 33559.658 138.889 

第92図37 32 257 IFB 号車器 1 An(Py) 170 154.5 35.64 030 .94122.741 33558.67 138.710 
2579 IFB ?石? An(Pv) 170.3 150.6 81. 89 12300 .94124.090 33558.61: 138.542 

第95図43 29 2582 IFB 請書箔岸 G1 96.2， 51. 33 28.88 206.08 94123.21 33558.166 138.714 
第93図38 32 2586 IFB 際器 An(Py) 1235 215 37.68 1890 .94126.795 33558.355 138.217 

2589 IFB ワ An(Py) 69.63 59.6 26.65 130 .94127.064 33558.793 138.160 
2590 IFB ? An(Py) 266.5 163 65.79 1352日 .94126.993 33557.665 138.183 
2593 FB Hor 17.59 32.08 9.09 6.3 94126.136 33549.157 137.855 
2594 ヨB Ob ISWHD 334 11. 27 10 18.72 4.21 0.61 .94127.997 33553.155 137.668 
2595 才B Ob ISWHD 14 21. 86 12.26 10.02 .89 .94127.62J 33553.322 137.805 

30 2596 FB 石 Ob AGK:つ 221 9.4 14.03 3.3J 0.43 .94122.794 33551. 93J 138.434 
259i ミB 事j Ob 12.25 8.83 3.13 0.42 94118.604 33552.272 138.904 
2598 FB 剥日 Ob 7.89 12.19 5.26 0.47 94118.414 33552.746 138.990 
2599 FB じ Ob KZOB 162 9.48 17.53 2.04 0.33 .94117.365 33552.385 139.043 
26日 FB 割j片 Ob SWHJ 335 21.68 13.26 2.22 0.64 .94116.459 33551. 82， 139.13i 
260 FB UF Ob SWHJ 163 13.14 14.4 93 0.39 94116.326 33552.144 139.140 
2602 FB RF Ob KZOB 14J 6.96 78 2.96 0.22 94118.255 33556.131 139.082 

2603 FB Ob KZOB 336 16 46 2.05 0.18 .94119.795 33556.185 139.130 
2604 IFB Ob SWHJ 337 10.57 。49 .89 0.17 .94119.512 33556.593 139.057 

2605 IFB Ob 4.88 28 55 0.01 .94119.339 33557.347 139.095 
2606 IFB Ob 12.27 5.21 49 05 94119.809 33558.455 139.043 
2607 1 FB Ob |指定不可 338 9.97 。16.85 4.76 0.57 .94120.527 33557.196 138.972 
2608 1 FB Ob IKZOB 339 9.49 8.98 2.5 .94120.895 33559.190 139.000 
2610 IFB Ob IKZOB 164 .67 16 4.24 37 .94123.320 33561. 681 138.386 
2612 IFB Hor 23.72 25.56 6.72 3.63 .94129.447 33564.590 137.207 

第90図B 30 2613 IFB Ob ISWH 222 23.36 16.98 2.3J 34 94131. 029 33568.522 136.846 
第90凶16 30 2614 IFB Ob IKZOB 223 21. 82 14.78 6.51 1. 39 .94129.328 33569.051 137.052 

2615 手B Ob IKZOB 142 12.02 18.58 5.06 0.75 .94128.15J 33569.13J 137.448 

2616 FB Ob SWHD 186 20.31 13.39 7.09 88 .94118.947 33568.692 138.704 
26J ヨB Ob KZOB 143 8.27 13.32 3.52 0.36 94115.386 33569.107 139.285 

2619 FB Ob 9.33 8.13 2.25 0.06 94116.097 33572.739 139.12J 
2620 FB IOb KZOB 34 11. 71 20.01 4.03 0.59 .94115.752 33578.318 138.83J 
262J FB Ob KZOB 34J 13.5J 16.92 10.6 65 .94114.746 33576.889 138.924 
2622 FB Ch 9.48 21. 4 55 2.87 信94119.799 33573.560 138.644 

第91図25 30 2623 FB Ob KZOB 144 22.35 37 5 18 94109.484 33581. 402 139.172 

2624 FB 片 Ob SWHl 342 14.92 14.84 3 0.68 .94109.248 33585.419 138.818 
2625 FB 事片 IOb 7.89 12.83 3.76 0.27 .94118.767 33587.235 137.74 

2627 IFB Ob IKZOB 165 13.99 24.6 20.9 6.51 .94120.31 33589.254 137.240 
2630 IFB 。片 Ob ISWHl 343 9.9 10.6 3.63 28 94109.859 33566.260 139.694 
263 IFB 砕片 Ob .98 8.78 2.2 0.11 941日9.531 33562.922 139.737 
2632 1 FB 日片 Ob |推定不可 344 13.66 31 2.8 .27 .94108.399 33562.231 139.688 
2634 IFB i? An(Py) 73.56 46.57 39.2 2 .94121. 6J 33558.613 138.904 

2635 IFB ? An(Py) 88 90.65 42 475 .94121. 253 33558.694 138.948 
第96図56 31 2638 IFB 事石 An(Pv) 103.85 85.43 41. 72 540 94119.185 33556.613 139.024 

2639 IFB 白石 VBa 106.61 100.95 51.17 730 .94118.692 33556.485 139.179 
第95図54 31 2640 FB 石 An(Py) 164.5 73.5 87.99 1415 .94119.06J 33555.705 139.02i 

264 FB i? VAn 03 86.53 42.93 465 .94118.852 33556.155 139.033 
2642 ヨB 1 An(Py) 334 229 11500 .94117.649 33555.820 138.952 

第96図57 31 2643 FB 主石 1 An(Py) 94.92 93.5 38.69 570 94122.876 33555.539 138.734 
第95凶46 29 2645 手B 錘 IFSS 60.4 55.14 14.52 75.71 .94129.630 33554.897 137.813 

2647 FB 血 1 An(Py) 280 227 73 15500 .94122.435 33550.960 138.49， 
第98図70 2ω8 FB i1lI1 ? 1 An(Pv) 1316 247 240 126500 .94118.087 33550.619 139.019 
第98図的 2649 FB i1lI1 1 An(Py) 1495 395 1330ω 94120.395 33546.592 138.417 

2650 FB 1 An(Py) 92.58 78.74 47.76 490 94108.851 33559.981 139.901 
|第90図17 30 268J FB IOb IKZOB 224 24.71 13.88 5.25 .53 .94120.650 33556.589 138.986 

2682 IFB Ob .53 4.96 .66 031 .94120.425 33556.165 138.866 
2683 IFB Ob IKZOB 187 27.64 18. 10.26 4.35 .94121. 597 33556.453 138.736 
2684 1 FB Ob ISWHD 345 21. 67 18.94 4.89 35 94122.456 33555.578 138.74J 

2685 IFB Ob 01 4.08 04 0.02 .94118.688 33555.992 139.070 
2687 IFB 草 Ob 13.54 6.26 2.39 O. .94123.104 33553.823 138.59C 

2688 IFB コb 6.46 6.2 .28 0.05 .94123.898 33553.83 138.608 
2689 FB RF コb 主ZOB 145 25.36 10.43 3.97 0.77 94125.361 33553.758 138.249 

2690 才B 剥片 Ob SWHl 346 19.19 21. 2 3.81 0.76 94125.530 33555‘715 138.220 
2691 FB Ob KZOB 146 15.28 14.03 6.01 221 .94123.966 33556.835 138.575 

第92図35 30 2692 FB 核 IHor 32.36 37.34 12.3 13. .94122.081 33555.155 138.842 

2693 FB |片 GAn 12.76 28.62 6.35 921 .94124.438 33554.587 138.588 
2694 FB u片 IHor 30 21. 37 7.94 5.56 94124.370 33559.2日2 138.376 

第96凶60 3J 2695 FB l石 IBa 103.76 85.01 47.78 545 94119.756 33561. 412 138.91 
第95図5J 3J 2697 Kl i石 IVAn 93.87 88.56 42.9J 495 .94120.044 33562.945 139.093 
第95図52 3J 2699 FB An(Py) 82.9 61. 95 62.22 570 .94108. 33531. 4J 139.074 
第96図62 3J 27日 IFB VAn 204.5 147.4 56.63 2340 .94113.393 33559.3J 139.585 

27日7 IFB Ob 42 13.03 62 O. 94118.194 33555.662 138.948 

2708 IFB Ob 6.05 2.24 0.12 94118.084 33554.598 138.957 

2709 1 FB Ob IKZOB 347 12.9J 9.74 2.69 0.23 94118.336 33556.014 138.947 
2710 IFB RJa 15.73 23.09 6.96 .341 .94118.64 33555.92 138.950 

27 IFB コb 5.6J 8.94 .34 0.04 .94118.797 33555.887 138.940 
2712 IFB Ob 5.22 3.98 0.32 0.02 司94118.953 33555.880 138.852 

2713 1 FB Ob KZOB 348 12.4i 24.79 日 3 94118.954 33556.415 138.928 

2714 FB Ob 6.25 10.05 2.33 94118.694 33556.588 138.965 
2715 FB IOb 11. 55 。7.85 4.32 .331 .94118.540 33556.872 138.984 

2716 手B Ob .33 5.14 5J 021 .94117.985 33556.678 139.030 
2717 FB Ob 5.43 9.55 3.92 94118.885 33557.424 138.941 

2718 FB IHor 14.68 32.91 8.73 3.35 94123.332 33557.533 138.513 
2719 FB Ob IKZOB 166 24.28 9.5J 3.63 0.59 .94131. 132 33558.849 137.18i 

第96図6J 3J 2720 Kl An(Py) 95.74 91. 13 47.38 750 .94123.38 33569司996 138.345 
2722 FB VBa 102.41 81.42 58.5 635 .94127.35 33569.452 137.375 

2723 IFB Hor 40.7 30.12 12.33 12.58 94115.788 33569.602 139.086 
第90凶5 30 2724 IFB Ob IKZOB 225 22.65 15 4.48 Ll2 .94118.824 33574.483 138.55 

2725 1 FB コb SWHD 349 29 12.82 2.94 0.27 .94118.109 33576.274 138.591 

2744 IFB Ob 12 8.22 .61 1 0.09 .94095.024 33533.675 140.133 
2768 IFB Ob HNHJ 351 18.32 23.83 9.55 4.45 94118・114 33547.633 138.655 

|第96図58 3 2769 IFB i石 1An(Py) 105.29 55.4 40.24 40 94127.765 33547.946 137.353 
2780 I FB Ob SWHl 271 17.29 27.72 10.39 2.89 .94112.370 33532.19J 138.10日

2781 IFB 1 An(Py) 43.83 22. 33.55 50 .94115.623 33535.646 137.761 
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附表2

第川文化層 番号 接合 層位 遺構 石材 重さ(副 赤化 礎形態 X座標帥 Y鹿楳帥 標高帥

3203 r20 SC 1 磯群5 An(Py) 31.51 角礁 94114.220 33555.525 138.904 

番号 接合 層イ立 遺構 石材 重さ(g) 赤化 車整形態 X座標帥 Y康標刷 標高刷 3204 r39 SC I 喋群5 An(Py) 140 角礎 94114.595 33555.161 138剖6

3961 BBII 礎群3 An(Py) 2740 角磯 合94120.811 33607.1叫 134.542 32日5 SC I 際群5 VAn 700 B 亜角礁 .94114.650 33551. 812 138.787 

3962 BBIl 礁群3 An(Py) 3665 亜角型車 94120.514 33607.919 134.466 3206 r26 SC 1 磯群5 An(Py) 245 角礁 94115.200 33552.015 138.749 

3963 BBII 膿群3 An(Py) 6000 頭角穣 一94119.551 33607.230 134.600 3207 r26 SC 1 喋群5 An(Py) 15.21 角磯 一94115.164 33552.048 138.757 

3977 BBII 礁群3 An(Py) 9.08 角奇襲 94120.496 33607.770 134.520 3208 r36 SC 1 磯群5 An(Py) 36.33 B 角礁 94115.306 33552.213 138.767 

4166 BBll 喋群3 An(Py) 0.11 角穣 一94120.424 33607.918 134.493 3255 r53 SC 1 穣群5 An(町) 50 亜角礁 94115.552 33556.360 138.763 

3938 BBII 軍事群4 An(Py) 3355 B 亜円礁 94117.804 33610.003 134.548 3256 r53 SC 1 磯群5 A且(Py) 255 亜角磯 94115.629 33556.195 138.750 

3939 BBIl 型軽群4 An(Py) 50 角磯 94117.588 33609.619 134.612 3257 SC 1 礁群5 An(Py) 290 B 角磯 .94115.747 33556.123 138.744 

3940 BBII 礁群4 An(Py) 140 A 亜角喋 94117.399 33610.015 134.543 3258 r46 SC 1 礁群5 An(Py) 205 角磯 .94116.223 33556.600 138.718 

3941 BBll 礁群4 An(町) 40 角礁 .94116.555 33610.355 134.649 3259 r46 SC 1 様群5 An(Py) 105 角穣 94116.767 33556.246 138.709 

3945 BB耳 喋群4 An(Py) 0.61 角礁 94118.758 33610.163 134.431 3260 r37 SC 1 磯群5 An(Py) 103.69 A 角磯 ゐ94117.484 33556.611 138.571 

3758 SCll An(Py) 18日4 角諜 .94107.401 33554.572 138.494 3261 r37 SC 1 礁群5 An(Py) 90 A 角喋 94118.179 33556.554 138.523 

3759 SCll An(Py) 22.6 角礁 94114.289 335岨 694 137.920 3262 SC 1 礁群5 An(Py) 890 角礁 ー94116.904 33555.595 138.617 

3905 BBIl An(Py) 930 亜角畷 .94120.015 33597.622 135.294 3263 SC 1 喋群5 An(Py) 2.82 角礎 94116.612 33555.468 138.733 

胡59 BBII An(Py) 0.1 角礁 94119.472 33603.675 134.848 3264 r34 SC 1 喋群5 An(Py) 17.75 主主角喋 一94116.485 33555.187 138.728 

4103 BBII Scc 角傑 .94119.135 33604.437 134.794 3265 SC I 礎群5 An(Py) 80 角礁 94117.713 33555.176 138.612 

4122 BBII Scr 角磯 94118.990 33602.984 134.947 3266 SC 1 様群5、凪n 580 亜角探 一94117.784 33555.046 138.530 

4199 BBIl An(Py) 1610 角喋 94119.922 33603.852 134.757 3267 r46 SC 1 磯群5 An(Py) 14.35 角礁 94117.0倒 33555.093 138.663 

4200 BBIl An(Py) 2720 角礁 94118.761 33603.529 134.903 3268 r42 SC 1 喋群5 An(Py) 60 角磯 一94117.397 33554.755 138.601 

4202 BBIl Scr 角喋 94119.453 I 33604.434 I 134.771 3269 r42 SC 1 喋群5 An(Py) 55 角磯 94117.641 33554胡4 138.610 

3270 SC 1 磯群5 An(Py) 140 角喋 .94117.836 33554.423 138.592 

第IV文化盾
3272 SC 1 磯群5 An(Py) 1255 A 亜角礎 94117.908 33553.435 138.642 

3273 SC 1 様群5 An(Py) 565 B 角磯 .94117.487 33553.748 138.661 

3274 r22 SC 1 礁群5 An(Py) 50 亜角磯 94117.829 33552.809 138.589 

番号 接合 層位 遺構 石材 重さ(g) 靖ミ化 際形態 X座標同 Y座標(叫 標商(吋 3275 r48 SC 1 喋群5 加(Py) 80 角牒 .94117.758 33552.732 138.584 

2970 r37 IYL 磯群5 An(Py) 8.15 A 角楳 .94115.979 33553.610 138.926 3276 r4日 SC 1 喋群5 加(町) 190 角喋 94117.864 33552.695 138.543 

2973 r59 IYL 喋群5 An(Py) 96.46 角礁 94116.832 33553.292 138.765 3277 r40 SCI 礁群5 おl(Py) 330 角穣 一94117.786 33552.606 138.524 

3023 r28 IYL 磯群5 加 (Py) 25.76 角喋 一94113.609 335日 5日6 138.996 3278 r57 SC 1 礁群5 An(Py) 51.4 A 亜角礎 94117.635 33552.543 138.575 

3024 r28 IYL 礎群5 An(Py) 65.92 角磯 94113.386 33554.343 139.005 3279 SC 1 穣群5 An(Py) 265 角疎 .94117.621 33552.416 138.561 

3028 r20 IYL 喋群5 An(Py) 48.09 角磯 .94113.913 33555.322 138.980 3280 SC 1 際群5 An(Py) 242.95 A 亜角喋 94118.018 33552.胡5 138.527 

3029 r161YL 礁群5 An(Py) 73.24 A 角礁 94112.761 33555.782 139.068 3281 SC 1 際群5 An(Py) 470 B 角喋 一94117.396 33552.528 138.577 

3030 rl31YL 礁群5 An(Py) 70 A 亜角軍事 一94112.621 33555.468 139.056 3282 SC 1 磯群5 An(Py) 680 B 角喋 94117.344 33552.660 138.571 

3031 r121YL 離群5 An(Py) 160 角喋 94112.543 33555.513 139.065 3283 r30 SC 1 磯群5 An(Py) 76日 A 角礁 一94117.247 33552.690 138.589 

3132 SC 1 磯瀞5 畑町) 1. 39 角喋 .94116.818 33554.449 138.676 3284 r57 SC 1 離群5 加 (Py) 985 A 亜角礁 94117.204 33552.879 138.597 

3151 SC 1 楳弾5 An(Py) 410 B 角礎 94112.525 33554.084 139.016 3285 r21 SC 1 礁群5 An(Py) 25.71 A 角喋 .94117.074 33552.745 138.622 

3152 SC 1 喋群5 An(Py) 2980 B 亜角礁 .94112.629 33554.008 138.973 3286 r21 SC 1 磯群5 An(Py) 410 A 角穣 94117.141 33552.677 138.617 

3153 SC 1 際群5 An(Pγ) 岨0 亜角礁 94112.771 335臼 116 138.970 3287 SC 1 磯群5 An(Py) 910 B 頭角際 一94117.110 33552.572 138.615 

3154 r25 SC 1 磯群5 VAn 1120 亜円疎 一94113.108 33553.948 138.961 3288 SC 1 磯群5 An(Py) 1015 B 角礁 94117.240 33552.575 138.586 

3155 r25 SC 1 様群5 VAn 34.01 亙円礁 94113.259 33553.987 138.985 3289 SC 1 際群5 加(Py) 650 角喋 .94117.210 33552.502 138.690 

3156 r28 SC 1 喋群5 An(Py) 59.69 角礁 一94113.262 33554.381 138.969 3290 r22 SC 1 磯群5 An(Py) 425 直角磯 94117.271 33552.418 138.592 

3157 SC 1 喋群51LT 29.66 角喋 94113.408 335且.677 138.961 3291 r47 SC 1 穣群5 An(Py) 95 車角礁 一94117.249 33552.269 138.581 

3158 r16 SC 1 磯群5 An(Py) 285 A 角喋 .94112.613 33554.350 139.002 3292 SC 1 礎群5 An(町) 840 角喋 94117.182 33552.342 138.577 

3159 SC 1 礁群5 An(Py) 85 角喋 94112.499 33554.846 138.989 3293 r22 SC 1 疎群5 An(Py) 350 頭角礁 一94117.076 33552.219 138.597 

3160 SC 1 磯群5 An(Py) 285 角諜 一94112.428 33554.911 139.057 3294 SC 1 磯群5 An(Py) 925 角喋 94116.908 33552.325 138.6日5

3161 r36 SC 1 礁群5 An(Py) 60 B 角喋 94112.024 33554.84日 139.060 3295 SC 1 礁群5 An(Py) 860 B 角磯 一94116.985 33552.279 138.607 

3162 SC 1 喋群5 An(Py) 5日日o 亜角磯 94112.305 33554.789 139.042 3296 SC 1 喋群5 An(Py) 12.81 B 角礁 94116.934 33552.200 138.627 

3163 SC 1 傑群5 畑町) 1985 亜角礁 94112.262 33555.018 139.015 3297 SC 1 際是非5 An(Py) 1075 頭角礁 .94116.822 33552.440 138.590 

3164 SC 1 機群5 An(Py) 470 B 角礁 ー94112.330 33555.196 138.989 3298 SC 1 磯群5 An(Py) 945 A 角礁 94116.873 33552.667 138.612 

3165 r13 SC 1 礁群5 An(Py) 215 A 亜角礎 94112.399 335日 354 139.058 3299 r36 SC 1 喋群5 An(Pγ) 120 8 角磯 .94116.956 33552.574 138.590 

3166 SC 1 磯群5 An(Py) 315 B 角礁 吟94112.582 33555.792 139.057 3300 SC 1 様群5 An(町) 1200 A 角喋 94117.184 33552.4出 138.601 

3167 SC 1 様群5 An(Py) 440 角喋 94112.86日 33555.605 139.043 3301 r47 SC 1 磯群5 An(Py) 900 亜角疎 .94117.090 33552.377 138.592 

3168 SC 1 様群5 An(Py) 1715 A 亜阿磯 ー94112.838 33554.676 138.950 3302 SC 1 礎群5 An(Py) 2350 B 角傑 94116.6日7 33552.623 138.626 

3169 SC 1 磯群5 An(Py) 630 B 亜角磯 94112.967 33554.794 138.958 3303 SC 1 磯群5 An(Py) 1890 角礁 一94116.430 33552.914 138.643 

3170 r16 SC 1 磯群5 An(Py) 435 A 角喋 94112.964 335目。967 138.974 3304 SC 1 機群5 An(町) 2850 B 亜角喋 94116.223 33552.714 138.652 

3171 SC 1 様群5 加 (η) 225 角磯 94112.870 33554.993 139.006 3305 r26 SC 1 礁群5 An(Py) 22.61 角喋 .94116.191 33552.021 138.709 

3172 SC 1 機群51LT 63.95 B 角磯 .94112.736 33555.060 139.000 3306 SC 1 型車群5 An(Py) 1395 角磯 94115倒。 33552.793 138.673 

3173 r12 SC 1 礁群5 An(Py) 51.53 角磯 一94112.803 33555.104 139.028 3307 SC 1 磯群5 An(Py) 140 角礁 94115.701 33552.781 138.715 

3174 rl2 SC 1 傑群5 An(Py) 67.29 角燦 94112.989 33555.164 138.984 3308 SC 1 磯群5 加仔y) 9.06 角蝶 94115.517 33553.161 138.791 

3175 r36 SC 1 礁群5 An(Py) 160 B 角蝶 .94113.111 33555.418 138.972 3309 SC 1 喋群5 An(Py) 3.81 角磯 ー94115.334 33553.249 138.778 

3176 SC 1 楳群5 An(Py) 455 亜角磯 ー94113.293 33555.626 138.938 3310 r43 SC 1 喋群5 An(Py) 870 角喋 94115.504 33553.290 138.766 

3177 SC 1 磯群5 An(Py) 89.15 角離 .94113.219 33555.488 138.981 3311 SC 1 磯群5 加(行) 820 角磯 -94115.641 33553.468 138.747 

3178 SC I 繰群5 An(Py) 60.67 角軍事 94112.767 33555.159 138.991 3312 SC 1 喋群5 An(Py) 275 B 角磯 94115.5邸 33553.406 138.768 

3179 SC 1 磯群5 加(町) 2430 直角磯 94112.995 33555.072 138.925 3313 SC 1 磯群5 An(Py) 280 B 角磯 司94115.452 33553.381 138.768 

3180 r28 SC 1 磯群5 An(Py) 168.37 角磯 94113.073 33554.995 138.950 3315 r36 SC 1 離群5 担(Py) 220 B 角礎 94115.369 33553.388 138.742 

3181 SC 1 磯群5 An(Py) 139.79 角礁 一94112.985 33555.165 138.986 3316 SC 1 磯群5 An(Py) 34.33 角磯 94115.531 33553.468 138.783 

3182 r28 SC I 礁群5 An(Py) 81.39 角磯 94113.358 33555.163 138.963 3317 r36 SC 1 磯群5 An(Py) 56.12 B 角礁 94115.506 33553.431 138.776 

3183 SC I 礁群5 An(Py) 56.3 角礁 94113.442 33555.186 138.947 3318 r24 SC 1 際群5 担問) 62.6 角礁 94115.739 33553.555 138.739 

3184 r19 SC 1 磯群5 An(Py) 180 角磯 .94113.347 33555岨l 138.964 3319 SC 1 礁群5 An(Py) 365 B 亜角磯 ザ94115.722 33553.639 138.736 

3185 r19 SC 1 礁群5 An(Py) 35.92 角磯 94113.346 33555.575 138.947 3320 r26 SC 1 礁群5 An(Py) 95 角磯 94115.647 33553.563 138.7岨

3186 r36 SC 1 磯群5 An(Py) 305 B 角磯 94113.423 33555.667 138.943 3321 r26 SC 1 機群5 An(Py) 180 角磯 94115.698 33553.557 138.748 

3187 r19 SC 1 礁群5 An(Pγ) 42.7 角磯 94113.460 33555.609 138.944 3322 SC 1 際群5 An(Py) 920 角蝶 94115.653 33553.625 138.758 

3188 SC I 喋群5 畑町) 330 A 角蝶 .94113.464 33555拙6 138.917 3323 SC I 礁群5 An(Py) 735 角磯 令94115.460 33553.659 138.756 

3189 r48 SC 1 喋群5 An(Py) 165 角磯 94113.589 33555.482 138.890 3324 r51 SC 1 喋群5 An(Py) 175 A 直角穣 94115.464 33553.603 138.774 

3190 r48 SC 1 磯群5 An(Py) 315 角磯 .94113.569 33555.558 138.918 3325 r24 SC 1 喋群5 An(Py) 335 角磯 -94115.550 33553.549 138.767 

3191 SC I 軍事群5 An(Py) 490 B 角磯 94113.553 33555.639 138.942 3326 r24 SC 1 際群5 An(Py) 54.2 角礎 94115.481 33553.534 138.778 

3192 SC 1 喋群5 An(Py) 1210 角礁 一94113.650 33555.627 138.931 3327 r43 SC 1 礁群5 An(Py) 13.25 角磯 94115.625 幻553.531 138.760 

3193 r16 SC 1 礁群5 An(Py) 365 A 角磯 94113.097 33556.148 138.955 3328 r43 SC 1 喋群5 んl(Py) 46.44 角喋 94115.597 33553.561 138.766 

3194 r12 SC 1 磯群5 An(Py) 23.29 角喋 .94113.363 33556.132 138.997 3329 r37 SC 1 礁群5 An(Py) 82.8 A 角磯 .94115.545 33553.612 138.765 

3195 SC I 磯群5 An(Py) 950 B 亜角磯 94112.881 33556.9叫 138.931 3330 r2 SC 1 喋群5 An(Py) 180 角喋 94115.402 33553.477 138.769 

3196 r15 SC 1 磯群5 畑町) 15.23 角礁 一94113.329 33556.950 138.951 3331 r42 SC 1 穣群5 An(Py) 24.74 角喋 -94115.308 33553.656 138.804 

3197 rl5 SC 1 喋群5 加(Py) 130 角磯 94114.452 33556.822 138.863 3332 SC 1 磯群5 An(Py) 170 角喋 94115.352 33553.605 138.781 

3198 r15 SC 1 磯群5 An(Py) 140 角礁 .94114.491 33557.050 138.874 3334 SC 1 磯群5 An(Py) 1490 B 麗角礁 匂94115.315 33553.781 138.782 

3199 r15 ISC 1 磯群5 An(Py) 13.69 角礁 94114.362 33557.591 138.896 3335 r36 ISC 1 穣群5 An(Py) 73.46 B 角型車 94114.699 33554.353 138.821 

3200 r20 ISC 1 磯群5 An(Py) 36.05 角礁 94114.081 33555.813 138.924 3337 SC 1 喋群5 An(Py) 760 亜角磯 ー94114.7日O 33555.339 138.8剖

3201 r19 ISC 1 喋群5 An(Py) 24.65 角磯 94114.219 33555.664 138.905 3338 SC 1 礁群5 An(Py) 1200 亜角礁 94114.91 5 I 33555. 458 138、842

3202 r19 ISC 1 礁群5 An(Py) 89.05 角礎 .94114.248 33555.631 138.927 3339 r14 ISC 1 磯群5 An(Py) 16.45 A 角礁 94115.359 33555.663 138.821 
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番号 接合 層位 遺構 石材 重さ(g) 赤化 磯形態 X座標刷 Y座標帥 標高帥 番号 接合 層位 遺構 石材 重さ(回 赤化 礁形態 X座標刷 Y座標国 標高刷

3340 ，29 SC I 際群5 An(町) 13.96 角礁 94115.089 33554.941 138.817 3427 ，45 SC I 諜群5 An(Py) 20.7 B 角喋 94116.468 33553.901 138.669 
3341 1， 14 SC I 様群5 An(Py) 255 A 角磯 .94115.125 33555.080 138.814 3428 SC I 喋群5 An(Py) 2100 角穣 一94116.374 33553.858 138.637 

3342ト1 SC I 諜群5 An(Py) 76.06 角喋 94115.177 33555.287 138.809 3429 ，58 SC I 礁群5 加(Py) 9.16 角礁 94117.024 335弘 366 138.685 

3342.2 SC I 際群5 An(Py) 2.4 角礁 一94115.177 33555.287 138.809 3430 ，42 SC I 磯群5 An(Py) 36.72 角諜 .94117.098 33554.3岨 138.681 

3343 1， 14 SC I 草壁群5 An(Py) 2810 A 角磯 94115.257 33555.2品 138.810 3431 ，42 SC I 礁群5 An(Py) 28日 角喋 94116.921 33553.990 138.636 

3344 SC I 穣群5 An(Py) 1135 8 角礁 一94115.442 33555.060 138.759 3432 ，59 SC I 礁群5 An(Py) 173.21 角穣 94117.009 33553.775 138.756 

3345 SC I 礁群5 An(Py) 640 B 角喋 94115.305 33555.13日 138.782 3433 SC I 穣群5 畑町) 38叫 角磯 ザ94117.087 335邸 6日2 138.635 

3346 SC I 礎群5 An(Py) 1650 B 角礎 .94115.371 33554.954 138.773 3434 SC I 疎群5 An(Py) 55.74 A 角礁 .94117.016 33553.605 138.739 

3347 SC I 疎群5 An(Py) 550 角磯 94115.358 33555.354 138.77o 3435 SC I 喋群5 An(Py) 355 B 角磯 ー94117.154 33553.421 138.671 

3348 SC I 礎群5 An(Py) 470 A 亜角礁 94115.391 33555.415 138.79日 3436 r叫 SC I 礁群5 An仔y) 315 A 亜角様 94116.777 33553.780 138.642 

3349 SC I 磯群5 An(Py) 335 角喋 94115.524 33555.261 138.787 3437 ，43 SC I 喋群5 An(Py) 340 角磯 や94116.752 33553.662 138.701 

3350 ，41 SC I 喋群5 An(Py) 435 角喋 94115.498 33555.261 138.756 3438 SC I 際群5 An(Py) 345 B 角楳 94116.677 33553.547 138.658 

3351 SC 1 礁群5 An(Py) 520 亜角磯 θ4115.4目。 33555.393 138.761 3439 SC I 礁群5 An(Py) 95 角礁 94116.737 33553.432 138.684 

3352 ，48 SC I 礁群5 An(Py) 150 角諜 94115.426 33555.251 138.754 3440 ，33 SC I 喋群5 An(Py) 180 A 角喋 94116.507 33553.540 138.657 
3353 ，31 SC I 穣群5 An(Py) 1830 角礁 .94115.510 33554.897 138.757 3441 ，24 SC I 穣群5 An(η) 90.43 角磯 .94116.262 33553.119 138.702 

3354 SC I 際群5 An(Py) 550 角喋 94115.428 33555.108 138.731 3442 ，56 SC I 際群5 An(Py) 27.53 A 角礁 94116.271 33553.718 138.678 
3355 ，31 SC I 際群5 An(Py) 325 角醸 .94115.557 33555.167 138.762 3443 ，56 SC I 喋群5 An(Py) 450 A 角礁 .94116.150 33553.772 138.657 
3356 ，41 SC I 喋群5 An(町) 194.07 角礎 94115.493 33555.234 138.751 3叫4 SC I 喋群5 An(Py) 42.28 角穣 94116.205 33553.612 138.689 

3357 SC I 喋群5 VAn 880 角磯 令94115.552 33555.468 138.782 鈍45 sc 1 礎群5 An(Py) 19.45 角礁 一94116.141 33553.576 138.708 

3358 SC I 磯群5 An(Py) 785 B 角際 94115.672 33555.479 138.735 3446 SC 1 際群5 An(Py) 405 角喋 94116.029 33553.688 138.704 

3359 ，41 SC I 礁群5 An(Py) 195 角際 今94115.6口7 33555.456 138.750 3叫7 ，26 SC 1 礁群5 An(Py) 160 角礁 94115.978 33553.534 138.690 

3360 ，41 SC I 喋群5 An(Py) 315 角穣 94115.634 33555.387 138.752 3品8 ，43 SC 1 喋群5 加(Py) 260 角礁 94116.012 33553.847 138.674 

3361 ，35 SC I 際群5 An(Py) 300 A 角磯 .94115.664 33555.380 138.743 3449 ，18 SC 1 穣群5 An(Py) 360 A 角磯 .94115.944 33553.810 138.665 
3362 SC I 喋群5 VAn 300 角際 94115.773 33555.441 138.741 3516 SC 1 磯群5 An(Py) 15.65 角磯 94116.424 33553.451 138.643 

3363 SC I 蝶群5 An(Py) 710 角礁 94115.925 33555.394 138.710 3520 ，12 SC 1 喋群5 An(Py) 85.63 角礁 一94112.008 33555.880 139.043 

3364 SC I 喋群5 An(η) 73日 B 角磯 94115.839 33555.313 138.750 3521 ，55 SC 1 喋群6 An(Py) 295 A 角傑 94112.187 33555.666 139.014 
3365 SC I 際群S An(Py) 910 B 角礁 94115.890 33555.226 138.753 3522 ，36 SC 1 様群5 An(Py) 32.26 B 角磯 や94112.100 33555.557 139.027 

3366 ，35 SC I 喋群5 An(Py) 430 A 角喋 94115.752 33555.223 138.761 3523 SC 1 磯群5 An(Py) 165 亜角礁 94112.332 33554.870 138.984 

3367 SC I 喋群5 An(Py) 1835 亜角磯 94115.872 33555.147 138.759 3524 SC 1 喋群5 An(町) 105 A 亜角磯 94112.633 33554.746 138.964 

3368 ，35 SC I 牒群5 An(町) 335 A 角際 94115.812 33555.203 138.757 3525 SC 1 際群5 VAn 100.07 角磯 .94112.990 33553.973 138.952 

3369 ，41 SC I 礁群5 An(Py) 280 角喋 94115.臼7 33555.306 138.758 3526 SC 1 際群5 An(Py) 80 角喋 94112.550 33556.181 139.007 

3370 ，41 SC I 穣群5 An(Py) 245 角礎 94115.607 33555.365 138.760 3527 SC 1 磯群5 An(Py) 180 A 角礎 94112.926 33557.010 138.919 

3371 SC I 喋群5 An(Py) 580 A 角際 94115.752 33555.314 138.761 3528 ，15 SC 1 礁群5 An(町) 72.83 角磯 94113.426 33556.895 138.889 

3372 SC I 楳群5 An(町) 420 B 角礁 94115.730 33555.136 138.739 3529 SC 1 磯群5 An(Py) 825 直角磯 94113.434 33556.280 138.846 

3373 SC I 際群5 An(Py) 735 B 亜角礁 94115.641 33555.067 138.741 3530 ，15 SC 1 際群5 An(Py) 33.06 角磯 94114.271 33556.887 138.842 

3374 SC I 際群5 An(Py) 250 B 角蝶 .94115.687 33555.237 138.744 3531 SC 1 磯群5 加 (η) 76.8 頭角疎 .94114.555 33554.026 138.823 

3375 ，31 SC I 礁群5 An(Py) 15.64 角磯 94115.613 33555.236 138.765 3532 SC 1 際群5 血l(Py) 196.52 角磯 94114.633 33551. 683 138.793 

3376 ，51 SC I 喋群5 An(Py) 1260 A 頭角喋 .94115.761 33554.981 138.727 3533 ，26 SC 1 礁群5 An(Py) 124.07 角喋 94115.038 33551. 598 138.745 

3377 SC I 喋群5 An(Py) 505 角磯 94115.728 33554.879 138.734 3534 SC 1 喋群5 An(Py) 6.68 角傑 94115.344 33553.368 138.753 

3378 SC I 際群5 An(Py) 290 頭角礁 .94115.669 33554.988 138.731 3535 ，2 SC 1 喋群5 An(Py) 51.13 角磯 一94115.436 33553.535 138.756 

3379 SC I 喋群5 An(Py) 395 角磯 94115.656 33554.895 138.745 3536 ，37 SC 1 様群5 An(Py) 3.72 A 角喋 94115.520 33553.549 138.761 
3380 SC I 襖群5 An(Py) 710 角磯 .94116.075 33554.959 138.705 3537 ，37 sc 1 喋群5 加(町) 47.44 A 角際 .94115.578 33553.600 138.764 
3381 SC 1 喋群5 An(Py) 560 亜角喋 94116.012 33555.041 138.714 3538 ，18 SC 1 喋群5 An(Py) 42.01 A 角喋 94115.918 33553.906 138.681 
3382 SC I 際群5 An(Py) 380 角磯 一94115.952 33554.941 138.738 3539 ，56 SC 1 喋群5 An(Py) 11.13 A 角喋 .94116.109 33553.980 138.651 
3383 SC 1 磯群5 An(Py) 540 B 角礁 94115.891 33555.004 138.729 3540 ，33 SC 1 礁群5 An(Py) 70 A 角喋 94116.151 33553.650 138.654 
3384 SC I 喋群5 An(Py) 670 角喋 .94115.944 33554.875 138.733 3541 ，26 SC 1 磯群5 An(Py) 65 角磯 .94116.396 33553.542 138.644 

3385 SC 1 磯群5 An(Py) 610 角喋 94115.952 33554.784 138.735 3542 SC 1 磯群5 An(Py) 270 角燦 94116.296 33553.765 138帥4

3386 SC I 際群5 加(Py) 290 角礁 .94115.786 33554倒9 138.743 3543 SC 1 喋群5 An(η) 305 角磯 一94116.344 33554.015 138.628 

3387 SC I 磯群5 An(Py) 550 角礎 94115.701 33554.800 138.744 35叫 ，32 SC 1 磯群5 An(Py) 56.65 角磯 94115.865 33554.490 138.724 

3388 SC I 磯群5 An(Py) 540 角礁 .94115.667 33554.736 138.751 3545 SC 1 喋群5 An(Py) 1180 角礁 .94115.934 33554.723 138.694 

3389 SC 1 喋群5 An(Py) 595 亜角喋 94115.846 33554.746 138.723 3546 ，35 SC 1 礁群5 加(Py) 14.71 A 角牒 94115.787 33555.142 138.725 
3390 SC I 磯群5 VBa 235 角礁 一94115.763 33554.6日2 138.799 3547 ，31 SC 1 喋群5 An(Py) 125 角磯 や94115.596 33555.139 138.740 

3391 SC I 喋群5 An(Py) 675 A 角膿 94115.798 33554.661 138.724 3548 ，41 SC 1 磯群5 An(Py) 130 角礎 94115.5胡 33555.204 138.753 

3392 SC I 蝶群5 An(Py) 840 A 角磯 ー94115.752 33554.588 138.726 3549 SC 1 礁群5 An(町) 195 角磯 94115.524 33555.387 138.738 

3393 SC I 喋群5 An(Py) 1325 角磯 94115.617 33554.632 138.761 3550 SC 1 礁群5 VAn 11. 04 角喋 94116.173 33555.101 138.669 

3394 ，29 SC I 磯群5 An(Py) 705 角磯 94115.734 33554.430 138.740 3551 ，36 SC 1 磯群5 An(Py) 22.68 B 角磯 94116.771 33556.594 138.625 
3395 SC I 磯群5 An(Py) 570 角礎 94115.490 33554.562 138.7-岨 3552 ，46 SC 1 際群5 An(Py) 90 角離 94116.830 33556.329 138.617 

3396 SC I 喋群5 An(Py) 535 角礁 .94115.403 33554.713 138.762 3553 SC 1 穣群5 Ba 38.45 角磯 94116.921 33556.177 138.648 

3397 SC I 様群5 An(Py) 300 A 角磯 94115.380 33564.553 138.757 3554 SC 1 磯群5 VAn 23.41 角喋 .94116.540 33555.156 138.665 

3398 SC I 際群5 VAn 335 A 角磯 ー94115.280 33554.585 138.788 3555 SC 1 礁群5 An(町) 2.14 A 角磯 94116.563 33554.895 138.651 

3399 SC I 蝶群5 An(Py) 610 A 角牒 94115.257 33554.674 138.786 3556 ，58 SC 1 礁群5 An(Py) 36.02 角疎 一94116.537 33554.840 138.656 

3400 ，39 SC I 礁群5 An(Py) 60 角礁 94115.530 33554.356 138.770 3557 SC 1 磯群5 An(Py) 490 角穣 94116.883 33554.664 138.622 

3401 ，29 SC I 機群5 An(町) 29.31 角磯 .94115.867 33554岨日 138.747 3558 ，42 SC 1 礁群5 An(Py) 21. 05 角磯 94117.104 33554.578 138.622 

3402 SC I 磯群5 An(Py) 499.63 A 角礁 .94115.547 33554.163 138.747 3559 SC 1 産車群5 An(Py) 120 角磯 94116.692 沼田4.297 138.658 

3403 ，55 SC I 礎群5 An(Py) 165 A 角磯 .94115.571 33554.035 138.732 3560 SC 1 様群5 An(Py) 46.97 角磯 一94116.856 33553.811 138.641 

3404 SC 1 磯群5 An(Py) II10 角礁 94115.668 33554.190 138.727 3561 ，44 SC 1 喋群5 An(町) 109.73 A 盟角磯 94117.030 33553.786 138.661 
3405 SC I 喋群5 An(Py) 5000 亜角礁 .94115.828 33554.094 138.707 3562 ，32 SC 1 富里群5 加 (Py) 58.46 角礁 一94117.136 33553.797 138.637 

3406 SC I 磯群5 An(Py) 420 亜角軍事 94115.855 33554.235 138.702 3563 ，45 SC 1 礁群5 An(Py) 62.56 B 角磯 94116.662 33552.784 138.639 
3407 SC I 磯群5 An(Py) 880 角礁 94115.980 33554.257 138.708 3564 SC 1 際群5 An(Py) 4.49 A 角諜 94116.581 33552.695 138.626 

3408 SC I 礁群5 担 (Py) 125 A 亜円磯 .94115.976 33554.137 138.697 3565 ，30 SC 1 磯群5 An(Py) 13.79 A 角礁 一94118.187 33552.934 138.489 

3409 ，42 SC I 喋群5 An(Py) 140 角磯 94116.051 33554.272 138.729 3606 SC 1 礁群5 An(Py) 18.89 角喋 94117.583 33554.380 138.511 

3410 SC I 穣群5 An(Py) 540 A 角礁 .94116.043 33554.132 138.690 2996 SC 1 磯群6 加(町) 90 B 角磯 一94109.190 33557.548 139.233 

3411 SC I 磯群5 An(Py) 490 角磯 94116.009 33554.050 138.683 2997 SC 1 際群6 An(Py) 31.21 角型車 94109.268 33557.485 139.233 

3412 ，26 SC I 磯群5 An(Py) 21. 55 角磯 一94115.967 33553.986 138.720 2998 r3 ISC 1 機群6 An(Py) 95.49 亜角磯 令94109.494 33557.506 139.217 

3413 SC I 礁群5 An(Py) 280 角礁 94116.105 33554.074 138.680 2999 SC 1 喋群6 An(Py) 16.12 角喋 94109.596 33557.662 139.262 

3414 SC I 礎群5 An(Py) 750 亜角蝶 .94116.106 33554.210 138.685 3000 SC 1 礁群6 An(Py) 26.42 角磯 ー94109.674 33557.665 139.258 

3415 SC I 磯群5 An(Py) 545 B 角磯 94116.160 33554.113 138.670 3001 SC 1 牒群6 An(Py) 125.05 角喋 94109.745 33557.672 139.240 

3416 ，40 ISC I 喋群5 An(Py) 560 角礁 .94116.212 33554.220 138.675 3002 SC 1 機群6 担問) 18.93 角礁 .94109.785 33557.828 139.221 

3418 SC I 際群5 An(Py) 845 亜角礁 94116.255 33554.274 138.655 30日3 SC 1 磯群6 Ba 3725 角喋 94109.939 33557.7岨 139.214 

3419 ，42 ISC I 際群5 An(Py) 180 角礎 .94116.284 33554.180 138.686 3004 SC 1 喋群6 An(Py) 2900 角礁 .94110.007 33557.520 139.207 

3420 SC I 磁群5 An(Py) 1245 角礁 94116.321 33554.242 138.628 3005 ，3 ISC 1 磯群6 An(Py) 440 直角喋 94110.61 9 1 33557.539 139.171 

3421 SC I 喋群5 An(Py) 840 麗角磯 .94116.278 33554.097 138.643 3006 SC 1 機群6 An(Py) 16.88 角際 一94110.478 33557.139 139.243 

3422 ，34 ISC I 喋群5 An(Py) 253.7 亜角磯 94116.343 33554.551 138.7倒 3079 SC 1 喋群6 An(Py) 25日7 B 角磯 94111. 006 33557.812 139.108 

3423 SC I 磯群5畑町) 1090 A 直角礎 .94116.674 33554.629 138.627 3576 SC 1 喋群6 An(Py) 40 B 角磯 .94110.537 33557.585 139.191 

3424 ，42 ISC I 喋群5 An(Py) 605 角磯 94116.462 33554.241 138.649 3577 SC 1 礁群6 An(Py) 110 亜角喋 94110.449 33558.130 139.176 

3425 ，42 ISC I 礁群5 An(Py) 400 角喋 .94116.61 5 1 33554. 114 138.667 1338 BB 1 An(Py) 150 A 角喋 .94116.69 9 1 33560.447 138.657 

3426 ，33 ISC I 際群5 An(Py) 70 A 角礁 94116.437 33554.037 138.670 3251 SC 1 An(Py) 80 角磯 .94093.406 1 33559.812 140.104 
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附表2

番号 接合 層位 遺構 石材 重さ(回 赤化 礁形態 X座標刷 Y座標同 標高刷 番号 接合 層位 遺構 石材 重さ(回 赤化 穣形態 X座標刷 Y座標刷 標高帥

3252 SC I An(Py) 75.21 A 角喋 94112.400 33574.564 138.627 3475 YL 穣群11An(Py) 35.64 B 角喋 94117.064 33569.513 138.657 

3253 SC I An(Py) 36 B 角喋 一94112.186 33574.084 138.630 3477 r4 IYL 磯群11An(Py) 70 角喋 一94117.231 33569.613 138.653 

3254 SC I An(Py) 145 亜角喋 94115.550 33561. 558 138.755 3478 YL 様群11An(Py) 4.96 角喋 94117.883 33569.895 138.569 

3511 SC 1 An(Py) 260 角喋 一94118.166 33598.781 136.097 3479 YL 喋群11加(Py) 6.52 B 角磯 94118.036 33569.617 138.534 

3575 BB I 向l(Py) 2405 A 亜角磯 .94111.127 33527.275 137.075 3拙O YL 礁群11加(町) 9.69 角喋 94118.037 33569.416 138.56日

3580 BB 1 加(町) 1520 亜角喋 94127.452 33556.762 137.342 3481 r5 IYL 礎群11An(Py) 43.46 角礎 94116.618 33570.5日1 138.615 

3581 BB I An(Py) 360 A 亜同様 一94127.689 33557.587 137.311 3482 YL 礁群11An(Py) 104.46 B 角穣 会94116.358 33570.653 138.688 

3582 BB 1 VAn 3130 亜角様 94127.971 33560.2剖 137.174 3487 YL 機群12An(Py) 260 A 角喋 94115.940 33590.982 137.235 

3584 SC I An(Py) 100 A 亜角喋 一94100.968 33586.597 138.267 3488 YL 磯群12An(Py) 215 角磯 .94116.289 33589.405 137叫9

3585 SC 1 VAn 200 A 亜角喋 94100.366 33587.570 138.121 3489 YL 際群12An(Py) 制。 A 亜角喋 94116.416 33589.691 137.356 

3588 BB I An(Py) 16.02 角礁 .94107.374 33566.718 139.041 3490 YL 磯群12An(Py) 295 A 角磯 .94116.598 33589.660 137.338 

3591 BB I VBa 75 角喋 94109.633 33578.868 138.307 3491 YL 機群12An(Py) 岨 13 角喋 94116.657 33589.549 137.435 

3492 YL 喋群12おl(Py) 255 角諜 94116.696 33589.798 137.313 

3493 YL 喋群12An(町} 1235 角喋 94116.626 33590.066 137.279 

第V文化層 3494 YL 礁群12An(Py) 4330 B 角喋 .94116.748 33590.224 137.264 

3495 YL 様群12An(Py) 57.54 A 角磯 94117.502 33589.792 137.388 

番号 接合 盾位 遺構 石材 重さ{副 赤化 喋形態 X座標帥 Y産槙帥 標高刷

2909 YL 喋群7 An(Py) 4065 A 角磯 94107.550 33537.500 139.234 

2910 YL 礁群7An(Py) 1230 彊角喋 .94107.695 33537.382 139.218 

2911 r11 IY工 礁群7 An(Py) 210 A 角喋 ー941日7.786 33537.295 139.228 

2912 YL 磯群7 An(Py) 2150 B 亜角様 94107.546 33537.806 139.244 

2913 YL 際群7 An(Py) 29.68 角磯 94107.654 33538.885 139.394 

2914 rll IYL 礁群7加 (Py) 80 A 角磯 941日7.737 33538.96日 139.352 

2915 r11 IYL 磯群7 An(Py) 99.22 A 角磯 .94108.340 33538、612 139.266 

2916 rll IYL 喋群7 An(py) 50.04 A 角礎 94108.425 33538.398 139.251 

2917 YL 傑群7 的(Py) 190 A 角磯 問94107.904 33536.787 139.193 

2918 rll IYL 磯群7 恒例) 54.21 A 角礎 94108.052 33535.246 139.116 

2919 YL 礎群7 FSS 16.36 亜角磯 ー94104.798 33538.170 139.667 

3009 rll IYL 喋群7 An(Py) 71.18 A 角牒 .94109.203 33539.993 139.258 

3010 YL 穣群7加 (Py) 1820 角穣 94108.135 33536.534 139.111 

3011 YL 礁群7 SSh 0.15 角醸 .94108.941 33537.152 139.145 

2863 YL 磯群8 An(Py) 275 B 亜角喋 94107.647 33547.017 139.389 

2864 YL 喋群8An(Py) 520 A 角喋 .94107.224 33547.217 139.448 

28日 YL 礁群8 An(Py) 48.74 A 角穣 94106.939 33547.895 139.475 

2866 YL 様群8 An(Py) 68.85 角礁 .94107.208 335岨 040 139.428 

2867 YL 磯群8 An(Py) 95 角礁 94107.482 335岨 468 139.505 

2868 YL 喋群8 An(py) 68.59 B 角喋 .94108.067 33549.469 139.452 

2930 YL 喋群9VAn 22.31 角喋 94116.755 33552.269 138.755 

2931 r8 IYL 様群9 An(町) 15.93 角疎 .94116.575 33552.274 138.848 

2932 YL 礁群9 An(Py) 90 B 角喋 94116.250 33552.249 138.795 

2933 YL 喋群9 An(Py) 635 亜角礁 一94116.247 33552.408 138.775 

2966 YL 喋群9 An(Py) 4.9 角磯 94115.373 33553.179 138.973 

2967 Y工 礁群9加(Py) 20.38 角磯 .94115.529 33553.156 138.951 

2968 YL 喋群9An(Py) 15.49 角喋 94115.739 33553.151 138.932 

2969 YL 喋群9An(Py) 32.06 角疎 予94115.838 33553.064 138.795 

2971 YL 磯群9加(町) 10.26 角傑 94116.200 33553.316 138.922 

2972 YL 磯群9 An(Py) 24.87 角喋 94116.323 33553.134 138.832 

2974 r9 YL 磯群9 An(Py) 1伍 角磯 .94117.014 33553.360 138.738 

2975 r9 YL 様群9 An(Py) 230 角磯 94117サ191 33553.163 138.741 

2976 dO YL 礎群9 An(町) 59.63 角線 .94117.136 33553.067 138.744 

2977 r10 YL 磯群9 An(Py) 93.77 角喋 94117.129 33552.940 138.738 

2978 rl0 YL 礁群9 An(Py) 47.57 角型軽 94117.231 33553.043 138.733 

2979 YL 穣群9加(Py) 21.5 B 角磯 94117.721 33553.400 138.715 

2980 rlO YL 磯群9 An(Py) 11. 64 角喋 .94117.838 33553.335 13日785

2981 r8 YL 礁群9 An(Py) 5.93 角磯 94118.0岨 33553.090 138‘770 

2982 YL 喋群9 An(Py) 11.27 角磯 .94118.301 33553.397 138.678 

2983 YL 磁群9 An(Py) 69.8 角喋 94118.629 33554.052 138.703 

29出 YL 喋群9 An(Py) 14.72 角喋 .94118.721 33552.844 138.658 

2985 r8 YL 磯群9 An(Py) 53.73 角喋 94117.794 33552.903 138.679 

2986 ，8 YL 喋群9 An(Py) 22日 角磯 一94117.704 33552.626 138.681 

2987 YL 型車灘9加(町) 5500 亜角喋 94118.066 33552.474 138.584 

3019 YL 喋群9 An(Py) 64.32 A 亜角礁 .94115.464 33553.192 138.882 

3271 ，8 SC 1 磯群9 An(Py) 105 角様 94118.633 33553.627 138.569 

3072 YL 機群10An(Py) 270 B 角磯 一94114.678 33565.210 139.004 

3073 YL 磯群10An(Py) 5胡 A 亜角磯 94114.215 33565.695 139.083 

3074 YL 礁群10An(Py) 285 亜角磯 予94113.119 33565.949 139.141 

3075 YL 磯群10VAn 185 B 角磯 自4112.956 33566.282 139.196 

3日76 YL 礁群10加(町) 320.22 B 角礁 94112.611 33566.365 139.195 

3077 YL 喋群10An(Py) 235 B 角磯 94112.629 33566、632 139.208 

3078 YL 磯群10An(Py) 375 角磯 .94112.468 33565.145 139.177 

3095 YL 喋群10An(Py) 135 亜角礁 .94113.056 33566.347 139.011 

3224 YL 礁群10An(町) 90 角機 94113.576 33565岨4 139.013 

3岨l YL 喋群11An(Py) 73.31 A 角磯 や94116.543 33568.100 138.719 

3462 r7 YL 喋群11加 (Py) 91.09 A 角喋 .94116.140 33568.9恒6 138.750 

3463 ，7 YL 礁群11An(Py) 49.12 A 角礁 94116.110 33569サ039 138.723 

2岨4 占 YL 磯群11An(Py) 1岨 A 角磯 .94116.260 33569.079 138.678 

3岨5 1r7 YL 礎群11An(Py) 30.03 A 角磯 .94116.294 33569.090 138.666 

3466 YL 磯群llIAn(Py) 355 B 角磯 94116.404 33569.115 138.652 

3467 ，6 YL 磯群11IAn(Py) 6.06 角磯 .94117.553 33569.394 138.626 

担68 r6 YL 磯群1lIAn(Py) 57.68 角礎 .94116.018 33569.951 138.752 

3岨9 ，6 YL 楳群11IAn(Py) 970 角磯 .94115.795 33569.927 138.698 

3470 YL 礁群1llBa 60.55 角磯 .94116.220 33569.794 138.722 

3471 YL 磯群11IAn(Py) 2765 角喋 .94116.141 33569.575 138.711 

3472 YL 磯群1lIAn(Py) 92.23 A 角穣 94116.419 33569.3叫 138.793 

3473 YL 礎群11IAn(Py) 45.88 角磯 .94116.711 33569.654 138.710 

3474 ，8 YL 磯群llIAn(Py) 31. 99 角礎 94116.828 33569.624 138.668 

3496 YL 礁群12An(Py) 91.02 負穣 .94118.038 33589.573 137.266 

3514 YL 礁群12VBa 70.53 A 亜角喋 94116.627 33589.442 137.364 

3570 YL 穣群12An(Py) 200 A 亜角喋 .94116.822 33589.282 137.308 

1337 YL 94116.245 33560.084 138.818 

2818 YL An(Py) 305 B 頭角喋 .94111. 359 33546.779 139.024 

2870 YL 畑町) 1.82 角礁 94112.580 33557.681 139.228 

2871 YL An(Py) 15.23 B 角礁 94112.999 33556.712 139.190 

2874 YL An(Py) 16.53 A 角喋 94114.679 33553.552 139.060 

2875 YL An(Py) 60 B 角際 94116.086 33556.577 138.962 

2876 YL An(Py) 36.23 角喋 94121. 299 33552.530 138.327 

2934 ，171YL 加(Py) 55.05 A 頭角喋 .94104.735 33519.026 137.274 

2935 YL An(Py) 305 A 角喋 94104.425 33517.089 137.322 

2936 ，171YL Anσy) 120 A 直角礁 .94105.635 33517.849 136.823 

2937 YL An(町) 17.46 B 角喋 94106.382 33517.162 136.606 

2938 YL An(Py) 2.81 角礁 .94106.8日5 33518.029 136.413 

2939 YL An(Py) 10.18 B 角礁 94106.736 33517.071 136.311 

2940 YL An(Py) 940 頭角礁 .94107.456 33526.627 138.000 

2956 YL An(町) 65.05 A 亜角喋 94124.877 33542.824 136.968 

2957 YL An(Py) 390 A 亜角磯 .94125.078 33543.691 137‘064 

2958 YL An(Py) 125 A 亜角喋 94125.126 33543.878 137.076 

2960 YL 加(町) 285 B 亜角磯 .94127.026 33545.196 137.052 

2961 YL An(Py) 4.89 B 角喋 94日98.981 33550.510 139.940 

2962 YL An(Py) 14.28 A 角磯 .94099.202 33552.123 140.184 

2963 YL An(町) 45.5 A 角喋 叫098.255 33553.001 I岨 084

2964 YL An(Py) 1310 B 角礁 .94092.111 33552.724 1岨 394

2965 YL VAn 1030 角喋 94091. 540 33553.159 140.421 

3015 YL 加(均) 1105 B 亜角磯 .94092.141 33552.892 I蛇 434

3016 ，27 YL An(Py) 106.67 角磯 94116.597 33554.036 138.755 

3017 ，27 YL An(Py) 94.13 角礁 一94116.394 33554.599 138.8日9

3018 YL An(Py) 12.09 角喋 94116.216 33553.825 138.843 

3020 YL 恒例) 6.39 B 角磯 一94115.538 33554.529 138.邸4

3021 YL An(Py) 7.59 角喋 94115.598 33555.766 138.949 

3022 ，38 YL 加 (η) 33.96 角磯 .94114.439 33554.565 139.011 

3025 YL VAn 13.36 角磯 94113.012 33554.770 139.121 

3026 YL An(Py) 9.12 角礁 .94112.569 33554.662 139.129 

3日27 YL An(Py) 32.25 B 亜角様 94113.857 33564.810 139.026 

3032 YL An(Py) 16.24 B 角磯 .94111. 250 33557.095 139.210 

3033 YL An(Py) 24.8 B 角磯 94111. 493 33557.859 139.238 

3034 YL An(Py) 31.98 角穣 .94114.903 33557.397 138.940 

3035 YL 加(Py) 8.13 角磯 94115.896 33556.353 138.867 

3036 YL An(Py) 86.66 角磯 .94120.157 33550.580 138日日

3037 YL An(Py) 325 A 車円礎 94119.379 33550.316 138.512 

3038 ，27 YL An(Py) 355 角礁 .94115.354 33549.389 138.805 

3039 YL An(Py) 31.35 B 角礁 94114.741 33550.288 138.877 

30岨 ，38 YL An(Py) 115 角磯 .94113.038 33555.439 139.060 

3046 YL 94114.374 33555.682 139.037 

3062 YL An(Py) 36.81 B 角磯 94114.479 33554.574 138.946 

3071 ，27 YL An(Py) 49.39 角礎 94114.391 33548.132 138.783 

3082 YL An(Py) 203.06 角磯 ー94101.677 33566.350 139.900 

3083 r23 YL An(Py) 15.74 A 角型車 94106.862 33565.762 139.590 

3084 YL An(Py) 15.85 角喋 94107.562 33561.169 139.582 

3085 YL 畑町) 425 亜角喋 .94106.533 33559.737 139.452 

3086 YL VBa 290 車問礎 94106.545 33559.554 139.445 

3日88 YL Ba 48.18 亜円磯 94117.842 33568.550 138.6胡

3090 YL 加(Py) 33.1 A 角蝶 94122.251 33564.054 138.171 

3091 YL An(町) 110 A 角礁 .94128.605 33564.656 137.222 

3092 YL An(Py) 41.1 角喋 94128.951 33566.705 136.999 

3093 YL An(町) 495 亜円磯 94112.852 33563.9拍 139.180 

3094 YL Sh 55 亜角磯 94110.892 335臼 510 139.389 

3112 YL An(Py) 120 角礁 .94112.037 33568.225 139‘035 

3113 YL An(Py) 905 角礁 .94111.157 33562.972 139.392 

3114 YL An(Py) 870 B 亜角礎 .94110.999 33562.976 139.332 

3115 YL An(Py) 25.42 角磯 94111. 487 33561.144 139.172 

3119 r5 IYL An(町) 140 角礁 ー94098.412 I 33560. 375 139.936 

3209 YL An(Py) 90 角磯 94129.41 o I 33567.080 136.767 
3210 YL An(巧) 780 B 角礁 ヨ94127.025 33574.999 136.931 

3211 YL An(Py) 410 B 直角喋 94121.21 8 I 33573.341 137.983 

3212 YL An(Py) 155 B 角磯 一94118.093 33571. 054 138.594 

3213 YL An(Py) 26.94 B 角礁 94117.794 33571. 073 138日7

3215 YL An(Py) 叫O A 角磯 .94114.602 33574.795 138.862 

3216 YL An(Py) 38.17 角礁 94114.897 33574.943 138.774 
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3217 r4 YL 担 (Py) 120 角喋 94112.244 33575.368 138.759 I 2565 r50 IFB 集石8 An(Py) 70 A 角礁 .94122.731 33558.869 138.709 

3218 r54 YL An(Py) 担。 B 角喋 .94109.795 33573.719 138.985 2566 FB 集石8 An(Py) 24.02 角喋 94122.514 33559.055 138.739 

3219 r54 Y工 An(Py) I胡 B 角礎 担109.631 33573.844 139.023 2567 FB 集石8 An(Py) 325 B 角喋 .94122.489 33559.298 138.732 

3220 YL An(Py) 25.47 角様 一94108.301 33570.867 139.292 2568 r49 FB 集石8 An(Py) 3500 角磯 94122.663 33559.230 138.676 

3221 YL An(Py) 250 A 亜角礁 94108.880 33579.632 138.785 2569 r57 FB 集右8An(Py) 8500 A 亜角礎 94122.943 33559.012 138.642 

3222 YL An(Py) 490 A 盟角磯 .94116.569 33578.275 138.200 2570 r52 FB 集石8 An(Py) 9500 A 角礁 94122.943 33559.245 138.563 

3223 YL VAn 50 亜角磯 .94114.82日 33565.701 138.925 2572 r50 FB 集石8 An(Py) 19.06 A 角喋 94123.592 33日9.492 138.639 

3225 同3 YL An(Py) 75 A 角喋 94106.123 33565.292 139.579 2573 r52 FB 集石8 An(Py) 45.09 A 角磯 一94123.477 33559.435 138.652 

3226 YL An(Py) 28.89 角磯 一94日98.550 33565.185 139.853 2574 FB 集石8 An(η) 235 A 角喋 制1幻 225 33558.919 138.677 

3227 r5 YL 加(町) 105 角喋 94日97日51 33564.500 139.967 2575 FB 集石8An(Py) 270 A 角磯 .94123.744 33558.872 138.598 

3228 YL An(Py) 6.93 A 角礁 ー94100.561 33且6.188 1崎 002 2576 FB 集石8An(Py) 115 B 角磯 94123.294 33558.2担 138.661 

3229 YL An(Py) 12.77 角喋 94102.346 33529.189 139.073 2577 FB 集石8 An(Py) 39.47 角礁 .94123.662 33557.790 138.669 

3503 YL .94114.591 33589.357 137.678 2578 FB 集石8 An(Py) 255 B 角穣 94123.779 33557マ669 138.614 

35叫 YL An(Py) 37.17 B 角磯 94114.933 33584.337 137.999 2580 r57 FB 集石8An(Py) 7000 A 亜角礁 .94122.916 33558.572 13日605

3506 YL An(Py) 935 車角喋 一94116.827 33584.951 137.864 2581 FB 集石8VAn 595 亜角礁 94124.166 33558.592 138.556 

3507 YL An(Py) 65.17 A 角礁 94120臼5 33585.495 137.260 2628 FB 集石8 An(Py) 8ω B 角喋 94122.771 33558.421 138.703 

3508 YL .94109.257 33584.662 138.429 2629 r49 FB 集石8 担 (Py) 27.73 角喋 94122.552 33559.306 138.724 

35日9 YL An(Py) 95 E 角醸 94120.550 33591. 414 136.808 

縄文時代

番号 接合 層位 遺構 石材 重さ(回 赤化 磯形態 X座標刷 Y座標(叫 標高{叫

1238 KU 集石S An(Py) 75 A 角際 .94116.847 33556.456 139.408 

1239 KU 集石3 An仔y) 220 A 亜円礎 .94117.073 33556.656 139.374 

1240 KU 集石3An(Py) 104.7 亜角磯 94117.020 33556.827 139.389 

1241 KU 集石3An(Py) 820 A 角礁 ー94117.2倒 33556.968 139.458 

1242 KU 集石3 An(Py) 530 A 亜円喋 一94117.163 33557.088 139.443 

1243 KU 集石3加(Py) 200 A 角礁 94117.225 33557.125 139.446 

1244 KU 集石3 An(Py) 119.56 B 角楳 .94117.272 33557.290 139.371 

1245 KU 集石3 An(Py) 24旧 A 亜角磯 ー叫117‘359 33557.126 139.387 

1246 KU 集石3An(Py) 116.81 A 直角礁 .94117.497 33557.369 139.378 

1247 KU 集右3 An(Py) 145 A 角磯 .94117.507 33557.028 139.338 

1248 KU 集石3 An(Py) 43.78 A 角磯 .94117.449 33556.884 139.358 

1249 KU 集石3 An(Py) 85.52 A 角喋 94117.660 33556.767 139.318 

1251 KU 集石3 An(Py) 83.6 A 角喋 .94117.253 33556.587 139.369 

1252 KU 集石3VBa 370 亜角礁 .94117.195 33556.535 139.3叫

1540 KU 集石3An(Py) 135 A 角喋 .94117.560 33556.810 139.317 

1603 FB 集石4加(Py) 685 B 角礁 94127.607 33554.425 138.198 

1604 FB 集石4 An(Py) 1080 A IlIi[角磯 .94128.457 33554.189 138.062 

1605 FB 集右4 An(Py) 610 角磯 94128.531 33554.310 138.074 

1606 FB 集石4 An(Py) 1255 AllIi[角喋 .94128.381 33554.324 137.989 

1607 FB 集石4 VBa 2385 A 亜角磯 94128.169 33554.567 138.066 

1608 FB 集石4 VBa 1365 A 亜角喋 94128.29日 33554.732 138.094 

1609 FB 集石4 An(Py) 1330 A 角磯 94128.429 33554.795 138.0砧

1610 FB 集石4 An(Py) 4.02 B 角礁 一94128.457 33554.846 138.107 

1611 FB 集石4 An(Py) 1250 A 亜角喋 94127.967 33554.993 138.124 

1612 FB 集石4 An(Py) 7.87 角礁 .94127.946 33555.117 138.197 

1615 FB 集石4加(Py) 125 8 角磯 94125.957 33554.710 138.460 

1616 FB 集石4加 (Py) 395 B 角喋 94127.592 33553.453 138.139 

1982 FB 集右5 An(Py) 38.82 A 角磯 94119.514 33553.066 139.131 

1983 FB 集石5 An(Py) 19.68 A 角礁 .94119.365 33553.791 139.160 

1984 FB 集石5 An(Py) 39.75 A 角礁 94119.503 33554.273 139.172 

1985 FB 集石5An(Py) 470 A 亜角牒 94120.336 33553.607 139.151 

1986 FB 集石5An(Py) 36.92 A 角磯 94120.145 33553.862 139.206 

1987 FB 集石5 An(Py) 130 B 直角線 .9412日.018 33554.372 139.154 

1988 FB 集石5 An(Py) 15日 A 角磯 94119.973 33日4.596 139.114 

1989 FB 集石5 An(Py) 425 亜角礁 .94120.029 33554.976 139.166 

1990 FB 集右5An(Py) 53.11 A 角礁 94121.106 33553.294 139.027 

1991 FB 集石5An(Py) 33.01 A 角礁 .94121. 616 33552.831 139.032 

1992 FB 集石5 An(Py) 110 A 角磯 94121. 815 33553.067 139.022 

1993 FB 集石5 An(Py) 130 亜角穣 一94121.928 33553.269 138.951 

1994 FB 集右5 An(Py) 130 A 角磯 94121. 984 33553.205 138.926 

1995 FB 集石5An(Py) 39.68 A 角礁 .94122.304 33553.345 138.957 

1996 FB 集石5 An(Py) 200 A 角礁 叫122.485 33553.406 138.857 

1997 FB 集石5 An(Py) 225 A 角磯 ー94122.609 33553.427 138.880 

1998 FB 集石5畑町) 90 A 角傑 94122.599 33553.228 138.873 

1999 FB 集石5An(Py) 135 A 角礁 94123.095 33553.121 138.853 

1613 FB 集石6VAn 2495 B 亜角蝶 .94126.883 33555.540 138.325 

1972 FB 集石6 An(Py) 45.69 A 角礁 94126制。 33555.784 138.339 
1973 FB 集石6 An(Py) 1625 A 亜角喋 94126.857 33555.582 138.227 

1974 FB 集石6VBa 820 B IlIi[角喋 94126.861 33555.494 138.248 

1975 FB 集石6VAn 820 A IlIi[角蝶 一94126.893 33555.279 138.285 

1976 FB 集石6 An(Py) 910 B 角穣 94126.748 33555.288 138.312 

1977 FB 集石6 An(Py) 710 A 亜角楳 .94126.618 33555.253 138.312 

1978 FB 集石6 An(Py) 1175 A 角礁 94126.549 33555.276 138.292 

1979 FB 集石6担 (Py) 570 A 角喋 一94126.619 33555.195 138.280 

2583 FB 集石7An(Py) 280 A 角磯 94125.964 33559.013 138.387 

2584 FB 集石7An(Py) 35.71 亜角喋 .94126.073 33558剖O 138‘365 
2585 FB 集石7 An(Py) 920 A 角礁 94126.296 33558.792 138.338 

2587 FB 集石7 An(町) 195 A 亜角蝶 .94126.785 33558.586 138.163 

2588 FB 集石7An(Py) 235 亜角磯 94126.999 33558.748 138.203 

2591 FB 集石7An(Py) 220 A 角磯 .94127.977 33558.778 138.029 

2592 FB 集石7 An(Py) 18日 A 角磯 94128.508 33558.529 137.9岨

2563 FB 集石8品約) 26日 B 角礎 .94122.523 33558.817 138.748 

2564 FB 集石8An(Py) 26日 A 角磯 94122.624 33558.748 138.7剖
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研究室 遺物 判別図
事UlJU分析

年際通番
分析番号

番号
推定産地

判別群
第1候補産地 第2候補産地

事j別群 距離 確率 明J別群 距離 確率

MK08-4588 NDM-147 30 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 1. 95 1 SBIY 86.34 。
MK08-4589 NDM-148 192 諏訪屋ク台群 SWHD SWHD 4.58 1 SBIY 55.37 。
MK08-4590 NDM-149 1541 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 8.37 1 KZSN 40.13 。
MK08-4591 NDM-150 1544 神津島思馳島群 KZOB KZOB 27.79 0.9999 KZSN 45.25 0.0001 

MK08-4592 NDM-151 1591 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 2.84 1 KZSN 46.13 。
MK08-4593 NDM同152 1645 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 8.18 1 SBIY 81.16 。
MK08-4594 NDM-153 1753 神薄島思馳島群 KZOB KZOB 7.77 1 KZSN 51.49 。
MK08-4595 NDM姐154 1757 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK08-4596 NDM-155 1759 神津島恩J髄島群 KZOB KZOB 25.17 0.9898 KZSN 32.04 0.0102 

MK08-4597 NDM-156 1774 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 15.94 1 SBIY 84.67 。
MK08-4598 NDM-157 1776 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 2.93 1 KZSN 63.4 。
MK08-4599 NDM-158 1879 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 7.68 1 SBIY 99.38 。
MK08-4600 NDM-159 1883 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 15.22 1 SBIY 139.9 。
MK08-4601 NDM-16日2296 神津島恩馳鳥群 KZOB KZOB 12.29 1 KZSN 56.27 。
MK08-4602 NDM-161 2301 諏訪昼ヶ台群 SWHD SWHD 19.91 1 SBIY 92.83 。
MK08-4603 NDM-162 2599 神津島思馳島群 KZOB KZOB 9.74 1 KZSN 57.16 。
MK08-4604 NDM-163 2601 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 14.24 1 SBIY 108.51 。
MK08-4605 NDM-164 2610 神薄島恩馳島群 KZOB KZOB 8.17 l KZSN 27.52 。
MK08-4606 NDM-165 2627 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 15.74 0.9169 KZSN 18.27 0.0831 

MK08-4607 NDM-166 2719 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 7.93 l KZSN 50.41 。
MK08-4608 NDM-167 2840 諏訪皐ヶ台群 SWHD SWHD 19.95 1 SBIY 84.99 。
MK08-4609 NDM-168 2881 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 2.43 1 SBIY 78.69 。
MK08-4610 NDM-169 2905 和田鷹山群 WDTY WDTY 9.32 0.9996 WDHY 22.26 0.0004 

MK08-4611 NDM-170 9 諏訪星ヶ台群 S'A圧m SWHD 9.33 l SBIY 118.03 I 0 

MK08-4612 NDM-I71 92 諏訪屋ヶ台群 SWHD SWHD 12.7 l SBIY 103.18 I 0 

MK08-4613 NDM-I72 361 神津島j恩馳島群 KZOB KZOB 20.19 0.9996 KZSN 33.64 0.0004 

MK08-4614 NDM-173 561 神樟島恩馳島群 KZOB KZOB 13.23 l KZSN 43.98 I 0 

MK08-4615 NDM-174 616 諏訪屋ヶ台群 SWHD SWHD 14.28 I 1 SBIY 108.12 I 0 

MK08-4616 NDM-175 646 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 4.66 I SBIY 89.25 I 0 

MK08-4617 NDM-176 747 神津島思馳島群 KZOB KZOB 1.9 l KZSN 42.74 I 0 

MK08-4618 NDM-177 982 諏訪昼ヶ台群 SWHD SWHD 4.14 I 1 SBIY 68.68 I 0 

MK08-4619 NDM-178 1648 神津島思馳島群 KZOB KZOB 1. 96 l KZSN 58.95 10 

MK08-4620 NDM-179 1888 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 1. 29 l SBIY 75.29 I 0 

MK08-4621 NDM-180 1899 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 10.21 l SBIY 114.41 I 0 

MK08-4622 NDM-181 2131 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 4.62 l SBIY 85.76 10 

MK08-4623 NDM巴182 2304 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 8.08 I 1 KZSN 47.51 I 0 

MK08-4624 NDM-183 2375 神津島思馳島群 KZOB KZOB 12.57 I KZSN 31. 03 I 0 

MK08-4625 NDM-I84 2447 神津島底馳島群 KZOB KZOB 19.28 0.9999 KZSN 36.33 0.0001 

MK08-4626 NDM回185 2457 神津島思馳島群 KZOB KZOB 5.08 I 1 KZSN 63.78 I 0 

MK08-4627 NDM-186 2616 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 12.36 1 SBIY 110.88 I 0 

MK08-4628 NDM-187 2683 神津島思馳島群 KZOB KZOB 16.94 I 1 KZSN 46.81 I 0 

MK08-4629 NDM-188 2885 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 13.88 I 1 SBIY 101. 55 I 0 

MK08-4630 NDM-189 5013 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 2.2 1 KZSN 43.88 I 0 

MK08-4631 NDM-190 961 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 16守73 1 SBIY 59.4 。
MK08-4632 NDM-191 990 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 9.99 1 SBIY 73.1 。
MK08-4633 NDM-192 1890 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 0.35 1 SBIY 96.38 I 0 

MK08-4634 NDM悶193 1892 諏訪星グ台群 SWHD SWHD 15.42 1 SBIY 76.87 I 0 

MK08-4635 NDM-194 2303 神津鳥恩馳島群 KZOB KZOB 6.77 I KZSN 24.82 I 0 

MK08-4636 NDM-195 2373 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 13.78 l SBIY 112.85 I 0 

MK08-4637 NDM-196 5011 神津島息馳島群 KZOB KZOB 10.81 1 KZSN 32.1 。

研究室 遺物 判別図
判別分析

年開通番
分析番号

番号
推定産地

判別群
第1候補産地 第2候祷産地

判別群 距離 確率 判別群 距離 確率

MK08-4538 NDM・97 3097 諏訪星グ台群 SWHD SWHD 21. 81 l WDTN 106.69 。
MK08-4539 NDM-98 3099 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 0.87 1 KZSN 48.14 。
MK08-4540 NDM-99 3101 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 9.54 1 KZSN 48.96 。
MK08-4541 NDM-I00 3102 神津島息馳島群 KZOB KZOB 5.91 1 KZSN 72.31 。
M五08-4542 NDM-I0l 3105 事事科冷山群 TSTY TSTY 2.81 1 TSHG 19.89 。
MK08-4543 NDM-I02 3116 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 9.6 I SBIY 89.76 。
MK08-4544 NDM・103 3117 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 10.31 I SBIY 132.06 。
MK08-4545 NDM-I04 3231 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 7.55 l SBIY 95.43 。
MK08-4546 NDM-I05 3232 神津島思馳島群 KZOB KZOB 8.25 l KZSN 31.15 。
MK08-4547 NDM司106 3233 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 3.92 1 KZSN 42.81 。
MK08-4548 NDM-I07 3234 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 6.67 l KZSN 36.26 。
MK08-4549 NDM-I08 3235 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 4.98 1 KZSN 39.37 。
MK08-4550 NDM-109 3236 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 15.73 1 SBIY 96.14 。
MK08-4551 NDM-110 3237 諏訪農ヶ台群 SWHD SWHD 2.12 l SBIY 71.41 。
MK08-4552 NDM-111 3239 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 11. 32 1 SBIY 102.82 。
MK08-4553 NDM-112 3241 事事科冷山群 TSTY TSTY 8.04 0.9991 TSHG 18.16 0.0009 

MK08-4554 NDM・113 3456 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 6.56 1 HNKI 86.63 。
MK08-4555 NDM-114 3497 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 10.86 1 SBIY 97.15 。
MK08-4556 NDM-115 3499 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK08-4557 NDM-116 35日。 箱根畑宿群 HNHJ HN孔I 3.94 I 1 日NKI 79.27 。
MK08・4558NDM-117 3512 諏訪昼ヶ台群 SWHD SWHD 3.54 I 1 SBIY 74.17 。
MK08-4559 NDM-118 2305 和田土屋橋西群 WDTN WDTN 5.95 0.9998 WDTM 19.23 0.0002 

MK08-4560 NDM-119 2524 箱根I田宿群 HNHJ 日NHJ 11. 56 I 1 HNKI 66.1 。
MK08-4561 NDM-120 26日9 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 16.03 I 1 HNKI 78.03 I 0 

MK08-4562 NDM-121 2626 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 3.27 I 1 HNKI 92.02 I 0 

MK08-4563 NDM-122 2860 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 15.34 I 1 SBIY 155.73 I 0 

MK08-4564 NDM-123 878 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 15.46 l SBIY 132.66 I 0 

MK08-4565 NDM-124 1151 神津島思馳島群 KZOB KZOB 8.56 l KZSN 37.89 I 0 

MK08-4566 NDM-125 1似4 推定不可 指定不可 推定不可 推定不可

MK08-4567 NDM-126 1654 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 7.54 I 1 SBIY 90.49 I 0 

MK08-4568 NDM-127 1704 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 3.83 1 SBIY 58.29 10 

MK08-4569 NDM-128 1755 神津島息馳島群 KZOB KZOB 7.55 l KZSN 27.22 I 0 

MK08-4570 NDM-129 1763 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 2.26 l KZSN 43.84 I 0 

MK08-4571 NDM-130 1889 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 11. 06 1 SBIY 132.25 I 0 

MK08-4572 NDM-131 1893 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 10‘6 1 SBIY 88.05 10 

MK08-4573 NDM-132 1901 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK08-4574 NDM-133 1903 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 22.29 I HNKI 47.82 I 0 

MK08-4575 NDM-134 1936 神津島思馳島群 KZOB KZOB 2.51 l KZSN 36.5 。
MK08-4576 NDM-135 2111 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK08-4577 NDM-136 2112 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 5.55 1 HNKI 110.53 I 0 

MK08-4578 NDM-137 2285 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 2.24 I 1 KZSN 54.27 10 

MK08-4579 NDM-138 2451 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 4.59 I KZSN 42.38 10 

MK08-4580 NDM-139 2458 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 14.15 l SBIY 74.33 I 0 

MK08-4581 NDM-140 2595 諏訪星ヶ台群 SWHD SWHD 4.87 I SBIY 105.7 。
MK08-4582 NDM-141 2602 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 10.24 I 1 KZSN 29.31 I 0 

MK08-4583 NDM-142 2615 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 14.9 1 KZSN 54.2 。
MK08-4584 NDM-143 2617 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 13.35 I 1 KZSN 57.81 I 0 

MK08-4585 NDM-I44 2623 神津島思馳島群 KZOB KZOB 5.07 I 1 KZSN 29.59 I 0 

MK08-4586 NDM-I45 2689 神津島恩馳島群 KZOB KZOB 5.01 I KZSN 51. 52 I 0 

MK08-4587 NDM-146 2691 神津島思馳島群 KZOB KZOB 10.13 I KZSN 55.36 I 0 
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ilrMf川Id I おl依一弘前崎地 11 'pl別辞3h|2附醐補dFJik| 
判別群| 州倒、 孫お

… i山相MK凶 46891NDM-2必 [ 沖津島思馳島訴 KZOB 1 ~. 14 1 KLSN 1 43.1.1 1 0 

MK03-e690 1 NDM-24S 神津島恩馳島 1KZOB 1 KZOB 1 0.31 1 1 11 くZSN 47.15 1 0 

M~K08-4691 1 NDM-25C 神淳品Y副弛島清 む~OE 1 KZOB 1 1 . .1. 64 1 1 !I KZSN 50.45 1 0 

M!刀3-46921 NDM-251 1 i9.57 

MK08-l1693 1 ND1.1-252 ) 27回

M上く08-4694I NDM-253 I 500¥ 

MK03-4695 I NDM-254 I 6002 

IviK08-4696 I NDM-255 I 5003 

)v!T(Oι4697 ! NDM-256 I 500~ 

MKOD必 981NDMお71 5ω51 

IvIK08-4699 1 NDM-253 1 5006 

MK03-4'1∞NDM-259 I 5007 I i)W，~)i W. 7" tì~if I SvVI-I.0 I 

旧関語障1v1-261 1 1340 
I MK08~47041NDM 263 1 30ω 

jbIK似 7051NDM制 67

MK08-47船 207 elW 1. SWHD 1 S¥i¥!!-ID 1 5.62 1 

I MK03-4708 I NDM-267 I 4 351
 

I MK08-4710 1 NDM-269 1 b77 

悶

MK08-4712 I NDM-271 臼5

MK08-4713I NDM-272 I 713 

i MK08-4714 1 NDM-27371Sl 
:tviK似'ì~1
MKωNDM幻SI 720 

MK08-47171 NDNi-276打
MK08-4718 1 NDII..Z-277 

MK08-'.'/l9 I NDM-2'18 I 7 95|  

MK08-4720 I NDiVI-279 加71

MK侃 47211 NDM-230 1 809 1 

IvfK侃 477.21N凹 281 I 8 31l  

lv:K03-4723 1 NDM-282 1 950 

MI(08-4'724 I NDM-283 I 988 

MK08-4725 I NDM-284 I 1削|

MK08-4726 I NDJVI-2s5 I 1327 

MK08-47幻 I
MK侃 4'?22 I NDMーお7I 1524 

l¥1IK08-4729 I NDl¥tl品 8I 16'/9 J ]C:.t:$G tál[~~ ，ttf-

MK08-4.730 I NDM-289 I 158: I 

MKOS-473J I NDlVl-290 I 153日 ~MM7iì~i~'
MXOS-4732 I珂DM-291 1 15似|

MK03-47幻 1NDM-~92 1 16必 l
I MK08-4734 I NDlV1-293 I 164'7 I Mih1Js 7" 'e:I'1f:f I SWHD I 

lMK侃 4735II~ l) tvl羽il I -1651-1 

:MK凶 47361 NDM-295 1 1652 1 

I MK08-1ワ 1 50.63 1 -1 

1 2780 1 

…|山間|醐嗣仙台稗 S叩 Nm1111加 89.16 10 

MK08必 ')4I NDM-233 I 1日7 神浮島思馳島併 y，zOB 1 凶 OB 1 9. n は SN I 36.87 I 0 

MK08-4675 1 NDM-234 1 2456 1 1'cm!閥111群 WDTY 1 WDTY 1 19.08 1 1 1， WDHY 1 50.08 1 0 

M及。8-4676 NDM--235 1896 出訪Eヶ台群 SWj-!D S¥VHD 2.98 1 !I SBIY 104.08 10 

MK08-46'!7 NDM-236 1005 神津品思馳品詰 KZOB KZOB 10.95 は 24..82 0.0003 

MK08-4678 NDM-237 J006 支出泣r色日間:
，巴君主 KZ.OB KZOB 7.22 45. S 。

一一一日石
MK08-4680 I NDM必 91 22ω 訂訪塁ヶ詳 2，W!-!D 1 SWH'J 1 17.44 

MK03-4681 1 NDM-240 1 2お1 探訪長庁首群 SiNHD I SV/I-ID I 11出

ibIM54州 N山 41 I 2385 I 神津島問
LI¥i，:08-4G83 I NDM 242 I 23防 相T津島恩弛品群 IKZ03 KZOB 4似
I MK08-4脳 ND1VI】2"3 1 2387 1 箱根畑宿群 五ト叩 IiN戸J 1 d.99 

i MK08州 NDM川 2750I有附側副 If-，zOB 1 KZOB十11.32
M五郎 46861 ND M -2，1，号 12751 1 諏訪星ヶ台詳

2'i幻 l 祁訪皐タ台群 ISWHD-!S'm:JD T L 67 1 1 11 SBIY 1 96.78 1 
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写真図版



野台南遺跡 図版1

調査区遠景

SCills3 

TP11南壁の土層



図版2 野台南遺跡

住居跡1・2 出土遺物



野台南遺跡 図版3

第IV文化層接合した磯

第IV文化層 黄鉄鉱の遺物



図版4 野台南遺跡

司・
住居跡1・2 (左:住居跡2 右:住居跡1) 

住居跡1



野台南遺跡 図版5

ι・・

住居跡2

- .. 

住居跡1 柱穴 住居跡2 柱穴

住居跡1 埋輩出土状況 住居跡2 埋輩出土状況



図版6 野台南遺跡

住居跡1 石囲炉 住居跡2 石囲炉

住居跡1 石囲炉の土層 住居跡2 石囲炉の土層

住居跡1 往穴と土器 住居跡2 柱穴と土器・磯



野台南遺跡 図版7

住居跡1 土器出土状況 土坑4

.，B 

土坑6・7 土坑8

土坑9 土坑10

土坑11 ピット 1



図版8 野台南遺跡

ピット3 集石1

集石2 集石3

集石4 集石5



野台南遺跡 図版9

集石6 集石7

集石8 集石9

石皿出土状況 第V文化層礁群8



図版10 野台南遺跡

第V文化層磯群9 第V文化層磯群10

第V文化層磯群11 第V文化層磯群12

第IV文化層喋群5・6 第IV文化層磯群5(1)



野台南遺跡 図版11

第IV文化層礁群5(2) 第IV文化層磯群5(3)

第川文化層 際群3・ブ、ロック9・10・11

第川文化層 磯群3・ブ、ロック11 第川文化層 プ、ロック9・10



図版12 野台南遺跡

第H文化層 楳群1・2・ブ、ロック8 第H文化層蝶群1

第H文化層磯群2 第11文化層 ブロック8

第 l文化層全景



野台南遺跡 図版13

第 l文化層 ブ‘ロック 1・3 第 l文化層 ブロック 2

第 l文化層 ブロック3 第 l文化層 ブロック4

第 l文化層 ブロック 5 第 l文化層 ブロック4と配石



図版14 野台南遺跡

第 l文化層剥片石器

第 l文化層 輝石安山岩の接合資料



野台南遺跡 図版15

第 l文化層蔽石

第H文化層石器



図版16 野台南遺跡

第川文化層石器



野台南遺跡 図版17

第IV文化層石器

第IV.V文化層蔽石



図版18 野台南遺跡
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第V文化層石器



野台南遺跡 図版19

住居跡1 埋聾 住居跡2 埋護

住居跡1・2 土器



図版20 野台南遺跡

住居跡1 土器(1) 住居跡1 土器(2)

1 • 2・3・4類土器



野台南遺跡 図版21

5類土器(1) 

5類土器(2) 5類土器(3)

6類土器



図版22 野台南遺跡
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7類土器



野台南遺跡 図版23

8類土器

9類土器

10・11類土器



図版24 野台南遺跡

12類土器(1) 12類土器(2)

12類土器(3)
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12類土器削

14類土器

野台南遺跡図版25



図版26 野台南遺跡

13類土器(1) 



野台南遺跡 図版27

a~ 

15類土器

13類土器(2) 16類土器

16・17類土器



図版28 野台南遺跡

18類土器

19類土器



if三]

20類土器

縄文時代石器(1) 

野台南遺跡 図版29
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図版30 野台南遺跡

雇泊
極通

園田 帯

縄文時代石器(2)



野台南遺跡 図版31

縄文時代石器(3)



図版32 野台南遺跡

縄文時代磯器 縄文時代石皿(1) 

縄文時代石皿(2)



柏窪A遺跡図版33

調査区全景

土坑 1""6



図版34 柏窪A遺跡

土坑2 土坑5

土坑6 土坑7~9

土坑7 土坑8



柏窪A遺跡図版35

土坑9 土坑14

土坑10""13

土坑11""13
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